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プロローグ







「はい、じゃあ準備はいい？　アンタたち？」

　仕切り屋の声はよく通る。

　彼女はこの場にいる一人ひとり一人ひとりと目め線せんをあわせてから、やがて大きく頷うなずいた。

「こういうの、まあベタだけど、ちゃんとやっとくのが大事なの。はいそこ、とぼけた顔しないの。まあ、あたしたちに合わせればいいから」

「ん」

　桐きり也やの隣となりの新人は、こういうノリについていく方法がまだわからないのか、曖あい昧まいな顔で頷くだけだった。仕切り屋である陵みささぎは、それを見て満足そうに頷く。

「はい、じゃあいくわよ。いっせー……のっ」




「「「「「う！　み！　だああぁぁぁ─────────ッ！」」」」」




　五人、まあいつものメンバーの声が、白い午後の砂浜に響ひびき渡った。出遅れたのはただ一人である。

「う、うみ、だっ!?」

「はいそこ！　遅いわよ！」

「し、仕方ないし！　こんなの知らないんだから、わかるわけねーじゃんっ！」

「私も知りませんでしたが、どうにか合わせましたのです」

　さっそく新人いびりが始まっているようでなによりです。

　お決まりのセリフを叫んでから浜辺に突とつ撃げきしたのは、まず安曇あずみ野のあずな。ついでビーチボールを抱えた陵が走る。その後ろをゆっくり行くのは紀き沙さ羅らと新人娘。最後尾はパラソルだの浮うき輪わだのを散々に持たされ、首からはカメラを下げる俺おれと、ビーチチェアのいくつかを肩に担いだ桐也である。

　賑にぎやかだな、と思った。

「ま、海だ海だって話は出てたけどよー……」

「まさかこのような形で海に来るとは思わなかったか？　刀とう雅が」

「そりゃそーだろ」

　ため息をつきつつ、適当なところにパラソルを設置する。既に寄せる波に足先をつけてきゃっきゃとはしゃいでいる女性陣と違って、男はやらなくちゃならないことが多い。

　桐きり也やも日陰を選んでビーチチェアを置き始めた。

「まさかこんな、太たい平へい洋ようのど真ん中に来るとか、誰だれが想像するよ？」

「そうだな。レイラ・レイアード博士の研究所が、こんな絶海の孤島だとは思わなかった」

　なんでも博士の趣しゆ味みも兼ねているとかで、ビーチ完備のリゾート島である。

　おかげでビーチに人ひと影かげなんかありゃしねぇ。

「まったく、紀き沙さ羅らに感かん謝しやしねーとな。おーい、紀沙羅！　お前泳げねーんだろ！　浮うき輪わいらねーのか！」

　砂浜で水と戯たわむれていた女性陣が、戻ってくる。紀沙羅は少し不ふ貞て腐くされた顔でこっちに戻ってきた。

「浮き輪なんて……子供ではないのです」

「じゃあいいんだな？」

　せっかく膨ふくらませてやった浮き輪を高く掲げると、紀沙羅は「ん」とか言いながら寄よ越こせとジェスチャー。全く可愛かわいげがないと言うかなんというか。

「せっかくの里帰りなんだから、もう少しはしゃいでもいいだろ？」

「里帰りというわけでは……。この研究所、私も数回訪れたことがある程度なのです」

「でもやっと母親に会えたんだからよ」

「そ、そうですね。変ではなかったですか？」

　母親──レイラ・レイアードの話になると、途と端たんに動揺し始める紀沙羅。変というならレイラ博士の言動、行動のほうがよっぽど変だったのだが、そんなこと言うとまた紀沙羅に怒られるかね。

　海と反対側。

　砂浜のほうを見れば、島の中央に張りつくかのように、白いブロック型の建築群がある。ウラノメトリア研究所。異国の海のど真ん中にある、レイラ博士の居所。

　レイラ博士直じき々じきのご指名で、俺たちはここにいる。まあ、そんな中でこうして遊んでるのもどうかって話なわけだが。

「キリヤ！　キリヤは泳がないの!?」

　とか悩んでいると、砂浜を駆ける少女。そっちは迷わず桐也へと向かっていた。

「いや、俺おれは後でいいから」

「そんなこと言わずにさ！」

　元気だな。新たに名前を得てから、また少し性格が変わった気がする。かなり積せつ極きよく的てきになったというか。桐也の胸を叩たたく少女の中に、一体いくつの人格があるのだろう。

「エフェメラ……あまりはしゃぐな。身体からだに障さわる」

「もうその名前じゃねーし！　ふざけんなっ。ちゃんと鹿か毛げ沼ぬま陰かげ日ひって名前考えたんだから、そっちで呼べっつーの！」

　口く調ちようが乱らん暴ぼうな彼女だが、もう、なんつーかね、すごく嬉うれしそうなのがよくわかるわ。無愛想な紀き沙さ羅らなんかと違い、もし尻尾しつぽがあったらぶるんぶるん振ってるだろうな、っていうくらい。

　鹿か毛げ沼ぬま陰かげ日ひ。

　ちょっと前までエフェメラとか名乗っていた彼女の、新しい名前。

　もっともこの短期間で日に本ほん国こく籍せきなど取得できるはずもなく、あくまでも便べん宜ぎ上じようのもの。紀沙羅や桐きり也やも巻き込んで名前をつける相そう談だんをしたエフェメラが、どうにか考え出したのが、陰日という名前だった。

　陰なんて字が入ってるわけで、ポジティブな印象を受けることはない字じ面づらだが、彼女なりに思うところがあったのか。それとも意味を取り違えているのか。

「仲が良いですね、お二人ふたりは」

「お前だって、陰日と仲良くやってるんだろ。一いつ緒しよに暮らしてるわけだし。それに研究所まで陰日を連れてくるように頼んだのも、お前だって話じゃないか」

　紀沙羅は答えなかった。夏休みに入る前は、つまり陰日とは宿敵同士だったわけで、素直に喜べない感情があるのかもしれない。

　泳げない紀沙羅に、でっかい浮うき輪わを上から通してやる。水着はいつだったか陵みささぎたちと選んでいた黒のワンピースだった。そういえば俺おれがこっちが良いと言ったんだっけな。

　陵も安曇あずみ野のも、着ているのはあの時選んだ物だから、三人でお揃そろいというわけか。それにしてもタンキニを着た安曇野のスタイルが良いせいで、陵のぺたんこぶりが更に強調されてる。絶対言わないけど。

　そんなこんなで三人とも、いつか見た格好ではある、のだが。

　陰日だけは別であった。

「どう？　どうキリヤ、この水着似合うかなぁ？」

「そんなに肌を出すな」

「えー！　ちゃんと日焼け止め塗ったし！」

「そういう意味じゃない……」
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　青いビキニを見せつけるような陰日と、微妙に目をそらす桐也。

　桐也は顔が良いのでモテるのだが、誠実すぎるせいで中途半端な気持ちで女子と付き合うようなことはなかった。よってほとんど女性と付き合ったことはない。そこがまた人気の理由になるわけだが、結局のところ桐也の経けい験けん値ち向上にはつながっていない。

　あんな風に懐なついてくる女の扱い、桐也は知るはずもなかった。まあ俺も知らないけどな。

「おいおい、そんな水着じゃ桐也は落とせねえって」

「あんだよトーガ！　これにケチつけんの!?」

「そうじゃねーから。その水着どうしたんだよ、エロいぞ陰日」

「アズナにもらった！」

　ああ、あの露ろ出しゆつ好ずきめ。結局こっちのほうも買ってたのか。でも陰かげ日ひにあげたってとこか。

　桐きり也やが恨うらみがましくあずなを見るが、海の似合う褐かつ色しよく娘おんなはビーチボール片手に陵みささぎとなんか話していた。人のいない浜辺ってのは気楽だな。

「やはり東とう城じようさんもああいった水着のほうが好みですか」

「素肌さらせばいいってもんじゃねーよな」

　紀き沙さ羅らは答えてくれない。相棒になってからも、まだまだなにを考えているんだかわからない面のある女だった。

　一方、俺おれにとっては桐也のほうがわかりやすい。必死に背伸びをして桐也の首に抱きつこうとしている陰日と、彼女の肩を押さえてそれを止めている桐也。なに考えてるか一いち目もく瞭りよう然ぜんで、ホントこう、イケメンめふざけんなと言いたくなってくる。

「ねートーガ！　キリヤが全然こっち見てくれないんですけどー！　せっかくの水着なのにつまんなぁーい！」

「そりゃお前、桐也照れてんだよ」

「えー？　わっかんねーし！」

「刀とう雅が！　余計なことを言うな！」

　表情は変わらないが鋭するどい桐也の声が図星であることを証明している。

　安曇あずみ野のが水着選んでいる時もその露出性を咎とがめていた桐也だが、それはつまり、本人がそういうものが得意ではないだけの話である。異性を意い識しきさせるものにどう対応していいかわからないのだろう。

　そういう意味では陰かげ日ひのアプローチも、あんま的てき確かくとは言えない。

　生き真ま面じ目めな桐きり也やを考えすぎのスパイラルに陥らせるだけである。

「キリヤー、一いつ緒しよに泳ごうよぉー」

「行ってくればいい。俺おれたちは見てるから……」

　甘ったるい。

「何な故ぜでしょう、東とう城じようさん。私、無性に腹が立ってきたのですが」

「そりゃ奇遇だな、俺もだ」

「ちょっと殴ってきてほしいのです」

「桐也とガチの殴り合いになるから遠えん慮りよしとくわ」

　憂うさ晴ばらしに人を使おうとするんじゃない。相変わらず俺の扱いに関しては酷ひどいが、まあそれはそろそろ諦あきらめている。こっちだって桐也と陰日の醸かもし出す空気には耐えがたいものがあるが、だからといって殴りだしたら収拾つかねーんだっつの。

「いーじゃねーか桐也。好かれてるんだから。それなりに男見せたからそこまで好かれてるんだろーが。だったら──がっ!?」

「おぉー……命中っ！」

「安曇あずみ野のてめぇー！」

　せっかくかっこ良く決めてみたかったのによ！

　真横から飛んできたビーチボールのせいで、俺のセリフが遮さえぎられてしまった。犯人は陵みささぎと共にニヤニヤしてやがる。ムカついたのでこっちも投げ返すが、安曇野はなんなくキャッチ。

「ねぇー……バレーでもしようよぉー……！」

　安曇野が指すのは人のいないビーチに置かれたバレーコート。あんまり使われている形跡がないのだが、あれも紀き沙さ羅ら母の道楽なのだろうか。バレーと聞いて、背の低い陵が嫌いやそうな顔をしたが、安曇野は頓とん着ちやくしない。

「はっ。かかってこいよ、俺は誰だれの挑戦でも受ける！」

「暑苦しい……巻き込まれる私の身にもなってほしいのです」

「大丈夫だ。イレイザーよりは活かつ躍やくしてやるからよ」

　運動。それも体格がものを言う競きよう技ぎならば得意分野である。安曇野が相手だろうと負ける気がしない。

「なら、俺が参加しないと不平等だろう」

「おう、来いよ桐也。決着つけてやる」

　これ幸いとばかりに、桐也が口を挟んできた。黄き色いろい歓声は陰日のものである。安曇野と組まれると厄やつ介かいな相手だった。こっちの紀沙羅は運動得意じゃないはずだしな。

「キリヤー！　頑張れー！」

「アンタやんないの？　霧きり島しまと一いつ緒しよにやりたいんじゃない？」

「えー。足引っ張るのやだしー。せっかくキリヤのための水着汚したくないしぃ」

「アイツのどこがそんなにいいのよ？」

「んー……？　えと、全部！」

　愛されていやがるな。まあ、それだけ劇げき的てきなことがあったのだろう。

　陵みささぎと陰かげ日ひはすっかり見物を決め込んだらしい。陵は砂浜に木の枝でもって０─０とスコアを書き込む。俺おれと紀き沙さ羅ら、桐きり也やと安曇あずみ野ののペア。はっきり言って強敵だった。

　ストレッチをする安曇野だが、その身体からだは骨がないのかと思うくらいよく曲がる。さすが蛇。

「……勝てますか？」

「こんな時でも勝ちに行くお前、嫌いじゃないぜ」

「御ご託たくは良いので勝ち方を教えてほしいのです」

「まず俺が動く。俺がとる。お前はそれを受け取って、ゆっくりでいいから上にあげろ。俺が打つ。そんで点を取る。なにか質問は？」

「こういう時だけ頼もしいのは何な故ぜなのですか？」

　そんな限定的じゃねーだろ、俺の頼もしさは。そりゃ勿もち論ろん、常時頼もしい桐也なんかと比べられちまうと、やっぱり見劣りするかもしれないがよ。

「突き指すんなよ」

　コートに入りながら言ったが、無言の紀沙羅の表情は硬い。

　大丈夫か、と思ったものの、対戦相手は容赦なく始めてしまう。安曇野がサーブのために、ボールを高く放る。

　異国の海の太陽が、やたら眩まぶしく照りつけていた。




　疲れた。

　肩で息をしている俺と桐也は、砂浜に腰を下ろしていた。コートに入っているのは現状、女性陣。さっきまでの、男のプライドを賭かけたガチ試合ではなく、ただただボールと戯たわむれるだけのゆるいバレーである。

「くそ、さすがだな、刀とう雅が……！」

「や、まあ、相棒が相棒だったからなぁ。本気出すしかねーだろ」

　紀沙羅は小さいなりに頑張っていたが、元々運動が得意ではないわけで、俺のレシーブをトスするだけで精一杯だった。勿論、それを指示したのは俺で、あとは紀沙羅のトスにあわせてきっちりボールを相手コートに叩たたき込めばいいだけだ。

　しかし桐也もさるもの。安曇野も強敵。

　動きの素早すばやい安曇野はボールを的てき確かくにレシーブするし、背の高い桐也は高い場所から思いっきりアタックしてきやがる。こっちはブロックできないのがわかりきっているので、桐きり也やのボールを取ることに専念するしかなかった。

　競せりあったものの、結局はこちらの勝ち。

　途中で安曇あずみ野のがあからさまに手を抜いていたが、それはおそらく、紀き沙さ羅らのレベルにあわせたのだろう。結果としては俺おれと桐也の真剣勝負になり、わずかの差で俺たちが勝った。紀沙羅と呼吸があっていたのもあるだろう。

　伊だ達てに何度も《薄うす花はな桜ざくら》に乗ってるわけじゃねーしな。

　そんなわけで全力出しすぎて現在は休きゆう憩けい。女性陣のきゃっきゃっという笑い声をＢＧＭに、桐也とパラソルの下で小休止である。

　せっかくなので、俺は四人の水着姿を拝おがむことにした。背中側が紐ひもみたいなビキニを着ている陰かげ日ひが一番露ろ出しゆつ度どが高いが、その胸元は人並みってとこだ。逆に安曇野はちょっと動くだけでバンバン揺れるので恐ろしい。陵みささぎ、紀沙羅は──今後に期待か。

　こんなこと想像していると知れただけで殴る蹴けるの応酬だろうから、絶対に言えないが。

「やはり俺では敵かなわないか。刀とう雅がには」

「は？」

「昔からそうだったろう」

「…………なに言ってんのお前？」

　親友とも言うべき人間の、よくわからないセリフに、思わず変な声が出た。ちょっと上うわずっていたかもしれない。

　俺に桐也が敵わなかったことなどなく、むしろその逆であり、なにかにつけて優ゆう等とう生せいな桐也に敗北することばかりだったはずだ。空手でも、イレイザーでも、桐也のほうがソツなくこなしているはずだった。

「師匠に気に入られているのも、学校の成せい績せきも、全部お前のほうが上じゃないか。どっから出たんだ、俺に敵わないなんてのは」

「だが正式な空手試合の戦績は、お前が二勝で勝ち越しだ。陵嬢じようらと知り合った時も、先に動いたのはお前だった。お前は自分で卑ひ下げするほど劣等生ではない……いや、多た分ぶん、俺のほうが」

「こまけーよ！　いやいや、ありえねーから！」

　ずっと羨うらやんでいたんだっての。

　それをこんな風に言われては、さすがに困る。いや、そりゃ、コイツは向上心の塊で、おまけに生き真ま面じ目めだから、色々と考えすぎるのかもしれない。

「それにお前は──如月きさらぎ嬢を、助けただろう」

「はぁ!?」

　助けた？　なんの話だ？

　俺がそんな、正義のヒーローみたいな真ま似ねをしていたとしたら、紀沙羅だって俺にもっと感かん謝しやしてくれていいだろう。そりゃ、助けになれたことはあった。出会った直後のカイとの戦いは、そう見えたかもしれない。

　だがエフェメラの時は、本当にダメだった。

　俺おれがやったことといえば紀き沙さ羅らとの喧けん嘩かで、もう本当に訳がわからなくなっていた。いつまで経たっても、実力的にも相性的にも、相棒だなんて名乗れる現状ではない。

「違うだろ！　誰だれかを助けることができたのは、お前だ！　陰かげ日ひ、殺されかけたんだろ？　それ助けたのって、お前じゃないのかよ？」

「俺だけじゃない。俺は、竜りん胆どうさんの手て伝つだいをしただけだ」

「でも、陰日はお前に感かん謝しやしてる」

「それは本当に正当なものか？　俺が受けてもいい感謝なのか」

　俺が知るかよ。俺たちがエフェメラ相手に戦っていた時、桐きり也やはまったく別の形で彼女と会っていた。竜胆さんの手伝いもしていたと聞くが、どちらにしても俺の知らない、桐也だけの戦いがあったはずだ。

「まだちゃんと聞いてねーぞ、その辺りの事情をよ」

「……そうだったか？」

「簡かん単たんには聞いたけど、詳しいところは全然だ。ああ、まあ、ここに来るために色々な準備とか、あったからなぁ」

　聞く暇もなかったのである。

　ウラノメトリア研究所。レイラ・レイアード博士の研究所という名目だが、実質的には彼女の別荘というか、住居というか、引きこもるための施設というか──であるらしい。とんでもない話だった。

　正しいとか間違っているとか、そういうことじゃないはずだろ、感謝なんて。

「話さないといけないな、それは」

「ったりめーだっつの。しっかり聞かせろ」

　意外と知らないもんだな、気心の知れた相棒だったとしても。

　いや、俺も紀沙羅の護ご衛えいなんてやり始めて、桐也と相棒解消しちまって、そのせいでズレ始めていたことがあるのかもしれない。でも俺が中途半端なままだった正義のヒーローに、こいつなれたんじゃないのか。

「そうだな。最初から話すか」

「最初？」

「以前の幽ゆう霊れい騒そう動どうで、俺がエフェメラ……《マルドゥク》に負けてから、だろうな」

「おうおう、話しやがれ。でも手助けなんざ期待するなよ。お前の悩み、俺ができることなんてたかが知れてる」

　無表情の桐也は顔色を変えない。こいつはいつだって真ま面じ目めで、考えすぎる。

　考えすぎてまともな考えが浮かべばいいが、結局のところ桐きり也やだって俺おれと同じで、頭を使うのは得意じゃない。下へ手たの考え休むに似たりと言うのがそれで、だからバカな俺と同じ結けつ論ろんに行き着くことも多い。

　だから似たもの同士で、だから平へい行こう線せんになりがちなのだ、俺たちは。

「刀とう雅が、俺は────」

　桐也の目線は、すぐそこ、ボールを上にあげた陰かげ日ひに注がれている。

「俺はきっと、誰だれかの助けになりたかったんだ。お前が、そうしたように」







第一章　常夏の島にて／更に遠い母の位置







　刀とう雅ががどれだけそれを否定したとしても、きっと俺おれは刀雅に憧あこがれていた部分がある。

　嫉しつ妬としていたと言ってもいい。

　そもそも、俺たちが使っていた《リュストゥング》が、狙そ撃げきと銃火力をメインにした機き体たいだったのは、何な故ぜか。俺が狙撃で戦いたかったというのも、勿もち論ろん理由として間違いではない。

　けれど本当は、近接格かく闘とうの武装を搭載して、刀雅に見せ場を与えるのを良しとしなかったからかもしれない。

　俺は俺の戦い方を目指して、結果的に刀雅の足を引っ張っていたのだとしたら、こんな滑こつ稽けいな話もない。

　あの時。

　紀き沙さ羅ら嬢じようを相棒にした刀雅が、カイという子供と戦っている時も、俺はタカオカに一矢報いることすらできなかった。

　思えば俺にとっては、それが屈辱だったのかもしれない。

　その苦々しさを携えて、中途半端にエフェメラを助けた俺のことを、きっと俺自身が納得していなかった。




「鹿か毛げ沼ぬま、陰かげ日ひ」

　夏休みに入り、皆が皆、レイラ博士の研究所へと行く準備で慌ただしい中、彼女はそんな風に言ってきた。片手には俺の貸した国語辞典がある。

　場所はいつものファーストフード店。今日きようはここでエフェメラと落ちあってから、旅行に必用な物を買いにいく約束だった。ほとんど私物という物を持たなかったエフェメラにとって、旅道具はおろか日用品すら満足に揃そろっていなかったからだ。

　国語辞典を返してくれたということは、つまりそういうことだ。図と書しよ館かんで刀雅や如月きさらぎ嬢も含めて、皆で頭を悩ませた問題は解決したのだろう。

「その名前にしたのか」

「うん。カゲロウのカゲ。漢字あてて、あとは日に本ほん語ごっぽい名前で適当にー」

　ウーロン茶の入ったカップを俺の手から奪い取りつつ、エフェメラ──陰日はそう言った。適当になどと言うが、その日本語っぽい名前を考えるために数時間頭を悩ませていたであろう少女は、俺から見ても必死だったように思う。

「だからもうエフェメラじゃねーし。そっちの名前で呼んだら怒るかんね？」

「わかっている。陰かげ日ひだな」

「し、下の名前で呼ぶなしっ！」

「ちゃんと読んだのに何な故ぜ怒る？」

　また怒らせてしまったようだった。好かれているかと思えばこのように声を荒げることもしばしばある陰日なので、正直、距きよ離り感かんがまだ摑つかめていない。

　陰日は少し赤い顔を手のひらで押さえつつ、大きなため息をついた。また俺おれが悪いのだろうか。

　この距離感の差。違和感を拭ぬぐえないコミュニケーション。

「……や、もう、なんでもないや。陰日でいーよ」

「そうだな。よろしく頼む、陰日」

「ん、でさぁー。今日きよう旅行の準備するんだよね？　なにが要いるの？　ってかさぁ、ウチも行かなきゃダメ？」

「当然だろう。如月きさらぎ嬢じようは母に会うが、お前は違う」

　陰日の表情には、気が進まないとありありと書かれていた。

　だが、そういうわけにはいかない。なにしろ元々、陰日はレイラ博士の敵対勢力の人間だったのだ。聞き出すことは山ほどあるだろうなと思う。陰日がどこまで知っているかはわからないが。

「客として呼ばれているのは間違いない。厚意に甘えればいい」

「……わかってる」

　存外、素直な少女ではあるのだ。

　俺と初めて出会った時も、それが本当に偶然だと信じて疑わなかった。悪ぶっているが、根はこちらが不安になるほど従順なのだろう。

　だからカイなどに利用されたのかもしれない。陰日は俺の心配などよそに、トレイに並ぶファーストフードを食べ始めていた。

　夏休みに入る直前、俺は抱えていた劣等感を振り払うために、竜りん胆どう女史に弟子入りすることにした。『タカオカに勝つために鍛きたえてほしい』という意味の頼みを、竜胆女史は最初断ったのだが、しつこい俺に嫌いや気けがさしたか、彼女の仕事を手て伝つだうことが条件だった。

　その仕事も、難むずかしいことではない。

　とある路ろ線せんの電車の中、ある少女と接触することで、なるべく多くの情報を聞き出すこと。

　今にして思えば、竜胆女史は彼女がエフェメラだと目星をつけていたのだろう。その推測に至るには様々な情報を精査したのだろうが、俺には関係がなかった。幽ゆう霊れいイレイザーと、電車で携帯電話を弄いじる少女の関係など、予測もしなかった。

　竜胆女史に稽けい古こをつけてもらってから、電車にてエフェメラと接触する。

　しかし、俺の働きなどそう大したものではなかった。なにしろ女性は苦手だ。元来、刀とう雅がと同じかそれ以上に直情的な俺おれ。刀とう雅がを脳筋と笑うことは簡かん単たんだが、俺だって口より先に手が出る乱らん暴ぼう者ものである。

　女性と話していると、まるで相手を壊こわしてしまいそうな錯さつ覚かくに陥る。

　そんな体ていたらくだから、結局電車でエフェメラと接触した時も、名前すら聞き出せなかった。

　逆に竜りん胆どう女史との稽けい古こで負った怪け我がを心配され、ハンカチまで借りてしまう始末だ。事前調ちよう査さにおいては役立たずだった。

　結局、俺がわずかにしろ活かつ躍やくできたのは、荒事になってから。

　俺はタカオカが乗り込んできたエフェメラのアパートに先回りし、竜胆女史と共にヤツを退散させただけ。

　それについて陰かげ日ひは感かん謝しやしてくれているが、竜胆女史の手て駒ごまに過ぎず、しかもタカオカとの戦いでも、最初の一いち撃げきを凌しのいだに過ぎない俺には、不相応な感謝にしか思えなかった。

　初しよ手て。

　タカオカの初手の癖くせを、竜胆女史から徹てつ底てい的てきに教えてもらい、それに対する対策をとっただけのことで、急きゆう激げきに強くなれたわけではない。

　実力はまだまだ伴わない、ハッタリに似た戦法だったのだ。

「キリヤ？　食べないの？」

「あ、ああ。食べていいぞ」

「そんなに食えねーしっ！　太ったらどうすんの！」

「鍛きたえればいい」

　至極当たり前のことを言ったつもりだったのだが、睨にらまれて終わりだった。彼女の言動や反応を見る限り、俺は陰日を怒らせてばかりの気がする。陰日が携帯を弄いじりだしたのも、俺に対する減点を告げている気がした。

　やはり、俺は女性の扱いが下へ手たということなのだろう。

「さっきの話だけどさぁ？　結局なにすればいーの？　研究所行ってどうするの、私たち」

「イレイザーのデータ収集と聞いている。如月きさらぎ嬢じようや陵みささぎ嬢は、実力者のデータを取得し、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』からの情報防ぼう衛えいに役立てると言っていたが……正直な話、どういう理屈かはわからん。レイラ博士の考えがあるのかもしれないが」

「じゃあ、やっぱり私いらなくね？」

　携帯を弄りながら陰日が言う。悲ひ観かん的てきに感じたのは俺の感傷だろうか。

「《マルドゥク》を一人ひとりで動かしただろう。それだけで十分だ」

　少なくとも陰日が、俺などは及びもつかないパイロットであることは疑いのないことだ。

　カルト宗教の情報提供のみならず、イレイザー技術でも優すぐれた実力を持つ陰日。

　如月嬢を追い詰めたその実力はそのまま、俺たちの心強い仲間になってくれるだろう。まだ二、三回ではあるが、アレンさんとのコンビを解消した俺は陰日と共にイレイザーで出撃した。当然ながら勝率は上昇中だ。俺おれのミスで負けたこともまた、何度かあるにはあるが。

　俺は陰かげ日ひの足を引っ張っている。

　気の進まぬ陰日よりも、俺のほうが研究所に行く意味などないのではないか。

　如月きさらぎ嬢じようは実力者だし、刀とう雅がはその相棒。陵みささぎ嬢、安曇あずみ野の嬢もそれに次ぐ実力。エフェメラは言うに及ばず。ならば俺は。

「キリヤー」

「どうした」

「とりあえず、旅行用の服とか見に行きたいんだけど、もう行かない？　キリヤに選んでもらえたら嬉うれしーし」

　にへ、と気の抜けた陰日の笑顔えがお。このどこかほわんとした陰日が、彼女の本性なのだ、と思う。

　こんな言い方をされて、当然嬉しくないはずがない。だが、また妙なことを言えば怒らせてしまうかもしれない。そう思うと、感情のまま嬉しいと言うのも気が引ける。困ったように笑うしかできない自分がいた。

　情けない。

　劣等感と不器用さばかりでなにもできない俺は、刀雅のようにはなれない。よくわかっていた。

「あ、水着はアズナがくれるってさ。お金浮いたし！」

「良かったな、あまりはしゃぐな」

　陰日に、そんな嬉しそうな笑顔を俺に向けないでほしい、と思った。

　俺は救世主でもヒーローでもない。なにもかもが未み熟じゆくで、だからそんなあからさまな好意を向けられるにも相応ふさわしくないのだから。

　鹿か毛げ沼ぬま陰日という新しい名前は、ほかでもない、陰日自身が自分で手に入れたものだろうから。




　桐きり也やが陰日のことで精一杯だった頃ころ、俺も忙殺されていた。

　紀き沙さ羅らが紀沙羅で、大変だったからだ。勿もち論ろん俺だって自分の準備があるってのに、大好きな母のもとへ里帰りするはずの紀沙羅は、やたらと焦っていた。『皆をどう紹介すれば』だの、『一体なにを報告すれば』だの、どーでもいいことで悶もん々もんと悩み続けている。相互愛が過剰な親子だと竜りん胆どうさんから聞いていたが、だから親しいというわけではどうやら無いらしい。

　関係は良好だとしても、気の置けない間柄というわけではないか。

　そりゃそーだ。母親に迷惑をかけまいと、死ぬかもしれない《デュアル・イレイザー》を一人ひとりで戦っていた如月紀沙羅なのだから、そこに無ぶ遠えん慮りよや無ぶ礼れい講こうがあるはずがない。

「ふつーでいいだろ」

「普通……普通ですか。ええと」

「そんなに考えすぎることねーだろ。そりゃ、ちょっとばかし有名で頭の良い人かもしれねーが、お前にとっちゃただの母親だろうが。ただ会いにいけばいいだろ」

「ただの母親……ううむ」

　俺おれが励ましてやっても、紀き沙さ羅らは黙だまりこんでしまう。旅行に必要な物を物色しながらも、紀沙羅が頭を抱えるポーズでうなり続けていたのはついこないだの話。

　アレンさんが言うには、海外旅行だとは思うな、とのことである。

　理由は単純。元エフェメラ、今は鹿か毛げ沼ぬま陰かげ日ひがいるからだ。先日名前を決めた彼女は、国こく籍せきも戸籍も身分証明も持たない、カルト集団所属の謎なぞの人物。本人が記き憶おくをなくしているせいで、どこの誰だれか調しらべる手立てがない。できれば日に本ほんで暮らしたいらしいが、そう簡かん単たんに戸籍なんざ作れるものではない。

　今はまだ紀沙羅の家で居い候そうろうの身分だが、これから地に足を着けて生活するとなると、不便が色々と生じる。今度の研究所行きもその一つで、パスポートなんて取得できるはずがない。

「持ってるし？」と陰日が見せた旅券は偽造された物で、桐きり也やが頭を抱えていたのもまた、ついこないだの話。

　ゆえに、俺たちは正規の手続きでもって外国に行くわけではない。

　ホロスコープ社のゲスト扱いとして、会社独自のルートでもって研究所のある孤島──ウラノメトリア島まで直接向かうらしい。いやそれでもパスポートはいるだろとか、会社独自のルートってなんだとか、色々と突っ込みたいところはあったのだが、アレンさんは気軽にへーきへーきと笑うばかり。

　ホロスコープ社といえば、米べい国こくにある巨大ゲーム会社。勿もち論ろん《デュアル・イレイザー》がメインであるが、その他色々とゲーム関係の事業を展開している。具体的なことはわからないが、色々と無む茶ちやができるらしかった。

　そんなわけで、準備を整ととのえた俺たちはホロスコープ社の屋上へ向かっていた。他ほかの面々も荷物を抱えてエレベーターの中だ。せっかくホロスコープの日本支社に来れたというのに、中をろくに見られず屋上まで直行というのは残念だが、仕方がない。

　なお、先日、陵みささぎから全員に送られてきたメールは、『全員水着持参、厳げん守しゆ！』という内容で、これは島にビーチがあることが理由なのだろうが、多た分ぶん皆水着を持ってきているはずだった。海を楽しみにしているのは海岸系姉妹の姉のほう。さすがである。

　さて。エレベーターから出る。

　そのあと少し階段を上り屋上で待っていたのは、二機きのヘリコプターであった。ゆるやかに回転するローターブレードの音が耳に残る。ゲームだけじゃなく、現実のメカにも興こう奮ふんが止まらない。

「アレンさんが操そう縦じゆうを？」

「あ？　ああー、まあなぁ」

　桐きり也やの問いに答えるアレンさんは曖あい昧まいというか、適当な返事。どこか面めん倒どうそうに俺おれたちの先を歩いていく。その向こうに、小柄な白衣の姿が見えた。小さくて細い女性がそこにいた。

　子供、ではなさそうだ。真ま面じ目めそうな表情だが、背は紀き沙さ羅らよりも少し低いために、幼く見える。顔立ちだけ見るなら俺たちよりも年上にも見える。

　白衣も着てるというより、だぼだぼとしていて着られている感が強い。けれど、なんだ、どっかで見覚えがあるような少女だった。

「よー、シーファ」

　アレンさんが手を挙げる。ぺこりと、小柄な少女がお辞じ儀ぎした。

「あの人知ってるか？　紀沙羅」

「いえ……白衣のバッジが社の物ですので、社員であることは間違いないと思うのですが……お母かあさんの研究所の人、なのでしょうか」

　紀沙羅も馴な染じみがないらしく、首を捻ひねっていた。

　アレンさんは白衣女性となにやら喋しやべっているが、どうも英えい語ごらしくほとんど聞き取れなかった。やっぱりアレンさんのホームはあの専門店じゃなくて、ホロスコープ社、っていうか研究所なのかもしれないと思う。

　話に入れずにいると、シーファと呼ばれた白衣の女性がこちらを見る。

「初めまして」

　固い声。どこかで似たような声を聴きいた覚えがあった。

「シーファ・シノミヤと。申します。皆さんをこれから。ウラノメトリア研究所まで。ご案内。いたします」

　発音は流りゆう暢ちよう。だが、ぶつ切りの口く調ちように違和感を覚える。横でアレンさんも苦笑していた。出てくる言葉の並びは変なところで区切られてぎこちない。

　ん。ていうか、その名前もどっかで聞いた覚えが。

「ん？　シノミヤ？」

「君だな。椎しい乃のの従妹いとこというのは。どうだ研究所のほうは」

　口を挟んだのは竜りん胆どうさんだった。

「はい。よくしてもらって。おります」

「おいおいリンドーの姉あね御ご。そりゃ、ウチの研究所はトップがちょっと頭おかしいがよ、基本的にはまっとうな職しよく場ばだぜぇ？　心配しすぎだっつーの」

「椎乃の親しん戚せきを、あのレイラに預けるんだぞ？　心配しすぎで丁ちよう度どいいくらいだ」

　椎乃。というと、四し之の宮みや椎乃さんか。

　とっさに陵みささぎに目を向けるが、彼女は知らない知らないとばかりに首を振る。そりゃそうだ、知ってたら教えてくれただろう。

　四し之の宮みや椎しい乃なさん。クレッセンス社の若きキャリアウーマンで、陵みささぎたちの乗る《ユーディット》をデザインした人でもある。この小柄な白衣のシーファさんと、あの男装の麗れい人じんはイメージが重ならないが、言われてみると面おも影かげがある──ような。

　特に声と、固い口く調ちようは、どこか似ている気がした。

「紀き沙さ羅らは知らないだろうな。シーファは紀沙羅が日に本ほんに来てから、ほぼ入れ違いで研究所に来たから」

「はあ」

「私とレイラは大学の同期、四之宮椎乃はそこの後こう輩はいでな、まあ三人でつるんで色々とやったものだが……その縁えんもあって、シーファはレイラの下で研究員をしているというわけだ。小さいナリだがアレンより優ゆう秀しゆうだぞ」

「や、俺おれもかなりデキるんだぜ!?」

《マルドゥク》を奪われてから、竜りん胆どうさんによるアレンさん苛いじめが発生している気がする。

　まあそれはいいけど、そうか、四之宮さんが言っていた『二人ふたりの先輩』ってのは、レイラ博士と竜胆さんのことだったのか。なんだそのタッグ。頭脳最強と格かく闘とう最強があわさってりゃ面めん倒どう臭くさいことが起きるの必然じゃねーか。四之宮さんも苦労してそうだな、それ。

　アレンさんがプライドをかけて自分の必要性を訴えているが、竜胆さんは適当にあしらっている。そんな中、小柄な研究員のシーファさんが口を開いた。

「すみません。東とう城じようさんは。どなた？」

「あ、俺ですけど」

「レイラ博士から。伝言がありまして。『ふぐたいてん、けんてきひっさつ』だそうで──すみません。私、日本語下へ手たであまり意味がわかっておりません。でも確たしかに。お伝えしました」

「……いえ、どうも」

　たどたどしい発音だがおそらくこう言いたいのだろう。不ふ俱ぐ戴たい天てん。見けん敵てき必ひつ殺さつ。

　どういう意味だろうか。不俱戴天の敵であるカイを倒してくれてありがとう、なんて意味には思えない。顔を見たら殺してやるから覚悟しておけ、という意味でないことを祈るしかなかった。

「お前の母親、ちょっとおかしいんじゃねーの」

「すみません。返す言葉もないのです」

　珍しく紀沙羅が恥じ入っているので、こちらとしてもなにも言えなくなってしまう。桐きり也やはお前も大変だなという目で見てきた。が、こんなところでもイチャつこうとする陰かげ日ひを押しとどめる桐也のほうが大変そうだった。

「ちょっと、シーファさん？　で、いいのかしら？」

「イエス。陵さんですね。お話は。かねがね」

「四之宮さんからね……。まあそれはいいや」

　なんか、ようやく陵みささぎによって話が進みそうだった。つーかこの面々、男性陣が情けねーな。役立たず研究員に、女苦手なスナイパーに、あと、なんか向こうの偉い人にガチガチの敵意向けられてるっぽい俺おれ、か。

「まだ、レイラ博士が私たちまで呼んだ理由、聞いてないんだけど」

「それは。レイラ博士が。イレイザーの戦せん闘とうデータを取得するためです。優ゆう秀しゆうなパイロットである皆さんのお力を」

「そこよ」

　優秀と言われて否定しないあたりが陵のプライドの高さだろう。鋭するどい目で疑問を呈する陵と対照的に、相あい方かたのほうは興きよう味みなさげにぼーっと変なところを見ている。むき出しの肩に下着らしき紐ひもが見えているんだが、よく見りゃ水着の肩紐のようだった。どんだけ海楽しみなんだよ安曇あずみ野の。

「私たちのデータを集めて、それでなにができるっての？　そこがよくわかんないのよねー」

「……すみません。詳しいお話は博士が直接」

　シーファさんが頭を下げる。その固い口く調ちようとあいまって、本当にただのメッセンジャーっぽい。

「あーみさきちよぉ、その辺りの事情は見てもらったほうがはえーのよ。きっと驚おどろくだろうから研究所着くまで待っててもらえねぇ？」

「誰だれがみさきちよ……まあ仕方ないわね」

「はいはいみさきち納得しましたーっと！　おら全員！　特に女とイチャついてるそこ！　いーから聞きやがれ！　こっからヘリで空港に移動して、そこからジェット機きで研究所のあるウラノメトリア島まで向かう！　ジェット機もヘリも小さいから今のうちに二手に分かれとけよ！　片方は俺、もう一方はシーファが操そう縦じゆうすっからな！」

　勝手知ったるとばかりに、手を叩たたいて先せん導どうするアレンさん。まあアレンさんはともかく、シーファさんは操縦できるのだろうか。足が届くのか？　いや、車と同じようにアクセルがあるわけではないのか？　よく知らねえ。

　桐きり也やは首に陰かげ日ひを抱きつかせつつ、アレンさんのほうへ。竜りん胆どうさんもそれに続く。必然的に残った俺と紀き沙さ羅ら、陵と安曇野がシーファさん側ということになるのだろう。礼れい儀ぎ正ただしい彼女は、四し之の宮みやさんにどこか似た冷静な表情で一礼した。

「すみません皆様。先日は従妹いとこがご迷惑を」

「迷惑とかはないわよ。四之宮さんには助けてもらってるわけだし。まあ、ちょっとその……変わったところがある人だけど？」

「シーノお姉ねえちゃんは。悪い人ではないです。ですが」

　一いつ瞬しゆんだけ、表情を変えないシーファさんが、遠くを見つめるような表情で呟つぶやく。

「私の。上司のほうが……よほど。ご迷惑。かも？」

　痛つう恨こんの一言だったようで、隣となりの紀き沙さ羅らが顔を覆おおって俯うつむいた。色々な意味でショックだったらしい。

　安曇あずみ野のが、そんな紀沙羅の肩を、慰なぐさめるようにぽんと叩たたくのだった。

　レイラ・キサラギ。公的には旧姓のレイラ・レイアードを名乗る。

　米べい国こく大手ゲーム会社ホロスコープの開発部に所属。研究開発における総責任者であり、彼女の発案で実用化された物は数知れない。ホロスコープ社の製品だけにとどまらず、まるで仕事の片手間のように革新的アイデアを撒まき散らすらしい。産業スパイは彼女のアイデアを少しでも盗めれば大おお儲もうけだとか。

　論ろん理り学がく、物理学、量子力学、数学などなど。専門分野に関しては並ぶものがない天才。

《デュアル・イレイザー》の基き礎そ理論もほぼレイラ博士一人ひとりの考案だという。ホロスコープの業ぎよう績せきは博士がいなければ十分の一に落ち込むとか、随分と持ち上げられているらしい。

「《デュアル・イレイザー》、自体は。ともかく」

　小さなジェット機きの中で、操そう縦じゆう席に座るシーファさんが言った。航空機の中でパイロットが世間話をしていていいのかと思ったが、シーファさんには余裕が見られる。後部席の紀沙羅と安曇野は肩を並べて眠っているので、話を聞いているのは俺おれと陵みささぎだった。

「レイラ博士を。軍事転用することは。十分考えられます」

「個人を軍事転用って……どういう」

「はい。ミリタリーウェポンの開発を博士にさせれば。その国が勝てます。誰だれも対応できないような兵器を作れますから。博士そのものがもう兵器のようなもので」

　部下にここまで言われる博士ってどんだけだよ。飛行機の轟ごう音おんの中でも不ふ思し議ぎと聞き取れるシーファさんの声。元々、声は通るタイプなのかもしれない。

「だから。隔かく離りです」

「隔離？」

「博士は。あれこれと指示されるのが嫌いで。だから洋上の島に研究所を作り。そこで仕事を。そのほうが。博士にも会社にも都合が良くて」

　厄やつ介かい払ばらい？

　そんな言葉が出てきたが、多た分ぶん違うんだろう。紀沙羅の母親だ。どの程度かはともかく、個人主義者であることは間違いない。離島に研究所を作ったほうが仕事がはかどるのだろうか。

　つまりアレンさんもシーファさんも、そこで博士と共に研究をしているわけだ。離島に研究所を持つような特別扱いの人間と共に研究できるなら、やはり二人ふたりとも、十二分に優ゆう秀しゆうなのではないだろうかと思う。少なくとも博士の邪じや魔まにはなっていないわけで。

　まあ、アレンさんは最近、評価が下がってしまっているみたいだけどな。主に竜りん胆どうさんの。

「エフェメラ……じゃないや、陰かげ日ひはどうして？　やっぱり聴きき取り？」

　陵の質問には、どこか警けい戒かいするような響ひびきが混じっていた。

　エフェメラと戦っていた時、親友と喧けん嘩かしたりして、相当なダメージを被こうむったのは陵みささぎだ。勿もち論ろんそれはこっちが勝手にこじれていただけで、エフェメラの狙ねらいではなかったわけだが、陵は《ユーディット》を突とつ撃げきさせてその鬱うつ憤ぷんを解消したのだ。

　そのためか、鹿か毛げ沼ぬま陰かげ日ひに変わった彼女には、普通の女友達として接しているように見えた。内心どう思っているかはともかく、表面上では、口やかましいが面めん倒どう見みのいい、いつもの陵として陰日に接している気がする。

　この問いも、陵の面倒見の良さからくる、陰日をかばう想おもいからのものだろうか。

「聴ちよう取しゆもあります。でも。そちらはあまり重要ではなくて」

「重要じゃない？　じゃあなにが」

「陰日さんには。ウラノメトリア島の防衛デイフエンスシステムについて。試し験けん的てきなデータをお願ねがいしたくて。彼女のスキルにも博士。興きよう味みを持っていらっしゃいます」

「そう。霧きり島しまより陰日のほうが期待されてるの？」

「違いますそれは」

　少し意地の悪い陵の言げんを、シーファさんは強い声で遮さえぎった。

　やはり、芯しんは強い女性なのかもしれない。ぶつ切りの口く調ちようでなければ全く別の印象を受けるかもしれなかった。

「レイラ博士は。全員をお呼びしました。初めはシーノお姉ねえちゃんに頼んで。紀き沙さ羅らさんと岬みさきさんだけを海外留学を名目に。研究所へ呼ぼうとしていました」

　おい博士。なに企たくらんでやがった。

　見れば、隣となりのシートに座る陵の目がどんどん吊つり上がっていた。うわあ怒ってる怒ってる。四し之の宮みやさんが強硬に留学を勧めてきたのにはそんな裏事情があったのかよ。

「ですが。考えを少し変えたそうで。きっかけは陰日さんで」

　陰日は今いま頃ごろ、アレンさんの操そう縦じゆうするほうに乗っている。桐きり也やに抱きついているか、案外、あの体幹がしっかりした男の肩を借りて、すやすや眠っているかもしれない。女が苦手な桐也はどんな反応をしているだろうか。アレンさんにからかわれているか。

「エフェメラ……『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の一人ひとりをこちらが確かく保ほできました。戦って勝つだけでは無理だったことです。だから《マルドゥク》を撃退した岬さん、あずなさん。そのお二人ふたりだけでなく。桐也さんにも博士は興味を持っています」

「なるほど。あんだけ懐なつかせた理由が知りたいってこと？」

「いえ。紀沙羅さんの母親として。お友達のことを聞きたいと」

「お友達っていうか、お供だけどね、こいつは」

　陵が俺おれの脇わき腹ばらを肘ひじで小突いてくる。余計なお世話だった。

　日に本ほんで生活することになった娘がどのような交友を得るに至ったか。ましてやその友人たちのために、カルト宗教の連中を撃退し、あまつさえ一人裏切ることになった。紀沙羅だけの力ではないのは事実で、ならばそれを可能にした連中に興きよう味みを持つのは、まあわかる。

　その意図の向こうに、母親らしい感情があることを願ねがった。会ったこともないレイラ博士だが竜りん胆どうさんやらの話を聞く限り、娘を溺でき愛あいしているはずなのだ。なのに、イレイザー技術の保持のために娘に過酷な戦いを強しいているようにも思える。

　どっちが本当のレイラ博士なのか。母親としてか、それとも研究者としてか。

　──会ってもいないのに、あれこれ考えても仕方ねぇことか。

　後ろで寝息を立てている紀き沙さ羅らを見た。皆をどう紹介すればいいのかと、頭を悩ませていた彼女。

　同じように母親のほうも、どう紹介してもらおうかと今いま頃ごろ難むずかしい顔をしていたとしたら、こんな微笑ほほえましいことはないだろうが。

「役立たずとか。そんな人はいません」

　シーファさんが告げる相手は、一体誰だれだろうか。

「桐きり也やさんも皆さんの中で。役割を持っているように見えました。一いつ緒しよにいらしたのも、誰が欠けてもいけなかったから。だったら、皆さん、それぞれ必要な役割があるのでは、と」

「……当然っすよ」

　運転席に座るシーファさんの顔は勿もち論ろん見えなかったが、彼女は淡く微笑んでいる気がした。

「ならその必要性。博士は考こう慮りよします。必ず」

　レイラ・キサラギ。いまだ見ぬ紀沙羅の母親だったが。

　こんな良い部下を持っているんだ。絶対に悪い人じゃないはずだと、俺おれはそう思うことにした。




　到着はあっという間。

　などということは勿論なく、いくつかの経由地で休きゆう憩けいを取りつつも、かなり長い時間機き内ないにいたことになる。ぶっちゃけ、窓から見える景色けしきのほとんどは空と雲と海であり、どこを飛んでいるのかもほとんどわからなかった。

　燃ねん料りよう補給と休憩のために着陸はしたものの、どこに降りたのかもよくわかっていない。トイレや食事のために空港らしきところにも立ち寄ったが、アレンさんやシーファさんが大体のことをやってくれるので俺らは言われるがままだった。竜胆さんや紀沙羅もそんな態度だったところを見ると、英えい語ご圏けんですらないのかもしれない。

　まあ、空の大半の時間は、シーファさんたちと話すか、寝るかでやり過ごしたことになる。

　観かん光こうなどほとんどできなかったが、それも当然。旅券も持ってない俺たちは、書類上では『積つみ荷に』扱いだったと後で聞いた。まあ陰かげ日ひまで含めた俺たち全員を、島まで連れていくための措置なんだろうが、そんな無理が通るのがホロスコープ社ってことかね。

　最後の経由地は、カリフォルニア沿岸。ホロスコープ社が所有する空港だった。そこからもう一度ヘリに乗り換えることで島まで向かうらしい。島への航路は機き密みつらしく、ヘリで飛び立つ前にアイマスクを渡された。どうせ離り島とうの位置など覚えられない。シーファさんにも、眠っていればすぐに着くと言われたので、その言葉に甘えることにする。

　二時間くらい寝ていただろうか。

　到着したとシーファさんに起こされ、荷物を持って外に出る。夏の日差しが眩まぶしいヘリポートは、照り返しが痛いほどに暑い。

「お疲れ様です」

　ヘリから降りたシーファさんが、これまた丁てい寧ねいに一礼する。陵みささぎや安曇あずみ野の、紀き沙さ羅らも、あくびを嚙かみ殺しながら降りてきた。安曇野は特に眠そうだ。

「ここが。レイラ博士のいらっしゃる。ウラノメトリア研究所になります」

　白い建築物が見える。

　そこからヘリポートに向かってフェンス付きの細い道が、まるで島の外側をなぞるように設置されていた。狭い島だ。走って一周すれば数時間とかからないかもしれない。しかし一方で、島の中央は山のように盛り上がり、かなり高い。海側にはわずかに砂浜も見えた。

「お前、ここ来たことあんの？」

「ええ、何度か。ですが私が米べい国こくにいた頃ころは、お母かあさんも本社で働いていたのです。ウラノメトリアに来たのはほんの数回です」

　そりゃそうだ。こんな絶海の孤島、頻ひん繁ぱんに通えるわけもない。

　アレンさんとシーファさんの二人ふたりが先せん導どうして、研究所らしき白い建築物へと向かう。ぞろぞろ多人数での行動だが、陰かげ日ひは疲れてるのか、眠ったまま、桐きり也やにいわゆるお姫様だっこで運ばれていた。それをからかっているのは陵だ。

　岸がん壁ぺきに作られた、白塗りのコンクリートの道。研究所もそこへと続くヘリポートも、島に貼はりつくように作られている。急傾斜な島の壁面にあわせて作られた建築は、なんだか、存在自体が兵器だとか言われる人物の仕事場にはとても見えなかった。

　それと、もう一つ気になること。

　研究所の周囲に、小さなドーム状の物体が見えた。なんだあれ。黒い金属のような物でコーティングされていて、妙な光こう沢たくがある。最初はおかしな岩かと思ったが、明らかに人工物だし、島のあちこちに点在している。意図的に配置されているようにもみえた。

　大きさは、ちょっとしたサッカーボールくらい。島全体からみれば小さいが、いくつもあるとさすがに気になる。

「な、紀沙羅。あれなんだ？　あの黒いの」

　隣となりを行く相棒に声をかけてみた。

　紀沙羅も一応、あの妙な物体には気付いていたようで、目を細めて確かく認にんする。が、やがて首を振った。

「……いえ、わかりません。私か来た時は見た覚えがないのですが」

「そうか。なんなんだありゃ」

　レイラ博士が作った物と考えてよさそうだが、用途が不明である。天才ってのはやっぱりよくわからないことを考えるものなのだろうか。

「ビームとか出たりしたらいいのにな」

「まったく意味がわからないのです」

　ちょっと期待したが、一考の価値もないとばかりに切り捨てられた。残念だ。

　そのまま白い道を進むと、白い研究所に辿たどり着く。田舎いなかの病院みたいにも見える建築だったが、入口の扉の横にはタッチパネルがあった。シーファさんがなにか操そう作さして扉を開ける。電子音声のアナウンスもあったが、英えい語ごらしくなに言ってるかわからなかった。

「静脈認証。です」

「紀き沙さ羅らちゃん以外は、専用のカードがないと入れねーからな。今持ってくるからちょい待ってろ」

　研究員二人ふたりがそう告げる。セキュリティは万全らしい。いいよな認証システム。スマートでかっこいいしな。

「……紀沙羅って、ホントに博士の娘だったのね」

「はあ、まあ」

　半信半疑だったらしい陵みささぎが、フリーパスを持つ紀沙羅を見て呆ぼう然ぜんと告げる。

「勿もち論ろん、私も立ち入る必要があったからなのですが……その、何な故ぜか最高セキュリティレベルまで開示されてしまうのです。来賓ゲスト扱いでもいいはずなのですが」

「自分の娘には研究機き密みつだろうがフルオープンかよ……」

　どんだけ親バカなんだレイラ博士。自分の仕事がこんなものだと娘に自慢したいのか？

　そんな無む茶ちやしてもきっと、社内ではレイラ博士だというだけで許されてしまうのだろう。紀沙羅が日に本ほんに来たのは、一人ひとり立だちのためにも良かったのではないだろうか。あ、勿論自立するのは親のほうだが。

「刀とう雅が……いや、誰だれでもいい。助けてくれないか。両手が塞ふさがっているんだが」

　陰かげ日ひを抱える桐きり也やが、珍しく弱音を吐いた。陰日自体は軽々抱えているから、単に両腕の自由がきかないことへの文句だろう。

「このままだと入れないのだが」

「じゃあそこに突っ立ってろイケメン」

「おい！」

　抗こう議ぎの声をあげるが、むにゃむにゃと寝言を言いながら女に抱きつかれてるようなヤツを助ける義理はねえ。イケメンは滅べ。

「あぁー……外に放り出されるきーくんと陰日かぁ」「なにするのかしらね。誰も見てないと思って」「いえ、島内は監かん視しシステムがあるのです。滅多めつたなことはできないかと」

「くっ……他ひ人と事ごとだと思って好き放題に……！」

　六人でやってる漫才を見て、お前たちは楽しそうだなと、呆あきれるように竜りん胆どうさんが呟つぶやいた。学生の特権だろうか、こういうのも。

　そんなんやってるうちに、アレンさんとシーファさんが戻ってくる。手に持っているのは首から下げる社員証みたいなもんだった。全員にそれを配りつつ、アレンさんが説明してくれる。

「とりあえずこれ、パスな。セキュリティ最低レベルだから本当に中に入るだけ。あとで全員分の静脈登とう録ろくもやっとくが、まずはこれで中入ってレイラ博士に挨あい拶さつな」

「おいおいアレンさん、最低レベルじゃなにも見物できねーじゃねーか」

「機き密みつ事項を見せる予定は最初からねーっての！　そこまで言うならスポンサー用の展示室開けといてやるからそこで我慢しろトーガ！」

　ケチなアレンさんである。いや、当然かもしれないが。

　ぞろぞろと中に入っていく俺おれたち。外がい観かんの無機質さからは想像できないが、研究所の中は意外とごちゃっとしていた。ベージュの色しき調ちようの内装に、観かん葉よう植物だったり、ぬいぐるみだったりが何な故ぜかその辺りに落ちている。あと毛布とか。歩くのに支障はないがなんだこれ。

　廊下にはいくつもの扉がある。それぞれの扉の横にはいくつもの入口と同じ認証パネルがあった。入るのにも許可がいるのか。ひそかに探検、なんて真ま似ねはできそうにもない。

　入口の文字も英えい語ごなのでなんに使われる部へ屋やなのかよくわからない。ラボラトリーなんて単語だけ読めたがそれだけだった。

「ちょっと、これイレイザーのパーツ？　なんでこんなとこに……」

　なにか踏みそうになったのか、腕パーツらしき物を拾い上げる陵みささぎ。

「お母かあさんの仕業なのです。後で片付けておきますので」

「すみません。レイラ博士がだらしなくて。私たちも手が回らないのです」

「大丈夫なのです。家でも、掃除は私の役目でしたから」

　娘になにさせてんだよ博士。

　まだ出会ってもいないレイラ博士に対してのイメージが、どんどんその形を歪ゆがめていく。それだけ個性的な人ということなんだろうが、もう俺の頭の中では、その得体えたいの知れなさがモンスターのように肥大化している。そんな人物に敵視されているかと思うと、正直あんまり会いたくはない。

「こちらが。事務仕事のためのオフィスです」

「とりあえず機密の低いとこでな。博士も皆が来るからここで寝泊まりしてるはずだが──」

　静脈認証を用いて、アレンさんが扉を開ける。

　まず飛び込んできたのは、毛布だった。

　毛布を下した敷じきに、書類やぬいぐるみ、そしてよくわからない電子部品やイレイザーのパーツが散乱している。廊下の散らかり具合を凝ぎよう縮しゆくしたような様相だった。なるほど、片付けられない女らしいが、一方でここで生活しているというのはよくわかった。

　オフィスで生活かよ。

　レイラ博士に自室がないはずがないから、多た分ぶん、こういう不健康な生活しかできない人なのかもしれない。

「博士。うぉーい、相変わらず不健康な生活しやがって……。シーファ、どこだ」

「毛布……中にはいません。どこかで寝てるかと。博士ー」

　二人ふたりとも普通に日に本ほん語ごであった。つまりアレか。博士も日本語喋しやべれるのかね。

　ぞろぞろ全員部へ屋やに入りつつ、竜りん胆どうさんが紀き沙さ羅らの肩を叩たたいた。紀沙羅は軽く頷うなずく。なんだと思ったが、すぐにわかった。

「おかーさーん」

「紀沙羅ちゃんッ!?」

　甲かん高だかい声。同時に、がごがごっと、なんかがぶつかる音。

　アレンさんが、そこにいやがったかとオフィスにある机の一つを見た。書類が散乱して訳わからなくなってるデスクの下から、ごんごん身体からだがぶつかる音がする。机の下で寝てたのか。防災訓練じゃねーんだぞ。

「紀沙羅ちゃん！　紀沙羅ちゃんの声がしたわ！　あら、でも、紀沙羅ちゃん今は日本だし……なんだ、また夢か。そうね、夢だわ。夢だし。夢に決まっているものね……」

「お母さん。紀沙羅なのです」

「夢じゃなかったわぁ──────ッ！」

　やがて、机から毛布とか書類とかを払いのけて、一人ひとりの女が現れる。

「アレンにシーファ！　アンタたちがいないせいで日付がわからないじゃないの！　シーファなんて昨日きのう出発したような気がするわ！」

「日本に向かったのは。一週間前です」

　ダメだこの親。

　白衣を身にまとうセミロングの女性。パッと見には竜胆さんと同じくらいの年ねん齢れいで、とても高校生の娘がいるようには見えない。陵みささぎの母親も若く見えたが、あれはぽやぽやした雰囲気とかでそう見えただけ。だが、レイラ博士の場合は違う。多分、実際に若いのだ。大学生の時に子育てしてたと紀沙羅から聞いた気もするし。

　目の下のクマや、だらしないぼさぼさの金髪。紀沙羅のきりっとした雰囲気とは似ても似つかない。似ているところといえば、人を見下すようなジト目くらいか。セミロングは娘と同様、頭の横で括くくっているが、括り方が甘いのか髪は落ちていて髪留めの意味がない。

　完全に寝起きである。

「あー……全員注目。信じられないかもしれないが、こちらの方がレイラ・レイアード。紀沙羅ちゃんのお母かあさんで、ホロスコープ社、いや、世界レベルでも屈指の科学者な。俺おれも信じられねーんだけど」

「身分は私が保証する」

　アレンさんの言葉を竜りん胆どうさんが補強する。いや、紀き沙さ羅らの母親である以上、変わり者だろうってことは想像してんだよ。ただ、その。

「だらしなさが斜め上っすね」

「東とう城じようさん。人の横で母親の悪口を言わないでほしいのです」

「あ……すまん」

　あのバカ親ほどじゃないが、娘もそれなりに、親のことを好いているのだった。迂う闊かつなことを言っちゃ悪いよな。

　レイラ博士はふらつきながらも、シーファさんの手を借りて俺のところまで来る。着ている白衣はしわだらけ。博士はまだ半分寝ているようなジト目。紀沙羅っつーか、性質のベクトルは安曇あずみ野のに近いものがあるかもしれない。

　桐きり也やが後ろで陰かげ日ひを起こしている。インパクトのある登場だったが、これでも俺らの中で超重要人物なわけで、話は聞かないとマズいって判断だろう。特に陰日には、色々と込み入った事情があるしな。

「……あー、なに言えばいいの？」

「挨あい拶さつ、挨拶」

　ぼんやりとした博士に、アレンさんが耳打ち。大変だな部下も。

「そうね、えと、よく来たわね。はるばるこんな遠いところまで。なんなの？　学生って、そんなに暇なの？」

「アンタが呼んだんだよ！」

　もう我慢できねえ！　紀沙羅の母親だろうが、言ってやったぞ俺は！

　博士は知ってるわよそんなこと、だなんてぬかしやがる。なんなんだこの女！　性格は紀沙羅とは別物だぞ！

「私はレイラ・レイアード。知ってると思うけれど」

　彼女はまず、俺たちの中で後方に立つ男女を見た。桐也と、眠そうな目をこすっている陰日である。

「霧きり島しま桐也。それと彼に助けられた、エフェメラ。ええ、今は陰日だったかしら？　違う？　違った？　違わないわよねえ」

「博士。誤解がある。陰日を助けたのは──」

「次は」

　桐也がなにか言いたげだったが、それをぶった切る。マイペースにも程がある博士は次に対照的な二人ふたりの少女に目を向ける。

「陵みささぎ岬みさき。安曇あずみ野のあずな。《ユーディット》のパイロット。プライドが高く負けず嫌いな二人ふたり。椎しい乃のが作った機き体たいに乗るには、相応ふさわしいかしらね」

「……初めまして」「どうもぉー……」

「《ユーディット》はピーキーな機体よ。乗れるものなら乗ってみろ。椎乃がそんな挑発的な思いで作った機体なのに、乗りこなせているとは素す晴ばらしいわ。まあ、私の可愛かわいい紀き沙さ羅らちゃんには、勝てないみたいだけど」

　陵の目が一気に吊つり上がる。それを見た博士は意地の悪い笑えみを浮かべて目め線せんをずらした。俺おれたちのことはそれなりに調しらべられているらしい。紀沙羅が紹介するまでもなかったんじゃねーのか。

「そして──お帰り、紀沙羅ちゃん」

「はっ、はい、お母かあさん」

「無事でなによりよ。心配だった。心配してたわ。心配しかしなかったわ」

「私は、大丈夫なのです。色々あったのですが、良い経けい験けんになりました」

　紀沙羅が俺おれを見る。同時に、レイラ博士の目線もこちらを向いた。

「そうね。一人ひとりで戦っていた紀沙羅ちゃん。今は、相棒がいるんだものね」

　レイラ博士の目が細まる。娘のことありがとうとか、そんな言葉が聞けるかと思ったが、この博士に限ってそれはないかと思い直す。

「相棒、そう、相棒……」

「っ」

　理屈ではない。

　それは、直ちよつ観かんだった。身体からだが覚えた動きを繰くり返す。目が捉とらえるのは翻ひるがえる白衣と、殺気。

「死ね、東とう城じよう刀とう雅がぁぁぁ────────ッ！」

　博士が一いつ瞬しゆんで振り抜いたもの。

　白衣の下に隠していた、黒塗りの鞘さや。

　踏み込みから抜き放ち、そして斬ざん撃げきへと。全すべての動作はよどみなく連結して俺のところにまで達する。

　身体は、もう理屈ではなく、自動的に動いていたのだった。




「うふふふふふふふッ！　ここで会ったが百年目ぇ！　斬きられなさい斬ってあげるわ斬られたいわよねぇ!?」

「うおぉぉぉい！　紀沙羅！　おい、お前の母親マジヤベーじゃねーか！」

　すぐ眼がん前ぜんで停止した白はく刃じんを前にして、俺は叫ぶ。やばいやばい、これ絶対命の危機だから！

　レイラ博士に一発目から送られたのは感かん謝しやでも説教でも非ひ難なんでもなく、ただ狂気の叫びと共に振り下ろされた日に本ほん刀とうだった。

　白羽取り、運良くできたから良かったものの。

「見事だ刀とう雅が」

「ああ、いつの間にか成長したな。初めて会った時は素人しろうとにしか見えなかったが」

「今でも十分素人だよ！　冷静に解説してんじゃねーそこの格かく闘とう家かども！」

　必死になって抗こう議ぎしても、桐きり也やも竜りん胆どうさんも取り合ってくれない。日に本ほん刀とうは今もレイラ博士の体重を上乗せしてこちらを殺しにかかる。

「安心なさいな。これ、模造刀だから」

「模造刀だとしても十分鈍どん器きだろーが！　あと刃煌きらめいてんぞ！　これ絶対研といだだろ！」

「私の紀き沙さ羅らちゃんを愛する心があれば、模造刀を真剣にすることなんて容易たやすいの」

「おーい！　ここにいらっしゃる常じよう識しき人じんの皆さーん！　このイカれた科学者誰だれか止めてくれませんかねぇー!?」

　両手で刃やいばを挟むのもそろそろ限界なんですけどー。

　しかし竜胆さん、アレンさんはこの奇行にも、まるでいつものことだと言わんばかりに嘆息するだけだった。おいおい助けろよ。

　本当、道場で遊びのつもりで白羽取りを習得しておいて良かった。これができればかっこいい、くらいの理由で練習していたのだが、まさか実際に使うことになるとは。

「大丈夫だトーガ。博士にそんなことできねえよ」

「いや、いやいや、今剣豪もびっくりの速度で踏み込んできたから！　殺す気満々だったから！」

「だから、それだけなんだって」

「へ？」

　どういうことかアレンさんに問い返す前に、刃を押し込む力が一気に抜けた。

　まるで風船から空気が抜けるかのように、レイラ博士がへろへろとその場に倒れ込んだのだった。さっきまでの気迫はどこへやら、目の下にクマを作った美人は不健康そうな顔で俺おれを見上げてくる。

「重い……日本刀が重い……気迫が重い……ていうか会社のポジションが重い……人生が重い……ああ、みんな死ねばいいのに。みんな死ねばいいのに。だる」

「博士。無理をなさらず」

「この引きこもり人嫌い偏屈博士に、トーガを殺す体力なんかあるわきゃねーんだよ。心配するだけ無む駄だ無駄」

　レイラ博士は横たわったまま、両腕をシーファさんに向けて『起こして』のポーズをする。子供か。紀沙羅が慌てて彼女に駆け寄るが、このダメ母を心配しても良いことなどないように思うのだが。

　それでも親の心配をするのが子供ということかね。

「アレン。レイラに構っていると時間がいくらあっても足りないぞ」

「そりゃ俺おれもわかってるって、リンドーの姉あね御ご。あー、じゃあ、レイラ博士の挨あい拶さつも終わったことだし、そろそろ本題に入るとしますかね」

　最初から入りやがれ。俺への挨拶なんて日に本ほん刀とうだったんだぞ。

「待ちなさい……私から話すわ。当然よ。当然だもの。当然だってば」

　妙な三段活用を駆使しつつ、ふらふらとレイラ博士が立ち上がる。紀き沙さ羅らも体力はないほうだが、母親はそれを遥はるかに上回っている。

「アレン。シーファ。Ａ２エーツーを」

「ういうい」「イエス」

　途と端たんに情けない母親から、科学者の顔に変へん貌ぼうした博士。指示の意味はわからないが、部下の二人ふたりは慣なれた様よう子すで散らかしっぱなしの部へ屋やから出ていく。ていうかいつの間にか紀沙羅と竜りん胆どうさんは散らかった部屋の片付けを始めてるし、慣れてるなこの二人。

　紀沙羅のマンションが生活感のないほど整せい頓とんされていたのは、二人が片付け得意だったってことなのか。主にレイラ博士のせいで。

「本題。本題ね。わかってるわ。わかっているわよ。わかってるんだから。貴方あなたたちを呼んだのは他ほかでもない……えーと、そう、あのなんとかっていうカルト宗教の」

「『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』」

　竜胆さんがすかさずフォロー。

「そう、それ。つまり、連中に対抗する策として、貴方たちのデータが必要なの。いえ、一番強いのは勿もち論ろん私の可愛かわいい可愛い紀沙羅ちゃんで間違いなくてぶっちゃけそれ以外の子たちは要いらないといえば要らないのだけれど」

「レイラ。あまりふざけるな」

「ちっ。ふざけてなんかないっての」

　舌打ちをするレイラ博士。もうなんつーか、完全に人格破は綻たん者しやである。竜胆さんがいないと、こっちの話なんて聞いてもくれないだろう。

「一応、それぞれの実力を、正しく評価しているつもり。特に東とう城じよう刀とう雅が。経いき緯さつはどうあれ、結果的に紀沙羅ちゃんの負担を軽くしてくれた。その点は買っているわ」

　負担を軽く、ねぇ。

　自分ではどうかわからん。紀沙羅の相棒に相応ふさわしくなれたらと思っているが、実際にどれほど貢献できているか。その点では、確たしかに、誰だれよりも俺たちを客きやつ観かん的てきに見ることができているのはレイラ博士かもしれなかった。

「レイラ博士、待ってくれ」

　手を挙げたのは桐きり也やだった。もう陰かげ日ひは完全に起きていて、辺りを物珍しそうにチェックしている。こいつろくに博士に挨拶もしてないよな。別にいいけど。

「俺おれは……そんな大層な人間じゃない。博士に評価してもらえるほどの腕は……」

「そこのエフェメラを手て懐なずけたでしょう。それで十分。貴方あなたの価値はエフェメラを連れてきてくれた点にあるわ」

「手懐けたつもりは」

　ピッ、という電子音がした。

　いつの間にか、陰かげ日ひがその辺りにあるコンピューターの一つに触れていた。どういう用途の端末かはさっぱり不明だが、いつの間にか弄いじっていやがる。

「ねえ、博士ぇ」

「……勝手に触らないでもらえる。会社の機き密みつにもアクセスできちゃうんだけど。今、貴方たちが来るから研究員は全員本社のほうに出向させてるの。止める人がいないのよ」

「もう最初のセキュリティ抜いた。私、桐きり也やに懐なついているのは本当だしぃ、エフェメラって呼ばれるのもまだ仕方ないと思うんですけどー。ってか、私ならどんだけ悪く言われても構わないけど？」

　陰日の手が止まる。

　なにをしているのかはわからない。が、忘れがちになるが、陰日の最も得意なことはコンピューターへの侵入だ。イレイザーの能力よりも、あるいはこちらのほうがカイに買われていたのかもしれないと思う。実際、専門店のバトルで易やす々やすと《マルドゥク》のデータを侵入させたのだから。

「桐也を、甘く見ないでよ。まるで私のおまけみたいじゃん、その言い方……でないと、会社のデータ、どうなるかわかんないよ」

「付け加えるわ。彼の集中力と『目』は評価しているの。だから指を離はなしてもらえる？」

　陰日が端末から離れる。突如見せた驚きよう異い的てきな脅しに、レイラ博士があっさり屈していた。陰日自身は無邪気な顔で、また尻尾しつぽを振る犬のように桐也に寄り添っている。桐也自身は表情を変えず。だが、啞あ然ぜんとしたのは伝わってきた。

　陰日が、桐也をかばったのだろうか。

「全員、呼んだのには相応の理由があるわ。自や棄けを起こさないでほしいわね」

「はぁーい」

　陰日はもうどうでもいいとばかりに、能天気な返事。

　対するレイラ博士は額ひたいを押さえてため息つきやがった。はっきり言ってため息をつきたいのは殺されかけたからだったのだが、どうやら陰日の傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりはレイラ博士の想定をも上回ったらしい。

　今この場所、色んな意味でヤバい人間が集まってんじゃねーの。

「おいおい、陰日よぉ、機械を弄るのは、ほどほどにしとけって言ったろ？　あんま下へ手たうつと、キリヤのとこにいらんなくなるぜ？」

「アレン……う、わかってる」

「ならノープロブレムだ。博士も、あんま文句ばっか言ってると老ふけるっすよ？」

　この年代の女性にはおそらく禁句だろう言葉を放つアレンさん。レイラ博士に睨にらまれるも、アレンさんはひょうひょうとした感じで、手に持ったイレイザーのケースを見せてきた。隣となりのシーファさんも同様の物を持っている。

　ケースを開けた。

「……あ？　《薄うす花はな桜ざくら》？」

「《ユーディット》も……」

　ケースの中には、俺おれたちのイレイザーがあった。いや、でもそりゃおかしいな。《薄うす花はな桜ざくら》は紀き沙さ羅らが持っているはずで、今は彼女のスーツケースの中だろう。肌はだ身み離はなさずなのはいかにも紀沙羅らしい。同様に、《ユーディット》も陵みささぎが所持しているはずだ。

「勿もち論ろん、これはコピーよ。武装や外装は全すべて模倣した、貴方あなたたちのイレイザーと似ているけど紛い物。もっとも」

《薄うす花はな桜ざくら》を手に取る。

　話によれば、《薄うす花はな桜ざくら》はわざわざレイラ博士が作り上げた物で、ならば思い入れも強いのかもしれない。娘のために作った機き体たいだからか。

「Ａ２イレイザーと名付けたわ。実戦用の機体よ」

「実戦……？」

　ちょっと、意味がわからなかった。

　実戦ということは、ゲーム以外に使うということになる。玩具おもちやであり、《デュアル・イレイザー》というゲームに用いるツールでしかないはずのイレイザーを、実戦に用いる。ていうか、実戦てのはなんだ。なにを想定しているんだ。

「つまり、兵器にしたってこと!?」

　声をあげたのは陵だった。

「とんでもないわ。兵器転用を防ぐための物よ。情報や機き密みつ、それに奪われたくない研究成果を守るための、セキュリティの一いつ環かんよ」

「詭き弁べんじゃない？」

「そうかしら。実際、兵器としての能力なんて、このＡ２イレイザーは持っていないわ。人間を相手にしても怪け我がをさせるのが精々……でも、相手側もイレイザーで向かってくるなら、十分なセキュリティになる。そのための防御で、イレイザーを兵器から守るための物よ」

　確たしかに、小さなイレイザーだ。レイラ博士の言う実戦がどういうものかわからないが、これから銃弾なんかが発射されたところで、威力もたかが知れている。ＢＢ弾レベルとは言わないが、兵器扱いは難むずかしそうに見えた。ＢＢ弾だって、当たり所によっちゃヤバいけどな。

「……で？　そのＡ２だかなんだかを、どうするってんだよ？」

「言ったでしょう、言わなかった？　言ったわよね。この新型はセキュリティよ。でもまだ未完成なの。遠隔操そう作さには限界があるし、自立ＡＩの出来は少し微妙。きちんとしたセキュリティにするには、やっぱり優ゆう秀しゆうなパイロットのデータが欲しいの。貴方あなたたちには島に滞在中、このイレイザーを操作して戦ってもらうわ。貴方たちの操そう縦じゆうの傾向やクセ、パターンなんかでＡＩを成立させることができたら、この島の防備は完かん璧ぺきよ」

「まるで誰だれかが襲おそってくるみてーだな」

「来るのよ、遠からずね」

　レイラ博士が睨にらむのは、アレンさんだった。シーファさんも、厳きびしい表情でアレンさんを見やる。当の本人は口笛をひゅうひゅう鳴らして視し線せんをそらしていたが、額ひたいに冷や汗が浮いていた。

「ウチの無能が奪われたのは《マルドゥク》だけじゃないわ。一いつ緒しよに運んでいた研究資料や、試作品など。その中にちょっと見られちゃマズい物もあってね……」

「や、博士！　その件は俺おれの減給で済んだっしょ!?　蒸し返すのは良くないぜ!?」

「ノー。アレン先せん輩ぱいは本来なら。解雇」

「そうよ。減給ですんだこと、感かん謝しやなさい。感謝してる？　感謝してないでしょう」

　がっくりと肩を落とすアレンさんの肩を、竜りん胆どうさんが叩たたいた。いやもう、よっぽどの失態だったんだな、アレは。

「だから、聞きなさい。イレイザーを兵器にしたいカルトな連中は、この島にそれが可能な研究成果があると知っているの。勿もち論ろん、すぐに兵器転用なんて夢物語だけれど、このＡ２を作った技術を応用すれば、遠からず兵器にできるわ。ええ、絶対に。だから私たちはそれを守らなければならない」

「待てレイラ。以前と話が違う。兵器転用などできないという話では」

「ええ、イレイザーその物はできないわよ、イレイザーは所しよ詮せん、玩具おもちやだしね。ただし、イレイザーの基き礎そに用いられている技術は、兵器に転用できるでしょうね」

「お前……」

　竜胆さんも聞いてなかったらしい。親友である、とも聞いていたのだが、どうやらレイラ博士は友人に洗いざらい話すような、わかりやすい性格はしていないようだった。

「だから来る。来るわ。来るわよ絶対にね。私にとっても、それを防ぼう衛えいすることは、紀き沙さ羅らちゃんに酷ひどいことをしてくれたアイツらへの復ふく讐しゆうであると共に、研究者として正しい方向性を持っていると示すことになる。力を貸してくれるかしら？」

「しょーがないわねぇ！」

　腕を組んで胸を張る。こういう場面でまず先陣をきるのは陵みささぎだった。

「や、そうよね、私の力が必要だっていうならとーぜん！　勿論やってあげるわよ。ね、あずな？」

「おっけぇー。異い議ぎなぁし」

　スピード感を必要とする、《ユーディット》のパイロットらしい受け答えだった。即断即決。

「助かるわ。島内の施設や部へ屋やは、可能な限り使えるように手配しておく。さっきも言ったけど、研究員は私、シーファ、アレンだけよ。要望があれば気兼ねなくなんでも言いなさい。聞いていると思うけどビーチもあるから。データ取得以外では、リラックスしてくれて構わないわ」

「ええ、そうさせてもらうわ博士。よっしゃあ遊ぶわよー！」

「うぉー」

　さくっと乗り気な陵みささぎと安曇あずみ野の。それはいい。なんとなくやる前からわかっていた。その能力を頼られるという場面で、陵が拒こばむはずがないし、陵が乗り気なら安曇野はその方向性に異を唱えない。

　あと、もう一人ひとり、協力確かく定ていのヤツがいるが。

「勿もち論ろん、私も協力するのです。構いませんよね東とう城じようさん？」

　レイラ博士の本命だろう、紀き沙さ羅らが俺おれを見た。部屋の片付けをしながらだからどうも緊きん張ちよう感かんがないが、それはレイラ博士のせいだし仕方がない。

「……構わねーよ。だが博士よぉ？　相手がなに狙ねらってるかくらい教えてくれねーか？」

「それはダメ。凛りん花かにも教えなかった機き密みつよ。言うわけないでしょう。安心なさい。貴方あなたたちはデータを提供するだけ、実際に戦うのはそのデータを取り込んだＡＩなのだから。そこまで考えなくてもいいわ」

「でもアレンさんは知ってたんだろ？　だったら教えてくれても」

「なんで俺基準なんだよトーガ」

　レイラ博士は相手にするのも面めん倒どう臭くさいとばかりに、しっしと手を振った。イレイザーの基き盤ばんとなる技術、兵器転用もできるそれがどういうものか想像もつかなかったが、紀沙羅がやるという以上俺も付き合わなければならない。

　紀沙羅の腕なら、データを得るためのシミュレーションで危険はないだろうが──。

「あとは……っと」

「俺たちか」

　残るは桐きり也や。そして陰かげ日ひ。

「私は異存なしですケドー。ぶっちゃけ『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』なんか未練とかねーし？」

「だったらもう、所内のコンピューターをクラッキングするのもやめてもらえるかしら？」

「んー、そっちが変なことしないならー」

　こっちのセリフよ、とレイラ博士は吐き捨てた。もはや脱退し、自分でも未練はないという陰日。だからレイラ博士と火花が飛んでいるのは、互いの立場からくる感情とかではなく、単なる相性の問題だろう。

「私も、エフェメラの能力には期待しているわ。この島の防ぼう衛えいシステム《カノン》は、きっと貴女あなたにしか使いこなせない。味方になってくれた以上、それなりの働きはお願ねがいしてもいいのよね、陰かげ日ひ？」

「私はキリヤの味方」

　実にシンプルな行動原理は、俺おれや桐きり也やと同じだ。難むずかしいことを考えない性質は、まあ状況次第だろうが、そこそこ強いと思う。

　当然、その意思決定を委ゆだねられた桐也は、無表情で、けれどどこか焦っているような顔で目を伏せた。

「……待ってくれ。俺は、イレイザーの操そう縦じゆうじゃ大したことはできない。女性陣とはレベルが格段に違う」

「知っているわ。霧きり島しま桐也。東とう城じよう刀とう雅がの元相棒だけれど、《リュストゥング》を駆っていた頃ころの勝率は大したことはない。東城刀雅は勿もち論ろん、私の可愛かわいい紀き沙さ羅らちゃんと一いつ緒しよだから負けるはずもないけれど、貴方はアレンと組んでも戦せん績せきは伸びていない。言ってしまえば普通」

　情報の出所は考えるまでもなくアレンさんだろう。やたら詳しい。

　桐也を非ひ難なんしていると思ったのか、陰かげ日ひの表情がどんどん険しくなる。これだけ好かれてるのは本当、羨うらやましい。

「でもね、複座式よ？　一人ひとりで戦うわけじゃないわ」

　元々は、俺が桐也の相棒だった。

　今でも、なにかにつけてそう思う。けれどイレイザーに関しては、俺は紀沙羅と一緒に戦うことになった。場当たり的にアレンさんとコンビを組んでいた桐也で、その相性だって悪いということはなかったはずだが、陰日には敗北した。

　なら、今の相棒は。

「博士。俺には……陰日をカバーできる実力など」

「だったら私が助けるし？　キリヤ、人をここまで連れてきて、自分はただ見てるだけなつもりなわけ!?　そんなんありえないし！」

「まあ、聞きなさいな」

　博士は、最後のケースを手に取った。

　そういえば、《リュストゥングＭｋ─Ⅱ》は、博士の用意したＡ２イレイザーの中には存在しなかった。見せなかったのには理由があるのだろうか。そう思いつつ、博士の取り出した『実戦用の』機き体たいを見る。

「……あ？」

　知らず、変な声が出た。桐也も鋭するどい目で、新しい機体を注視している。

「《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》、とでも言えばいいのかしら？　まだ試作品だけれど」

「……ちょっと、待ってくれ。博士、これは」

「言ったでしょう。鹿か毛げ沼ぬま陰かげ日ひには、島とう嶼しよ防ぼう衛えいシステム《カノン》を使用してもらう。そのためにはイレイザーに特別の調ちよう整せいを施ほどこさないといけないの。別にどの機き体たいでも良かったのだけれど、アレンからの報告だと、貴方あなたは陰日と組んでいるんじゃないの？　違う？　違った？　違わないわよねえ？」

　アレンさんから『やるよそんな物』と物扱いをされ、桐きり也やは陰日へと譲じよう渡とされた。その結果が、これか。

「私、やるよ！　キリヤと一いつ緒しよに、ね？　桐也？」

「俺おれでは、足手まといになるんじゃないか」

「それも含めて」

　レイラ博士の意志に、揺るぎはない。改修を施した《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》は、ただ黙もくして語らない。他ほかの自己主張の激はげしいイレイザーと違い、こいつはいつも寡か黙もくだ。いや、イレイザーが喋しやべるわけないんだが。

　そんな気がする。

「細かな調整は後でやるわ。もし使えないと判断すれば、その時はそれなりの対応をする。私を誰だれだと思ってるの？　天下のレイラ・レイアードよ？　霧きり島しま桐也の実力くらい頭にきちんと入れているわ。私に計算ミスはない。ないの。絶対に、ないわ」

　実に力強い三段活用で、レイラ博士は告げる。桐也は足手まといになんかならないと。

　実力不足なのは俺も同じだが、俺はなんつーか、紀き沙さ羅らの天才ぶりに追つい従じゆうするのに慣なれてしまっている。我ながら情けない話ではあるのだが。

　桐也はああ見えてプライドも高いし、まだそんな考え方ができないってことなのだろう。紀沙羅と会ったばかりの俺によく似ていた。

「まあ、急ぐことなんてないわ。とりあえずビーチは使えるようにしておいたから、ちょっとは遊んできなさいな」

　陵みささぎやあずな、陰日らから歓声があがった。掃除を大体終えた紀沙羅も、遊べると聞いて少しだけほっとした表情。それにしてもすげえな。あれだけ散らかってた部へ屋やがものの十数分で、まあなんとか見れるレベルにはなっている。

　桐也やアレンさんたちも部屋を出ていく中、俺も紀沙羅を伴って外へと。着替えとかどこですればいいのだろうか。まあアレンさんが教えてくれるかね。

「二人ふたりとも、少し待って」

「あん？」

　紀沙羅と共に、レイラ博士に呼び止められた。

「紀沙羅ちゃん、聞きたいことが」

「？　お母かあさん？」

「本当に、この男でいいの？　優ゆう秀しゆうさなら他にも良いのがいるでしょう。無理してこんな、低スペックな人間と組むことはないの。データ提供なのだから、紀き沙さ羅らちゃん、好きな相手とやってもらっていいのよ」

　おい。人の前でなに失礼な話をしてくれてんだ。こっちだってそれなりの時間、紀沙羅と組んできたんだっての。今さら変えられるか。

「お、お母かあさん。ええと」

「いいのよ紀沙羅ちゃん。言いたいこと言って」

　俺おれには言いたいことずばずばと言う癖くせに、母親相手だと途と端たんに口くち下べ手たになる紀沙羅だった。

「しょ、消去法と言いますか……岬みさきさんも陰かげ日ひも、もう、信頼できる相方がいますので」

「なるほど。消去法。理り論ろん的てきな答えね。仕方ないか」

　納得しやがった。つか紀沙羅も、もう少しうまい言葉があるだろうが。なんだ消去法って。

　この会話、当然俺にとっては不快だが、レイラ博士は意に介した様よう子すもない。いやむしろ若干勝ち誇った様子で、俺に対してなにか差し出してきた。

　デジカメだった。防水仕様っぽい。

「なんだよ、これ」

「売れ残りの君に仕事。適当に思い出でも作ってくれればいいわ。ただし、紀沙羅ちゃんの写真を一番多くね」

「なんでアンタがそんなこと」

　気き遣づかいできるタイプには見えねーんだがよ。

「決まってるでしょ。離はなれ離ばなれになってた間の紀沙羅ちゃん成分を補いたいの。紀沙羅ちゃんとずっとベタベタはできないしね」

「お、お母さん」

　ドライなんだか、それとも粘着系なのか。さっぱりわからねえ。俺はカメラを受け取る。

　紀沙羅はどちらの味方をすればいいのか、と言う感じで困った表情。こいつがこういう顔をするのはまあ珍しいと言えなくもない。

「まあ、東とう城じよう刀とう雅がには、魅み力りよく的てきな写真なんて撮とれないでしょうけれど」

「……あ？」

「わかった。わかったわよね。わかったらほら、さっさと行く！」

　背中を押されて俺は部へ屋やを追い出された。少し焦った様子で紀沙羅もついてくる。博士の意図なんざわずかもわからず、どうしたもんかと思う他ほかなかった。

「す、すみません、お母さんが」

　結局、ハリケーンみたいな母親のペースに押されてろくに話もできなかった紀沙羅が、俺に向かって頭を下げた。

　なにを謝あやまっているのか、本人もよくわかってないんじゃないかと思えた。




　ぱしゃり、と一枚。海辺で戯たわむれる女子どもをまとめて撮さつ影えいする。

　勿もち論ろん事前に許可は取ってあるので、盗とう撮さつでもなんでもない。後でみんなで見るとか言ってたし、妙な撮影はできない。する気もないが。

「……ま、思い返せばあの博士も破天荒だよな」

　パラソルの日陰で小休止しながら、海を眺める。外国の澄すんだ海。浜辺もサンゴの砂で眩まぶしく照り返し、言われなければここが研究所だなんて忘れちまいそうだ。いや、後ろを見れば、白い研究所がそびえているんだけどな。

　回想はおおむね終了。

　桐きり也やも、話を聞けば大したことはない。要は陰かげ日ひと比べて、自分がここにいる意義があるのか。そういう悩みだった。

「あのな、順位で言えば、俺おれなんざお前より下だろーがよ。なにせいきなり斬きりかかられたんだぜ。それがないだけ、お前のほうが必要とされているだろ」

「あれは、如月きさらぎ嬢じようにとってお前が必要だから、だろう。だからレイラ博士が嫉しつ妬としている。簡かん単たんなことだ」

「そうやって、人のあり方冷静に分析すんなっつの……」

　そういやコイツは、陰日だけは呼び捨てだな。他ほかのは如月嬢とか陵みささぎ嬢とか、変な呼び方する癖くせに。特別扱い？　そのこと、アプローチを続ける陰日は気付いているのか。いや、案外、桐也自身も気付いてないのか？

「博士は、《薄うす花はな桜ざくら》にも改修を施すとも言っていたじゃないか。良かったのか刀とう雅が、断って」

「や、断ったの紀き沙さ羅らだしな。俺がどうこう言えねーよ」

　結局、バージョンアップは《リュストゥング》だけだ。《ユーディット》のほうはなんでも、現在の状態でのバランスが完成されすぎていて、レイラ博士でもわずかしか手を入れることができないらしい。教えてくれたのはシーファさんだが、彼女はどこか誇らしそうだった。《ユーディット》を褒ほめることが従妹いとこの四し之の宮みやさんを褒めることになるからかね。

「いいじゃねーか。《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》も、お前と陰日、二人ふたりのための特別扱いってことなんだろ？　えーと、《カノン》？　だっけ？　その武装を使うのには陰日が必要、陰日をやる気にさせるためにはお前が必要。役割があるじゃねーか」

「……そうか、そうだな」

　なんか頷うなずいているが、桐也の表情は納得した人間のものではなかった。こいつが欲しいのは必要だと言われることじゃなく、自分が役割を果たしている実感なのだろう。そういう意味では、陰日と一いつ緒しよに、データを提供すれば解決するんじゃないかと思えた。

「ちょっとー！　そこのカメラマンー！　ぼーっとしてないで写真撮とってよー！」

　なんて思ってると、陵から注文が上がる。さっきから撮ってるつもりなんだけどな。陰日の肩を抱いてポーズ決める陵の注文通り、ぱしゃりと一枚撮影する。あとはその後ろで、城を作り始めた安曇あずみ野の、紀き沙さ羅らのほうも一枚。

「陰かげ日ひ、桐きり也やとも一枚撮とってやるよ」

「まじっ。トーガ気が利くじゃんっ！」

　煽あおればあっさり乗ってくる陰日は、ツーショットのために桐也に駆け寄る。桐也の手を取って立たせ、その首に抱きついた。陰日も身長はそこそこあるが、桐也が更に高いのでなんつーかお似合いである。

「おい、刀とう雅が……っ」

「はいちーず」

「いえーっ！」

　ご機き嫌げんな陰日の写真がまた一枚。写真の知ち識しきはないが、デジカメだから勝手に修正してくれるだろう。いい思い出になりそうだった。

「東とう城じようさん」

「ん？」

　いつの間にか、紀沙羅が隣となりに立っていた。いつものジト目である。どこか不機嫌そうになっているのは、気のせいか？

「なんだ紀沙羅。城作ってたんじゃないのか」

「いえ、安曇野さんが凝こり始めてしまったので。ディテールに拘こだわるんだとか」

　職しよく人にん技わざである。こりゃ凄すごいものができるかもしれない。が、その前に日が暮れそうだな。

「……ちょっと、お話が。よろしいですか」

「あ、ああ」

　水着の自分の身体からだを抱きすくめるような体勢。心もとないのか。

　なにが？

「お母かあさんのことで、相そう談だんがあるのです」




　砂浜で遊ぶ岬みさきたちから離はなれ、ビーチの端までやってきた。ぱしゃり。

「っ!?　い、今、撮ったのですか!?」

　シャッター音に明らかな過剰反応。振り返りながらこちらを見る紀沙羅の顔には、わずかな汗が浮かんでいた。

「え……ああ、撮った。ワリ、嫌いやだったら消すわ」

「い、いえ。別にいいのですが……」

　この島に来てから、紀沙羅がおかしい。

　いつもジト目で人を見下すような態度だった癖くせに、今はなんかこう、びくびくしている。勿もち論ろんカルト集団に狙ねらわれていた時も怯おびえた様よう子すは見せていたが、今はちょっと違う。

「で、相談ってなんだよ」

　わざわざみんなから離はなれてこんなとこまで。丁ちよう度どいいからもっと撮とってやろうと思い、もう一枚撮さつ影えい。博士が喜ぶだろうな。

「あの、私、さっきもお母かあさんと全然、話せなくて」

「まあそうだな。博士が一方的にまくしたててただけだしな」

「へ、変じゃなかったですか!?」

　むしろ今のお前が変だ、という言葉は飲み込んだ。

　いつものように、ずばずばと言いたいことを言ってみせる紀き沙さ羅らの姿はどこにもない。

「なにをそんなに気にしてんだ。いいだろ別に。俺おれと話すように博士とも話せよ。あ、そういやお前、さっき消去法で、とか言ったの忘れてないからな。ありゃさすがにひでーだろ」

「あれは方便というか……そう言えばお母さんもすんなり納得すると思っただけなのです。あの、気を悪くしたのなら」

　珍しく殊勝な顔をしているのでまた一枚撮ってやる。まあこれで許してやるとするかね。

　不意打ち気味の撮影に、紀沙羅のジト目が深くなる。まあ水着姿だってのにさっきから何枚も撮られてるから良い気はしないかもしれない。おまけに撮ってんのは俺みたいな男だしな。

「……人が謝あやまってるというのに」

「気にすんな。いい写真撮れたからいいだろ。問題はお前の母親か」

「いつも、こうなのです。お母さんのペースに巻き込まれていて、気付いたらなにも言えなくなっているのです」

「それ多た分ぶん、お前だけじゃねーだろ」

　あれを御ぎよせるのは、友人であるという竜りん胆どうさん、でなければ後こう輩はいの四し之の宮みやさんくらいか。

　だとしたら紀沙羅だけ口くち下べ手たなわけではない。ていうかあれだけ散らかした部へ屋やを、あっさり片付けたことのほうが驚おどろきである。紀沙羅が竜胆さんと住む部屋は妙に生活感が薄うすかったのだが、ありゃ親が反面教師になっているのだろう。

「あんま、親と話さないのかよ」

「お母さん、仕事でいつも忙しくて……家のことは私や、たまに来てくれる竜胆さんや会社の人がやってくれていたのです。帰ってきても寝てたり、仕事していたり」

　子持ちのシングルマザーは大変だろう。別に放置していたわけでもなさそうだが、ただただ単純に、時間がとれなかったということか。

　一人ひとりで抱え込もうとする紀沙羅の性格は、その辺りに起因するのかもしれない。

　母親に迷惑をかけられない。余計な負担になりたくない。そう思ってるとこに俺みたいな無粋者が、紀沙羅のプライベートなとこにずかずか入っていったわけだから、そりゃ怒られるのも当然だろう。でもなあ。

「アレだぜ？　お前を完全に溺でき愛あいしてるだろ。なに言ったって聞いてくれるさ」

「そ、そうだろうと思うからこそ、なのです」

　紀き沙さ羅らが俯うつむく。せっかくのビーチだってのに辛しん気き臭くせえったらありゃしねえ。

「いつもの通りにやれよ。俺おれに言いたいこと散々言うみたいによ」

「そこまで色々言ってはいないと思うのですが……」

「ほれポーズ」

「っ!?　あえっ!?」

　さっ、とレンズを向ける。とっさなので紀沙羅は完全に目を開いて驚おどろいていた。

「っく……この……さっきから撮とりすぎなのです！　まるで一人ひとり撮さつ影えい会かいではないですか！」

「いいじゃねーか撮影会。まあ俺カメラわかんねーから適当だけどよ」

「もっと心の準備というか！　不意打ちじゃない写真を撮ってほしいのです！　大体この水着だって東とう城じようさんがこれが良いというから……！」

「ああ、そういや、俺が選んだヤツか」

　ちょっと嬉うれしくなってしまったので、もう一枚ぱしゃり。まあ正せい確かくに言うならば陵みささぎに選ばされたのだが。

「だーかーらー！」

「悪い悪い。じゃあなんかポーズとってみせろよ。今度こそちゃんと撮ってやるから」

「もういいのです。東城さん最低」

　紀沙羅はその場に体育座りで座り込んでしまった。完全に背を向けて拗すねていた。レイラ博士ならこれでも可愛かわいいとか言いそうだが、今撮ったら怒られるかな。

「──その調ちよう子しだろ？」

　は？　と紀沙羅が振り向く。

「最低だのなんだと、言えるじゃねえか。だったらそれをレイラ博士にも言えばいいだけだ」

「そんな簡かん単たんには」

「俺に言うように言ってみろよ」

　勿もち論ろん俺じゃあ、お前の母親とはまったく違うんだろうけど。

　下へ手たな遠えん慮りよは紀沙羅らしくないから、俺にやるようにやってくれれば、それで。

「そんな簡単にはいかないのです。お母さんとまず話す時間を──」

「二人ふたりとも」

　声。

　上うわずったような、けれどまだ冷静な声。焦っているのはすぐわかる。見れば、研究所のほうから走ってくる、小柄な白衣がいた。

　シーファさんだ。何な故ぜか白衣の下はトロピカル柄の水着なのだが、まあそれはいい。

「お二人とも。すぐに。戻ってください」

「シーファさん、どうかしたんすか」

「来ました」

　シンプルな言葉は、それだけ危急の事態を告げている気がした。

「『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の船。こちらに向かっています。すぐに研究所へ」

　遊びなんて、すぐ終わる。

　天才博士のいる研究所なのだ。ここがヤバい場所だということは理解していた。むしろビーチで遊ぶ時間を得られたことのほうが、僥ぎよう倖こうなのだろう。

　再会したくもない連中と、どうやら、また顔を合わせることになりそうだ。

　ふと見れば紀き沙さ羅らも、顔色を青ざめさせている。

　母とゆっくり語らう時間を作るのは、ちょっと難むずかしくなりそうだった。







第二章　より待つが勝ち／ウラノメトリア防衛戦







「帰りなさい」

　着替えを終え、オペレーティングルームなる場所に呼ばれた俺おれたちに、レイラ博士は冷たく言い放った。

「ここはもうすぐ危険な場所になる。連中がここまで大胆な動きに出るとは思わなかった。今すぐ帰って。帰るべき。帰りなさい、ね？」

　こんな遠くの孤島に呼んでおきながら、到着して半日もしないうちに帰れとは散々な言いようだが、それくらいの緊きん急きゆう事態ということなのだろう。この部へ屋やに案内してくれたシーファさんは、すぐさまレイラ博士の隣となりに立ち、なにやら端末を操そう作さする。

　随分とＳＦチックな部屋だった。

　円形に区切られた部屋。部屋の壁へき面めんの半分くらいはモニタで構成されている。展開されるいくつかのウィンドウはほとんど英えい語ごでさっぱり読めやしない。部屋の中は、レイラ博士が立つ場所が最も高く、そこから左右のスロープで下階に降りることができる。下階にあるのは、ちょっと形が違うから断言できないものの、イレイザー用の筐きよう体たい、だろうか。

　部屋の中に四つもある卵型筐体を除けば、ロボットアニメでよく見る作戦司令室っぽい。というか、それを模して作ったとしか思えない。

「博士。サテライトの映像。届きました」

「見せて」

「イエス。映像。画面に出します」

　作戦室のモニタ、正面ど真ん中に展開されるウィンドウ。映っているのは、白い線せんがいくつも刻まれた深い青。波が立つ洋上だった。その真ん中に、黒い小さなシルエットが浮かんでいるのがわかる。

「……船？」

「ちっと遠いな。拡大するぜ」

　今度はアレンさんが言って、その黒い影かげが大きくなる。

　船、それもかなり大型のクルーザーのようだった。一見、なんの変哲もない船に見える。いや、クルーザーってのはかなり金のかかる物だろうし、決して馴な染じみのある物ではないんだが、敵の襲しゆう撃げきと言うにはあまりに平和だ。

「本部からの情報だと、あれにはカイが乗ってるらしいっすよ博士。あとは『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』のメンバー数十人。タカオカもいるみたいっすね」

「なるほど、戦うためのメンツ引き連れてきたのね。嫌いやだ。嫌だわ。ああ、嫌すぎて死にそう」

　カイの名を聞いて、隣となりの紀き沙さ羅らの表情が硬くなる。

　因いん縁ねんの相手でもあり、敵の大ボスでもあるカイ。連中の狙ねらいは紀沙羅だったはずだが、紀沙羅がここにいるから研究所まで追っかけてきたのか？

　違うよな。

「何な故ぜ、カルト教団がこの研究所にまで現れる？　紀沙羅嬢じように執着していたはずだろう？」

「貴方あなたたちはすぐに島を出なさい。全すべて手配しておくから」

　桐きり也やの質問に返ってきたのは、答えになってないレイラ博士の言葉。すぐ消える人間に答えることはない、ってことかね。

「シーファ、船の到着時間は」

「今の速度なら。明日あしたの昼には」

「なら一日あるわね。すぐに発たてば十分。こちらも準備を整ととのえられるわ。子供たちは急いで帰る支し度たくを。アレン、シーファ、手早く紀沙羅ちゃんたちを送っていきなさい」

　子供扱いかよ。そりゃ娘もいるから当然かもしれないが。

　生あい憎にくと、俺おれはどちらかというと悪ガキなので、素直にはいそうですかとは言えない性質であった。

「アンタはどうすんだ」

「アンタ呼ばわりとは、バカのくせに言ってくれるわね。残るに決まってるじゃない。凛りん花か、協力してもらうわよ。アレを撃げき退たいするわ」

「できんのかよ」

「私を誰だれだと思ってるの？　カルト教団の撃退くらいわけないわ」

　なに言ってんんだこの天才博士。天才なのはよくわかるが、だからといってクルーザーでやってくる連中を撃退できる？　さっき俺おれに日に本ほん刀とうで斬きりつけたはいいものの、体力が尽きてへたりこんだインドア派のくせに。

　どうやって？

「や、博士よお。自信満々なのは結構だがそりゃちっと厳きびしくねーか？　研究員は俺たち以外は全部本社のほうに向かわせてる。そりゃ、本社のスタッフはこの辺りモニタしてくれてるが、武装してるかもしれない集団相手に手は貸してくれねーだろ？　情報収集、敵戦力の分析をやってくれるのが関せきの山やまだ」

「最初から本社はアテにしてない。アレン、シーファ、貴方たちがいればそれで十分」

　いやいや。無む茶ちやだろう。

　人の出払った研究所で、一体なにを守れるっていうんだ。

「なにも私が戦うわけではないわ。Ａ２イレイザーがあるから」

「あ？」

「『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』どもはね、イレイザーを使ってくるのよ。どうせあのクルーザーに積つめるだけ筐きよう体たいを積んで、量産型のイレイザーでこちらを狙ねらってくる。それを撃げき退たいできれば私たちの勝ち。大事な物を奪われたら向こうの勝ち。それだけの話よ、戦争のためにイレイザーを使いたがるような、下げ衆すどもなんだから。別に、直接殺しあうわけじゃないわ。万が一、そうなった時のために凛りん花かもいるのだし」

　竜りん胆どうさんは腕を組み、レイラさんの後ろで壁かべによりかかっている。確たしかにこれ以上ないボディガードで、だからこそ紀き沙さ羅らの護ご衛えいもやっていたんだろうが、それとはこれとは話が違う。

「俺おれたちもいたほうが……」

「武術をかじったくらいで舐なめないでほしいわね？　本気の殺し合いになった時、貴方あなたごときのレベルでは凛花の足手まといにしかならないでしょう？　子供はお家うちに帰りなさい」

　なにも言えなかった。

　確かにそうだ。竜胆さんクラスの達人の前で、俺は足手まといでしかない。竜胆さんが否定もせず、ただそこに佇たたずんでいるのがなによりの証明だ。悔しい。悔しいが、正せい論ろんだった。

「なら」

　代わりに。

　口を開いたのは、もう一人ひとりの悪ガキだった。案外、こいつも良い子ではなかったのか。

「私が帰るべきなのは、ここなのです。お母かあさんがいるところが私の家なのです」

「紀沙羅ちゃん……」

　紀沙羅が一歩進み出て、司令室の一番高い位置に立つ母を見上げる。

「ねえ、紀沙羅ちゃん。ここは危ないの。わかるでしょう？　わかるわよね？　お願ねがいだからわかって頂ちよう戴だい」

「勿もち論ろんわかっているのです。だから残ります」

「紀沙羅ちゃん！」

　なにか考えがあるのか。このジト目娘がなに考えているのかなんて、俺は会った時からずっとわからないままである。固かた唾ずを吞のむという表現が相応ふさわしい顔で、この場にいる全員が紀沙羅の言葉を見守っていた。

　そういや、ついさっきの紀沙羅との会話。

　俺に言うように、博士に言いたいことを言え。そんなシンプルなアドバイスを、紀沙羅は実践しようとしているのか。そういや今の紀沙羅、俺を問い詰める時の顔、そのまんまだった。

「……お母さん。Ａ２イレイザーの操そう縦じゆうはどうするのです？」

「ＡＩの自動制御を使うわ。勿論完かん璧ぺきではないけれど」

「それは、本来であれば、私たちのデータを用いて運用するものでは？　まだデータなんて取っていないのです。そんな状況で本当に、カイたちの使う機き体たいに勝てるのですか？　即席のＡＩでは、とても私たちの腕前は再現できないと思うのです」

　如月きさらぎ紀き沙さ羅ら。陵みささぎ岬みさき。安曇あずみ野のあずな。鹿か毛げ沼ぬま陰かげ日ひ。

　レイラ博士が子供扱いしているパイロットたちは、けれど明らかに日に本ほんでトップクラスの実力を持つ面々ばかり。もしレイラ博士がその操そう縦じゆうを再現するようなＡＩを作れるならさすが天才といったところだが、それができないからわざわざ全員を呼んだのだ。

　つまり、現時点では対抗策として不十分。

「問題ないわ。データを取ってＡＩを組んでいたら、襲しゆう撃げきに間に合わないもの。今ある物でなんとかするしかないの」

「いいえ、手はあるのです」

　眉まゆをひそめる博士は、どこか悲しそうだった。

　手、ね。

　俺おれにはさっぱり見当もつかないが、レイラ博士には心当たりがあるのかもしれなかった。彼女の悲しそうな表情は、なにを言われるかある程度理解したからかもしれない。博士が賢かしこいからか、それとも親子だからか。

　溺でき愛あいしていた娘に、ここまで言われるとは思わなかったのか。

「私たちが乗って、戦えばいいのです」

「話にならないわ」

「お母かあさん！」

　直接、Ａ２イレイザーを用いての迎撃を行う。紀沙羅を含め、俺たちがそれぞれの機き体たいを操縦することで。

　そりゃ、解決策としては一級品だろう。レイラ博士の作るＡＩも相当高度なものなんだろうが、データを取って操作させるより、本人が操そう縦じゆうしたほうがずっと手間が省ける。集団戦だって紀沙羅なら上う手まくこなすに決まっていた。

「紀沙羅ちゃん。ねえ、大事な娘なのよ。なんのためにわざわざ、私が発狂しそうになるのを堪こらえてまで、紀沙羅ちゃんを日に本ほんまで送ったと思っているの？　こんなことに巻き込まれないためよ。万が一でも失いたくないからなのよ。それなのに、自分から操縦なんて……」

「なら、アタシたちならリスクがないから良いのかしら？」

「おぉー、負けても死なないしぃ？」

　次に口を挟んだのは陵と安曇野で。やべーなこれ、レイラ博士の顔がどんどん不ふ機き嫌げんになっている。第一、リスクがないってのは、紀沙羅のようなトラウマがないってだけで、もし研究所にカイたちが乗り込んできたら危険なことに変わりはない。

　その辺わかってるのだろうか、プライドの高いこの二人ふたりは。

「だから紀沙羅は帰りなさいよ。あのカルト集団の相手はアタシたちがやっておくから」

「ちょ……そ、そういうわけにはいかないのです！　岬さんたちが残るなら尚なお更さら、私も！」

「なぁによ、心配なの？　へーきへーき、ちょっと片付けてやるわ」

　ちょっと、なんて言葉で片付けられる相手かね。

　あのクルーザーにどんだけのイレイザーが積つみ込まれているかは知らないが、わざわざ研究所までやってくるのだ。相当な敵がいるのだろう。それを簡かん単たんに対処できるとは思えない。《ユーディット》一機きでどこまでできるか。

「……紀き沙さ羅らちゃん。お願ねがいよ。貴女あなただけでも帰りなさい。紀沙羅ちゃんは良い子だから、わかるでしょ？　わかるわよね？　わかってお願いだから！」

「嫌いやなのです！　友達を置いて帰るなんてできるはずもないのです！」

「うくっ……紀沙羅ちゃんが、あの紀沙羅ちゃんが私に口答えだなんて……そんな」

　ヤバい、と思った。

　レイラ博士の強い視し線せんが、キッとこちらを向く。子こ離ばなれできない親。きっと一いつ緒しよに暮らしていた頃ころは、紀沙羅は聞き分けの良いヤツだったんだろう。さっきの話を聞いてもそんな感じだ。

　だからここで反抗されたのが、博士にとっちゃよほどショックだったのだろう。

「貴方あなたの考えを聞かせなさい。そう、ええ、そうよ。そうに決まってるわ。貴方みたいな知性ゼロの格かく闘とうバカが傍そばにいるから紀沙羅ちゃんまでおかしくなっちゃうのよ。相棒なら、きちんと、なにを言うべきかわかってるんでしょうね？」

「あー……」

　俺おれに回ってきやがった。まあこの状況、俺にもある程度責任がある、かもしれねえし。

　紀沙羅が出れば、迎げい撃げきは可能。それはレイラ博士もわかっているんだろう。だがその選択肢を排除した。何な故ぜか。紀沙羅がイレイザーに乗って負けた時、廃人になるリスクを考こう慮りよしたに決まっている。

　だが紀沙羅の考えを汲くむのなら。

「……連中がイレイザーで来るってのが間違いないなら、こっちもイレイザーで出るべきだろ。そしたら紀沙羅がいたほうが絶対に良い」

「ふざけないで！　負けたらどうするの！」

　そんなことは言われなくてもわかってる。その懸け念ねんはいつだってある。

　余計なことをして、おかしなヤツを相棒にして、わざわざ強敵と戦って。それで負けたら、死んでしまったらどうするのだ。会ったばかりの紀沙羅が俺に言っていたこと。怯おびえるのも当然のことなのに、今の紀沙羅は自分から戦うと言っている。

　その理由。

「わからねーのかよ。博士」

「……なんですって？」

「紀沙羅が戦いたい理由。わかるだろ？　アンタと一緒なんだ。紀沙羅も俺と組む時は反対してたしな。もし負けたら、死んでしまったらどうするんだって言ってた。そりゃそうだろ。死ぬの怖いし、でも紀沙羅はそれだけじゃねーんだ」

「なにを訳のわからないことを……」

「本当にわからねーのかよ、天才なんだろアンタ！」

　俺おれと出会って、紀き沙さ羅らが考え方を変えた？

　そうも思える。でも紀沙羅はまだ、エフェメラとの戦いでも怯おびえていたくらいだ。考えが変わるには早すぎる気もする。俺のおかげで紀沙羅が変わったなんて思えるはずもない。

　だから違う。紀沙羅はずっと、変わってない。

「負けたくない。カイたちに負けたくないってのは、紀沙羅にとって、自分のためと同じくらい、アンタのためでもあったんだよ！　自分が負けたらアンタの仕事がヤバくなるって、紀沙羅もよくわかってたんだ」

「東とう城じようさん……いいです、そんな」

「うるせえ、言わせろ」

　レイラ博士が聞かせろって言ってるんだ。話してやろうじゃねーか。俺の考えをよ。

　言いたいことぶちまけたいのは、お前だけじゃないんだ、紀沙羅。

「アンタのために戦ってた紀沙羅だ！　だったら、アンタが危なくなった時、助けたいって思うのは当然だろ。帰れだ？　そう言われてはいそうですかってなると思ってんのかよ。紀沙羅が今日きよう、アンタと会うのをどんだけ楽しみにしてたと思ってんだ！」

「東城さん！」

　紀沙羅が俺の腕を引いた。ちょっと言いすぎたか。レイラ博士、呆ぼう然ぜんとしてるし。

　言わなくていいことを言った自覚はある。けど、俺みたいなバカが口出してやらねーと、この親子はいつまで経たっても大事なことを黙だまっている気がした。どうせこの二人ふたりの中で、俺の評価は今以上に悪くなったりしねーだろ。なら好き勝手言わせてもらう。

「……レイラ」

「わ、わかってるわよ！」

　傍かたわらの竜りん胆どうさんに急せかされて、博士が声を荒げた。

「紀沙羅ちゃん、条件が二つよ」

「はい」

「一つは、絶対に指示に従うこと。オペレーションは完かん璧ぺきにやるわ。だから絶対に、言うことを聞いてね」

「わかっているのです」

「そしてもう一つ。なにがあっても、死なないこと。もし紀沙羅ちゃんが死ぬようなことになったら、私は東城刀とう雅がを切り刻んでやるわ」

「別に構わないのです」

「…………てめーら」

　勝手に人を道連れにすんな。いや、もし紀沙羅が死ぬようなことになれば、それくらいのことはされても当然かもしれないが。

「はいはい。話は終わったかー。《薄うす花はな桜ざくら》ペア、《ユーディット》ペアは参加でオッケーな？」

「アレンさん、軽いっすね」

「なんとなく、こうなる予感はしてたよ。伊だ達てに裏で、お前らのサポートばかりしてたわけじゃないっての。今回もきっちりフォローしてやるから安心しな」

　微妙に安心できねー。でも憮ぶ然ぜんとした表情のレイラ博士と、薄うすく微笑ほほえんでるシーファさんもいるし、大丈夫か。

　本音を言うならば。

　これでカイともう一度戦える。あのガキ、今度こそ叩たたきのめしてやる。そんな思いが無かったわけじゃない。けれどそれは俺おれの個人的な感情だし、今は紀き沙さ羅らの感情優ゆう先せん。俺は首くび輪わ付きの犬でいいだろう。

「ならば、あとは──」

「俺か」

　レイラ博士が、意思を問うように桐きり也やを見た。

　普通なら、桐也も声をあげそうなものだ。俺と同じで、こういう場でこそ自分が活かつ躍やくできると信じている。なのに黙だまっていたのは、それなりの理由があるから。今も桐也の隣となりに立つ少女が、その理由かね。

「俺はどちらでも構わない。だが、陰かげ日ひは不参加だ」

「うぇ」

　勝手に処遇を決められたことに、陰日が妙な声をあげた。その反応から察するに、陰日のほうはとっくに戦うつもりだったのかもしれない。

「……当然だろう」

　なにを当たり前のことをといった顔で、桐也は呟つぶやく。

　まーた、妙な勘違いと天然ボケのコンボを炸さく裂れつさせて、空気読まない発言してるな、と俺は思ってしまった。




　オペレーションルームの視し線せんが、何な故ぜか俺に集まった。

　特に陰日は、いつも通りに不ふ機き嫌げんな顔だった。なんでそんなことをキリヤに決められなくちゃならないんだ、というメッセージが伝わってくる気がしたが、正直、こちらにしてみれば当然のことではある。

「負けたら危険だというのは、陰日も同じはずだ。如月きさらぎ嬢じようほどではないと聞いているが、精神的に負担がかかるのは如月嬢や、あの子供──カイと同様なのだろう。危険なことはさせられない」

「私、大丈夫だよ！　岬みさきたちに負けた時だってなんともなかったし？」

「今度もそうだとは限らないだろう」

　俺おれが言葉を尽くしても、陰かげ日ひは聞いてくれる様よう子すがなかった。

　陰日の参加は、暗あん黙もくの了解で期待されていたのだろうか。

　それとも、陰日本人がやる気だということか。俺としてはやめさせたいし、はっきり言ってしまえば、博士に対する義理は俺にはない。そもそも陰日はタカオカに、物理的な手段で殺されそうになったこともある。近づかせたくはない。

　タカオカと、はっきりとした決着をつけたいという感情も、ないわけではない。だがそれよりまず、陰日の安全のほうが重要だ。

「無理はしなくていい。俺はアレンさんと組んで残ってもいいが、陰日だけでも……」

「やだ！　キリヤ、私と組むって言ったじゃん！　今さらダメだっての！」

　言っただろうが。俺では足手まといになる。戦せん闘とうデータの提供くらいならともかく、実戦で足を引っ張ってはどうしようもない。それで陰日の負担になるくらいなら、彼女は帰したほうが。

「盛り上がっているところ悪いけれど、陰日には参加してもらうわよ」

「……強制する気か」

「紀き沙さ羅らちゃんが参加するなら、こちらはなにがあろうと、絶対に負けられないの。利用できる物は最大限に使う。防ぼう衛えいシステム《カノン》も準備するわ。それを一番上う手まく操そう作さできるのは陰日よ。《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が出るのはもう決定事項」

　勝手だ、とばかりも言えない。陰日の実力を、博士も認めているからの措置だろう。

　如月きさらぎ嬢じようや、それを後押しした刀とう雅が。自分の力を遺い憾かんなく発揮できる陵みささぎ嬢、安曇あずみ野の嬢。それぞれに、参加する理由はある。俺もできれば刀雅の手助けをしたい。だが、陰日まで無理に参加させることはないと思えた。

「負担をかけたくないというのなら、貴方あなたが一いつ緒しよに乗ってあげればいいだけのこと。そうではないの？　霧きり島しま桐也」

「…………俺は」

「それが嫌いやならば、一人ひとりで帰りなさい」

　如月嬢への甘い対応とは違う。冷れい徹てつとも言える言葉。

　その甘さ、十分の一でもいいから、陰日にも与えてほしかったが。

「キリヤ？　帰るの？　私、もしかして邪じや魔まになってんの？」

「そんな、ことは」

　ない。

　ないはずだ。そもそも、どうして俺はここまで陰日のことを案じているのか。成り行き上、面めん倒どうを見ることになって、懐なつかれて、けれど俺はただの一般人だ。陰日のことを助けたなんておこがましいし、なにができるわけでもない。

　刀とう雅がのようにはなれない。

　けれど、だからといって陰かげ日ひを放置していくことも、俺おれにはできなかった。行きたくないと言っていた陰日の背中を押して、ウラノメトリア島まで連れてきたのも俺なのだ。

「……わかりました。俺も残ります。陰日と《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》に乗ります。それで、いいですね？」

　やたー、と陰日は無邪気に喜ぶ。俺はそこまで気楽にはなれなかった。

　どうして、陰日は平気なのか。以前の話を刀雅から聞く限り、戦せん闘とうで怯おびえていたのはむしろエフェメラのほうだったはずだ。

「あれこれ考えすぎなんだよ、桐きり也や」

「……わかっている」

　刀雅の声は気楽だが、目は真剣だった。俺の葛かつ藤とうは察してくれているだろうが、だからどうすることもないとばかりに。

「キリヤがいるなら私も頑張るよ！」

「話はまとまったわね」

　イレイザー三機き。それを操あやつる六人。

　いつものメンバーに見えるが、俺と陰日だけが違う。気心の知れた相棒である他ほかの二組と違って、俺たちにはそこまでの連携ができるかわからない。

「筐きよう体たいと操そう作さの練習はここの設備を使いなさい。《薄うす花はな桜ざくら》はアレン、《ユーディット》はシーファ、それぞれフォローしてあげて。桐也、陰日は私についてきて。《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の調ちよう整せいと、《カノン》の概略を説明するわ」

「イエス」「うぃーす」

　今から調整をするのか。

　俺が啞あ然ぜんとしていると、レイラ博士がスロープを下ってくる。手にあるのは先ほど見たＡ２版の《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》を収めたケースだろう。

「さあ、強行軍よ。アンタたち、ワガママを言ったのだから、それなりに覚悟はできているんでしょうね？　特に《リュストゥング》組は、調整と説明が終わるまでは寝られないわよ」

「キリヤと一いつ緒しよならへーき」

　どうしてそこまで。

　俺の疑問は、無口という悪い癖くせに阻はばまれる。

　言うべきことが言えない寡か黙もくさなどいらないのに、中途半端な葛藤が俺の疑問を飲み込ませた。

「作戦決行は明日あした」

　レイラ博士が、まるで司令官のように、笑う。

「私の頭の完かん璧ぺきなプランは、貴方あなたたちをきちんと守ってくれる。だから貴方たち、準備を怠おこたらないように。勝てる、勝てるわ、当然のように、勝つのよ」

　オペレーションルームの皆が、それぞれの言葉で、それに応じた。

　俺おれの『……はい』という言葉はわずかに遅れた。意思の弱さと言われればそれまでだ。

　守れるか。

　今度こそ、陰かげ日ひの機き体たいに相応ふさわしい、彼女の助けになれるのだろうか。




　深夜に叩たたき起こされた。

　紀き沙さ羅らとＡ２イレイザー《薄うす花はな桜ざくら》の訓練をした俺は、紀沙羅から散々に叱しかられた。やれパイルバンカーにばかり頼るなだの、作戦の意義を考えろだの。なにかあれば東とう城じようさん東城さんと呼びかける。あんな紀沙羅は初めて見たが、まあ数時間の訓練の果て、とりあえず合格点はもらえた。

　実戦用のＡ２イレイザー。

　どういう意味かは、試しに動かしてみればわかった。研究所の周囲、島を駆け巡る《薄うす花はな桜ざくら》は、確たしかに実戦用だった。ブースターから噴ふん出しゆつする炎で空も飛べるし、ライフルからは実弾が発射される。パイルバンカーは、火薬ではないが、特殊な電気動力で作動させているとのことだった。

　どういう技術なのか。今まで、ゲーム内のエフェクトでしかなかったイレイザーの動きが再現されている。それでいて、その体たい軀くは普通のイレイザーと同じなのだ。まったく意味がわからない。このＡ２イレイザーが、そのまま人の乗り込めるほどになればどうなるか。

　兵器転用、夢物語でもなんでもねーじゃねーか。

　もっとわからないのは《ユーディット》で、島の上空を飛びまわる赤い機体が、空を飛ぶ推進力をどうやって生み出しているのかだ。ユーディットには足裏に姿勢制御のスラスターがあるくらいで、その飛行能力維持がなにに拠よって立つのかはずっと謎なぞだった。

　いや、バトルフィールド内ならまだわかるんだよ、電でん磁じ石しやくとかの反発力利用してるとか、色々な説はあったし。でもさすがに、一つの島の空を自在に飛べるっつーのは──おまけに、ブレードまで自在に操あやつってるわけで。あの小さいブレードをどうやって撃うち出し、独特の軌道を描かせたうえで機体に戻せるのか、理屈がわからん。

　まあ、それも含めて機密ということなのかね。

　さて、深夜、明日あしたの襲しゆう撃げきに備え、与えられた部へ屋やで寝ていた俺だったが（驚おどろくべきことに全員に個室が与えられた。どんだけ部屋余ってんだ）備え付けの電話が鳴なり響ひびくことで起こされた。レイラ博士からで、今から指定する部屋に来い、というものだった。

　なんで事前に言わねーんだ。博士なりの嫌いやがらせか。

　薄うす暗ぐらい深夜の研究室を進んでいく。呼ばれたのは、昼間見たオペレーションルームの更に下、研究所の最下層だった。俺たちが寝泊まりしていたところから、かなり降りていった場所だった。

「……来たわね」

「うっす」

　階段を下り、白い廊下を進んだ先で、レイラ博士が待っていた。

「部へ屋やの中で待ってるのかと思ったぜ」

「この部屋は研究所の最高機き密みつを保管しているの。貴方あなただけだと入れなくてね、私の認証が必要になるわ」

　レイラ博士が、部屋の入口横にあるパネルに手をかざす。静脈認証だか掌しよう紋もん認証だか、あるいはそういうセキュリティを複合して用いているのか。まるで、この人間を通すべきか両開きの自動ドアが考えているようだ。が、認証を終えると、さっとその扉が開く。

　黒い、部屋だった。

「どうぞ。我が研究所の最深部、偽典アポクリフアの部屋へ」

　芝居がかった言葉と共に、レイラ博士は足を踏み入れる。

　でかいモニタやコンピューターばかりなのは、オペレーションルームとよく似ている。しかし理由はわからないが、それらの情報機器は全すべて黒で統一されている。床も、天てん井じようも黒塗り。

　画面に映っているのはやっぱりよくわからない英えい文ぶんの羅ら列れつや、グラフや表など。なにを指示しているデータなのかさっぱりだ。だが、それらはこの部屋において大して重要ではない気がした。むしろ。

　中心。

　部屋の中心は、床が隆起して土台のようになっている。いや、まさしく土台なのだろう。その中心に、透明な円筒形のケースに収められた物がある。部屋の構造を見るに、そのケースの中にある物が、この部屋において最も重要な物体と見えた。

　これもまた、黒。

　サッカーボールくらいの大きさを持つ、真っ黒な球体だった。

　それに、そのすぐ傍そばにいるのは、桐きり也やと陰かげ日ひである。深夜だからか、背の高い桐也にもたれるようにして陰日は船を漕こいでいた。桐也のほうも、無表情だからわかりづらいが、どことなく顔に疲労の色が浮き出ている気がする。

「二人ふたりとも、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》と《カノン》の調ちよう整せいが終わったからこちらに来てもらったわ。重要な話だったから」

「つーことは、お前ら、寝てないのかよ」

「……問題ない」

　強がる桐也の声は、いつものような覇は気きに欠けていた。陰日に身体からだを貸しているから、なおさら疲労の度合いは濃こいだろう。

「ここでの話が終われば眠る時間をもらえる。そうですよね、博士」

「ええ。でもだからって話半分に聞いてもらっては困るわ。これは、ヤツらがなにを狙ねらっているのか、という話なのだから」

　ヤツら。つまり『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』。

　そういえば、具体的になにが狙いなのかを聞いていなかった。極端な話、俺おれは戦せん闘とう要員であるわけで、向かってくるヤツらを返かえり討うちにすりゃそれでいいわけで、なにも敵の目的まで知る必要はないんだが──こんな考え方をしているから、脳筋だなんだと揶や揄ゆされるのだろう。

「それに、紀き沙さ羅らちゃんや陰かげ日ひが、どうしてトラウマなんか負ってしまったのか、ということの有意義な説明もできるわ」

「なんだそりゃ。だって、トラウマの理由は実じつ験けん台だいにされたからって」

「なんの実験？」

「それは……」

　そうだ、具体的な内容は、紀沙羅がその時の記き憶おくが曖あい昧まいだったから、わからないまま。

「博士はわかっているのですか？」

「おおよその見当はついているわ。その答え合わせをしたくて、この場に陰日も呼んだの」

「陰日、起きろ」

　俺としちゃ、敵の狙いより、紀沙羅の話のほうが重要かもしれなかった。

　陰日としても、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』に関する情報は博士に提供するつもりだっただろう。その場に立ち会わせてもらえるなら、そりゃありがたい。桐きり也やがいるのは──えーと、陰日の保ほ護ご者しやだからか？

「さて、順番に話すわ。まずはこれを見てほしいのだけれど」

　ケースに収められた、漆しつ黒こくの球体を指す。

「なんだと思う？　これ」

「黒いサッカーボール？」「……なにかの模型だろうか」「ピータン」

「全員零点よ。あと陰日、アンタわざと言ってるでしょ？」

　おそらく知っているのだろう陰日は、むすっとした顔で答えなかった。眠っていたところを起こされたからか、それとも別の理由で不ふ機き嫌げんなのか。

「これはね、なんだかわからないの」

「おい博士」

「本当のことだから仕方がないわ。一体どういう物質なのか、誰だれが作ったのかも不明。六年前に私が発見し、これの研究のためにウラノメトリア研究所を作ったわ。今、この島の海底にはこの超常物質アポクリファが大量に眠っている。ここにあるのは、発掘したほんの一部なのよ」

「……え？　これの研究のため？」

　ただの別荘と道楽じゃなかったのか。いや、でもビーチとかあるし。

　そう思っていると口を開いたのは桐也だった。疲労はまだ残っているようだが、目に思考力が戻っているのがわかる。

「まさか、ビーチがあるのは、そこから潜せん水すいするためか？」

「察しが良いわね桐きり也や。まあ、元々はダイバーが海底にもぐりやすいように浜を作ったんだけど、今ではもうただの遊び場よ。次を発掘するのはまだ随分先になるだろうから──さて、このアポクリファについて、どこから話そうかしら」

　随分とまだるっこしい。天才を冠すレイラ博士が、話の順番を組み立てかねている。

　それだけ、難むずかしい問題だってことなのか？　このアポクリファとかいう物が、一体なんなのかという問題に、まだ答えてもらっていない。

「……そうね。では、わかりやすい言い方をするわ。研究の結果、このアポクリファが、なにでできているか、ということはよくわからなかった。だけど、なにができるかという点においてはある程度の答えが出ている」

　組成すら不明。この物質のために研究所を作り、レイラ博士が研究しても、なにも見つけられなかったってのは、ちょっと常軌を逸しているんじゃねーのか。

「アポクリファは、自ら増殖する重力場の発生装置。そして、イレイザーのフレームに用いた新素材でもあるの」

「増殖……だ？」

　素材が増殖。自分で増えるってことなのか？

「見てもらったほうが早いわね」

　レイラ博士はそう言うと、アポクリファの収められた土台の部分で、いくつか操そう作さをしてみせる。すると、透明な外側のケースが土台へと収納され、漆しつ黒こくの球体がむき出しになる。博士は、白衣のどこに隠し持ってたのか、小さなナイフを取り出した。

　さく、という音がする。

　まるでリンゴを切ったかのような音と共に、アポクリファの一部が削り取られた。博士はアポクリファの欠片かけらを取り出して見せる。小さなナイフであっさり切れるってのはどういうことだ。

「見るのは欠片じゃないわ。こっちよ」

　博士の言葉と共に、変化はすぐに訪れた。

　削り取られ失われた球の一部が、その箇所を塞ふさぐように、増えた。黒の粒がぞわぞわと欠落箇所を補うように。欠けた自らを埋めていくように。

「キモーい」

　さして気持ち悪くもなさそうに、陰かげ日ひが言った。もしかしたらどこかで見た光景なのかもしれないが、俺は完全に初めて見る。

　アポクリファは、やがて穴を完全に埋め、元の球へと戻った。レイラ博士は、切り取ったアポクリファの欠片を振りながら、言う。

「この球型アポクリファは、電流と電圧を与えてこの形を維持するよう調ちよう整せいしているわ。どうも、電気で操そう作さできるようね、この物質は。このくらい小さい欠片かけらになると、もう再生増殖は不可能のようだけど。まったくプラナリアみたいだわ」

「じゃあ、半分に切ったら」

「まあそこに電気を通せば、球体が二つできるでしょうね。勿もち論ろん増殖回数にも限りがあるみたいで、延々と増え続けるわけではないけれど」

　当たり前だ。そんなことされたら地球が埋め尽くされる。

「その他ほか、電流と電圧を変えるだけで、力場を発生させることができる。アポクリファの量にもよるけれど、物体を宙に浮かしたり、力場の範はん囲いで恣し意い的てきに動かすなんてことは容易ね。Ａ２《ユーディット》が空を飛んでるのはもう見た？　見たかしら？　勿論見たわよね？」

　あれも、このアポクリファの力ってことか。自在に空を飛び、ブレードを飛ばす。重力場、だったか？　それの力なら楽勝ってことかね。

「……んじゃあ博士、《薄うす花はな桜ざくら》のビームナイフは」

「あれも似たようなものよ。アポクリファは受け取った電気を増幅して放出するわ。ビームやレーザーはそのエネルギーを流用しているだけのこと。Ａ２イレイザーのＡ２とは、つまり、Add to Apocrypha。アポクリファ増量型イレイザーということよ。ゲーム内でのエフェクトも再現できるようにしたわ」

「だから実戦用、ということか」

　桐きり也やが納得したように言ったが、これはそんな簡かん単たんな話じゃないと思えた。

　無限ではないにせよ、増殖するってことは素材不足の心配はない。重力ではないのだろうが、力場を形成できるっつーなら重さや力学的な無理は解決する。電気を与えればそれが増えるだなんて、エネルギー法則ガン無視のトンデモ物質である。

「いや、それおかしーだろ！　なんでそんなのが埋まってんだよ！　ていうかそれ、ホントなんなの!?」

「あら、多少はアポクリファの異常さが理解できたようね、東とう城じよう刀とう雅が。そう、この物質があれば現代における人間社会の問題はかなりの面で解消されるわ。エネルギー不足、地球温暖化もどうにかなるかしらね？」

　さらっと言ってやがるが、そんなトンデモないもの、カルト宗教でなくても狙ねらいたくなるだろうよ。

「実戦型イレイザーどころじゃねえ。ロボット兵器も余裕で作れるだろ」

「だから危険なのよ。私の仮説では、このアポクリファは休眠中の微生物の集合体で、電気によって活性化すると考えているわ。これでとりあえず、増殖の問題は説明できる。まあ、力場と電気に関しては意味不明なのだけど」

「なんでそんな物があるんだよ」

「わかったら苦労はしないわ。私は見つけただけ。宇宙人からの贈おくり物ものか、古代文明の遺い産さんか……なんでもいいけれど、はっきり言って迷惑なだけのシロモノね」

　ＳＦを通り越してとっくにファンタジーの領域だった。とんでもねえ。

　なーにが、軍事転用はできないだ。カルト集団が狙ねらうにはでかすぎる獲え物もので、こんなの、いくら世界規模の天才とはいえ、一企業の科学者の手にはあまる物体だろう。さっさと、どこかでかい国の研究機き関かんに預けちまえばいいんじゃないのか。

「博士。それだけ凄すごい物であれば……平和利用は考えられないのか？」

　この物質は世紀の大発見だ。

　博士の言った通り、現在ある社会問題のいくつかは、この物質を用いるだけですぐ解決するだろう。だったら何な故ぜそうしないのか。こんな離り島とうで保管しているのか。俺おれでも頭に浮かんだ疑問だし、桐きり也やが聞くのも自然だろう。

「……平和利用ね。私もできるならそうしたいところだけど、生あい憎にくとそれは無理そうよ。さっきも言った通り、これは電流と電圧で操そう作さできる」

「それが？」

「つまり、ね。これは人間の脳、神経を伝う電気信号にも反応するかもしれない──いいえ、このアポクリファは、人の精神で意のままに操るために作られた物かもしれないわ。手をかざしたところで変化はないから、あるいは専用の機器かなにかを用いるのかもしれないけれど……」

「は、はあ？」

　意のままに操れる物質。博士の話じゃその形状も思いのままだ。

　そりゃ、便利だろう。多方面の用途がある万能物質を、ただ頭で考えるだけで操作できるとしたら。元々、そのために生み出された物質というのなら、使用するのはそこまで難むずかしくないはずだろう。どこの誰だれが作ったかは知らないが。

　だが。

　それはつまり──。

「人体実じつ験けん……精神に影えい響きようを及ぼす？」

「正解よ霧きり島しま桐也。こちらからの指示にただ従うだけの物質ならばいいわ。でも扱いがわからないこれを、無理に操作しようとしたら？　変なエラーを起こすかもしれない。使用者の頭の中で、ね？」

「待ってくれ博士。まさか、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』というのは」

「そう。彼らは、このアポクリファを使って世界を変革しようとするカルト教団よ。ゆえに、その信仰対象はアポクリファを自在に使える人間に集まる。イレイザーは、アポクリファを使った結果、その象徴でしかないわ。そして、紀き沙さ羅らちゃんも、あるいはカイのように、アポクリファを扱うための実験をさせられた……！」

　トラウマ。自分が死ぬかもしれないという妄想。廃人になるかもしれない恐怖。

　紀き沙さ羅らの妄想なんかじゃなかった。それは、もしかして、とても現実的な根拠に基づいた恐れだったのか。

　博士の話じゃ、アポクリファの実じつ験けんてのは、訳のわからない物質を人の頭で扱おうってことじゃねーか。それを無理やりさせられて、もし正しい手順でなかったら、影えい響きようは使用者にも及ぶだろう。精神破は壊かいだってあり得るだろう。

　全部、はっきりとした根拠があっての、恐怖だった？

「ふ、ふざけんな、なんだそれ……」

「それはね、私のセリフなの。東とう城じよう刀とう雅が、貴方あなたが紀沙羅ちゃんのために怒ってくれて、正直嬉うれしいわ。けれど私のほうが怒っているの。怒っているのよ。怒るべきでしょう、母親なんだから」

　レイラ博士の手の中で、アポクリファの破片が握にぎり潰つぶされ、その形がひしゃげた。

　が、形状記き憶おくでもあるのか、それともその形を維持するような指定がなされているのか。レイラ博士が手を開くと、あっさりとアポクリファは元の欠片かけらに戻った。なんのことはないというように。

　レイラ博士の怒りすら、暖の簾れんに腕押すように。なんの関係もないとばかりに。

「っ」

　精神で扱えるアポクリファ。

　桐きり也やも厳きびしい顔で、陰かげ日ひを見ていた。アイツはアイツで心配しているんだろうが、当の陰日はらしくない無表情。見たくない物を前にして、わざと素知らぬ風を装っているようにも見えたが、気のせいかもしれない。

　ただ無関心なだけかも。

「ええと……それで、平和利用についてね。ま、できないこともないんでしょうけど、それより軍事利用される可能性が高いだろうし……あるいは、アポクリファを操あやつろうとする上で、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』みたいな変な集団が出てきて、実験による犠ぎ牲せいが増えないとも限らない。だから、私はゲームにすることにした」

「ゲーム……って」

「フレームに使用する程度までアポクリファを細断し、ゲームにつかうモジュールに変えてしまうの。あとは、バトルフィールドの底面に薄うすくコーティングして、フィールド内でイレイザーを浮遊させたりね。ただでさえ少量だし、プラスチックなんかと混ぜてあって純度は低いわ。精神感応で自在に扱うなんて到底無理な、質の低いアポクリファを、イレイザーのフレームやフィールドとして使うの」

　世界を変えるかもしれない物質。

　それを、細切れにして玩具おもちやの一部と化す。それが、この天才の考えた、壮大な計画《デュアル・イレイザー》ってことなのか。いや、それにしちゃ、どうなんだよ。もっと良い方法があったんじゃ。

「技術の発展は、いつだって戦争か娯楽でもたらされる。だったら私はね、行きすぎた技術を消費させるために娯楽を選んだだけよ。戦争なんて御免だったから」

　遠くを見つめる博士。どうかな。俺おれなんかには及びもつかない規模で考えを進めているのかもしれなかったが。

「その計画、上う手まくいっていたつもりだったんだけど、逆にカルト集団に、イレイザーがアポクリファを扱える者の象徴のように思われてしまった。そこから先は……私より、彼女が詳しいんじゃないかしら？」

　陰かげ日ひを見る博士。その手に持ったアポクリファの欠片かけらを、黒い球体へと差し込む。球体はずぶずぶとアポクリファの欠片を飲み込んでいく。生物的な動きだ。

「……なにを話せば、いーの？」

「そうね、連中のやった実じつ験けんとか？」

「あんま覚えてないんですケドー……私たちは、アポクリファだけで作られたイレイザーを動かす訓練、させられてたよーな。カイもそうだし、私は覚えてないけど、多た分ぶん、紀き沙さ羅らも。売ってるフレームから抽出したアポクリファで、イレイザーを作って、それを精神だけで扱う訓練、させられてた」

「そう。そうでしょうね、問題はあった？」

「覚えてない。なんか、頭の奥が、痛かった気は、する」

「あなたも辛つらかったわね。低質のアポクリファでは、精神への予期しないダメージも大きかったことでしょう。許さない。許さないわ。絶対に許せるはずがないのだから」

　多分、俺も、桐きり也やのような表情になっていたことだろう。

　厳きびしい面おも持もちで、どこか遠くを見つめている桐也。多分、それを画策したヤツの顔を、思い浮かべようとしてるのだろう。カイでなくて、その父親か。そいつはもう死んだと聞いてはいたが。

「でも、多分、カイは……適性があったってゆーか。多分、実験に参加した人は、それなりにヤバいこと、色々できるようになった……私もそうだし、紀沙羅も。でもカイは、多分、別格で」

「別格だ？　アイツそんなに強くなかったぞ」

「バカ、トーガ。それ筐きよう体たい使ったバトルじゃん？　アポクリファの感応力でイレイザー操そう縦じゆうしたら、多分、全然ちげーし。知らない癖くせに」

「そういうことかよ……」

　やたら大口を叩たたくガキだと思っていたが、どうやら認にん識しきを改めなければならないらしい。

「紀沙羅ちゃんの集中力やトラウマ。陰日の同時制御力。そして、実験の際の記き憶おくが抜け落ちていること……これらが主な症状かしら。子供を使ってるのは、多感な時期だから感応力を鍛きたえるのに丁ちよう度ど良いからかしらね。陰かげ日ひみたいに、記き憶おくをなくして家にも帰れず、教団に留とどまっている子は、他ほかにもいそうだけど……」

　陰日が、桐きり也やの服の裾すそを握る。国こく籍せき不明の少女。誘拐されたのか、それとも他の手段で人体実じつ験けんの犠ぎ牲せいになったのかはわからないが、紀き沙さ羅らが狙ねらわれたのは三年前のはずだから、おそらく陰日もその前後に実験を受けたのだろう。調しらべれば、まだ素性くらいわかるんじゃないのか。

　いや、それは、俺おれが気にすることじゃねーか。

「さて……ここまでの話、理解できたかしら」

「ああ。大体な。アポクリファってヤバい物質が全すべての元凶で、ここを狙ってくるカイたちも、それが目当てだってことだろ」

「そう。《マルドゥク》と一いつ緒しよに奪われた書類なんかの中に、ま、この研究所について言及している物とか、あとはＡ２の試作品とかもあってね……この件については完全にミスだわ。早めに貴方あなたたちを呼んで島の防備を完かん璧ぺきにしておこうと思ったのだけれど、椎しい乃のは使えないし、そうこうしてるうちにカルト教団は攻めてくるし……」

　ぶつぶつと、俯うつむいてなにかを呟つぶやきだす博士だった。

　そろそろヤバいテンションらしい。もう深夜だしな。俺もぶっちゃけ眠い。明日あしたに備えておかねばならない上に、桐也も陰日も限界だろう。

「博士ー、明日のことなんすけどー」

「ああ、ああ、そうね、そうだわ、そうだったわね。ええと、つまり、連中は今、質が低いけれど、かなりのアポクリファを持っているの。連中もバカじゃなくて、フレームからある程度使えるアポクリファを抜き出すことに成功している。だから必ず、それによるイレイザーでの侵攻を行うはずだわ。アポクリファによって世界を変革するという、彼らの信仰をそのまま自分たちで実現するつもりだろうから」

「もし、イレイザーでなく、直接武装して乗り込んできやがったら？」

「指揮官を凛りん花かに変更するわ。その時は好きなだけ殴り飛ばしてあげなさい」

　どっちにしても、俺や桐也は戦せん闘とう要員としての活かつ躍やくを期待されているらしかった。

　帰らなくて正解だ。役目はちゃんとある。

「話はこれだけ。貴方たち、眠らなくていいの？　もう私三日くらいろくに寝てないんだけど、若いっていいわね」

「いや、アンタが呼んだんだよ。てかアンタ、昼間毛布で寝てたじゃないか」

「毛布にくるまると数式がよく解けるの」

　天才は意味不明だった。話は終わったとばかりに、陰日は桐也にしがみついて完全に寝る態勢である。昼間から眠そうなとこしか見てない気がするんだが。

「桐也も眠そうだな」

「《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の調ちよう整せいに、《カノン》の演習、それに明日あしたの作戦も説明された。さすがに整理しきれない」

「陰かげ日ひ、部へ屋やまで送ってやれよ」

　桐きり也やが無言で頷うなずく。博士がケースの中にアポクリファを再び収めるのを確かく認にんして、俺おれたちは踵きびすを返す。アポクリファね。紀き沙さ羅らは知っているのだろうか。レイラ博士の様よう子すを見る限り、この三人にだけ伝えたってとこかね。

　何な故ぜか。

　陰日は既に知っていた。つまり俺と桐也にだけ教えたってことだ。桐也はもう完全に陰日の保ほ護ご者しやになってるし、俺は紀沙羅の相棒、その関係性を考こう慮りよして、この事実を知ったうえでサポートしろよと、まあそんなところだろう。

「貴方あなたたち」

　部屋を出る前、俺たちを博士が呼び止める。寝ている陰日はさておき、俺と桐也は振り向いた。真剣な表情のレイラ博士が、腕を組んで睨にらみつけている。

「……さっきの話を聞いて、どう思ったか、簡かん単たんに聞かせてもらえる？」

「「絶対にぶちのめす」」

　予期せず、言葉が重なった。

「おい、真ま似ねすんな桐也」

「それはこちらのセリフだ」

　一いつ瞬しゆんガンを飛ばしあう俺たちだったが。

　直後に突き出した拳こぶしは、ごくごく軽いもの。二人ふたりの間で撃うち合わせ、骨の固い感触を感じる。

　考えてることが同じなら、きっと背中も預けられる。

「貴方たち、単純でわかりやすくて、バカで、とてもいいわ」

　レイラ博士が嘆息した。

　そのため息の中に、嘲あざけりの意味はこめられていない気がして、俺は歯をむき出して笑う。一方の桐也は、いつもの、狙そ撃げきをする時の無表情。

　許せない。

　そんなの皆同じだっての。当たり前だろ、なあ？




　睡眠は不十分。

　しかし敵は待ってくれるわけがない。こっちも気合十分で、多少の寝不足くらい根性でカバーできる。翌朝、再びレイラ博士のモーニングコールを受けると、俺は手早く着替えを済ませてからオペレーションルームへと直行した。

　さあ、戦争だ。

　いや、さすがに戦争とは言いすぎなのしれないが、こう、エース専用ロボットに乗る主人公の気分に浸っても、別に構わないだろ。まあ、本当のエースは俺おれの相棒で、俺はおまけみたいなもんなんだが。

　そんなことをつらつら考えながら、昨日きのうの内に登とう録ろくを終えた静脈パターンを、入口横のパネルに読み込ませる。

「お母かあさん！　これはなんなのですか！」

　部へ屋やに入るやいなや、聞きなれた相方の鋭するどい声が飛んできた。

「これ、ちょっと……困るのです！　聞いてないのです！」

「朝、言ったじゃない。Ａ２イレイザーはアポクリファ増量版。精神感応に対抗するにはそのスーツが一番なのよ。リスク低減と思って諦あきらめて、ね、紀き沙さ羅らちゃん？　他ほかの三人は良い子で着てるわよ」

「はいそうですかとは言えないのです！」

　なんなんだ一体。

　オペレーションルームに入っていくと、既に女性陣の声がする。入ってすぐの指令席の辺りでは、アレンさんとシーファさんが真剣な顔でコンピューターを操そう作さしている。完全にオペレーターの感覚だった。

　さて、パイロットどもは、筐きよう体たいのほうにいるのか。こちらからは見えづらい。

「ちょっと博士。四し之の宮みやさんからなにか見せてもらったんじゃないでしょーね」

「ああ、あの販促ポスターの素案のことね。なかなかよくできていたじゃない。まあそのスーツは私の案だけれど」

「なんかこぉー、締しめ付けられる感じで気持ちいーよ？」

「アンタは狭いところとか大好きだもんね……」

　スロープを下っていくと、ようやく彼女らの姿が見えた。ああ、なるほど、母娘で言い争いをしている理由がようやくわかったぜ。

　全員、服が違った。あれだ、ロボット物でよく見るインナースーツ。水着みたいな薄うすい生き地じで出来ているくせに、よく伸びる。それぞれ色やデザインは微妙に異なるが、基本的には同じ物を紀沙羅たちが着ていた。

　いつかクレッセンス社で見た、陵みささぎのポスターを思い出す。あれはコラージュではあったが、パイロットスーツという意味では似たような物だ。

　体の線せんがよくわかる。安曇あずみ野のの言う通り、全身が締め付けられているような感覚なのだろう。

「よう、早いな」

「っ！」

　俺に気付いた紀沙羅が、実に素早すばやい動きで胸を隠した。そういうことされると、ちょっと傷つく。水着は平気だった癖に。

「あら東とう城じよう刀とう雅が。おはよう」

「アポクリファのこと、別にこいつらに秘密だったわけじゃないんすね、博士」

「？　昨日きのうの深夜のあれは、私の中でも情報を整せい理りしたかっただけよ、陰かげ日ひに聞きたいこともあったしね。この子たちには今話したわよ」

　紀き沙さ羅らが赤い顔のジト目のまま、俺おれを睨にらみ続けている。心配して損したかね。平気そうだ。

　平気そうに見える、だけかもしれなかったがよ。

　一方の陰日は陰日で、インナースーツ姿を早く桐きり也やに見せたい、とかいう話をあずなとしている。こいつは二言目には桐也である。こっちもいつも通りに見えるが、そう見えるだけかもしれなかった。まあこっちの心配は桐也の担当だが。

「いーい紀沙羅ちゃん。さっきも説明した通り、アポクリファには精神、脳に直接作用する危険がある。Ａ２イレイザーはアポクリファを増強しているけれど、スーツはその影えい響きようを遮しや断だんしてくれるわ。だからワガママいわないで」

「ですが、お母かあさんは平気そうなのです。影響は微々たるものでしょう？」

「紀沙羅ちゃんにはなにがあるかわからないの。戦せん闘とう時じだけで構わないから。陰日も同じ。だからお願ねがい」

　母に両肩を摑つかまれ、懇こん願がんされる紀沙羅だった。しかし紀沙羅はジト目のまま、ちらりとこちらを窺うかがってくる。

「東とう城じようさんは」

「男は知らない」

「やっぱりお母さんの趣しゆ味み！」

「ええ趣味よ！　悪い!?　悪いの!?　悪いわけないわよねこんなに可愛かわいいんだから！」

　開き直りやがった。しかし気にしているのはどうも紀沙羅だけのようである。後ろのほうでは陰日がなぜか落ち込みだし、それを陵みささぎ、安曇あずみ野の二人ふたりで慰なぐさめているようだった。『あの脳筋でも可愛いくらい言ってくれるわよ』『もぉー……いっそ押し倒しちゃえよぉ』などと言っているので桐也のこれからの苦労が忍ばれる。

「その件についてなんだがな」

　上から声が降ってくる。見上げれば竜りん胆どうさんが現れていた。隣となりには桐也も。これで全員集合か。

「精神に作用するアポクリファには、対抗策もある。まあ単純な話なんだがな。強い精神を鍛きたえれば、アポクリファに毒されることもない。刀とう雅がも桐也も専用スーツなどいらないだろうさ。武道は精神面も鍛えられるからな」

「さすがカウンセラー」

　竜胆さんとレイラ博士は大学の同期だったと聞いているから、それなりに勉学もできたのだろう。普段ふだんはもう、完全にバトル専門という感じがあるので忘れがちだが、文武両道なのだった。

「キリヤー、朝からどこ行ってたのー」

「ちょっと竜りん胆どうさんと組み手を……陰かげ日ひ、その恰かつ好こうは」

「えへへー、似合う？」

　くるくる回転する陰日。ちょっとデジャブなのは海での光景を思い出すからだろうか。桐きり也やが感想を言う間もなく、陰日が桐也に抱きついてくる。もう見てるのもあれなので、放っておくことにした。

「揃そろったわね」

「あ、お母かあさん、まだ話は」

「はいはい。全員注目。だらだらするのは終わりよ。出しゆつ撃げきの準備をして頂ちよう戴だい」

　紀き沙さ羅らはまだ納得いかなそうだったが、やがては母を睨にらみつけるのを止やめ、俺おれのほうへと近づいてきた。まだ警けい戒かいするように胸元を隠しているが、俺はどちらかというとぴっちり肌に貼はりついた下腹部とかのほうがヤバいんじゃないかと──いや、あんまり見るのは良くないよな。

「準備しながらでいいから、聞いて。シーファ？」

「イエス。今け朝さ。カイから連絡がありました」

　シーファさんの言葉に、紀沙羅がはっと振り向く。一いつ瞬しゆん前までスーツのことを気にしていた癖くせに、カイの名で一気に表情が変わる。

「『アポクリファを我らが手に。研究所諸君の健けん闘とうを祈る』──これだけの文です。カイの名で。届きました」

「ふざけた話だわ。それはこちらのセリフよね？　Ａ２イレイザーの力の前に、ひれ伏させてあげなさい！」

　レイラ博士が拳こぶしを振り上げるも、紀沙羅の反応は鈍にぶかった。知っていたことだが、紀沙羅は本当にカイのことが苦手っぽい。俺は紀沙羅の肩に手を乗せた。

「やるんだろ？　再戦」

「それが目的ではないのです」

「言いたいこと言えって言っただろーが。昨日きのうは母親に啖たん呵かきったんだから、次はカイだ」

　紀沙羅は息を吐いた。俺みたいに頭悪くやっていければいいのだろうが、相変わらず彼女は色々と抱えこむのだ。

「今まではカイに、大事なものを奪われないように、戦っていた気がするのです。でも──これからは」

「これからは？」

　紀沙羅は小さく頷うなずく。

「これからは、守るための戦いなのです」

「なんか違うのか」

「全然。違うのです。戦いに怖がらない。びくびくせず、胸を張って、カイに本気をぶつけてやるのです。言いたいことを、ぶちまけるために。受け身じゃなく攻め手、という意味です」

　なるほど。

　奪われないことと、守ること。一見意味は同じだろうが、そこにこめた積せつ極きよく性せいは段違いのようだった。カイの攻こう撃げきをびくびくしながら待っていた頃ころの紀き沙さ羅らじゃないってことだ。

　母親と少し言葉を交わしただけで、色々吹っ切れたらしい。

　ならその紀沙羅の変へん貌ぼうぶり、しっかり目に焼きつけろよ、カイ。




　専門店の物とわずかにデザインが違う筐きよう体たいの中に乗り込むと、早速声が響ひびいた。

『レイラよ。全員、聞こえているかしら。聞こえていたら返事を』

　それぞれ、クリアな音声でレイラ博士の声に応じる。司令室からの音声もそうだが、《ユーディット》、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》からの声もノイズなくクリアに聞こえた。さすが、アーケードゲームのボイスチャットとは設備が違う。

　僚りよう機きとの連携により、作戦を遂行し、ウラノメトリア研究所を──アポクリファを守り抜く。

『画面。表示します』

　シーファさんの声と共に、筐体内のモニターに、ウィンドウが展開された。

　ウラノメトリア研究所から見た海だろう。洋上にはクルーザーが小さく映っている。が、それよりもまず、目を引くのは空の映像だ。

「……カラス？」

『なわけないでしょ』

　そりゃそうだ。あんなカラスがいるわけない。

　黒いイレイザーの群れだ。

　翼つばさを持った飛行型イレイザー。それも全すべて同型の機体が、空を埋め尽くすように存在している。一体何機いやがるんだ。もはや一つの軍団と呼ぶに相応ふさわしい物量である。

『量産型イレイザーね。質の悪いアポクリファを感応力を使って強引に操そう作さしているわ』

「あんなに飛ばせるのかよ！　飛行型だろアレ」

『言わなかった？　島の周囲半径５００メートルにはアポクリファが埋蔵されているの。島の周辺は天然のバトルフィールドよ。力場形成で空中飛行なんて自在よ。まあ、それはこちらも条件は同じだし……《ユーディット》？　量産型に負ける？　負けちゃうの？　負けるはずないわよね』

『あったり前でしょ！』

　威勢のいい陵みささぎの声。飛行性能ならば《ユーディット》が随一だ。足りない数は質で補う方針か。

『全員、それぞれの役割は理解しているわね』

　緊きん張ちようが走る。

　前の席の紀き沙さ羅らは、どんな顔をしているのだろうか。いっつも見るのは彼女の後ろ姿だけだから、たまにコクピットの中で不安に思う時もある。けれどしっかりとレバーを握りしめる紀沙羅を見て、大丈夫だろうとも思う。

　今は、《薄うす花はな桜ざくら》だけじゃないしな。

「いつでも行けるのです」

『ええ、了解。では、始める前に少し聞いてもらえる？　《デュアル・イレイザー》が、アポクリファ利用のための計画だったということは、もう話したわね。でもそんな、大人おとなの思惑はどうでもいいの。本来なら、イレイザーはゲームで、ただ楽しむためだけのものよ』

　声が静まる。筐きよう体たいの中で、クリアなレイラ博士の言葉だけが響ひびく。

　散々に子こ煩ぼん悩のうで、生活習しゆう慣かん荒れまくっていて、人格破は綻たん者しやのレイラ博士ではあるが。

　今だけは信頼しろ。そんな声だと思えた。

『それは今だって同じよ。ゲーム好きな子供たち。存分に楽しみなさい。もしこれを、技術の奪いあいや、あるいは殺し合いの戦争だなんて思っている者がいたら、その考えは今すぐ捨ててね』

　ゲームか。

　そのゲームで紀沙羅は怯おびえまくっていて、トラウマがなければ触りたくもないなんて言っていた《デュアル・イレイザー》だが、今では自分の意志で《薄うす花はな桜ざくら》を操そう縦じゆうする気でいる。俺おれにできるのは、ほんの手助けくらいだろう。

『これはゲームよ。そして大事なことは、ゲームならば、プレイヤーは死なないってこと。誰だれかが死ぬなら、そんなのはゲームじゃなくて、ただの危険な遊びでしょう？』

　紀沙羅がどういう表情で母の言葉を聞いているのか、少し気になった。

　全員聞けと言っておきながらその実、この言葉は娘にだけ向けられているような気もした。

『だから、誰一人ひとり欠けないで。全員無事でいることが第一条件。私から言えるのはそれだけよ』

『博士。敵てつ機きの大群、動き始めたぜ？』

『さあ、ゲーム世代の子供たち。出番よ！』

　モニタが切り替わる。映し出されるのはおそらく、研究所内に配置されたＡ２イレイザーのカタパルト内の映像だ。そこに映っているのは斜めに突き出されたレールと、その軌道を示すためのライト。

　Ａ２イレイザー《薄うす花はな桜ざくら》は、その中で静かにパイロットの指示を待つ。

『《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》、準備完了だ』

『こっちもいつでも飛べるわよ！　ね、《ユーディット》！』

　頼もしい声が次々に響く。楽しむというなら、一番は《ユーディット》のペアだろうが、強敵との戦いに、桐きり也やの声も昂こう揚ようしているようだった。

　紀き沙さ羅らの因いん縁ねんに、一つの決着をつけることができる。

　なんとなく、そんな予感はしていた。

「紀沙羅」

「いつでもいけるのです」

「ならいい」

　声は短く。もうそれだけで互いのコンディションが理解できるくらいには、俺おれたちは相棒なのだ。

「──こちら紀沙羅。《薄うす花はな桜ざくら》、発進できるのです！」

　三機きが応答してから、少しだけ間があった。

　オペレーションルームの一番高い位置で、司令役の博士はなにを考えているのか。頭の良い人の考えなんてわからねーけどよ。

『シーファ』

『イエス。博士』

　ライトの色が変わり、発進のサインがモニタに映る。それと同時、シーファさんの声が、筐きよう体たいの中で響ひびいた。

『ではこれより。ウラノメトリア防ぼう衛えい戦せんを。開始します！』

　ぶつ切り開戦宣言と同時、《薄うす花はな桜ざくら》が、その機体をカタパルトに載せて撃うちだす。

　蒼そう空くうと碧へき海かいがモニタを埋め尽くしたのは、すぐだった。




「音速突破でいくわよ！　あずなっ！」

「うぇぇー……さすがにそれ無理だってぇー」

　うるさい気分の問題だ、と岬みさきはあずなの言葉に心中で返す。

　バトルフィールドは狭い。ドーム状のフィールドでは、『空』というのはごくごく狭い範はん囲いになってしまう。勿もち論ろんそれは、三次元上を自在に移動できるクイーンフレームの有利性によるものだが、岬にとっては不満だった。

　空は広く、高く、限界などあるべきではない。

　その空を飛ぶべき《ユーディット》にも当然、限界などありはしない。

「いるいる！　雑ざ魚こが山ほどいる！」

『おいみさきち！　あんま出すぎんなよ！　連中の使う《月げつ牙が》は、アポクリファでの精製って点じゃかなり完成されたイレイザー！　倒しても倒しても次が来んぞ！』

「ならそれも切り刻むだけ！」

　研究所のカタパルトから射出された《ユーディット》は、勢いを殺すことなく島の上空へと舞まい上がる。バトルフィールドなどでは絶対に味わえない高さ。立体映像ではない真の空で、赤い機体はその身体からだをくるくると躍おどらせる。

　広い空でようやく解き放たれたことを歓喜するように。

　空の向こうには、黒い影かげが山ほど。何体いるかなど数える気は、岬みさきにはない。大群であれば研究所も制圧できるという考えなのかもしれないが、残念ながら無む駄だだ。

　一番手は《ユーディット》だと、当然のようにレイラ博士には言われた。

　岬にも異存はない。

「紀き沙さ羅ら、聞こえてる!?　勝負するわよ！　たくさん撃お墜としたほうが勝ち！」

『集中してんだ話しかけんな！』

　おそらくは出しゆつ撃げきしたのだろう《薄うす花はな桜ざくら》から、野犬の吠ほえる声。肝心の紀沙羅の返答は聞けずだったが、まあいい。僚りよう機きとの会話は、まるで互いにそれぞれの機体の中にいるようだが、実際はオペレーティングルームの中で通信しているに過ぎない。この高空を飛ぶ感覚も、疑似的なものだろう。

　だが、敵を打ち倒す功こう績せきまでは、噓うそではない。

　最も敵を倒すのは、当然《ユーディット》に決まっている。

「行っていいのよねアレンさん！」

『おう、存分にやれ！』

　オペレーターからの承しよう諾だくを得て、岬はレバーを引き倒す。島の周辺、岸がん壁ぺきによりそうような研究所を後に、岬は船からくる《月げつ牙が》の集団へと加速する。

　加速。

　更にまた、加速。

　ベタ倒しのレバーに一切の手加減なく、真しん紅くの直ちよく線せんを空に描く。

「あれぇー……ライフル？」

「構わないわよ、突っ込む！」

「もぉー……フォローする身にもなってよ岬ぃー」

「それがアンタの仕事でしょ！」

　敵はまるで天使を彷ほう彿ふつとさせる、翼つばさをもつイレイザー。黒のモノトーンの機体《月げつ牙が》は、その手にした槍やりとライフルを組み合わせたような武器を、一斉にこちらに向ける。最前線で突っ込んでくるイレイザーに対しては、妥当な対処ではあるだろう。

　が。

「ざぁーんねん」

　スピアライフルとでも言うべきその銃口から攻撃が撃うちだされるより先に、真紅のブレードが突き刺さる。

　銃口を割断して内部に入ったブレードは、発射寸前だったライフルのエネルギーを妨害、暴ぼう発はつにまで至らせる。手元のスピアライフルの突然の爆発に、《月げつ牙が》部隊は動きを止めるが、それは良くない、と岬は思う。

　高速で移動する《ユーディット》の眼がん前ぜんで、停止するなど。

「的になりたいって言っているようなもんよね！」

《月げつ牙が》の一機きに目をつけた岬みさきが、そこへ突っ込んだ。銃を暴ぼう発はつさせて役目を終えたブレードを空中でキャッチし、そのまま《月げつ牙が》の胸元へと刺突を繰くり出す。

　赤いブレードが、黒の機体の中央を貫いてみせる。

「よし！」

　そのまま、ブレードを引き抜き加速する《ユーディット》。背後では串くし刺ざしにされた《月げつ牙が》が爆ばく砕さいしたようだったが、岬は気にせず次へと走る。ライフルによるビーム銃じゆう撃げきをかい潜くぐりながら、手当り次第にブレードを突き刺していった。

「しっ！　四機目！」

『ぅおーい《ユーディット》組、盛り上がってるとこ恐きよう縮しゆくだが』

「なによ！」

『今お前らがいる辺りがラインだ。出すぎるなよ墜つい落らくすんぜ？』

　ライン。つまり、地中に埋まるアポクリファと、Ａ２《ユーディット》が相互作用して力場を形成できる限界の範はん囲い。より正せい確かくに言えば、その挙動を確実に管理できるギリギリの位置。

《ユーディット》がここまで自在に飛べるのは、海底に埋蔵されたアポクリファのおかげだ。だから《ユーディット》はその線せんを意い識しきし、その上でできるだけ多くの敵を撃墜させなければならない。

《月げつ牙が》も条件は同じだが、アポクリファの力場を意識できるぶん《ユーディット》が有利。

「面めん倒どう臭くさいわね！」

「岬ぃ！　来るよ！」

[image: ]

　敵は待ってくれない。槍やりによる白兵戦に切り替えた敵が、《ユーディット》のやや上空から落ちるようにして突きを放つ。《ユーディット》はそれを半回転して回かい避ひし、逆に無防備となった《月げつ牙が》の背へと、回転した軌道に乗せて斬ざん撃げきを浴びせた。

　突貫した《月げつ牙が》が、爆発しながら海へと墜落する。だが既に岬は次の敵の処理へと入っている。

　広い空。無数の敵へ向かう剣の姫。

　回転するブレードの花が、数多あまたいる敵を次から次へと切り刻む。

　ゲーム上の設定でしかない《プリマ・メイト》は、現実でのイレイザー戦において効果は発揮しない。しかし岬は戦いながら速さにこだわり続けていた。速度さえあれば敵を攪かく乱らんし、惑わし、その上で致命的な攻撃を与えることができる。量産型を相手に一いつ騎き当とう千せんが可能だ。

　だから速度を上げ、高く飛び、その刃やいばを閃ひらめかせる。

　戦っている相手は、雑ざ魚この群れではない。おそらくはいつまで経たっても敵かなわない、けれど友人になれたと思う彼女なのかもしれなかった。

「岬みさきぃー！」

　後部席の鋭するどい声で、岬ははっと気づく。黒い敵てつ機きの群れの中に、幻げん影えいのような青い機体はどこにもなかった。

「なに！」

「ヤバいぃー、抜けられたぁ」

「噓うそっ!?」

　油断していたつもりはない。が、とにかく数が多すぎる。防ぼう衛えいラインをたった一機で維持できるはずもなく、ブレードの乱らん舞ぶから抜け出す敵がいてもおかしくはない。

『後ろ四機、島のほうまで進んでるぜ』

「くっ……ざけんなァ！」

　とっさに、あずなの操そう作さで二枚のブレードを射出。

　追尾させる形で二機の《月げつ牙が》を貫き、爆ばく散さんさせた。しかしそこまでだ。既に島の砂浜に着陸した《月げつ牙が》は、研究所を目指し進しん撃げきしている。だがあちらに気を取られると、今度は《月げつ牙が》の本隊が侵攻してくる可能性がある。

『頭に血が上ってんぞみさきち！　《ユーディット》が下がったらそれこそヤバい！』

「わ、わかってるわよ！」

『今のエネミーが誰だれか、マジでわかってるか？』

　アレンの的てき確かくな指摘に、唇を嚙かむ。そうだ、相手はこの《月げつ牙が》の群れである。

　間違ってもその向こうに見える、《薄うす花はな桜ざくら》の幻げん影えいではない。頭ではわかっていても、まだ自分の中に燻くすぶりつづける紀き沙さ羅らへの対抗意い識しき。それが邪じや魔まをするのか。

『抜けられてもオーケーだ！　自分の役目わかってんだろ!?』

　わざわざ言われなくてもわかっている。自分にとっては、この空の最さい前ぜん線せんにおいて立ち回ることが第一義である。多少の機き体たいに抜かれたところで構わない。それなのに、突破されたことにプライドが文句を言ってくる。

　なにと戦うべきか。

　紀沙羅への対抗意識だけで参戦したというのも、噓うそではないが。

「岬みさきぃ」

「……わかってる。ちょっとアタシ、熱あつくなりすぎだよね」

「あのさぁー……こんなこと言うのも変かもだけどぉ」

　目まぐるしく移り変わる戦況の中で、あずなの言葉は速度に欠ける。止めどなく加速する岬の心に、その声は妙な制動をかけてくる。

「岬はぁー……今ぁ、一番かっこいいと思うよぉ」

　そうだろう。

　敵の乗るクルーザーから、絶えず湧わいてくるアポクリファ製の《月げつ牙が》。倒しても倒しても出てくるそれらを、次から次へと迎むかえ撃うち、爆ばく散さんさせながら海中に沈めているのは他ほかならぬ《ユーディット》だ。《月げつ牙が》の部隊は、今、間違いなく《ユーディット》を最さい優ゆう先せんの排除対象としているに違いない。

　それこそが、岬の役目。

　注目を引き、脅威であることを示し、負けぬほどの機動力で敵の足止めをする。

「だからなによ、そんなのわかってるわよ！」

「だからぁー……もっと魅み力りよく的てきで、いいんじゃない？」

　加速と共に、《ユーディット》が震ふるえる。

　魅力的という言葉に、このイレイザーが反応したようにも思えた。この気高いイレイザーは、魅力で他機を惹ひきつけるのに、十分な力を持っているだろう。

「……そうね」

　今、自分たちに求められているのは足止めで。

　それに必要なのはいっそ偶像的なまでの魅力であり、そしてそれは高いプライドを持つ《ユーディット》にしかできない。おそらく《薄うす花はな桜ざくら》に欠けているものの一つだろう。

　ならばその意味で、自分たちは既に勝っている。

「加速するわよ！　あずな！」

「おっけぇー！」

　誰だれにも追いつけないほどの速度で、蒼そう空くうを舞まう。

《ユーディット》が望んでいるのは、勝負に勝つことよりも、どれほど優ゆう雅がにそれができるかだ。ならば仕方がない。ワガママな姫に付き合わねば、八枚の剣は言うことを聞いてくれないだろう。

「全員しっかり見なさいよ！　ここが《ユーディット》の場所だって教えてあげるわ！」

「一秒もぉー！　目ぇ、離はなさないでよぉー！」

　通信は、司令室や僚りよう機きに届いているはずだ。更に速度を増し、ブレードを乱らん舞ぶさせ、《ユーディット》は《月げつ牙が》の群れを切り裂いていく。まだ、ただの一度も装甲に傷はついていない。

　陵みささぎは思う。《ユーディット》のダンスを、しっかりその目に焼き付けろ、と。




《ユーディット》の猛攻を潜くぐり抜けてきた《月げつ牙が》二体が、砂浜に降り立った。

　敵にしてみれば、あるいはそれは、障害を抜けたつもりなのかもしれない。強敵を出し抜き、目的の場所に辿たどり着いたと、

　だが、まあ──そんなもの、レイラ博士にとっても予想済みなわけで。

「行くぜ紀き沙さ羅らァ！」

「ブースター点火。突っ込むのです」

《月げつ牙が》が砂浜に降り立った瞬しゆん間かんに、《薄うす花はな桜ざくら》はその一機へと肉にく薄はくした。勿もち論ろん浴びせるのは左腕のパイルバンカー。アポクリファによる電動パイルバンカーは、短いが鋭するどい一いち撃げきで、確かく実じつに《月げつ牙が》を貫いた。

　胸部装甲に穴をあけて、《月げつ牙が》が吹き飛ばされて砂浜の向こう、海へと消え去る。いやあ、よく飛んだな。

「東とう城じようさん、次！」

「わあってるよ！」

　すぐ隣となりの機体には、足を交差させて体勢を転換。そのまま踏み込むと同時、紀沙羅の操そう作さによって銃剣による斬ざん撃げきが浴びせられた。そのまま蹴けり飛ばすと同時、《月げつ牙が》は爆ばく発はつしながら吹っ飛んでいく。

　いい感じだ。

《月げつ牙が》は装甲が薄うすく、強い一撃を内部まで届かせれば、勝手に内部で粗製された回路に異常をきたし、爆発させることができる。そう分析したのはオペレーターのシーファさんだった。つまり、串くし刺ざしにするパイルバンカーは連中と相性がいい。

『低質のアポクリファ。造形も急造ですから。博士の作ったＡ２イレイザーならば。勝てます』

「了解！　研究所には絶対近づかせねえ！　おら来いやぁ！」

　また一機、着陸しようとした《月げつ牙が》へと近づき、銃剣でもって腕を斬きり落とす。斬り離された腕と胴の間を強引に通り抜けると、二つに分かれた《月げつ牙が》が背後で爆発した。

「よっしゃ！　次はパイルバンカーで……！」

『敵。三機き。上空にいます。射しや撃げき態勢に入っているようです』

「あ、くそっ！」

　もう警けい戒かいされたのか。着陸すれば攻撃を受けると判断した《月げつ牙が》三機は、その銃じゆう槍そうとでも言うべき武装を下方、砂浜にいる俺おれたちに向けてきやがった。黒塗りの槍やりの穂に、添えるような形の銃口が見える。銃口の奥が光っているところを見るとチャージ中ってことか。

「まったく……」

　操そう作さは一いつ瞬しゆんで紀き沙さ羅らに切り替わる。

　ブースターで加速。滑るようにして走る《薄うす花はな桜ざくら》は、砂すな埃ぼこりと共にその速度を上げる。

「東とう城じようさんはパイルバンカーに頼りすぎなのです。私たちに期待されているのは一定範はん囲いの制圧。パイルバンカーでは手が足りません」

「わーってるよ！　で!?　だったらどーすんだ！」

　上から降ってくるビームの銃撃。アポクリファのみで作られたイレイザーは、実弾武装よりエネルギーでの攻撃が主なのだろう。新たな《薄うす花はな桜ざくら》の装甲だって簡かん単たんに撃うち抜かれるとは思えないが、紀沙羅は一撃も浴びるつもりはないらしい。

「こうするのです──シーファさん」

『イエス！』

《薄うす花はな桜ざくら》が、既に取り付けた物とは逆側、左ひだり膝ひざのビームナイフを引き抜いた。そして加速しながらナイフを振り上げる。すると、ビームの雨の中に、なにか別の、妙な物が混じっているのが見えた。

　アサルトライフル？

「二本目!?」

『イエス。予備の銃。です』

《薄うす花はな桜ざくら》は、おそらく海とは反対側、研究所から投とう擲てきされたのだろうアサルトライフルをキャッチ、脇わきで挟んで固定したうえでナイフを取り付け、ビーム銃剣二丁を一瞬で完成させた。そして走り回りながら、二つの銃口を空へ向ける。

「当てるのです！」

　狙ねらいは《月げつ牙が》の一機。連射される弾丸の一つが翼つばさを撃つ。それで姿勢が崩れた《月げつ牙が》へ、頭部、胸部と立て続けに弾丸が放たれた。

　爆ばく発はつしながら海に落ちていく。まずは一機。

「中ちゆう距きよ離り戦せんかよー……」

「文句を言わないでほしいのです！　いずれ出番も来ます！　周囲に警けい戒かい！」

「わかってるって！」

　操そう縦じゆうは今、紀沙羅に全すべて受け渡している。俺にできるのは囲まれないようにすることだけ。

　残り二機きと《薄うす花はな桜ざくら》が銃じゆう撃げき戦せんを繰くり広げている間、俺おれは周囲に目を凝こらす。砂浜まで辿たどり着いたのは、空で展開されている《ユーディット》の派は手でな前ぜん線せんを潜くぐり抜けてきた《月げつ牙が》のみ。だが、戦せん闘とうが始まってそろそろ二十分ってところのはず。倒しても倒しても次から次へと溢あふれてくる《月げつ牙が》の群れに、さしもの《ユーディット》も押され気味らしい。

　空に目を凝らす。

　ビームを放つ《月げつ牙が》の背後から飛んでくる機体があった。

「……《月げつ牙が》、か!?　や、ちょっと違うな！」

『ノー。おそらく。リーダー専用機と思われます』

　シーファさんがフォローしてくれる。その言葉は端的で、オペレーターとして相応ふさわしいものだった。

　リーダー専用機。あれにカイが乗ってるかはわからないが、指揮を任されるなら幹部級なのだろう。その一際大きく、またディテールも異なる《月げつ牙が》に続き、何体もの《月げつ牙が》がこちらに向かってくる。

「おい、陵みささぎ！　押され始めてるじゃねーか！」

『うっさいわね、こっちもいっぱいいっぱいなのよ！』

　返す余裕があるならまだ大丈夫だろう。作戦上でも、《ユーディット》は防ぼう衛えいではなく攻撃担当なのだ。抜けられること自体は構わない。

『三体。更に接近です。紀き沙さ羅らさん』

「三体……！」

　二丁銃剣の戦法は、中ちゆう距きよ離りでの火力はあがるが、機動力も落ちる。勿もち論ろん紀沙羅の腕ならブースターでもカバーできるだろうが、囲まれたらヤバい。

《薄うす花はな桜ざくら》は、とりあえず上空の二体を撃げき墜ついしようと駆ける。銃撃の応酬だったが、突然、《月げつ牙が》二機の動きが止まった。銃撃も収おさまる。

　なんだ？

　気づけば、リーダー《月げつ牙が》も十分《薄うす花はな桜ざくら》との交戦範はん囲いに入っていた。嫌いやな予感がする。

　と、硬直は一いつ瞬しゆん。動きを止めた《月げつ牙が》が、そのまま槍やりの穂先をこちらに向け、急降下を仕掛けてきた。なんの策もない、ただの突撃。

「!?」

　高速とはいえ、ただこちらに向かってくるならただの的だ。《薄うす花はな桜ざくら》は二丁のアサルトライフルで、水鳥のごとく急降下する《月げつ牙が》に弾丸を浴びせ、その場で爆ばく砕さいさせる。空中で、イレイザーの小さな花火があがる。

　だが。

「……囮おとりッ!?」

　空中の爆風の奥から、もう一機の《月げつ牙が》が現れた。

　爆ばく発はつしたタイミングを見計らい、そこへ別の《月げつ牙が》が突っ込み、爆風の目くらましを利用してこちらとの距きよ離りを詰めてきやがったのだ。数が売りの量りよう産さん機きだからこそできる反則技だが、有効な手だった。

　銃弾を放つが、既に相当距離を詰められている。相手の肩口が小さく爆発したが、それだけだ。これ以上撃うてば、下へ手たをすれば《月げつ牙が》の爆発に巻きこまれる。

　ならば、カウンター？

　いや、《月げつ牙が》の槍やりは《薄うす花はな桜ざくら》の銃剣よりも長い。カウンターを狙ねらえば逆にこちらが殺やられるだろう。ならばどうする。

　敵の狙いは槍の刺突。まず、それを摺すり足あしでかわした上で、反はん撃げきを叩たたきこむ。後ごの先せんを狙うなら、その見極めができるのは紀き沙さ羅らではなく、俺おれだ。

「東とう城じようさん！」

「おおおぉぉッ！」

　一いつ瞬しゆんで操そう縦じゆう系けいを切り替える。そろそろ俺たち、息もあってきた。

　落ちてくる《月げつ牙が》の槍を見つめ、タイミングを計る。今、紀沙羅から預けられたこの《薄うす花はな桜ざくら》、傷をつけるわけにはいかない。もう敵は目の前、このまま回かい避ひできればいいが、コンマの遅れが致命的になる。

　間に合え────ッ！

「お、らぁッ！」

《薄うす花はな桜ざくら》が動きだしたと同時。

　高速で落ちてきた《月げつ牙が》が、吹き飛んだ。

「お……おおっ!?」

　パイルバンカーはまだ当てていない。

　その前に、遥はるか後方から、一いつ直ちよく線せんに伸びてきた緑の光線が、《月げつ牙が》を打ち抜きそのまま吹き飛ばしやがった。勿もち論ろん《薄うす花はな桜ざくら》は無傷。山場を覚悟した俺は啞あ然ぜんとしてしまった。

『間に合ったか……』

　筐きよう体たいの中には冷静な声が響ひびく。

『気をつけろ刀とう雅が。あの指揮官機、博士の話ではカイが操縦している。周囲の《月げつ牙が》に命じて捨て身で攻撃させてくるぞ。《薄うす花はな桜ざくら》は狙われるだろうからな』

「うおおおい冷静に言ってんじゃねーよ！　人の手柄取りやがって！」

　慌てて後ろを振り向く。そこには研究所があり、その屋上で、陽光に照らされ、その装甲がわずかに光るのが見えた。研究所の屋上に立つ、小さな姿。

《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が、その準備をようやく終えたらしい。

「……残念ですが、カイ」

　紀沙羅が、どこか自じ嘲ちようするように笑った。

「本命は、私などではないのです。優ゆう先せん順位を誤ると痛い目を見るのですよ」

　空中の、わずかにデザインの違う《月げつ牙が》は、周囲に取り巻きの《月げつ牙が》を伴いながら、ただ静かに滞空しているだけだった。




「準備は良いか、陰かげ日ひ」

　俺おれは後ろを振り向いて尋ねる。陰日は筐きよう体たいの中に入った途と端たん、眉まゆを下げ、瞳ひとみを潤うるませ、俺がなにか言うだけで肩をびくりと震ふるわせる。そんな態度に変わってしまった。

　豹ひよう変へんぶりが著いちじるしいが、それはわかっていたことだ。

「は、はいィィッ」

「なら、行こうか」

「が、頑張りますゥ」

　研究所の屋上。高い位置から、《薄うす花はな桜ざくら》のいるビーチ、そして《ユーディット》のいる光こう線せん空域までが見渡せる。俺は《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の片かた膝ひざを立てた状態で、新たな武装である狙そ撃げき銃じゆう《ＳＮ─テクニカルＶ》を構えた。

　全すべて、よく見える。

「撃うち抜くぞ、《リュストゥング》」

　三度姿を変えた濃のう緑りよくの巨きよ軀くは、俺の言葉に答えることもなく。

　けれどその寡か黙もくさが、なにより心強いと思えた。







第三章　裏と表の彼女／正典か偽典か







　狙そ撃げき。

　主に銃器を用いて遠方から対象を攻撃すること。基本的には反撃されることを想定しない場面での運用のため、現代の狙撃銃も連射力より命中精度や構造のシンプルさが求められると聞く。当然ながら、これらは現実の戦争での話だが。

　ゲーム《デュアル・イレイザー》においても、そういった特徴をある程度再現している。

　つまり、連射に向かないがゆえ、近接戦においては不利となるが、その一方で遠えん距きよ離り戦せんにおいては命中率も高く、また威力もそこそこ高い。敵の来ない位置から数発当ててしまえば勝てる。ゲームの中ではそんな位置づけだ。

　だが、結局はバトルフィールドの中の話。遮しや蔽へい物ぶつにも、敵との距離にも制限がある空間では、狙撃銃は必ずしも有用な装備ではなかった。少なくとも俺おれのような、大した操そう縦じゆう技術もない人間が満足に扱える物ではない。

　だが。

　それが、バトルフィールドではない現実の空間となれば、話は全く変わってくるのだ。

「次！　陰かげ日ひ！」

「目標、《ユーディット》の背後から接近、《月げつ牙が》ですゥ……はい、わずかに右、はい！」

「ここか」

「そこ！　シュート！」

　後部席からの指示に従い、レバーにあるトリガーを引く。操作は機き体たいと連動し、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が銃撃を放つ。緑みどり色いろに輝かがやく光こう線せんは、研究所の屋上から島を突き抜け、空で戦う一機の《月げつ牙が》を貫いた。

《ユーディット》を助けた形になる。陵みささぎ嬢じようは良しとしないだろうが。

「ひ、ヒット。爆ばく発はつ、海中に落ちましたァ」

「すまないな陰日。正直、観かん測そく役やくのフォローは助かる」

「ここは観測役が欲しい距離かと……それにキリヤは、狙撃に集中している時が、かッこいいと思いますゥ」

　通信で『爆発しろ！』などと言う声が聞こえた気がした。複数の声が入り混じっているので誰だれが言ったかは判然としない。そもそも狙撃に集中してしまえばそれらも気に留めるべきではない雑音と化す。

　遠距離。《月げつ牙が》も手出しできないような距離。人間から見れば沿岸部での攻防でも、イレイザーのサイズからすればスケールの大きい、海と島での戦争へと変わる。

　交戦範はん囲いは《ユーディット》の空戦域を前ぜん線せんとし、そこを抜けた敵てつ機きも砂浜で《薄うす花はな桜ざくら》に邪じや魔まをされる。

　ならば、そこで最も役に立てるのは？

　銃じゆう撃げきによるフォロー。交戦域全すべてを見通した上で、友人たちの操あやつる僚りよう機きを助け、一撃必殺の狙そ撃げきでもって前線を維持する。最後方にして最重要だと、そう言ったのはレイラ博士だ。

　それもこれも、俺おれの未み熟じゆくさを考こう慮りよにいれて、距きよ離りから照準の微び調ちよう整せいまでを手て伝つだってくれる陰かげ日ひのおかげなのだが。

『桐きり也や。陰日』

　スピーカーからはレイラ博士の声。俺たちのオペレーターは彼女が担当だった。心強いことこの上ない。

『敵が目標を切り替えてきたわ。《ユーディット》を抜けた機体は最さい優ゆう先せんで貴方あなたたちのところへ向かっている。近づかせちゃダメよ』

「了解している」

　それは当然の流れと言えた。

　既に十機ばかりを撃げき墜ついしている。しかも場所は全く移動していない。普通の狙撃であれば適てき宜ぎ場所を変え、撃うっている位置を敵側に教えない工夫が必要となるが、それができない理由がある。動かない狙撃手など狙ねらわれるに決まっている。

「で、では、いきますゥ！」

　陰日の指示通り、近づいてくる敵機を狙う。

　新たな狙撃銃は、威力が以前より遥はるかに増しているが、そのぶんエネルギーチャージに時間がかかり、連射には向かない。どれだけ照準を焦っても、四秒に一発が精々だ。速射で薙なぎ払うなど夢のまた夢である。

　隊列を組み近づいてくる《月げつ牙が》。そろそろ《ユーディット》が圧倒され始めたのだろう。隙すきをかい潜くぐる《月げつ牙が》も増えてきたようだ。

　だが、俺は俺の仕事をするだけだ。

「そこだッ！」

　トリガーを引くと共に、ヘッドショットが命中。

　そして、ほぼ同時に、別の光がまた一機を落とした。狙撃銃の光ではない。細いが鋭するどいそれは、おそらく電撃。いや、電撃を帯びたアポクリファの弾丸である。

　レールガンだ。

「アポクリファの弾丸形成から、電でん磁じ誘ゆう導どうまでェ……博士！　右肩レールガン、問題なく作動してますゥ！」

「上々ね。アポクリファの電力発生を使えばミニサイズのレールガンなんて実用化楽勝よ」

　それは言うほど簡かん単たんではないだろうと思えたが、世界レベルの天才に言っても仕方がない。

《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の右肩にあるレールガンを操そう作さ、こちらも連射力に劣るようだったが、単純に手数が倍になったと思えば心強い。

　観かん測そく役やくから、他ほかの武装の操作まで。更にもう一つの仕事までを並行して行っている。彼女の処理能力があってこそだろう。

『ちょっと！　まだ準備できないの!?　こっちはそろそろ限界よ！』

「も、もう少し……！」

　最さい前ぜん線せんから声があがる。《ユーディット》は数で圧倒的な《月げつ牙が》に押され、じわじわと後退してきていた。前線の交代は劣勢を意味する。

　やはり数が違いすぎるのか。

　こちらは照準を砂浜に移し、《薄うす花はな桜ざくら》へ支援の射しや撃げきを加える。《薄うす花はな桜ざくら》は指し揮き官かん機きと思おぼしき《月げつ牙が》と戦せん闘とう中ちゆうである。互角に見えるが、指揮官機はやはり優ゆう秀しゆうなのだろう。指揮官機への狙そ撃げきはわずかにそのウイングをかすっただけだった。動体への狙撃はまだまだ甘い。

　これだけの支援をしてもらっているというのに。

『陰かげ日ひ。そっちに二体接近！』

「了解博士！　ガトリング使いますゥ！　キリヤは《薄うす花はな桜ざくら》のフォローを！」

　近づく機体の処理も、陰日の役目。右肩のガトリングも展開し、こちらは射線で薙なぎ払うようにアポクリファで作られた弾丸を撃ちだしていく。これだけの処理が同時にできるのは、勿もち論ろん陰日の力もあるが、それだけではない。

　チャージと同時に照準を合わせ、射撃。その動作を繰くり返しながら、俺おれは陰日の負担を思う。

　現在、研究所から伸びる太いケーブルが、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の背部にあるコネクタとつながっている。それは研究所内のコンピューターと連携し、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》内で各種の情報処理が行える。

　微妙な照準調ちよう整せいの計算などは、現在、レイラ博士が片手間にこなしてくれているのだ。研究所の高性能な処理能力があってこそ、狙撃の力も発揮されている。

　だが、研究所と機体をつなげた意味は、他にもあるのだ。

『博士！　こちら、全すべて見えましたァ！　現在、全ての《月げつ牙が》を視認できていますゥ！』

　陰日が声をあげる。現在、筐きよう体たい内ないの画面は、無数のウィンドウで埋め尽くされている。

　同時展開する画面には、島のあちこちに設置された《カノン》によるカメラの映像が送られてきているのだ。あらゆる方向からの戦場の映像を、陰日はとらえることができた。

　俺が使うモニタは、筐体の中でも小さなウィンドウ。眼がん前ぜんに備えられた《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》のカメラ映像だけだ。狙撃だけならこれで十分。

　残りのスペースは、全て陰日のために使用される。

　見えていることならば対処できる。圧倒的な並列処理能力を持つ陰日ならば。

『ええ、了解。《薄うす花はな桜ざくら》および《ユーディット》！　始めるわよ、即刻交戦域から離り脱だつなさい！』

　後退は一いつ瞬しゆんだった。《ユーディット》は敵の群れに背を向け、島のほうへと戻ってくる。《薄うす花はな桜ざくら》も砂浜から撤てつ退たいを始めた。指し揮き官かん機きの《月げつ牙が》が追おうとするが、それを阻はばむための狙そ撃げきが指揮官機の足を止める。

　その一瞬は彼らにとって絶望的だ。

「《カノン》！　展開開始ですゥ！　全すべてとらえていますよォ！」

　単純な話。

　質が悪いとはいえ、増殖可能なアポクリファを用い、圧倒的な数で《月げつ牙が》を生産できるカイたちを相手に、いくらＡ２イレイザーとはいえ、たったの三機で立ち向かえるのか。

　無理だ。

　パイロットの腕の差が歴然としていても、ただの三機では不可能に近い。

　だからこその《カノン》なのだ。

《カノン》とはどのような兵器か、それを一言で説明するのは難むずかしい。しかし目に見える部分であれば、この島に着いた時に見かけた、研究所の周囲にあるドーム状の物体がわかりやすいと考える。あれら全てが《カノン》の一部だ。

　今いま頃ごろ、その中央のスリットが開き、中に隠された姿を見せていることだろう。

　人間から見れば小さな、しかしイレイザーからすれば十分なサイズの、砲台として。

『《カノン》システムオールグリーン──殲せん滅めつ戦せんとはこういうことだと、教えてあげなさい、陰かげ日ひ』

「了解。ロック完了、一斉放射しますゥ！」

　画面が光で満ちる。

　あわせて数十基はあろうかという《カノン》の砲台が、同時に鮮せん烈れつな光を撃うち出した。空に、砂浜に満ちる《月げつ牙が》は、この予想外の攻撃になすすべがない。次々と爆ばく発はつする機体たちは、あたかも花火のようだ。

『たーまやー』

『東とう城じようさん！　集中！』

　刀とう雅がが、紀き沙さ羅ら嬢じように怒られていた。花火のようだと思ったのは俺だけではないらしい。

《カノン》とは、研究所周囲に存在する砲台と、それを統括するシステムの総称。

　アポクリファの電力生産を最大限に用いた、同時放射を行うビーム砲台群。

　本来ならこれを用いて、レイラ博士自身が迎撃を行うはずだったが、なにしろ統合すべき情報量が尋常ではないらしく、自動ＡＩを用いても完全な連携は望めなかったのだとか。その点、砲台からの情報を一手に引き受ける陰日がいるなら、この戦術兵器の利用価値は一気に向上する。

　事実、《月げつ牙が》たちは次々とその装甲を撃ちぬかれ、身体からだに風穴を開けて爆散。

　隊列を組んでいたことが仇あだとなり、運良くビーム光から逃れられても、周囲の仲間の爆ばく発はつに巻き込まれたり、その余波を受けるなどして体勢を崩す。

「キリヤ。右およそ百二十の距きよ離り。動けないのがいますゥ」

「了解した」

　止まっていれば狙そ撃げき手しゆにとって的でしかない。

　スコープの照しよう準じゆん線せんをあわせ、《月げつ牙が》を貫く。《カノン》の圧倒的な砲ほう撃げきには及ばないまでも、《月げつ牙が》を撃げき墜ついするのならばこれで十分だ。

　狙撃のための観かん測そくとしても、《カノン》は役に立つ。砲台一つ一つに取りつけられたカメラから送られてくる映像が、陰かげ日ひに戦場の統括を約束させる。彼女の平行処理が、戦況を把握し全すべての流れを仕切る。

　俺おれなど、陰日の言われるままにトリガーを引くだけの存在でしかない。

《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》とは、狙撃手であると同時に、《カノン》と接続しその力を最大限に引き出すための機き体たいである。言い方を変えれば、《カノン》の砲台全てを《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の武装に変えたのだ。

　圧倒的な殲せん滅めつ力りよく。

　それこそ戦場の流れなど吹き飛ばし、使用者に勝利をもたらす。

『はい、よーし。九割は消えたわね！　撤てつ退たいを始めてるわ。ほどほどに追撃なさい』

　花火が消え去った戦場に残る《月げつ牙が》たち。運良く《カノン》を回かい避ひできたり、余波で吹き飛ばされるだけとなった機体なのだろうが、僚機二機がそれを追っていく。俺もスコープを覗のぞきこみ、撤退していく敵を銃撃する。

《カノン》をただ一度使っただけで、その趨すう勢せいは完全に決したと言っていい。

　空中に向けた絨じゆう毯たん爆撃のようなものだ。偽典アポクリフアに対抗するための正典カノンと、そう言ったのはレイラ博士だった。

　ぽす、と肩になにかが当たる。

　狙撃に集中するためにそちらを見ることはできなかったが、背中にあたる感触から、どうも陰日の頭部だと思われた。どこか熱ねつがあるような感覚は、同時処理によって頭を使ったせいだろうか。

　後部席から背中に頭を乗せられると、髪が首を撫なでるので少しくすぐったい。

「疲れたか、陰日」

「い、いえェ」

「少しそうしていろ。《カノン》のチャージまで時間もある」

「は、ひィ」

　声は短く、返事は弱々しく。それもそのはず、今回の最大の功労者は間違いなく彼女だ。

　俺が、なにをしたのか。

　熱あつい陰かげ日ひの感触を感じながら、ともすれば叫びだしそうな感覚を押さえつける。レバーを握る手が震ふるえそうだ。俺おれのいた、意味は。

　無数の花火が打ち上がった後の戦場は、俺のいた意味を教えてくれなかった。




「被害は」

「は。パイロットの多くは気絶。そうでなくとも消耗が激はげしいようです。アポクリファもかなりの量が海中に没しました。カイ様、いかがされますか」

「とりあえず休きゆう憩けいさせて。みんなもね」

　クルーザーの中では、無数の筐きよう体たいが置かれていた。

『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』が所有する船舶である。先ほどまでの戦せん闘とうの余波により、多くの者が床にその身を横たえている。原因は言うまでもなく、先ほどの砲ほう撃げき兵器《カノン》であった。

　カイの陣営は、人数不足を補うために、教団員一人ひとりで何体もの《月げつ牙が》を操そう作さしていた。アポクリファへの感応力に優すぐれた人間であれば、一度に十数体もの《月げつ牙が》も操あやつれる。勿もち論ろん純度の高いアポクリファと、教団の使うデバイス──船内に並べられたコクピット型の筐体──が必ひつ須すとなるわけだが。

　そこを逆手に取られた形になる。一いつ瞬しゆんで全すべての《月げつ牙が》を撃げき墜ついされれば、同時に操そう縦じゆうしている機き体たいが多いほど精神へのダメージも大きい。つまり優ゆう秀しゆうな者ほど痛手を被こうむったことになる。

「まったく……やっぱり純度が低いとダメだねぇ。装甲も機動力も話にならない。成形も甘いしさぁ。廃人になったヤツはいないよね？　タカオカ」

「は。今のところは」

　ならばいい。最悪、薬物を使ってでも部下には体力を取り戻してもらうしかない。

　適当にその辺りの椅い子すに腰かけるカイだった。カイ自身も《月げつ牙が》の指揮官機によって出撃したが、このザマだ。あれだけの砲台の同時制御ができたのならばそれこそレイラ・レイアードの実力が怖いが、そうではないだろう。

　あの化け物兵器を操ったのは、間違いなくエフェメラだ。

　裏切った上に向こうについたようだが、特にカイは気にしていなかった。タカオカはそれが気に入らないらしいが、まだまだ甘い、とカイは思う。

　今考えるべきは、裏切り者のことなどではないというのに。

「とにかく、ちゃんとみんな、休ませておいてよ。手の内はもう見た。こっちもそろそろ本気を出さないとさあ」

「《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》はいかがされますか？」

「そっちも準備。あとタカオカ、君もきちんと準備しておきなよ」

「勿論です」

　口だけは従順だが、とカイは思う。勝手にエフェメラを処刑しようとしたこともあり、カイはこの男の忠誠を言葉通りにはとらえていない。結局この男は、いつまで経たってもカイの父親の部下なのだろう。

　カイの父親は、アポクリファの感応実じつ験けんにおいて、息子むすこであるカイをも利用した。

　狂った教祖であったと言えばそれまでだが、紀き沙さ羅らやエフェメラ、そしてカイまでをも実験に使い、アポクリファを使った世界救済を本気で研究していた。その意味ではカイ自身は被害者でしかなかっただろう。それで結果が出なければまだ良かったかもしれないが。

　特にカイは、最も精神感応の力が強く発現した。

　多少の記き憶おく喪失や、後こう遺い症しようなど気にはしない。ただ純粋に、精神だけでアポクリファを操そう作さし、思いのままに扱うことができた。カイは、実験体となった子供たちの中で、最も幼く、だが最も成せい績せきの良い人間だったのだ。

　その自分が、こうしてカルトの教祖などに成り下がった。父の残した組そ織しきの基き盤ばんを引き継ぎ発展させただけだが、カイ自身は信仰には興きよう味みがない。犯罪者の子供扱いされずに生きていくには、その犯罪者と同じ椅い子すに座るしかなかっただけのことだ。幸い、イレイザーの軍事転用に興味を持ち、出資してくれる人物などもいる。

『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の活動は、どちらかといえばそういった人間に支えられているのだ。

　戦争は、権力者たちの力関係を変えるもの。そして新たな戦争に勝てるのは、新たな武器を持つ者たちだ。かつてはそれが鉄であったり、銃であったり、核か、あるいは情報戦という概念そのものであったりと様々だったが。

　次は、アポクリファであるかもしれない。

　なら、それを扱う能力に長たけたカイが、戦争を引き起こそうとするのも当然だ。そこにあるのはカイの勝利なのだから。

　紀沙羅に執着しているのも、それが理由だ。

　彼女は、解放されたと思っているかもしれない。レイラ博士の娘だからという理由だけで誘拐されたのだが、せっかくだからと実験にも利用された。エフェメラのように、実験体は行き場をなくして教団内にとどまっていることも多いが、彼女は違う。

　ちゃんと、自分のいるべき場所に帰れたのだ。

　それが気に食わない。カイの父に関かかわったほとんどの人間がその人生を狂わせているというのに、紀沙羅だけは家に戻れた。カイの父があれだけ執着していたのに。

「……ああ、エフェメラもかな。まあ、家に帰れたわけじゃないようだけど」

「は？」

　カイの独り言に、タカオカが反応する。とにかく元凶は、カイの父親だ。そういう意味ではカイが恨うらむべきは父だし、その部下であったタカオカも気に入らない。

　だが、利用できるものはするべきだ。教団における資産と人材は有用だし、もしアポクリファによって新たな戦争が引き起こせるならむしろ歓迎だ。なんの比ひ喩ゆでもなく、カイが新世界の王になれる。

　冗じよう談だん抜きの世界征服はカイが達成できる。

「タカオカ。君さぁ、エフェメラがどうして帰れたか、わかる？」

「は──報告しました通り、キリヤの邪じや魔まがあったから、かと」

「うんうん。わかってるね。じゃあタカオカ、エフェメラとキリヤは君にあげるよ。僕が興きよう味みがあるのはキサラだけだからさ。そっちは君が叩たたけばいい」

「感かん謝しやいたします。城主」

　タカオカが礼をするが、それすらカイは気に入らない。

　これは戦争である。世界を変える兵器を誰だれが握るかという戦争であり、それに最も相応ふさわしいしいのは当然のようにカイだった。おぞましいほどに嫌う父が残した物であっても、利用価値があるならば。

　だが、父親を恨うらみながら、父親の残した物を利用しなければならない現状に不満もある。だからなにをしてもイライラする。いっそ東とう城じよう刀とう雅がのように頭悪く吠ほえていたら楽だったろうが、あんな野生動物の真ま似ねをすることもまた気に食わない。

　目の前の物、全すべて叩きつぶせれば、この鬱うつ憤ぷんも晴れるのだろうか。

「さあ、レイラ博士はどこまで御ぎよせるのかな。見せてよ」

　ようやく抜け出せたと思ったら大間違いだ、とカイは思う。

　あの実じつ験けんに関かかわった者は例外なく破滅してもらう。そうでなければ自分はなんだったのか、どうしてあれだけのことをされたのか。理屈があわないじゃないか。

　消耗した者ばかりの船内で、カイだけはまだ、余裕を保っていた。

　アポクリファに選ばれた者は自分だという、確かつ固こたる自負があったからだ。




　なんの警けい戒かいもなくオペレーティングルームを開けたのは悪かったかもしれない。

　あれだけの戦せん闘とうである。おまけに俺おれなんぞは紀き沙さ羅らの件でプレッシャーもあるわけで、戦いが終わった時には緊きん張ちよう感かんと疲労で汗だくだった。そんなわけで自室に戻ってシャワーを浴びていたのである。そこまではいい。

　その後、桐きり也やと合流。今後のことについて話そうということになり、オペレーティングルームに戻ってきて現在に至る。

　あるいは、警戒心がなかったのは向こうか。

　まあ、いい。

　とにかく今回、責任の所在を桐也と分担できるのが一つの僥ぎよう倖こうでは、ある。

「い、い……っ」

　オペレーティングルームの真ん中で、顔を赤くした紀沙羅が突っ立っている。

「いつまで見てやがるのですか────ッ！」

「見てねーよ！」

　部へ屋やに入って異変に気付いた瞬しゆん間かん、とっくに目はそらしていた。

　なんというか、タイミングが悪いの一言である。俺おれたちが部屋に入った時、紀き沙さ羅らと陰かげ日ひがあの脱ぎづらそうなパイロットスーツを着替えている真っ最中だったのだ。

　しかも悪いことに、丁ちよう度ど全部脱いだところ。つまり今、紀沙羅が着ているのは、薄うす手でのセパレート水着のような、スーツ専用のインナーだけだった。

　つーか、せめて鍵かぎくらいかけとけよ！　できねーのかあんな認証パネルじゃ！

「ちょっと東とう城じよう刀とう雅が。人の娘でラブコメしないでほしいのだけど。今疲れてて、ろくな反応返せないのよ。止やめてほしいわ」

「知らねえっつの！」

　司令席には目頭を押さえるレイラ博士の姿があった。まあ絶ぜつ好こう調ちようだったらだったで日に本ほん刀とう振り回すだろうから、だらけているのはありがたいんだけど。

「いいから出ていきやがれなのです────ッ！」

　言われなくてもそのつもりである。

　さっさとこんな修しゆ羅ら場ばから抜け出そうと思い、硬直している桐きり也やの肩を摑つかんだ。俺は陵みささぎの家でも似たようなトラブルが一度あったが、あれだな、紀沙羅のを見ても思ったより驚おどろかないもんだな。やっぱもう、彼女の弱点みたいなものを見てしまったからだろうか。

　などと思っていると、肩に乗せた手が摑まれた。

　痛い。桐也がぎりぎりと締しめ上げてくる。

「おい、おい桐也！　いてーよどうした!?」

「………………」

　さすが鍛きたえているだけあり膂りよ力りよくがある。紀沙羅や陵にやられたって大したことはないが、桐也は話が別である。

「なんだってんだよ桐也！」

「……む、すまん。いや、何な故ぜか急に苛いら立だちが」

　そう言う桐也の視し線せんの先には、やはり着替え中の陰日がいる。つっても筐きよう体たいの奥に隠れているのでよく見えない。

　多た分ぶん、未いまだに搭乗時の性格のままなのだろう。筐体の裏でなにやらごそごそやってる。人格豹ひよう変へんなら弱気な性格のほうが紀沙羅との相性も良さそうだな、と思ってみる。

　へー。なるほど？　案外、想おもいは陰日から桐也への一方通行ではなかったのかもしれない。

「とりあえず、手放してくれねえ？」

「そうだな。だが	殴る」

「おーい、もしもーし、桐也くーん!?　天然ボケかますのはいつものことだが今日きようはますますボケてんのか？　言ってること意味わかんねーぞ！」

「しかし……このままでは収まりが」

「理由を聞かせろ理由を！　こっちが納得できるもんなら大人おとなしく殴られてやるよ！」

　置いていかれた形の紀き沙さ羅らがぽかんとしている。脱いだパイロットスーツを拾い上げて胸元を覆おおっている状態だが、ぽかんとしてないでさっさとその辺に隠れて着替えを済ませろよ。

「……殴る」

「だから理由を言えっつってんだろ！」

「一発で済ませる。物ぶつ騒そうな話にするつもりはない。俺おれは平和主義者だ」

「ならその握った拳こぶしをまず下ろせ！」
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　あーくそ、やばいな。桐きり也やは頭良い癖くせに時々すげえバカだからなー。多た分ぶん陰かげ日ひが絡んでるせいなんだろうけど、このままじゃガチの殴りあいになる可能性が高い。しかも陰日が好きだと言えばいいものを、そういうことに疎うといせいかその答えが出てこない。

　なんかねーか。えーと、頑かたくなになった桐也を突き崩せるような材料は、ええと。

「お前だって紀沙羅の裸見たんじゃねーのかよ！」

「っ!?」

　おお、動揺した！

　なるほど、少しは後ろめたく思っていたらしい。これで条件は五ご分ぶだ。

「っ、だが、それとこれとは」

「いやいや！　紀き沙さ羅らの見たのならこっちも怒るぜ！」

「わ、訳のわからない争いに巻き込むななのです！」

　紀沙羅がそう言うがこっちも必死なのである。桐きり也やの顔から、わずかだが険が取れていくのがわかる。理屈がダメなら不条理で勝負だ。

「……言われてみれば、何な故ぜ俺おれは怒っているんだ？」

「おま……ボケも大概にしとけっての！　あれだろ、陰かげ日ひに惚ほれてるからだろ！」

「その理屈だと、お前も如月きさらぎ嬢じように惚れていることになるが」

「ねーから！　いや、あり得ねーから！」

「言うに事欠いてさっきから失礼なことばかり……！」

　殺気。

　桐也にばかり気を取られていたが、そういや紀沙羅もいたのである。片手で胸を押さえ、空いた手には抜身の日に本ほん刀とうが握られている。こっちもかよ！　ていうか銃刀法違反のシロモノをそこらに置いとくんじゃねえ！　あ、日本じゃないからいいのか？

　いや、日本じゃなくても刀剣はアウトだろ、多た分ぶん。

「いいからそこに直れなのです！　ぶった斬ぎってやるのです！」

「やっぱ親子だなお前ら！」

「き、キリヤも恥ずかしいからどこか行ってくださいィ！」

「やーい拒否られてやんの！」

　隣となりの桐也は事態の展開の速さについていけないのか、完全に固まっていた。こいつ、こういうハプニングに慣なれてないな。いや、俺だって慣れてるわけじゃないのだが。

　紀沙羅と出会ってからこういうことが増えた気がした。

「わかった！　わかった紀沙羅！　全部俺が悪いから刀下ろせ！　な!?　あと半泣きも止やめろ！」

「だ、誰だれのせいなのですか！」

「お前が悪いというなら俺も殴っていいんだな刀とう雅が」

「てめーは陰日とイチャついてやがれ！」

　なに言っても無む駄だな気がして疲れてきた。

　その後は紀沙羅に追われながらもどうにか逃げおおせた。といってもオペレーティングルームからとっとと出ていっただけなのだが。それでも着替えを終えた紀沙羅、陰日には文句を言われ、あとから事情を知った陵みささぎに文句を言われ、と散々である。桐也も勿もち論ろん同罪扱いだったが、そんなことはなんの慰なぐさめにもなりゃしねぇ。

　本当に、しまらねえというか、大勝利の後にこれじゃあしょうもねえというか。

　しっかり、決めるべきところを決めたいんだが、どうやら俺には無理そうだった。




　夜は、戦勝会となった。

　作れる物は限られているものの、それでもシーファさんや陵みささぎ、あとは竜りん胆どうさんなど、料理のできる女性陣が食える物を作ってくれた。アレンさんもそこそこ得意らしくそれらを手て伝つだっていたが、食う専門の俺おれたちがその間にやっていたのは部へ屋やの掃除とか、そんなもんである。

　それぞれ飲み物片手に、昼間の戦功を称たたえあった。

　開戦前の撃げき墜つい勝負は、陵でも紀き沙さ羅らでもなく、圧倒的な数字で戦勝に貢献した陰かげ日ひであった。そりゃ《カノン》を使えばダントツのトップなわけで、さすがの陵も脱帽なのだろう。女性陣は勝手に仲良くなっていた。陰日自身はどうでも良さそうに携帯を弄いじっていたが、画面の文字列にはきっと礼れい儀ぎ正ただしいお礼の言葉が並んでいたことだろう。

　Ａ２イレイザーの操そう作さ感かんは、ゲームをしてた時と変わらなかった。今までと同じ感覚で戦えたからこその、この戦功なのだろう。実戦用なのに、その操作感を変えていないってのは、娘に対する配はい慮りよでもあるのだろうが、レイラ博士さすがである。

　二位は《ユーディット》。結局、砂浜で遊撃と囮おとりの役を兼任していただけの《薄うす花はな桜ざくら》がそこに続く。敵を引きつけ、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》や《カノン》で狙ねらいやすくすることが任務だったのだからそれも当然ではあるのだが。ともあれ撃墜勝負は陵の勝ち。

　紀沙羅が全然気にしてないから俺もかまわねーんだけど。

　それより《カノン》で殲せん滅めつされちまったから、あの指し揮き官かん機き《月げつ牙が》、カイと決着がつけられなかったことが不満ではあるが。

　そんな個人的なくすぶりは、楽しんでる皆に知られたくはなかった。

　レイラ博士は昼間のことで疲れたのか、戦勝会には参加せず自室で仮眠。まあ不眠不休で今日きようの戦せん闘とうの準備をしていたはずだし、当然といえば当然だろう。

　現在は陵が主しゆ導どうで、自分の戦歴について自慢げに語っている。それを囃はやしたてる安曇あずみ野のや紀沙羅もハイテンションで、どこか酔っているようにも思えた。アイツら、炭酸ジュースしか飲んでないはずなのになにがそんなに。

　ワイングラス片手の竜胆さん、アレンさんら大人おとな組ぐみは、なにやら隅で真剣そうな会話。こっちはまだ考えることがあるのかもしれないな。

　さて、では、男はというと。

「浮かない顔じゃねーか、桐きり也や」

「刀とう雅がか」

　その辺の椅い子すに適当に座り、狙そ撃げきでもするつもりなのかじっと陰日のほうを見つめている桐也は、明らかに様よう子すが変だった。

「お前は、どう見る？」

「なにをだよ」

「『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』のクルーザーはまだ海に浮いているままだ。あれだけの船だから洋上で一夜を明かすことくらいはなんでもないだろう。だが、それはつまり、連中がまだ諦あきらめていないということじゃないのか」

「そう簡かん単たんに諦める連中なら、こっちも苦労してねーよ」

　粘着質なカイに目をつけられていた紀き沙さ羅らが、どんだけしんどい思いをしていたか。

「けど、《カノン》がある限りこっちはどうとでもできるだろ？」

　正せい確かくには、陰かげ日ひが扱う《カノン》がある限り、だが。

　島の各所に配置された《カノン》を破るのは楽じゃないだろう。《月げつ牙が》に負けない数だし、なによりそれを統括する陰日が脅威だろう。砲台の一個や二個破は壊かいできたとしても、それくらいはなんでもない。

　大体、相手が砲台の破壊を狙ねらうなら、こちらだって《薄うす花はな桜ざくら》や《ユーディット》で応戦するわけだしな。

「昼間の戦いは、《月げつ牙が》の装甲が脆もろかったことが勝因の一つだ。わずかな攻こう撃げきで簡単に爆ばく発はつしてくれた。アポクリファの質が粗悪だからと聞いているが……もし連中が、純正のアポクリファを所持していたとしたら、どうだ？」

「どうだ……って、そりゃヤバいだろ。けど、それじゃわざわざこの研究所を襲おそう意味がないじゃねーか？」

「本当にそうだろうか？」

「なにがひっかかってんだよ、桐きり也や」

　桐也は答えず、手に持ったグラスを一気にあおった。論ろん理り的てきに説明できるものではないらしい。勘に頼るのを良しとしない桐也らしかった。

　だが。

　敵の退ひき際ぎわが潔いさぎよいと確たしかに気持ちが悪い。その感覚は俺おれにもなんとなく理解できた。格かく闘とうだって、相手が一歩下がればそれは、次に放つ一打のための布石かもしれない。ましてやこうして黙だまって見ているはずもない。

「博士もわかってるかもしれねーな、そんなことは。頭脳労働はそっちに任せとかねえか？」

「だが……」

「お前がなにかしたいってのはわかるけどよ」

「っ」

　図星だったのだろう。わからねーとでも思っているのだろうか。

「どうせお前、《カノン》での功こう績せきは全部陰日のもので、自分はなにもできなかった。だからせめて敵の思惑だけでも見抜こうなんて、使うの苦手な頭で考えてるんだろ？」

「人の思考を読むな」

　不ふ貞て腐くされたように言う桐也だったが、別にわざわざ読むまでもないのである。

　紀沙羅と会った頃の俺と全く同じ考えだったからだ。アイツの相棒になったはいいが、技術的には足手まといもいいところで、だったらせめて他ほかのことで紀き沙さ羅らの助けになれればと考えていた俺おれに。

　その現状が不満というか、桐きり也やにとって悔しいものがあるのかもしれなかった。

「悪いか。陰かげ日ひの役に立ちたい、と思うのは」

「違うだろ。陰日が、お前の役に立ちたいって思って、貢献してるのが今なんだろ。メインはあくまでお前だ、桐也」

「そんな気にはなれない」

　だろうな。まあ、俺としても、メインはいつまで経たっても紀沙羅であって、俺はおまけでしかないから。

　それでも、自分をないがしろにしてちゃできることもできねーだろ。

「まあ、こっちも紀沙羅のことで色々……ん？」

　陵みささぎたちとガールズトークに華を咲かせていたはずの紀沙羅が、丁ちよう度どこちらに向かってくるところだった。ててて、と駆けるような仕し草ぐさ。

「東とう城じようさん。ちょっと」

「おう、どうしたよ」

「お母かあさんをご存じありませんか？　昨日きのうのこと、謝あやまりたいのですが……」

　昨日のことというと、母親相手に思いっきり啖たん呵かをきった、アレか。

「博士ならば自室で休んでいるはずだぞ、如月きさらぎ嬢じよう」

「え……」

「知らなかったのか？」

　おい桐也、追い打ちをかけんなっての。

「ど、どうしましょう、ええと、私があんなこと言ったから……」

「落ち着けっての。体力のない博士がほとんど徹てつ夜やで作業してんだ。ぶっ倒れるのは当たり前だろ。お前のことは関係ねーよ」

　一気に狼ろう狽ばいしだす紀沙羅を見て、珍しいなと思うが、一方でこんなマザコンで大丈夫か、という気にもなる。博士と紀沙羅、お互いに距きよ離り感かんが摑つかめていない。

　あまり話す機き会かいがなかったのなら、それも仕方ないのかね、やっぱ。

「別に謝ることなんかねーだろ。お前は言いたいこと言ったんだから」

「でも、あの、少し言いすぎだったかな、と」

「そか。なら謝れよ。博士はまったく気にしてねーだろうが」

　むしろ、次にカイたちがどう出るか。博士が気にしているのはそっちじゃないだろうか。桐也と同様、実務的なことばかり考えているだろう。

「今だけでも休んどけ、お前もよ」

「……そちらは、真ま面じ目めな話をしてたくせに」

　ジト目でそう言ってくる。その小さい頭をぽんぽんと叩たたくと、更に紀き沙さ羅らのジト目が深くなった。

「ちゃんと、休んでるっての」

「だが刀とう雅が。あちらは、休みすぎだ」

「ああ？」

　桐きり也やが指し示す先には、男どもより有能なはずの女性陣。

　女性陣は、それぞれ好き勝手な話を繰くり広げていた。陵みささぎ、陰かげ日ひの二人ふたりで何な故ぜか相棒の話になっている。岬みさきが相方への文句を並べ立てているのに対して、陰日だけがひたすら桐也を褒ほめるという不ふ思し議ぎな会話をしていた。ちなみに安曇あずみ野のは隅のテーブルに突っ伏して寝ていやがる。

「……少し、気を抜きすぎかもしれねーな」

　ため息をつく。

　統率するべきはずのレイラ博士はいねーし、大人おとなどもは酒が入っている。それだけで油断しているとは言えないだろうが、桐也が気を張る理由もわかる気がした。コイツ一人ひとりだけが緊きん張ちようしていても、良い結果になるとは思えなかったが。

　俺おれたちにできるのは、有能な女性陣がなんかミスったとしても、それをカバーできるくらいの緊張感を保っておくことなのかもしれなかった。




　叩き起こされた。

　部へ屋やで寝ていた俺の睡眠をぶった斬ぎったのは、内ない線せんのけたたましいコール音だった。

　内線の主は紀沙羅。紀沙羅の癖くせにらしくなく慌てていたというか、要領を得ない調ちよう子しで、それでもとにかくオペレーティングルームに来いという内容。朝から慌ただしいモーニングコールは、しかしそれだけ事態が動いたことを教えてくれていた。

　着替えを済ませ、すぐさま司令室へと飛び込む。

　俺以外の全員が、既に集まっていた。女性陣は昨日きのうと同じパイロットスーツに身を包んでいる。はえーよ、なんでそんなに準備が早いんだ。

　なのに、空気が明らかに重い。なんだこれ。

「東とう城じようさん！　遅いのです！」

「お前らがはえーんだよ」

　紀沙羅に叱しつ責せきされたが、俺は悪くない、と思う。

「別にいいのよ東城刀雅。貴方あなたにはそこまで関係ないことだから。それよりも……」

　レイラ博士の言葉は励ましなのか逆なのか。それはわからなかったが、彼女の厳きびしい視線は別の方向に向いている。そこには、オペレーティングルームの床にへたり込んでいる陰日の姿があった。彼女だけ、パイロットスーツを着ていない。

　なんだ？

　紀き沙さ羅らも博士も、他ほかの全員も、陰かげ日ひを厳きびしい目め線せんで見つめている。ただ一人ひとり、桐きり也やが視線にこめた感情はまた別のようだったが、メンバー全員の刺すような視線に対し、陰日はただ呆ぼう然ぜんとしているばかりだった。

「なあ、博士」

「わかってるわ。説明する。というか、現状を共有するためにも絶対に知ってもらいたいことなの。ちょっと今、ヤバいから……シーファ」

「イエス。昨晩の監かん視しカメラの映像。出します」

　へたり込んだ陰日が、その肩をびくりを震ふるわせた。桐也が慌てて駆け寄るが、それだけだ。

　陰日の、怯おびえている理由もわからねえってのに。

「最大の迂う闊かつは、私が疲れて眠っていたことなのだけれど」

　オペレーティングルームの全周モニタに展開されるのはウィンドウ。シーファさんの言葉によれば監視カメラの映像とのこと。研究所の内部だった。というか、これは、先日見たアポクリファが保管されている部へ屋やの前じゃないのか。

　暗い上に粗あらい画質なので確かく認にんしづらい。

　しかし、やがてそこに、陰日が現れた。片手には携帯を持っている。

　足取りが危なっかしい。ふらふらとした歩みで、しかし彼女は部屋の横の認証パネルに手を伸ばす。

　開いた。

「な……っ！　なんで開くんだよ！」

　カメラに映った陰日は、そのままアポクリファが保管された部屋に入っていく。レイラ博士の認証が必要だったはずだが、そんなことには構わないとばかりに。

　それからしばらく、画面に変化はない。

　だがやがて、陰日が出てきた。やはり片手には携帯。そしてもう一方の手には、博士があの部屋の中で見せてくれた球型のアポクリファを持っている。それこそサッカーボールかなにかを持つように。

　映像はそこで終了する。本当に必要な部分だけを抜き出した、といった感じだった。

「そして、こちらが現在の様よう子す」

　またウィンドウが開く。今度は海の映像だった。

　いや、海か？

「げ…………っ」

　陵みささぎが嫌いやな声をあげるが全く同感だった。この場にいる全員、口に出すか出さないかの差はあるにせよ、同じ声をあげたくなっただろう。

　空が埋め尽くされている。

　黒い影かげ。なんだありゃ。光こう沢たくを放ち、いささか気味が悪い。海上の空を埋め尽くすのは、カラスのようにも見えたが、実際にはもっとタチが悪い。

《月げつ牙が》の群れだ。

「おい、これって」

「そう。陰かげ日ひが持ち出したアポクリファは、あの船まで輸ゆ送そうされてしまったの。まあどうやったかはわからないけど、感応操そう作さを利用した小さな飛行イレイザーでも使ったのかしら？　敵もよくやるわ。一人ひとりだけ、味方を忍びこませておけば、それで解決するんだから」

「純度の高いアポクリファで、あれだけの数……！」

「ま、あの《月げつ牙が》、昨日きのうのヤツの十倍は強いと思っていいんじゃない？　粗製乱造じゃあない、本来のアポクリファで作られた物よ。ああ、ヤバい。ヤバいわ。ヤバすぎる。このタイミングで裏切られるなんて思ってなかったけれどね」

　裏切り。

　陰日は、カイたちから離り反はんして俺おれたちの仲間になった。それは演技だった？　映像を見る限りではそういうことなのだろうが、いや、でもおかしいだろ。今さらカイの味方をして、陰日になんの得があるんだよ。

「ちなみに、クルーザーも形を変えているわ」

　また映像が切り替わる。今度は一部を拡大した映像に見えた。そこに映っているのは船だが、明らかに昨日までのクルーザーとは違う。

　黒い。

　漆しつ黒こくの装甲に覆おおわれた戦せん艦かんが、そこにはあった。外がい観かんだけなら、先日俺たちが《マルドゥク》と戦ったステージによく似ている。というか、まんまか？

「旗艦イナシャウガ。《デュアル・イレイザー》において、イレイザーの発進基地ともなり得る物なのです。細部まで忠実に再現。さすがカイ、気持ち悪いくらいの執着心なのです」

「ま、クルーザーの外側をアポクリファでコーティングしただけだからね。実際、戦艦としての機き能のうは皆無でしょ。外観だけ……ただし、クルーザーを覆うほどのアポクリファがあるってことと、イナシャウガを正せい確かくに再現できるほどの感応操作が可能ということを誇示しているのよ」

　なるほどね。カイがやったことを端的に知らせる、良い宣伝材料というわけかよ。

　敵が強大になったのは勿もち論ろん問題だが、それよりもヤバいのは、研究所内からアポクリファを持ち出したのが陰日だという点だ。カイに脅されたとか、そういうことなのだろうか。

「セキュリティなんて、この子にはなんの障害にもならなかったのね。研究所内のコンピューターを操作して、認証システムも侵入者アラートも無効化してくれたわ。それくらい楽勝だってこと、私もすっかり忘れていた。まったく……よくも裏切ってくれたわね？　エフェメラ？」

「わ、私……知らない、なにも知らない……！」

　認めたくないとでも言うように首を振る陰日だったが、知らないってのはちょっと無理がある気がした。なにしろ監かん視しカメラに映っているのは、まぎれもない陰かげ日ひである。画像が粗あらいが別人とは思えない。

「知らない。そう。そうね。そうでしょうね？」

「え？」

「凛りん花か、見解を聞かせてほしいわ」

　博士が目を向けたのは、座り込む陰日をじっと観かん察さつしていた竜りん胆どうさんだった。なんでここで竜胆さんに話が行くのだろうと思ったが、彼女の得意なことは格かく闘とうだけではない。確たしかカウンセラーの資格を持ってるとかいう話だった。

「きちんと調しらべてみないと確かなことは言えないな。だがおおよその推測はできる。おそらく、いくつもある陰日の人格を利用されたんだろうな」

　利用。

　利用といったか。ならばそれは、陰日が自発的に裏切り行為をしたのではなく、カイにさせられたという意味と考えていいのか。

　そうだとすれば、桐きり也やの悲痛な表情も、少しは和やわらぐだろうか。

「詳しく話しなさい」

「陰日は状況によって人格を切り替えるだろう？　今まで『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』に所属していたのは、単に行き場がなかったからではなく、その擬ぎ態たいする人格を利用されたからだと私は見る」

　竜胆さんのよどみない言葉に啞あ然ぜんとするのは、俺おれたちもそうだが当の陰日も同様で、それが嫌いやな感じを助長させた。本人も知らない自分の暗部。

　おい、これ、下へ手たしたら紀き沙さ羅らのトラウマよりもヤバいんじゃ──。

「携帯を持っていただろう？　あれでカイと連絡を取っていたのかもしれない。陰日の中には、合言葉かなにかで目覚める『服従の人格』とでも言うべきものが存在しており、カイはその使い方を心得ているのだろう。その人格の発生が、アポクリファ実じつ験けんによる偶発的なものか、意図して従属するように作り上げられたのかはわからないが……この仮説はどうだ？　レイラ」

「ま、妥当なところでしょうね。アポクリファの実験の際、人格が不安定になって分裂したエフェメラ。自分の知らない部分でもなんらかの人格が眠っているのかもしれない。本名を覚えていないこともあわせて、一番精神に傷を負ったのは貴女あなたかしらね、陰日」

　あーもう、くそ、なんかやってくるとは思ったがこういうことかよ。

　敵が侵入してきてアポクリファを奪ったのならば話は早い。そいつぶん殴って終わりだ。だが内通者がただ利用されただけの陰日であるとなれば。

　殴るべきカイは、《月げつ牙が》の大群の向こう、洋上の戦せん艦かんの中である。

「一つ聞きたい」

　俺より更に険しい顔をした桐也が、静かに言った。

「カイは、最初から陰日を利用するつもりだったのか？　そうだとすれば、陰日を殺すためにタカオカが現れた理由の説明がつかないだろう。あの時、俺おれたちがいなければ陰かげ日ひは」

『随分と察しがいいじゃないか！』

「ッ！」

　オペレーティングルームの中に響ひびいたのは、不快な声。

　けれど聞き覚えのある声。腕のほうが反射的に殴らせろと騒さわいでくるが、俺はそれを必死で押しとどめる。こいつをぶん殴りたい感情は今は取っておけばいい。後できっと、命令が俺に下る。

　あのいけ好かないガキをぶっ飛ばせ、と。

『やあやあ、みんなお揃そろいで。会いたかったよキサラ！　それに博士！』

「通信に、割り込まれました。カイです」

『そうだよ、僕だ！　元気だったかい、ウラノメトリア研究所の諸君！』

　ウィンドウがまた一つ展開する。顔に入れ墨を彫ったカイが、子供に似つかわしくない笑えみで映し出された。戦せん艦かんイナシャウガを必要もないのに作り出したことといい、コイツは自じ己こ顕けん示じ欲よくの塊だな。

　リアルタイムの映像なのだろう。カイの横には、スーツ姿のグラサン、タカオカもいた。今はグラサンはしていないが銀髪でヤツだとわかる。

『質問に答えよう！　別にね、僕はエフェメラなんかどうでも良かったんだよ』

「貴様……」

　今は裏切り者扱いされてる陰かげ日ひよりも、桐きり也やのほうがカイの言葉に反応している。

　惚ほれてるかどうかはちょっと置いとくとしても、今、陰日に関してなにか言えば、間違いなく桐也を敵に回すぞ。言葉には気をつけたほうがいいんじゃねーのか。カイ。

『ま、ちょっと部下が暴ぼう走そうして処刑しようとしたみたいだけど？　わざわざ止めるのもだるいし、それよりやらなくちゃならないことがあったしさぁ？　だったらどっちでもいいじゃないか。結果的にはおせっかいな君たちが助けてくれたみたいだし──だったらそんな状況を利用しないのは、ただのバカだけだよねぇ？』

「結果を逆手にとったと、そう言うつもりかしら？　カイ」

『そうだよ博士。僕にとっては《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》のほうがよっぽど重要だったしさ。だけど君たちがあんまりエフェメラを信用しているみたいだから、ちょっと悪戯いたずらしたくなったんだよぉ』

　カイの笑い声が響く。隣となりのタカオカは無表情だが、部下の暴走だなんだと言われてどう思っているのか。こいつら、一枚岩かと思っていたが、意外とそうでもないらしいな。

『でもまあ、エフェメラは僕の仲間だったわけだし、あんまりいじめないであげてよ？　彼女、僕の言うことならなんでも聞く人格を持ってるだけだから。実じつ験けんの副作用だけど、判明した時は便利だなって思ったよ。まさか最後にこんな使い方ができるなんてさ』

　陰かげ日ひが悪くないなんて百も承知なんだよ、クズ野郎が。

『博士ぇ、止められるならやってみなよ。あれだけの大群相手にどうするか、見み物ものだよねぇ。ああ、あくまでイレイザーのバトルで頼むよ。これはあくまでゲーム。そうでしょ？』

「楽しみにしてるわ」

　レイラ博士は平板な口く調ちよう。宿敵を前にして、あえてそうしているのだろうか。それとも他ほかに考えていることがあるのか。

『そして……キサラ、あとトーガ』

「馴なれ馴なれしく呼ばれたくはないのです」

『お前たちは絶対に許さないよ。あの実じつ験けんに関かかわった者は全員、不幸になるべきなんだからさぁ。キサラも、エフェメラも、僕に跪ひざまずかないと生きていくことすらできないんだって教えてあげるよ』

　紀き沙さ羅らはいつものジト目で、モニタを見つめている。なにか反はん論ろんする気もないらしい。狂人の相手は疲れるだけってとこか。

　だったら、代わりに俺おれが言ってやるか。啖たん呵かはきるなら同じガキのほうがいいだろ。ああ、そうさ、俺もガキだよ。こんな挑発で頭にくるくらいにな。

「カイ、てめぇいい加減に……」

「────言いたいことはそれだけか？」

　遮さえぎったのは、鋭するどい声。

　モニタの向こうのカイを睨にらみ返す、狙そ撃げき手しゆの眼光。

「さっきから聞いていればエフェメラ、エフェメラと。名前を変えたことも知らないのか。こちらの事情に通じているかと思ったがそうでもないのか？」

『勿もち論ろん知ってるよ。でも名前なんて意味がないだろう、キリヤ』

　手を広げてやれやれと呆あきれるカイに代わり、タカオカが前に出た。タカオカとの因いん縁ねんは、むしろ桐きり也やのほうについて回ってるようだが。

『キリヤ。名前をどれだけ変えようと、彼女の人格は変わることはあり得ません。臆おく病びようさも、従順さも、私たちといた時からなに一つ変わっていませんよ』

「だからどうした。今は、陰日は俺たちと一いつ緒しよにいるんだ。俺たちの仲間だ。そうだろう、皆？」

　桐也がこちらを見まわした。ウィンクで返す陵みささぎ、軽く手を挙げて賛さん同どうする安曇あずみ野の。小さく頷うなずく如月きさらぎ親子に、親指をたてるアレンさん。薄うすく笑うのは竜りん胆どうさんで、強く目め線せんを返すのはシーファさん。

　俺も拳こぶしを突き出して、お前の味方だと無言で告げる。

『愚かですね。すっかりお友達気取りですかキリヤ。未いまだに、エフェメラはいつでもこちらの自由にできるのですよ。彼女の、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』のメンバーとしての人格は、こちらが握っているのですから』

「ならばそれすら取り戻す。陰かげ日ひの人格がお前たちの元にあるというのなら、俺おれが必ず取り戻してやる」

　狂ったような哄こう笑しようが響ひびいた。カイである。背を折り曲げて笑い声をあげるカイ。

　そんな面おも白しろいことはないだろ。桐きり也やの言ってるのは至極まっとうな決意表明だってのによ。

『キリヤさぁ！　なにエフェメラに入れ込んでるの？　確たしかな自我も持てない分裂気味のカゲロウに惚ほれちゃったのかなあ！』

「もう彼女はエフェメラじゃない。陰日だ。俺が必ず彼女に陰日を取り戻す。今度こそ、彼女に相応ふさわしい行いをしてみせる」

『もういいよ。鳥肌たちそうなくらいかゆいセリフだ。ねえ博士？』

「私は、そんなに嫌いじゃないわ」

　俺も、初対面の時より、よっぽど博士のことが好きになったぜ。頭の悪い俺たちの、すぐに手が出るような短絡さを、博士は博士なりに評価してくれているようだったから。

「お株を奪われましたね、東とう城じようさん」

　いつの間にか隣となりに立つ紀き沙さ羅らがそんな風に言いやがる。

「今日きようは桐也に譲ゆずってやるよ」

　たまには桐也にも良いとこがねえとな。アイツが言わなければ俺が言っていただろうが、どっちにせよ売られた喧けん嘩かをかって啖たん呵かきってたのは一いつ緒しよだろうし、なら俺だろうが桐也だろうがさほどの違いはない。

『まあ、バカはバカ同士でつるんでいればいいさ！　《月げつ牙が》の大群を見ただろう!?』

「まだなんかする気かよカイ！　アポクリファは手に入れたんだろ！」

『はっ！　あんな研究用のサンプル！　大群を作るくらいしか役に立たないね！　どうせ高純度のアポクリファ、大量に保管しているんだろう？　それこそ二十メートル超の兵器としてのイレイザーを作れるくらいにはさあ！　それ全部手に入れてやるから、今のうちに逃げないと研究所ごとぶっ潰つぶれちゃうかもよぉ!?』

　司令官であるレイラ博士は、腕を組んで黙もくす。こいつらがこれからやることは、勿もち論ろんレイラ博士の意思に反することだろう。兵器への転用。まあ、アポクリファなんてデタラメ物質ならさもありなんってとこか。

　俺も、本当に全すべてではないものの、レイラ博士に同意する。

　兵器転用だろうと平和利用だろうと、それを使う過程で紀沙羅や陰日のような犠ぎ牲せいが出るのなら、そんな物、全部ぶっ壊こわして海に沈めちまえばいい。

　ゲームの玩具おもちやで処分できるなら、なおマシだろう。

「いいわ。受けて立つ」

『後悔するなよぉ！　愚か者の軍勢！』

　言いたいだけ言って、通信は切れた。

　後に残るのは、洋上の現在を映し出すカメラ映像のみ。空を覆おおい尽くす《月げつ牙が》の群れは先ほどより増えているようにも見える。アレを相手にするのか？　それで解決──はしないな。アポクリファはどんどん増えるはず。キリがない。

「聞いたわね。総員！　全力で応戦準備よ！　もう危険だなんて言ってられないわ！　この研究所と、貴方あなたたちの危き機き！　目の前よ！」

　パイロットとオペレーター。この場にいる少数精せい鋭えいがすぐに応じる。素早すばやい陵みささぎなどは安曇あずみ野のを引っ張ってさっさと筐きよう体たいへと入っていた。

「アレン！　敵機の数と距きよ離り！　そして現在の《月げつ牙が》を可能な限り分析！　シーファ！　作戦の立案！　それと《カノン》も立ち上げておきなさい！」

「あいよ！」「イエス！」

「あとは……」

　レイラ博士の視し線せんは、陰かげ日ひへと向く。傍かたわらの桐きり也やの力を借りて、ようやくよろよろと立ち上がった。そうだ。陰日の責ではないとはいえ、一度は裏切った人間の処遇をどうするか、まだ決めていない。

「戦うには彼女の力が必要だ。そうだろう、博士」

　空気が再び沈む。桐也は明らかに責任感を持って告げている。ただの思いつきでも、陰日への同情でもない。ただ一心に、陰日のパイロットとしての適性を信頼しているだけだ。

「考えがあるの桐也？　敵にまた好き勝手されるかもしれない。そうなれば一いつ緒しよに戦う貴方にも累が及ぶわ。それを止める方法でも思いついた？」

「そこまで賢かしこくはない。俺おれも、基本的には刀とう雅がと同じ人種だ」

　隣となりの紀き沙さ羅らが噴ふき出しやがった。よけーなお世話だっての。

　しかしそれが通じる相手だろうか。冷静に考えるならば、陰日を戦場から遠ざけたほうがリスクは少ないと思うのだが──。

「だが、チャンスを与えてほしい。必ず俺がフォローする」

「ふうん……ねえ、陰日。大好きな彼はこう言っているわ。どうするの？　私はどちらでもいいけれど、それにあわせて作戦を詰めるわ」

　どちらでもいいだなんて、これが紀沙羅だったら絶対に言わないだろうな。

　極端な話、それこそレイラ博士には陰日などどうでもいいのだろう。だからこんな言い方をする。自分たちの選択とその結果に対しては、自分たちで責任を持てと。その代わり、選んだ方向で最大限の協力はする。

　普段ふだんはダメ人間のくせに、危機的状況においてはずいぶん立派な大人おとなだった。

「わた、私は……」

「ええ」

「キリヤと一緒が良い……キリヤと、一緒に」

「わかったわ」

　レイラ博士が、手を叩たたく。ぱん、と小気味いい音がオペレーティングルームに響ひびいた。

「はいはい！　方針は決定よ！　全員今すぐ準備にとりかかりなさい！　陰かげ日ひもとっとと着替えること！」

「博士……」

「なに泣いてるのよ裏切り者。裏切った分、きっちり危険な場所で働いてもらうから覚悟しなさいよ。ほら、アンタたちも。紀き沙さ羅らちゃん、昨日きのうの約束覚えているわよね？　指示に従わないと強制送そう還かんするわよ！」

　言われて、慌てて動く紀沙羅。準備って言っても筐きよう体たい立ち上げて、《薄うす花はな桜ざくら》のシステムチェックをして、それから作戦聞いて紀沙羅と細かい方針を決めて──ああ、結構やることあるな。確たしかにぼうっとしている場合じゃなさそうだ。

「アンタたち！」

　全員に聞こえるように、博士が司令席で声を張り上げる。

「子供の分際で大口叩いたのよ！　責任、取るわよね！　取るでしょう！　取ってもらうわぁ！」

　総司令官の声に、分不相応なビッグマウスどもが、めいめいに応答した。それを聞いて、博士が満足そうに笑う。

　さあ、こっちもそろそろ殴り込みの時間だ。

　桐きり也やだけにいい恰かつ好こうはさせられないっての。

「な、紀沙羅」

「私は別に。東とう城じようさんがかっこ良くないのは、いつものことですので」

　言葉少ななのに考えを読み取る相棒は、澄すました表情。

　あれだけの軍勢を相手にエースがこの態度なら、今度のゲームもきっと勝てると、そう強く信じることができた。







第四章　唯一無二／狙撃、および突貫







　第二次ウラノメトリア防ぼう衛えい戦せんは、《月げつ牙が》による統率された射しや撃げきから開始される。

　あくまでも牽けん制せいではあるものの、雨のように断続的に降り注ぐビーム光が研究所をかすめていく。

　勝敗がどのように決着するかは明めい確かくである。カイの率いる『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』がその部隊でもって研究所を制圧しアポクリファを奪うか。それとも、レイラ博士が防ぎきるか。端的に言うなら、アポクリファを最後に手にしていた側が勝ちだ。さらに、兵法の定じよう石せきでは、兵の数が同じであれば守る側が有利となる。ウラノメトリア研究所という陣を構え、《カノン》による砲台を持つレイラ博士側が通常は有利。

　しかし、そこに攻撃を仕掛ける《月げつ牙が》の数は、守備のアドバンテージなど消し飛ばすだろう。昨日きのうの《月げつ牙が》の三倍はあろうかという群れ。しかも良質のアポクリファを用いているため、《月げつ牙が》はその細部まで設計に忠実。その実力も、設計時本来のスペックが発揮されている。

　具体的には、飛行精度や出力の上昇。またアポクリファ装甲による防御力強化。

　姿は同じでも、昨日の低質なアポクリファで作られた《月げつ牙が》とはまったく違う動き。統率された精せい鋭えい部隊の挙動でもって、《月げつ牙が》たちは空を行く。

　牽制の射撃を断続的に放ちつつ、研究所に向かって飛来する《月げつ牙が》は六機きで一小隊を組む。先日の物より高性能でありながら、質の良いアポクリファは感応力に劣る人間でも大量に扱えるため、教徒一人ひとりが扱える《月げつ牙が》は増す。

《月げつ牙が》の狙ねらいは《カノン》。砲台を全すべて破は壊かいすれば、どれほどパイロットが優ゆう秀しゆうだろうとイレイザーはたったの三機である。大量の《月げつ牙が》による攻勢をかければ、勝てるだろう。ならば最優先で《カノン》を潰つぶす。

　それさえ達成できれば、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の勝利である。

（…………っていうのが）

　以上が、分析。

（レイラ博士の考える、敵の取るだろう作戦なのよね）

　岬みさきはレバーをしっかりと握る。身体からだを締しめ付けるパイロットスーツの感触が、緊きん張ちよう感かんを伝えてくれた。

　レイラ博士が三十分足らずで立案した作戦でも、その第一陣は《ユーディット》だった。目立つ部分を紀き沙さ羅らや陰かげ日ひに取られるのは少々気に入らないが、岬には岬の仕事がある。それを全まつとうすることの重要性を考えれば、決して《ユーディット》の役目は軽いものではない。

　重い期待を背負い、それでも高く飛ぶのが《ユーディット》の使命だ。

　モーターボートが発進する。

　いまだ遠い《月げつ牙が》の群れによる射しや撃げきの雨を潜くぐり抜け、砂浜からモーターボートが発進する。

《ユーディット》はそのボートに乗っていたが、すぐさま上昇、海を行くボートを見ながら《ユーディット》は空に浮かぶ。

『聞こえるか、みさきち、あずなん』

「その呼び方嫌いやなんだけど……ま、こっちは大丈夫よアレンさん」

『今回の作戦の目的、言ってみな』

　試すようなアレンの口く調ちように、少しだけカチンとくる岬みさき。あたかも状況を把握していない子供のような扱いに、すぐ頭に血の上る岬は過敏に反応してしまう。

　わかっているのだ。こんな性格だから、アレンにわざわざ確かく認にんされてしまう。大事なことを忘れてないか、問いただされる。

「攻めること」

「岬ぃー……それじゃ抽象的すぎるよぉー……」

「うっさい。この戦い、守るには不利すぎる。相手の数が多い上に質も上等。それで守勢に回っていたらいつか押しきられてしまう。数で負けている以上、消耗戦は絶対にできない。だったらこちらから攻めるしかない。《ユーディット》の役割は──」

　ボートに、《月げつ牙が》たちが気付いたのだろう。当然だ。小さな自動制御のボート上には、《薄うす花はな桜ざくら》が仁に王おう立だちしている。たかだかモーターボートでもイレイザーにとっては漁船並みだが、そうなると戦せん艦かんイナシャウガなどもはや要よう塞さい。

　その要塞へとまっすぐに突っ込むボートを、《月げつ牙が》たちが警けい戒かいしないはずがない。

　だから。

「特攻する《薄うす花はな桜ざくら》をサポートして、無事に船まで送り届ける！　それがアタシたちの役目！」

『オーケーだ！　つまりそれは敵のど真ん中で暴あばれ回れってことだからなぁ！　しっかり頼んだぜ《ユーディット》！』

　言われなくてもわかっている。

　ボートに襲おそいくる《月げつ牙が》を迎撃。岬は機き体たい制御。あずなはブレードを射出してフォローする。しかし。

「うあっ!?　あうー、弾はじかれたぁー」

「やっぱり装甲が固くなってる……！」

　あずなの情けない声に取り合っている暇はなかった。《月げつ牙が》のライフルスピアがこちらを狙ねらう。放たれるビームの雨をすり抜けるように突撃していく。昨日きのうのように柔らかい装甲ではない以上、中途半端な攻撃は逆効果だろう。

　ならばどうするか。

「不本意だけど……さっ！」

　距きよ離りを詰める。

《ユーディット》が減速せず、《月げつ牙が》部隊へと突っ込む。ブレードは両手に接続。《月げつ牙が》から槍やりの穂先が突き出されたがそれはくるりと回転して回かい避ひ。そのまま円を描く挙動でもって《月げつ牙が》の背後に回り込む。

　後ろを取るのは容易たやすかった。

「はああッ！」

　気合いと共に叩たたきこむ《ユーディット》のブレードは、アポクリファの装甲に食い込んで甲かん高だかい音を奏かなでる。昨日きのうは一いち撃げきで斬きり捨てることができた《月げつ牙が》は、しかし今はブレードの攻撃に耐えていた。

「終わらないっての！」

　そこで、《ユーディット》は更に回転する。

　食い込んだブレードを抜き放つと同時、勢いを殺さない回まわし蹴げりでもって《月げつ牙が》を打つ。空中での制御を崩した《月げつ牙が》はそのまま別の機き体たいに激げき突とつした。

　抱き合うように互いの制御を失う二機の《月げつ牙が》を見ることなく、《ユーディット》は既に別の機体へと。

「まぁー……密集してりゃあねぇー……」

　一つのボートに無数の《月げつ牙が》が殺到すれば、互いの距離は接近する。時に《月げつ牙が》を盾にし、あるいはわざと衝しよう突とつさせるなどして、《ユーディット》は《月げつ牙が》の群れを攪かく乱らんしていく。派は手でな立ち回りは、《月げつ牙が》たちの意い識しきをこちらに向けるためだ。

　まだ一機も落としていない。

　それでもいい。時間稼かせぎで十分だ。

　また一機、背後に回った《月げつ牙が》の背中へとブレードで斬りつける。他ほかの機体には飛び回るブレードが相手をしているはずだ。だが。

「ッ!?」

　目の前の敵は、少々違った。

　背中に《ユーディット》が来るとわかっていたのかもしれない。スピアライフルを逆手に持ち、その先端を背後に向けていた。脇わきから突き出すようにした槍の穂先は、既に光を帯びている。アポクリファによるビーム光。

　近すぎる。

「噓うそッ!?」

　離脱。いや、《ユーディット》がいくら早くても間に合わない。

　一撃浴びたくらいでは問題ないという判断も、岬みさきの頭に浮かんだ。しかし敵のアポクリファ純度を考えたら油断はできない。装甲が薄うすい《ユーディット》だ。

　やられるかも。

『岬みさきさん離はなれてッ！』

　通信からの叫びに、岬は考えるよりも早くレバーを操そう作さする。わずかに離れたその瞬しゆん間かん、下方からの銃弾が撃うち抜く。ビーム光ではない。アポクリファで成形された実弾だった。

　実弾ならば、そしてそれが《月げつ牙が》の物より上質であれば、装甲は撃ち抜ける。

　回かい避ひと同時に、アポクリファ弾が《月げつ牙が》を貫通、内部から破砕する。体勢の崩れた《月げつ牙が》のスピアライフルからのビーム光は、狙ねらいが大幅にはずれ別の《月げつ牙が》を直ちよく撃げきしていた。

　銃弾を放ったのは、誰だれか。

　下方からの攻撃の主など考えるまでもない。

「ば、バカ紀き沙さ羅らッ！」

　感かん謝しやよりも先に怒る岬だった。

　八つ当たりでもなんでもない。正当な怒りだと、岬は心中で思う。

「貴重な銃弾こんなとこで使ってんじゃないわよ！　これから敵船に突入でしょうが！」

『こんなところではないのです。《ユーディット》を助けるために必要な』

「アタシたちは撃げき墜ついされても構わないのよ！」

『ストーップ。言い争いはそこまでだ。《ユーディット》も撃墜されちゃ困るんだぜぇ？　せめてボートが辿たどり着くまではな。そういう意味じゃ紀沙羅ちゃんが正解だ』

　こっちは不正解と言われた気分だ、と岬は内心で毒づく。守るべき相手にフォローされ、窮きゆう地ちを助けられていたのなら笑い話にもならない。この重要な局面、言い争いなどしている場合ではないというのに。

「岬ぃー……臨りん機き応おう変へんだよぉー……」

「だから！　わかってるって！」

　意地を張ってむきになるが、それでも操そう縦じゆうは手を抜かない。密集する《月げつ牙が》の群れをすり抜ける。まだ一機きも撃墜していないが、それはそれで構わない。自分の役目はボートのフォローである。

　先ほどは紀沙羅に助けられたが、今度こそは。

「えりゃぁぁッ！」

《薄うす花はな桜ざくら》にライフルスピアを向けていた《月げつ牙が》一機を、下方から、空中前転しつつの蹴けり技で攻撃する。ブレードで効果がない以上、《ユーディット》といえど格かく闘とう戦せんを強しいられる形となった。

　そのまま体勢を崩した《月げつ牙が》を薙なぎ払うように。

　島から奔はしった一条の閃せん光こうが、一瞬でその《月げつ牙が》を消し去った。

『《カノン》、準備完了だ。時間稼かせぎ感かん謝しやするぜぇ《ユーディット》！』

「当然でしょ！　砲ほう撃げきはしっかりやってもらうわよ！」

　昨日きのうのような一斉掃射ではない。

　島の各所にある砲台から断続的に光が放たれ、《月げつ牙が》を粉砕している。チャージに時間がかかるため、砲撃と充じゆう塡てんを使い分けて攻撃を絶やさない戦法である。

　設置砲台からのビーム光には、いくら強化したアポクリファ装甲といえど耐えられなかったらしい。初めから、《ユーディット》は攪かく乱らん、《カノン》で攻撃という分担だった。

「見たか！　連携ってこういうことでしょ！」

『そのまま頼むぜ陵みささぎ！』

　脳筋がなんか言っているが、わざわざ頼まれなくてもそのつもりである。

　さっきは助けられた。今は《月げつ牙が》を一機き、《カノン》の力を借りて撃げき墜ついした。助け助けられての戦せん闘とうは、あずなとの連携とも違う、別の一体感を感じさせる。プライドの高い岬みさきは、その一体感を素直に受け入れられないが。

　今は、そんな我儘わがままを言っている場合ではないのだ。

「きっちりエスコートしてあげるわよ！　全力で進みなさい！」

「紀き沙さ羅らぁー……頑張ってよぉー！」

『はい！　よろしくお願ねがいするのです！』

　きっと、ちょっと前ならこんな連携はできなかっただろうな、と岬は思う。

　色々と不満があり、それは主に自分に向けられるものだが、それは今は封じ込めよう。今だけは、あれだけ仲の悪かった紀沙羅から、はきはきとした返事が聞けるだけで良しとしよう。

　成果出したら、しっかり自慢してやるから。

「今だけは、アンタの引き立て役になってあげるわよ！」

　また一機、《月げつ牙が》を蹴けり飛ばして《カノン》の砲撃を直撃させた上で、岬はそう叫んだ。

　モーターボートが旗き艦かんイナシャウガに到着するまで、あと十五分ほどであった。




《月げつ牙が》の部隊は、その行動が大きく二つに分かれた。

　一つはモーターボートを追撃し、イナシャウガへと近づけさせない防御部隊。しかしこちらは《ユーディット》の素早すばやい攪乱と、その隙すきを穿うがつように狙ねらってくる《カノン》の砲撃によって次第に数を減らしていた。勿もち論ろん増援は次々と作られるが、そのタイムラグの内に侵攻を許しているのが現状であった。

　もう一つは、ボートに構わずウラノメトリア島へと向かう部隊。

《カノン》の正せい確かく無む比ひな砲撃は、強化された《月げつ牙が》を一撃で撃墜する能力をいまだに有している。せっかく鹿か毛げ沼ぬま陰かげ日ひを利用して手に入れた上質のアポクリファを、再び陰日が操あやつる《カノン》で海中に落とされていた。

　しかし、彼らの保有するアポクリファは大量らしく、《月げつ牙が》は戦艦から絶えず現れる。

　ゆえに、どれだけ倒されても、《月げつ牙が》たちは《カノン》の破は壊かいを目指して島へと向かう。ほぼ捨て身の特攻であった。《月げつ牙が》一機き一機が破壊されても、パイロットは次の機体を作り出して向かってくる。

　パイロットたちが乗っているのだろうイナシャウガは《カノン》の射程範はん囲い外がいである。アポクリファの残量にさえ気を付ければ《月げつ牙が》がどれだけ倒されようと構わないというわけだ。

　そして、《月げつ牙が》たちの狙ねらいは、より正せい確かくに言うならば《カノン》ですらなかった。

　彼らが向かうのは研究所の屋上である。そこにいる《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が狙いであった。昨日きのうの戦せん闘とうではそこで、濃のう緑りよくカラーの機体が直接背中にケーブルをつなげ、《カノン》を操そう作さしていた。

　陰かげ日ひが乗る《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》を攻こう撃げきし、《カノン》の猛攻を停止させるのが、島に直接向かった《月げつ牙が》部隊の目的であるようだった。

　昨日のような一斉掃射は、まだ行われていない。

　チャージと砲撃を繰くり返すことで、《カノン》の隙すきを作らないためだが、《月げつ牙が》も昨日より数が多いので、その砲撃の合間を縫ぬって研究所に辿たどり着く機体は少なからずある。

　だが。

　ようやく辿り着いても、《月げつ牙が》たちは研究所の屋上で硬直するばかり。

　目的を見誤ったとばかりに、《月げつ牙が》たちは動きを止める。

「────残念だったわね」

　司令席で、そんな《月げつ牙が》たちの一部始終を見届けながら、レイラは呟つぶやく。

「そこは、外れよ」

　次の瞬しゆん間かん、攻撃目標を失った《月げつ牙が》たちは、チャージを終えた砲台の光によってその胴体に大穴をあけ、制御不能となり空中で爆ばく砕さいする。研究所の屋上にアポクリファの欠片かけらが散らばるが、これだけダメージを受けると再利用は難むずかしいだろう。

《月げつ牙が》のパイロットたちは驚おどろいただろう。なにしろ、昨日《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》がいた位置には誰だれもいないからだ。ならば、誰が《カノン》を操作しているのか。

　そんなことは決まっていた。

「博士。《月げつ牙が》を引きつけること。成功しました」

「ええ、見ているわよ。さあ、陰日がいなくても、ＡＩ使ったコントロールでなんとかなるって見せてあげるわ」

　桐きり也やと陰日の操る《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》は、研究所にはいない。

　モーターボートに隠れているのだ。今いま頃ごろ、ビニールシートの下で狙そ撃げき手しゆらしく身を隠しているはずだ。《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》がモーターボートの中だとバレるまで、まだ少し時間を稼かせぐことができるはずだ。

　何な故ぜ、陰日に《カノン》の制御をさせなかったのか。

　万が一、カイの介入によって、再び裏切られたら困るという事情も、当然あった。《カノン》は《月げつ牙が》軍への有効な切り札。不ふ確かく定ていな要素はなるべく避けたい。

　しかしそれ以上に、レイラ博士が重視していたのは敵の制圧だった。アポクリファを奪われてはならないこちらは、どうしても防ぼう衛えいに回ることになる。しかし守勢では、相手の圧倒的な物量を全すべて受けきらなければならない。そこまでの体力は、研究所サイドにはない。

　ならば、突とつ撃げきさせる。

　一対一の戦せん闘とうに優すぐれる《薄うす花はな桜ざくら》。そして動きは鈍にぶいが装甲の厚い《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》。この二機きでもってイナシャウガ内部に突入し、パイロットたちがアポクリファ制御に使用しているデバイスの電源を破は壊かいする。それが二機に課かせられた任務であった。イナシャウガの内部がどうなっているかは不明だが、入り組んだ場所ではこの二機が有利だろうという判断だ。

　その任務が成功すれば短期決戦での決着が可能。目指すは最小被害での勝利。

　なのだが。

「カイやタカオカの機体がないわね……」

《カノン》による閃せん光こうを放ち、《月げつ牙が》部隊を粉砕しながら、レイラは一人ひとりごちた。

「気になるか、レイラ」

「貴女あなた、暇よね。やることないものね。ああ、忙しい。忙しいわ。忙しすぎて死にそう」

「真ま面じ目めに話せ。アイツらの機体といえば指揮官機か？」

　レイラの背後から声をかけるのは凛りん花かであった。状況によっては頼りになる人物とはいえ、生身の徒手格かく闘とうをする必要がない現状では、腕を組んで突っ立っているだけに見える。凛花の責任ではないが、さすがに皮肉も言いたくなった。

　レイラのほうは色々と考えることがあるというのに。

「状況を見ているのか、あるいは……」

「こちらの手の内を読まれている？」

　それくらいはやるだろうな、とレイラは思う。自分の作戦はなにも奇をてらったようなものではない。敵船に乗り込むくらい、相手にも想定の内だろう。一応、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》には一つの奇策を仕込んでおいたが、それを使うような状況はなるべく来ないほうがいい。

「まあ、いいわ。船内に入ったら私も指示を送る。まずは無事に船まで送り届けることが先決よ。シーファ、ガンガン撃うちなさい」

「了解。です」

《カノン》による砲撃は間断なく続く。相手側にすれば鬱うつ陶とうしいだろう。研究所を守りつつも、同時にモーターボートへ近づく《月げつ牙が》も処理しているのだから。勿もち論ろん陰かげ日ひならもっと上う手まく扱うのだろうが、自分やシーファの処理能力ではこれが限界だ。

　レイラはなにかを発想することは得意だが、自分で作った兵器を必ずしも満足に扱えるわけではない。そういう意味では要領が悪いと言えた。

　だから、アポクリファによるイレイザー兵器など実現してしまえば、まず間違いなく自分の手に余るシロモノが完成する。そんな確かく信しんがあった。

「博士。《ユーディット》から報告だ。そろそろイナシャウガに乗り込むらしいぜ」

「わかったわ。シーファ、《カノン》の砲ほう撃げきを維持しつつ、私たちもオペレーションに入りましょう。気を抜かないで、これからが本番よ」

「あいよ」「イエス！」

　部下たちの返事は力強い。スタッフが三人だけというのは一見少ないが、アレンもシーファもレイラが認めた優ゆう秀しゆうな部下である。仕事は確実にこなす。まあ、アレンはここ最近失敗が多いが。

「いけるか、レイラ」

「子供を信じない母親はいないわ。けれど子供を心配しない母親もいないの。さあ、どっちかしらね、私は」

　凛りん花かの問いに、答えをぼかすレイラ。いけるかと聞かれれば、紀き沙さ羅らを溺でき愛あいするレイラはいけると答える。だが、戦場全体の状況と、敵が持っているかもしれない隠し玉。まだ、自分の頭脳で計算式と解答を導みちびき出せる段階ではない。

　司令官として迂う闊かつなことは言えない。解答は、これから公式に代入すべき数字を教えてくれる、紀沙羅を初めとする子供たちにかかっている。

「お願ねがいよ。これだけお膳ぜん立だてしてあげたんだから。一日一時間なんてケチ臭くさいことは言わないから、今だけはみんな、全力でこのゲームを切り抜けて頂ちよう戴だい。あれだけ大口を叩たたいたのだからね」

　ヘッドセットを装着しながら、レイラは言う。誰だれにともなく告げた言葉だったが、そこに込められたのは真しん摯しな祈りだった。

　司令室の筐きよう体たいに乗り、海の向こうの敵船へとイレイザーを操そう縦じゆうする子供たちに、届いてほしいと思いながら。




　突撃、という言葉が似合うだろう。

　モーターボートは自動制御により、速度を一切殺さずに戦せん艦かんイナシャウガへと激げき突とつした。乱らん暴ぼうな手法だが、まあわかりやすいので俺おれは構いやしなかった。ボートの舳へ先さきが巨大なイナシャウガの船首底部に食い込む。イレイザーのカメラから見ると、イナシャウガの船首は黒くそそり立つ壁かべにしか見えなかった。

　さて、ボートをミサイルに変えて突撃したはいいが、それからどうするか。

「どうするよ、紀沙羅？　パイルバンカーでぶち抜くか」

「威力不足かと思うのです」

　紀き沙さ羅らに速攻却下された。目の前の黒い壁かべを前にして、《薄うす花はな桜ざくら》はボート上で攻めあぐねる。すると、ボートの底に伏せていた《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が、ゆっくりと立ち上がった。相変わらず全身重火器だが、特に背部にマウントした狙そ撃げき銃じゆうの存在感が半端ない。

　その狙撃銃を構えながら、操そう縦じゆう席せきに響ひびいてくるのは臆おく病びような声。

『そ、狙撃銃なら、撃うちぬけますゥ……多た分ぶん』

「そこは自信もっとけよ！」

『騒さわぐな刀とう雅が。少し待て』

　エネルギーチャージでもしているのか、狙撃銃を構えた《リュストゥングＭｋ─Ⅱ》はその場に静止する。紀沙羅は手が空すいているのが嫌いやなのか、アサルトライフルによって上空を射しや撃げき。《月げつ牙が》の妨害を繰くり返していた。《ユーディット》への援えん護ごである。

　やがて、轟ごう音おんが響く。

《薄うす花はな桜ざくら》で振り返れば、そこには狙撃銃で開けた穴がある。《リュストゥングＭｋ─Ⅱ》はそこを蹴けり上げて、穴を更に広げ、イレイザーが入れるような大きさを作り出していた。

『か、固いけど、脆もろいですゥ』

「こんなところまで装甲硬くしてもアポクリファを消費するだけなのです。防備が疎おろそかになっているんでしょう」

　素早すばやく内部に侵入する。イナシャウガの内部は、外装と同じく黒いアポクリファでコーティングされていた。元々はクルーザーだったはずだが、もうそんな形跡はない。

　黒い壁が隆起し乱れ、通路というより鍾しよう乳にゆう洞どうのような無秩序さがある。まるでＲＰＧで出てくるダンジョンのようだった。こっちは電源をぶっ壊こわすのが目的なわけで、闇やみ雲くもに進むのはマズい。

『あ、あゥ、キリヤ、入口が……』

『気にするな』

　狙撃コンビがなにか言っているので、振り返ってみる。さきほど開けた大穴が、アポクリファの増殖によってその穴を塞ふさぎはじめていた。いや、気にするなって、これ帰りどうするんだ？

　まあ、浸水を防ぐ意味でも当然の措置なのかもしれないが。

「規定の形を維持するための自動修復機き能のうです。帰る時はまた穴ぶち開けてしまえばいいかと」

「お前、最近言葉づかい悪くなったな」

「誰だれかさんの影えい響きようなのです」

　へいへい悪かったよ。

　軽口を言い合いつつ、二機は進んでいく。いつ敵の襲しゆう撃げきがあるかわかったものではないが、《月げつ牙が》の気配けはいはどこにもなかった。侵入したこと、カイにはバレてるはずだよな。ボートで突撃したんだから。

『ハロー。紀き沙さ羅らちゃんに刀とう雅が、聞こえてる？』

「はい、お母かあさん。外の様よう子すは？」

『《ユーディット》が頑張ってくれてるわ。《カノン》もあるし問題ない。しっかりナビゲートするから、とにかく無事でね』

　不ふ思し議ぎなものだ。このコクピットは司令室にあって、俺おれだってレイラ博士と同じ部へ屋やにいるはずなのに、気分はもう戦せん艦かんのど真ん中。《薄うす花はな桜ざくら》と同じ位置にいる。

　遠えん隔かく操そう作さという気は全くなくて、Ａ２イレイザーに乗り敵船に入り込んだ気分。まして、やられたら死ぬかもしれないトラウマを持つ紀沙羅ならば尚なお更さらだろう。

　敵地だ。気を抜くな。

『博士、電源の場所を知りたい』

『ええ。一応目星はついているけど、内部がどうなってるかははっきりとわからないから、臨りん機き応おう変へんに行きましょう。とりあえずルートを指示するから、その通りにね』

　展開されたウィンドウには予想されるイナシャウガ内部のデータが映しだされていた。ついでに俺たちの現在位置も。ナビゲーションはありがたいが、一体どうやって内部の情報を手に入れているんだ？

『こっちも伊だ達てにアポクリファ研究してないわ。外からどうやってその形を維持しているのか、ある程度までは分析することができる。もっとも、それだけ巨大だと確かく実じつなことは言えない。なにか異常があればすぐに報告しなさい』

「ういーす」

　やる気のない返事が気に障ったのか、前席の紀沙羅がじとりと睨にらみつけてきやがった。勿もち論ろん適当なつもりなんてないのだが、真ま面じ目めにやれと怒られてしまった気がした。

　ちょっとくらい茶化ちやかさねえと、緊きん張ちよう感かんで死にそうだろ、俺もお前もよ。

　暗いイナシャウガの中を進んでいく。いや、そこまで暗いわけではなく、光源の不明な光はあるのだが、どこを見ても黒い壁かべばかりなので、正直かなり気が滅め入いる。アポクリファがどのような使い方を想定された物質なのか知らないが、建材にだけはしたくないなと思った。

　それに。

　気のせいだろうか、ちょっと、重い。

「桐きり也や。すまん、ちょっといいか」

『なんだ。集中したいんだが』

　壁沿いに狙そ撃げき銃じゆうを構えながら移動する《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の動きは、まるでＦＰＳゲームを連想させる。まあ見通しの悪い中、銃を構えて移動するならそうだろう。ましてや本当に戦争なんだし。

　ぶん殴って全部解決させるつもりの俺より、この場ではよほど頼りになるかもしれなかった。

「なんか、重くねえ？」

『なんの話だ。女性の前でそういうことは言うな』

『お、重くないですよォ！』

　そっちこそなんの話だ。二人ふたりして天然ボケしてんな。

「そういうことじゃねえって。機き体たいだよ機体。なんか動きが鈍にぶいってか」

「東とう城じようさんの言う通り、確たしかに少し、反応が悪い気がするのです。《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》では感じられませんか？」

『ん、わ、わからないですゥ』

　ふーむ。違和感を覚えているのは俺おれだけか？　いや、紀き沙さ羅らもか。

　動きが重い。

　普段ふだんから動きの軽快な《薄うす花はな桜ざくら》だから感じられるだけで、重武装の《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》にとってはなんの問題もないのか。あるいは単に、《薄うす花はな桜ざくら》だけ反応が鈍っているのか。そんなことあるのか？

　カイは、以前戦った時に、イレイザーに妙な小細工を仕組んでくれた。そのせいで敗北の一歩手前までいってしまったわけだが、今度もそういう仕込みを？　既に一回、陰かげ日ひを裏切らせるという周到な打だ撃げきは用意していたわけだしな。

『……重いのね？』

「博士？　いや、気のせいかも」

『気のせいではないでしょう。すぐに桐きり也やたちにも感じられるようになるから、今のうちにその重さに慣なれておきなさい。それと──』

　この重さ。どうやら博士は心当たりがあるようだった。だが、ちょっと嫌いやな予感がそんな思いすらあっさり上回る。

『貴方あなたたち、今、どこを進んでいるの？』

「東城さんッ！」

　まず声をあげたのは紀沙羅だった。

　俺のような殺気や感覚に頼るのではない。紀沙羅は確かな確かく信しんをもって、警けい告こくを発したのだ。しかしその声と同時に、《薄うす花はな桜ざくら》は既に走りだしていたから、俺だけへの警告ではない。僚機《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》にも警告を発したのだ。

　前に駆ける《薄うす花はな桜ざくら》は、回かい避ひの運動。攻撃は既にそこにいない《薄うす花はな桜ざくら》を狙ねらい、頭上から降ってきた。

　黒い、釣つり鐘がねだと思った。

「くっ！」

　全すべてが暗いこの状況で視認は難むずかしいが、確かに釣鐘のような物が落ちてきた。

　なめらかな光こう沢たくはアポクリファで形成されていることを示している。威力はわからねえが、床にひびが入ったところを見るとそれなりの重量だろう。人間サイズならどうってことないだろうが、イレイザーにとっては十分な脅威だ。

　その釣つり鐘がねが、ゆっくりと持ち上がる。

「おい桐きり也や、無事か！」

『問題ない。が、なんだこれはっ』

《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》は地に転がった状態で釣鐘からかろうじて逃れていた。頭上からの圧殺を狙ねらう釣鐘は、そのままゆっくりと浮上した。《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が銃を構えるが、薄うす暗ぐらいせいでよく見えない。

『気をつけて。今の場所がどこかわからないわ。多た分ぶん、敵が戦うのに都合よく用意した場所なのでしょう。即席で作ったのかしら？　面めん倒どうね。面倒だわ。面倒すぎて死にたい』

「今テンション下げないでくれよ博士！」

　士気って言葉知らねーのか。そんな気き遣づかいできたら日に本ほん刀とうなんざ用意しねえか。

　状況が読めない以上、警けい戒かいするしかない。すぐさま紀き沙さ羅らは《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》へと駆け寄った。背中を合わせ死角をなくす。俺おれと桐也が喧けん嘩かした時もそうするだろうが、今はそれぞれ機き体たいの操そう縦じゆう系けいを握っているのは紀沙羅と陰かげ日ひだろう。

　押おし潰つぶすために降ってきた釣鐘は、ゆっくりと上昇する。釣鐘の一部、その装甲に小さな穴が開いており、その内部にマニピュレータらしき物が見えた気がした。

　なんだ？

　マニピュレータがあるってことは、あの釣鐘は、なにかの腕、なのか？

『ようこそ、我らが海上の城へ。客人がた』

　声が響ひびく。同時に、まるで照明に照らされたかのように、場が明るくなった。

　気味の悪いぐらい無機質な空間だった。巨大な長方形の空間のようだが、天てん井じようはここからでは見えないほど高い。抜けた頭上の果てには光源があるようだ。こっちはクルーザー備え付けのライトとかかね。

「はっ。カイじゃねーのかよ。三下じゃ相手にならないぜ」

『それはこちらのセリフですよ。貴方あなたごとき城主が出るまでもないということです』

　幹部だろうが気に入らねえ。子供にヘコヘコしているが、そこに妙な裏を感じてしまうからなおさらだろうか。

　通信に割り込んできたタカオカの声は、以前に会った時よりも更に、俺の癇かんに障さわるものだった。

『ゆえに、この《グラン・ギニョル》で、もてなすことにしましたよ』

　天からの光源を背に、黒い影かげがある。

　イレイザーだ。が、はっきり言って小さい。大きさだけなら《薄うす花はな桜ざくら》の半分くらいかもしれない。黒い外装はカイの使う《讐しゆう劇げき機き関かん》にも通じるデザインだが、ところどころダークレッドのラインが走っている。両腕には腕と呼べるような物はなく、先端が尖とがった武器らしき物が生はえているだけだった。

　むしろ、このイレイザーの腕は。

　本体と別に独立して宙に浮き、周囲に佇たたずむ巨大な釣つり鐘がねのほうなのかもしれない。先ほど俺おれたちを攻こう撃げきしてきた二つに加え、もう二つがどこからか出現する。都合四つ。

　小柄な本体に比して、こちらのアームのほうは《薄うす花はな桜ざくら》よりもでかい。それが四つも。大して広くもないこの部へ屋やで、あんなのが上から降ってきたら嫌いやだな。

『いつの間にかこの場所に誘ゆう導どうしていたってこと？　ご苦労なことね。それで？　せっかくのアポクリファを使ってやりたかったのは、そんな小さなお人形を作ることなのかしら？』

『これはこれはレイラ博士。人形遊びとは心外。基き礎そ的てきな部分はそちらのＡ２イレイザーも同じ物を用いているはず。ご自身の功こう績せきを卑ひ下げなさらないでください』

『得体えたいのしれない物質を、精神感応なんていう不安定な技術で成型させる。これがお人形遊びではなくてなんだと言うの？　私の科学とは相容れないわ』

　とても眩まぶしいが、視界は確かく保ほできる。問題は、あのちっこいイレイザーが使うアームのほうだ。押おし潰つぶされたらちょっとヤバいか？　いきなり粉々にされるなんてことはないだろうが、本体を囲う四本の釣鐘がどの程度の重量なのか、見ただけでは推し量れない。

　おまけに。

　さっきから挙動が重い。なんだこれは。先ほどから感じている違和感は、ますます強くなっている。さっきは紀き沙さ羅らの操そう縦じゆうで回かい避ひできたからいいが、四本のアームが連続的に降ってきたら捌さばききれないぞ。

「……やーな予感がするな、紀沙羅」

「同感なのです。あのイレイザーよりも厄やつ介かいなのは、この場所かと」

『おや、気付きましたか。《グラン・ギニョル》の周りの力場は少し強化してありましてね。勿もち論ろんアームを制御するためのものですが、貴方あなたがたには少し重く感じられるかもしれません。まあ耐えてもらうしかないですがね』

　聞いてもいないのにぺらぺらと。お前、少し黙だまれ。

　挙動が重いのはそういうことかよ。力場制御のあおりを食らってんのか。せっかくの機き動どう力りよくが殺されている。おまけに《薄うす花はな桜ざくら》では空中戦もできないわけで、頭上に浮かぶ《グラン・ギニョル》相手にはどうしたもんかな。

『では、そろそろ始めましょうか。我が城主の理想のために』

「理想のためにとか言う人間にろくなのはいないのです」

　ぼそりと呟つぶやく紀沙羅の意見に俺も賛さん成せいだった。今はとにかく、この場を切り抜けないと。

　釣鐘が、降る。

　わずかな時間差を生みながら落下してくる釣鐘型アーム。当たらないに越したことはない。紀沙羅がブースターを吹かし、その場から離り脱だつしようとする。

「東とう城じようさん、牽けん制せいでいいのです、射しや撃げきを！」

「あいよ！」

　降ってきた釣つり鐘がねをかわしながら、身を捻ひねって上空のイレイザーへと銃を撃うつ。ライフルは紀き沙さ羅らのほうが得意だが、今は回かい避ひに専念するべきって判断だろう。

　だが。

　逆光な上、《グラン・ギニョル》の体たい軀くが小さすぎるせいで、弾丸が当たらない。ふよふよ浮いているだけじゃなく、素早すばやい挙動を見せているので狙ねらいが定まらない。

　鷹たかのような猛もう禽きんに似るのが《ユーディット》ならば、蜻かげ蛉ろうみたいな動きをするのが《グラン・ギニョル》だと思った。

「くそ！　博士、どうにかならねえか！」

『アポクリファの力場を計算に入れつつ、全力で逃げて頂ちよう戴だい。電源さえ潰つぶせばそんな面めん倒どうな相手と戦わなくてもいいわ。奥に通路があるから』

　撤てつ退たいかよ。合理的なんだろうが俺おれの性しようにはあわねえ。

　アームは断続的に落ちてくる。地に叩たたきつけられたアームはゆっくりと浮き上がり、また自重でこちらを押し潰すために高さを得ようとする。

　浮き上がり、落ちる。単純な運動だが、この限られた空間の中、三次元で動けない俺たちはやはり不利だ。そりゃそうだ。地の利を自分で作ったのがタカオカの側なのだから。

　だからここは逃げろ、ってのが博士の指示。

《薄うす花はな桜ざくら》は全力で駆け抜ける。ブースターはその機き能のうを限界まで発揮するが、力場の影えい響きようか機体が重い。まるでぬかるみに足を取られているような感覚だ。最大の売りである機動力が奪われては、いつまでも逃げていられない。

「ッ!?　おい紀沙羅、横だ！」

「えっ」

　単純な上下運動だけだと思っていた。

　が、どうやらそれは違ったらしい。見れば右側から迫るのは、その底面をこちらに向けた釣鐘型アーム。まるでミサイルのように突っ込んでくるが、火薬による攻撃ではなく、重量を駆使した打撃でしかない。

　ぶち当たっていきなり壊こわされることはないだろうが、そのまま壁かべにまで叩きつけられたら戦せん闘とうを継続できるかどうか。

「紀沙羅、かわせ！」

「や、やっているのです！」

　当然ながら紀沙羅も機体の方向を変更させようとするが、アームもそれに追随する。追尾能力があるとか厄やつ介かいだな。

　俺も《薄うす花はな桜ざくら》の腕を後方に伸ばしライフルを撃つが、アームの底面にわずかな弾だん痕こんを残すだけだった。くそ、ライフルじゃ止められないのか。

　ならば腕同士、パイルバンカーでの激げき突とつをやるか。確たしかにそのほうが俺おれ好ごのみではあるが。

　リスクが高いな。バンカーでぶっ壊こわせる保証もない。そしてダメだった場合のリカバリが効かない。こんなところで一か八かの勝負は無理だ。

　賭かけてみてやっぱりダメでしたとほざくには、紀き沙さ羅らというリスクはデカすぎる。

『手こずっているな』

　八はつ方ぽう塞ふさがりで、どの手段を選べばいいか、わからなくなった瞬しゆん間かんだった。

　濃のう緑りよくの重武装が、脚部のクローラーを駆使して割り込んできた。なにをする気かと思えば、その重武装でそのまま。

　アームを受け止めた。

「桐きり也や!?　おい！」

『問題ない。装甲、足回り共に強化した《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》をなめるな』

　確かに真っ向勝負だ。クローラーががりがりとアポクリファの床面を削り、そのまま押し出そうとするアームと拮きつ抗こうする。射しや撃げきの機き体たいだろ。背中の狙そ撃げき銃じゆう使えよ。

「そうか……クローラー」

「は？」

「《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》のクローラーなら、重武装にも強いのです。力場の影えい響きようを霧きり島しまさんたちが感じていなかったのは、元々重量への対策が万全な機体だから……」

　なるほど。確かに戦車なんかも、履り帯たいによってその重量を支えているわけだしな。そこにレイラ博士の技術である。おそらくちょっと想像できないような術で、あの重武装の機体を支えているのだろう。

　マークスリーは伊だ達てじゃないってことか。

『ここは俺たちに任せて先に行け、刀とう雅が』

「あ、ああ!?」

『あの気持ち悪いイレイザー、こっちが引き受けますゥ。《薄うす花はな桜ざくら》は作戦を！』

「本気で言ってんのかよ！」

　そんなセリフ、まさかリアルに聞くことになるとは思わなかった。

　俺の逡しゆん巡じゆんなど構わずに、《薄うす花はな桜ざくら》がブースターを噴ふかす。アームの一本を《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が食い止めているだけで、紀沙羅による機動は随分楽になるらしい。上から迫る釣つり鐘がねアームをかわしていく。少しきわどいが、まだ食らっていない。

「いいのかよ、桐也！」

『タカオカとの決着はこちらでつける。お前はお前でやるべきことがあるだろう』

　心配するよりも先に、紀沙羅はもうこの場を切り抜けるつもりらしかった。レイラ博士からの指示もない。それが逆に、桐也の判断が正しいという意味にも思えたが。

　まあ、桐きり也やにしてみれば、何度も戦った苦い相手か。

　俺おれや紀き沙さ羅らが首突っ込むのも、ちょっと筋違いかもしれないな。

「しゃあねえな！　こっちはこっちで美う味まいところもらっといてやる！」

「さっきからなにもしてないのに偉そうなのです東とう城じようさん！」

　だって俺じゃあ釣つり鐘がねアームはかわせねえしよ。紀沙羅に任せるしかねえだろ。

　どうせ、この後俺の出番が来る。もう予感というか、予知めいた直感。ここにはタカオカしかいない。ではカイは？　あの《月げつ牙が》の群れに指し揮き官かん機きもなかったことからすると、どうせこの先で待っているのだろう。ラスボスらしく。

　その時こそ、俺と、《薄うす花はな桜ざくら》のパイルバンカーの出番だ。

『逃がすと思っているのですか』

『そちらこそ、みすみす追つい撃げきさせると思っているのか』

　クローラーの性能限界まで、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》はアームを押さえる。

　だが、その両足に搭載されたミサイルハッチが開く。肩にある砲身も狙ねらいを定め、それぞれ種類は違う重火器が、ほぼゼロ距きよ離りで釣鐘型アームに向けられる。

『《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》！　一斉射撃フルバーストですゥ！』

　鮮せん烈れつな輝かがやき。

　レールガンの光だ。その他ほかにガトリングガンやミサイルの発射音も聞こえるが、ミサイルはこんな近距離で撃うつもんじゃねーだろ。近距離爆ばく撃げきで《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》がどうなったのかよくわからねえ。

「東城さん、よそ見しないでほしいのです！　前！」

「ああ!?」

　目の前には、壁かべがあった。

　アポクリファの壁だ。しかしモニタに映る地図を見る限り、そこには本来通路があるはず。つまりこれは、タカオカが即席で作った即席のバリケードってことかよ。こんな物で。

「俺たちを止められると思ったら、大間違いだ！」

「やっちまってほしいのです！」

　突撃を仕掛ける。ブースターの勢いのまま、左腕のパイルバンカーを引き絞る。ブレーキなんざかける訳がない。

　壁に衝しよう突とつの瞬しゆん間かん、左腕を前に突き出して、杭くいの先端からそのまま、アポクリファの壁をぶち破る。

　砕ける。

「任せろと言ったなら中途半端はよせよ！　きっちりぶち倒せ！」

『……わかっている』

《グラン・ギニョル》の空間から逃げる瞬間、この場を任せた親友にそう叫んだ。濃のう緑りよくの機体と、あの釣つり鐘がねアームがどうなったかはよくわからない。ミサイルを撃うったのは火薬による爆ばく発はつで俺おれたちが逃げやすくするためだろう。

「お母かあさん、脱出成功しました」

『モニタできてるわ。《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》のナビはシーファに任せる。だから安心ね。安心よ。安心なさい』

　そうまで念を押されると逆に不安になってくるから止やめてほしいんだがよ。

　桐きり也やのことに不安はないが、心配はある。あの狭い空間で、遠えん距きよ離り特化の狙そ撃げき銃じゆうを持つ桐也がどう戦うのか。《グラン・ギニョル》の持つポテンシャルがどれほどなのか。考えだしたらキリがない。

　陰かげ日ひもいるから、大丈夫だと思いたいんだけどな。




　また照明が消え、薄うす暗ぐらくなった通路に出る。侵入がバレている以上、時間はかけられないのだが、紀き沙さ羅らは戦せん闘とう域いきから抜け出したことで《薄うす花はな桜ざくら》の速度を緩ゆるめた。連携を取る必要がない以上、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》との通信は解除されている。

「急がなくていいのか？」

「補給もできませんし、ならば電力を回復させつつ進みたいと思うのです。どうせ、すぐにこちらも戦うことになるでしょうし」

　Ａ２イレイザーの動力源は、電力である。機き体たいの各所にあるアポクリファで電気を増幅させ稼か働どうする。さっきのような突発的な挙動で消費した電力は、また充電されるまで待たねばならない。自力で発電から充電までできるアポクリファってのはやっぱ意味わからん物質だが、まあ急いでいると息切れしちまうからゆっくり行こうかってとこかね。

「……心配ですか？」

「んなこたねえよ。俺が心配なのは桐也よりもお前だ。いつもな」

「大変麗うるわしい友情と思うのですが、不ふ機き嫌げんそうなのです」

「だからそんなことねえって」

　アイツはきっと切り抜ける。俺なんかより遥かにスマートに。

　俺は俺のことで手一杯で、そこに紀沙羅の護ご衛えいなんて役割も乗っかってるから、桐也の心配なんかしてる余裕はない、はずだ。自分のことも満足にできねえくせに、誰だれかの心配で頭のメモリを使っちゃダメだろ。

「ちなみに私は心配なのです」

「……おい」

「桐也さんは確かに、器用にこなすかもしれないのですが、陰日が心配なのです。また裏切るかもしれません。どういう手段を使っているかわからないですが、電話越しに操あやつれるのなら、コクピットに声さえ届かせれば好き放題できるのでは」

　地図を頼りに、黒ばかりの通路を進んでいく。やはり《月げつ牙が》の姿はない。

「せっかく自由にできるメンバーが潜もぐり込んでいるのです。好き勝手に利用しない手はない。一度やったことなのですし」

「それならほら、あれでいいじゃねえか」

　はい？　と、紀き沙さ羅らがこちらを振り向く。解決策があるのか、と聞きたそうな視し線せんだったので、俺おれは答えた。

「愛の力とかで、なんとかなるんじゃね？」

「期待した私がバカだったのです」

　今まで見たことないようなジト目を俺によこして、紀沙羅はさっさと前を向いた。なんだよ、ダメかよ、愛の力。陰かげ日ひが桐きり也やにあれだけ好意を寄せているんだから、それでなんとかなりそうなもんだろ。

　いや、ダメか。桐也のほうはどうもそういうことに疎うといしな。

「……まったく。意味のわからないことを」

　前席でぶつぶつ言う紀沙羅だった。そこまで言われるようなことじゃないと思うんだが。

　今いま頃ごろ、桐也たちは戦っているのだろうか。こっちも、アサルトライフルを構えながら進んでいく。

「では、こちらも、愛の力とやらでなんとかしてくださると？」

「なに言ってんだ。こっちは男のロマンパイルバンカーで乗りきるに決まってるだろ」

「お願ねがいですから、もう少し現実的かつ合理的な案を」

　くふふふふ、という笑い声が聞こえてきた。なにかと思えば通信で聞こえるレイラ博士の声だった。笑いを嚙かみ殺しながら、彼女は笑う。

『いいじゃない。合理的な案は私が出してあげるから。今はその男の理屈になっていないような感覚を頼るのも良いと思うわ、紀沙羅ちゃん』

「そんなものなのですかね……」

　どうも博士の声からは初対面の時に感じた殺気が消え、今では好感触へと転換しているような気がする。

『では、その直感に聞こうかしら。敵はどこで仕掛けてくる？』

「いや、もう、来るだろ」

　モニタに映された地図と、進んでいく通路のルートが微妙に違う。今はまだ小さなズレだが、このズレがだんだんと大きくなる仕掛けだろうか。

　ならばもう近い。紀沙羅もわかっているのか、先ほどから黙だまったままだ。俺が気付くくらいだから紀沙羅も気付いたのだろう。

　さて。どっから来るか。

　先ほどの釣つり鐘がねのように不意打ちで来るのかと思ったが、そんなことはなかった。通路の奥で、ただ佇たたずんでいる姿がある。やはり黒いアポクリファ装甲を身にまとう。シルエットが若干違うが、あの甲かつ冑ちゆうみたいなイレイザーは。

「《讐しゆう劇げき機き関かん》……？」

『正解だ。やあキサラ！　会いたかったよ！　君たちならタカオカのイレイザーを出し抜いて、ここまで来てくれると信じてた！』

　コクピット内に響ひびくカイの声。全く、粘着質もここまで来ると呆あきれるぜ。

　なにが信じていた、だ。俺おれたちがあの釣つり鐘がねアームに潰つぶされても、それはそれで手を叩たたいて喜んでいただろうによ。全く、反へ吐どが出る。

「おいおい、カイよぉ。一度負けた機き体たいでまた俺たちとやるつもりかよ？」

『うるさい番犬は黙だまっていろ。頭の足りない獣けものは、この機体が前と同じに見えるのかい？　《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》だ。区別がつかないんじゃせっかくの新装備が台無しじゃないか』

　どいつもこいつもバージョンアップしやがって。まるで《薄うす花はな桜ざくら》が旧式みたいじゃねえか。

　佇む《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》は、基本的な形は以前の物と変わらない。しかし甲冑が幾分かスマートになっていることや、頭部にあるスリットから漏れる光が青になっていることが、ぱっと見てわかる差異だった。それだけなら、本当にただのバージョン違いなのだろう。

　そしてなにより違うのは、その武器。

　以前はデカいチェーンソーブレードと盾をひっ提げ、いかにも騎き士しという風だった。しかし弐に式しきは手になにも持っていない。代わりに、鞘さやに収まった細身の剣が両肩についている。そこそこ長く、わずかに湾曲した鞘は日に本ほん刀とうのそれによく似ていた。腰につけるなら侍さむらいっぽくもあるだろうが、なんで両肩につけてんだ？

　甲冑の騎士が、日本刀に似たブレードを両肩に装備した様よう子すは、普通なら滑こつ稽けいに見えるかもしれないが、全体がアポクリファの滑なめらかな黒色であるために、どこか不ふ思し議ぎな統一感でもって完成されていた。

　向こうもそれなりの覚悟を見せる、決けつ戦せん機きといったところか。

『君たちの狙ねらい通り、僕らの乗っている筐きよう体たいはこの奥だ。どれだけ海に落としても増殖し続ける《月げつ牙が》より、その操そう縦じゆうデバイスを壊こわそうというつもりなんだろう？　けど僕らも、それを易やす々やすと許すほど馬ば鹿かじゃあ、ないよ？』

《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》が、腰を落として構えた。

　両腕を肩に伸ばし、頭部の左右から伸びる柄つかをマニピュレータで握る。そのまま抜き放つかと思ったが、動きはない。

「どういう機体だ……？」

『以前のようにいくと思うな、キサラ、トーガ。一度やってみたかったんだよね！　でっかいダンジョンの奥にいるラスボスってやつをさぁ！』

　叫ぶカイがうるせえ。こっちはその弐に式しきとやらに気を取られてんだ。静かにしやがれ。

　足を開き、腰を落とした弐に式しきの姿勢。なんかの武術にも見える。鞘さやにいれたブレードがあるなら、剣術か。まだ間合いが遠いから抜かないのか。

　違うな。

　弐に式しきの腕は、以前見た《讐しゆう劇げき機き関かん》よりも短い。なんで腕を短くする必要がある？　リーチで考えりゃ不利だ。それともその発想は、腕そのものを武器に使う俺おれだからそう思うのか。全く別の理由で、弐に式しきの腕が短くなっているとしたら。

「ラスボスになりたかったのですか？　必ず倒されてしまうのに？」

　紀き沙さ羅らが話を続けた。よし、引き伸ばしてくれ。こっちも情報収集の時間が欲しい。

『それはゲームの話だろう？　この世界はゲームじゃないんだからさ、どこを見ても倒せるかわからないような理不尽なラスボスばかり。レベル上げもスキル習得もままならない。だったらいっそラスボスになったほうが好き放題できるんじゃない？』

「いいえ、これはゲームなのです」

　弐に式しきの足が動いた。摺すり足あしだ。こちらとの距きよ離りを測っているのか。

　ブレードと盾を持って大ぶりな攻こう撃げきを繰くり返した前バージョンとは違う。冷静に距離と戦況を見つめる。ならばあの鞘の中の剣は、タイミングを見極めた上で放つに相応ふさわしい、必殺の武器ということなのだろう。

「これはゲームでなくてはならないのですよ、カイ」

『なら僕が！　お前たちに現実を教えてあげるよお！　負けたらその場で終わり、コンティニュー無しのリアルってやつをさぁ！』

　理屈ではない直感が、俺に警けい戒かいさせる。

《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》の新たな戦法は、決して以前のような力任せではない。おそらく紀沙羅にとっても経けい験けんのない技で、あるいは紀沙羅なら何度か見れば攻略法を見み出いだすことができるのかもしれないが、俺は嫌いやな予感がした。

　これは、何度も見れるような技か？

　初しよ見けん殺ごろしの一撃必殺。ゲームならコンティニューで再挑戦すればいいが、リアルではそんなことはできない。なるほどカイの言う通り、リアルはいつだって厳きびしいな。

　もっとも、絶対無敵の必殺技も、ゲームの中にしかないんだがな。

『ここで終わりだ！　僕の築き上げる城の礎いしずえになれ！』

「一度負けたら、次も負けるのが当然と思うのです」
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　絶対に勝たなくてはならない。ここでの勝敗が、全すべての決着をつける。紀沙羅の因いん縁ねんも、レイラ博士の理想も。そしてあるいは、俺の護ご衛えいとしての役目も。

　紀沙羅が《薄うす花はな桜ざくら》を操あやつり、《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》に突撃する。

　俺は神経を集中させて、不ふ可か思し議ぎな構えを崩さない弐に式しきが動き出すその瞬しゆん間かんを逃すまいと目を凝こらした。

　終わらせてやる。

　初手を切り抜け、その機き体たいに拳こぶしを叩たたきこむ。

　ガキみてえに泣く準備はできてるか、カイ。




《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》による一斉射しや撃げき。

　肩のガトリングとレールガン、そして脚部ミサイルポッドによる攻撃。重武装イレイザーが持てる火力のほとんどを叩きこんだ。使っていない武器は狙そ撃げき銃じゆうくらいのもの。ゼロ距きよ離り爆ばく撃げきを叩きこんだ。

　底部の平たい、釣つり鐘がねのような形の兵装は、爆破の衝しよう撃げきで見えなくなる。ミサイル内の火薬は大した量ではないが、釣鐘アームの中の回路をずたずたにして、内部からの爆発を引き起こしたはずだ。《月げつ牙が》が爆発しやすいのと同様の理屈である。

「……やったか」

「き、キリヤァ。それ、死亡フラグですよォ……アズナが言ッてましたァ」

「どうでもいい知ち識しきを仕入れるんじゃない」

　後部席の陰かげ日ひは余裕がなさそうだが、こちらも集中したかった。まさかタカオカと、こんな形で再戦することになるとは──。

　いや、噓うそだ。

　本当は、予感はしていた。空手、武術の実力ではタカオカに及ばない。バージョンアップを果たした機き体たいと、陰かげ日ひという相棒。この二人ふたりがいて、そしてイレイザーに乗って、それでようやくタカオカと対たい峙じできる。

　実力不足にも程がある。

《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》を後退させ、爆ばく発はつによる煙の中、距きよ離りを取る。《グラン・ギニョル》は、そのアームは遠隔操そう作さに拠よるが、結局は打だ撃げきと、重量による押おし潰つぶしがメインだ。まずはアームから距離を取る。アームと壁かべに挟まれる危険があるので、壁側からも離はなれた。

『ふむ、なるほど。武装はさすがに充実しているようですね』

「余力を残していられるか、お前相手に」

　狙そ撃げき銃じゆうを構える。爆発の煙がだんだんと薄うすれた先に、宙に浮く奇妙なイレイザーの姿がある。

《グラン・ギニョル》と言ったか。アポクリファに覆おおわれたその姿は、四肢に力が入っておらず、やたらと細い。マリオネットかなにかを連想させる造形。しかし両腕は先端が細く尖とがっていて、そこだけが円えん錐すい形けいのランスを思わせた。

　先ほど火力でぼろぼろになったアームは、《グラン・ギニョル》のすぐ傍そばに浮いている。再生中なのだろうか。また再利用するつもりだろうが、残りの三本のアームは健在だ。

　狙ねらいを定め、トリガーを引く。

『では、後々厳きびしいかと思いますよ？』

　しかし、ビーム光は《グラン・ギニョル》をわずかにかすめただけだった。的が小さい上に、空中ですっと横移動をしただけで狙撃の光をかわす。

　こちらの狙撃銃とトリガーのタイミングから、かわすタイミングを見極めているらしい。

　一流のスナイパーならばともかく、俺おれごときの射撃の腕なら、タカオカにはかわされてしまうということか。

「き、キリヤは狙撃を！　こ、こッちはアームをかわしますからァ！」

　後ろからの声がありがたい。機動は彼女に任せ、俺は狙撃銃のスコープを覗のぞく。元より鈍どん重じゆうな《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》による的てき確かくな回かい避ひなど、俺には無理だ。

　陰日に任せられる部分は、任せたい。

　そこで意地を張るくらいなら、俺は。

「了解だ。絶対に撃うち落とす！」

『さて、できるでしょうか』

　チャージを充じゆう塡てんさせると共に、再び射撃。陰日はクローラーを柔軟に活用して右後方からのアームを回避。互いに動いている状態では、狙撃は難むずかしかった。そもそもこれは狙撃と呼べるのだろうか。

『聞こえます。か？』

「し、シーファッ!?　今、ちョッと、立て込んでますゥ！」

『艦かん内ないのマップを。出します。その部へ屋や。狭い上に動きにくいので。移動してください』

「は、はい、了解ッ！」

　どこかぎこちない二人ふたりの会話だったが、意思疎通はできているようなので問題はないと判断した。

　こちらは、空を舞まうタカオカの機き体たいにだけ、集中すればいい。

『武ぶ闘とう家かが銃を持ちますか、キリヤ』

「明めい鏡きよう止し水すいを目指すことに変わりはない。腕を四本、浮かばせて殴る貴様が言うな」

『申し訳ありません。邪道が好きなもので』

「なら、こちらはイレイザーの正道でいく」

　タカオカが高い声で笑った。くきゃきゃきゃきゃ、とでも表現すればいいのか。得体えたいのしれない鳥のような笑い声だと思った。

『正道ォ!?　レイラ博士の不完全なイレイザーを使っているそちらが、正道を語るのか！　ふざけないでくださいよぉキリヤ！　アポクリファを正しく使っているのは我々ですよ！』

「戯ざれ言ごとはいい。喋しやべるのは嫌いだ」

　返事の代わりに狙そ撃げきの光を叩たたきこむ。今度は再生中の釣つり鐘がねを盾にすることでかわされた。なるほど、そういう使い方もあるか。だが、わざわざ盾を使うということはやはり、本体に当てればそれなりのダメージがあるということだな。

《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》は、後方へと移動しながらアームの連撃を潜くぐり抜ける。装甲車に例えるなら運転が陰かげ日ひ、銃を構えて撃うつのが俺おれといったところか。カーチェイスでもやっているかのようだが。

　追ってくるのが、三本の釣鐘。狙ねらうは上空のちょこまか動く鳥となれば、有効打を与えるのも楽じゃない。

　当たらない。

　当てられない。防御と機動を行う陰日は、完かん璧ぺきなまでの動きだというのに。

　充じゆう塡てんと狙撃を繰くり返す俺は、動く《グラン・ギニョル》を捉とらえきれない。

「陰日、どこへ向かっている!?」

「か、甲かん板ぱんですゥ！　動きの制限された部屋よりも、戦いやすいですからァ！」

『ほう、意外と仕事をしているのですね、エフェメラ』

　タカオカに呼ばれ、陰日がびくりと怯おびえる気配けはいがした。搭乗していない時はそんな素振りなど見せなかったが、今の陰日は不必要なまでに臆おく病びようだ。

　今まで上空にいるだけの《グラン・ギニョル》本体が、突如その動きを変えた。

　下方に向けての急降下。水中の魚を狙うような直滑降。こちらは甲板を目指しているそうだが、地図と現在地の管理は陰日がしている。今どこにいるかはわからない。

　それはいい。

　俺おれはただ、狙ねらい撃うつ。

「当たれッ！」

　祈るようにトリガーを引いた。

《グラン・ギニョル》の移動先を見据えた上での狙そ撃げきだったが、それもまたかわされた。直滑降と思ったが、こちらが撃とうとした瞬しゆん間かん、まるで稲いな妻ずまのようにジグザグの下降をしてきた。

　アポクリファの力場を使ったのか。重力という言葉を忘れたかのような、ふざけた下降。

　連射ができない俺に次の手はなく、気付けば目の前に《グラン・ギニョル》がいた。

『では、正道の武道のごとく、両手を使いましょうか、キリヤ』

　その右腕、槍やりのような腕が突き出される。

　ただそれだけならば、重厚な《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の硬い装甲は貫けない。陰かげ日ひが咄とつ嗟さに両腕を交差させ、人形のようなイレイザーの腕を受け止めた。重装甲は、尖とがった腕を弾はじく。

　だが、それこそがフェイントだった。

　次の技。《グラン・ギニョル》は、まるで繰くり手が消えたかのように、だらりとその場に沈みこんだ。まさに繰くり手てが消えていたのならば良かったのだが、操っているのは邪道の武術家、タカオカである。

　沈み込んだ《グラン・ギニョル》の腕は、側面から回り込む蛇のように《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の足を狙った。

「っ!?」

「くゥッ！」

　機き体たいが揺らぐ。片足を持っていかれた。

　正せい確かくに言うならば、足に取り付けられた転てん輪りんを狙われたのだ。クロウラの履り帯たいベルトは外れやすく、あっさりとその脆もろさを露ろ呈ていする。タカオカが《グラン・ギニョル》の腕を器用に用い、転輪を弾はじき飛ばした。勿もち論ろん履帯ベルトも破は壊かいされる。

《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が、がぐんと揺れ、その場に停止する。

「この……ッ！」

　足元の人形を狙おうと、狙撃銃を下方に向ける。しかし、背を低く沈め虫かなにかのように移動する《グラン・ギニョル》は、狙撃の光をあっさりとかわす。

「陰日！　大丈夫か！」

「ちョ、ちョッと機動力落ちますけど、頑張ッて走れば甲かん板ぱんまで……」

『甲板ですか。では』

　停止した《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の右側から、釣つり鐘がねアームが迫る。この状況では避けられない。致命的なダメージはない、はずだが。

『運んで差し上げます』

　衝しよう撃げき。画面が揺れる。陰日の悲鳴が操そう縦じゆう席せきに響ひびく。

　履り帯たいの外れたクロウラはその機き能のうを果たさない。先ほどのように、アームとの力比べなど望むべくもなく、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》はあっさりとその身体からだを壁かべに叩たたきつけられた。そこまではわかったのだが。

　そこからだ。

「くッ……!?」

　そのままアームと壁に挟まれ潰つぶされるかと思ったが、アームの挙動はそんな想像を凌りよう駕がした。

　下方からえぐりこまれる。

　腹を狙ねらうように、アームは下方から持ち上がる。装甲の厚い《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》は、機体に致命的なダメージを受けていない代わりに、その挙動から逃げ出すほどの機動力を持っていなかった。結果どうなるか。

　腹を支点に持ち上げられた《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》は、そのまま天てん井じようへと運ばれる。いや、叩きつけられる、と言うべきか。

　貫通した。

「ッ!?」

『その先、甲かん板ばんですので。近道ですよキリヤ』

　まるでエレベーターだ。

　だが天井を直接その身でぶち抜くエレベーターなどふざけた話で、耐久性に優すぐれた《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》でなければとっくにフレームから軋きしみをあげていたに違いない。通信から聞こえてくるのは、タカオカの甲高い笑い声だった。

　いくつか階層を抜けた気もする。

　しかし破砕されたアポクリファの破片で映像はろくに見えず、状況がわからなかった。

『これではクルーザーの修しゆう繕ぜんも大変そうですね』

　笑いながら言うタカオカが腹立たしい。貴様がやっていることだろう。アポクリファ装甲のみならず、天井まで壊こわし、機体は甲板まで運ばれた。

　また轟ごう音おんが響ひびき、空が開けた。

　南国の陽光が甲板に降り注ぐ。《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》は巨大な甲板上に投げ出される形となる。ようやく視界を得ることができたが、それよりも。

　貫通した穴から飛び出すように、《グラン・ギニョル》とそのアームも現れる。

『シーファです。二人ふたりとも。無事ですかっ』

「あ、うゥ、レールガンが、使えなくなッてますゥ。さッきので、ダメになッたみたい、でっ」

　武装の一つも使えなくなったらしい。陰かげ日ひが《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》を立たせるが、右肩のレールガンは使用不能。既に両足のミサイルランチャーも弾を撃うってしまった以上、使えるのは狙そ撃げき銃じゆうと、アポクリファ弾丸を発射するガトリングのみか。

　厳きびしい状態だ。

『さて、お望み通り外に出ましたが？　ここからどうするのですか』

　轟ごう音おんを立て、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の四方を囲うようにアームが落ちる。ただの脅しだとわかってはいたが、広い場所に出ても逃げ場はないと警けい告こくされているのだと思った。

　狙そ撃げき銃じゆうで対抗するか？

　上空がお好きらしいタカオカは、少し高い位置から《グラン・ギニョル》でこちらを見下ろしていた。

「さあな」

『まさか無策？　いいのですかエフェメラ。そのような男と共にいて』

「あ、あうゥ」

　なにか答えたがっているようだったが、今の口くち下べ手たな彼女では満足な受け答えはできないようだった。本性がこれだ。搭乗していない時のあのふてぶてしい態度の陰かげ日ひは、どれだけ無理をして取とり繕つくろったものなのだろうか。

『キリヤも物好きなものです。そんな臆おく病びよう者もの、なにかの役に立つのですか？　むしろあっさり手のひらを返してこちらに従うような女ですよ』

「精神操そう作さしたくせによく言う」

『まったく城主も人が悪い。教えてくだされば、私もエフェメラをもっと丁てい重ちように扱ったというのに』

　逆にそれで騙だまされた。

　タカオカが陰日を本気で狙ねらっていたからこそ、こちらも陰日が裏切るはずなどないと思い込んでしまった。

「ごめ、ごめんなさィ、キリヤ」

「謝あやまらなくていい。戦せん闘とうに集中しろ」

　まだ《グラン・ギニョル》は仕掛けてこない。余裕を見せつけるつもりか。

　それとも、なにか考えがあるのか。

「そ、そうじャ、なくて……」

「陰日？」

　様よう子すがおかしい。

　今さら気付いた。いつから妙だったのだろう。ずっと怯おびえているからわかりづらい。いや、そんなものは言い訳だ。ずっと狙撃銃のスコープばかり覗のぞいていたから、後部席の陰日に気を配れなかった、俺おれの落ち度。

「手、震ふるえて、しまッて……」

『おや、それは残念。では、逃げられませんね』

　振り返ると、青い顔をした陰日がそこにいた。肌に浮かぶ脂汗と、小刻みに震える腕。その状態でレバーを握れないと悟ったのか、ただただ蒼そう白はくな顔で自分の右手を見つめている。

「くっ」

　心配だったが、敵からいつまでも目はそらせない。

　前を向いた瞬しゆん間かん、眼がん前ぜんに迫る釣つり鐘がねアーム。腕を交差させることでどうにか弾はじくことには成功した。が、俺おれが機き体たい制御に回ってしまうと、攻こう撃げきの手段がない。装甲が固いとはいえ、クロウラやレールガンも破損したこの状態で、いつまで保もつか。

「タカオカ……なにをした」

『特別なことは、なにも』

　すう──と、まるで重力などないかのように、《グラン・ギニョル》の本体が甲かん板ぱんまで下りてくる。

『城主からはこう聞いていますよ。エフェメラは特定の言葉で人格を切り替える、と。その言葉は城主しか知らぬようですが、現状でエフェメラは城主に牙きばをむいている状態です。表に出てこない裏の人格が、エフェメラを責めているのではありませんか？　我らが城主に刃向かうなと』

「……そこまで精神操そう作さしたのか」

『なにもせずとも、いずれそちらの陣営にいては使い物にならなくなると、城主はお考えのようですね。まあ、私個人としては』

《グラン・ギニョル》が迫る。その独特の形状をした腕を突き刺してくる。超近きん距きよ離りの肉弾戦を挑む気か。

『邪じや魔まなキリヤも、裏切り者のエフェメラも、ここで潰つぶしたいのですがね』

　咄とつ嗟さに《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の腕を交差。そこへ突き刺さる人形イレイザーの腕。貫通されることはない。が。

『しゅっ！』

　手数が違う。

　一撃目は防げても、次はとてもガードが追いつかなかった。《グラン・ギニョル》の動きがとにかく早い。フレームの軋きしむ音が聞こえた。離脱するべきだと思ったが、クロウラを壊こわされている状態ではそれもできない。

　どうすれば。

「陰かげ日ひ！」

　後部席に声を上げた。せめて反撃がしたかった。

「怯おびえるな！　裏も表もないだろう！　お前はお前だ！　ありのままのお前でいいんだ！」

『ありのままのエフェメラ、ですか。記き憶おくを失った彼女にそんなものがあると思えませんが』

「もうエフェメラじゃないと──」

　遅い《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》で、しかし強引に一歩踏み込む。

「何度言えばわかる！」

　敵の腕を弾はじいての正せい拳けん。イレイザーによる格かく闘とう。刀とう雅がも一度やった戦い方だ。俺おれもできる。

　格闘戦ならば、俺一人ひとりでも。

「勝てると思いましたか」

　だが。

　確たしかに相手の胴に入った一いち撃げきに、《グラン・ギニョル》はなんの反応も見せなかった。

　弱いのだ。単なる打撃だけでは、アポクリファの装甲に対してなにもできない。その、一撃を放った硬直した瞬しゆん間かん、左右からの殺気。

　いつの間にか、釣つり鐘がねアームの底面が、左右から迫っていた。

「ぐっ！」

　咄とつ嗟さに両腕を広げ、釣鐘アームを受け止める。重装甲のためのルークフレームとはいえ、さすがに、これは──。

『いつまで保もちますか？』

　身動きがとれない。今でこそ力は拮きつ抗こうしているが、フレームの耐久力次第だ。向こうはアポクリファの力場でアームを押し付けてくる。潰つぶされれば戦闘の続行は絶望的。

「陰かげ日ひッ！」

　膠こう着ちやく状態の中、他ほかになにもできないまま、俺は後部席の陰日に声をかけた。

「頼む！　お前の力が必要だ！　俺一人では……！」

「キリヤァ……」

　泣きそうな陰日の声。それでも誤ご操そう作さを怯おびえて、陰日はレバーを握れない。震ふるえる指先と、汗だらけの彼女の表情は、この戦いの中で初めて見るような弱気。

　どの陰日も、陰日だ。

　そんなこと、俺はよくわかっていたのに、今の彼女に届く気がしなかった。

　届けられなかった。




「東とう城じようさん！」

　紀き沙さ羅らの警けい告こくは、少し遅い。

　それは、斬ざん撃げきだった。

　ただし、まっとうなものじゃあ、ねえわけだが。

「くっ」

「うおっ！」

　かわせたのは、俺の武道に関する勘と、紀沙羅のイレイザーに関する勘。その二つがあわさったために、攻撃位置を咄嗟に予測することができたからだ。

　予測通り、鞘さやから放たれた弐に式しきの斬撃。居合の技にも似る。しかしそれは、鞘走らせ、抜き放つ瞬間に斬きりつけるものではなかったのだ。

　鞘さやに、スリットが作られる。

　出口を見つけたブレードは、そのスリットから直接鞘を抜け出す。それだけならまだいい。抜き放つ手順が少々変わっただけだ。が。

『よくかわしたね、キサラ』

「てめぇ……なんだその速度は！」

《薄うす花はな桜ざくら》をかすめた刃やいばの速度が、尋常ではない。あまりの速さに脅え、必要以上に距きよ離りを取っていたくらいだ。少なくとも俺おれは、抜き放った刃のわずかな残像と、床面に触れ斬ざん撃げきを完了させたブレードしか見ていない。

　斬きる瞬しゆん間かんは、まったくわからなかった。縦たてに一文字、斬りつけられたことだけ、理解した。

　今は、あの刃の間合いの外。下へ手たに飛び込めば斬撃にさらされる。

『アポクリファ製のブレードね。ダメよ刀とう雅が。下手にパイルバンカーに頼れば反撃されるわ』

「博士。なんだよあれ」

『鞘の中にブレードの加速装置を仕込んでる。そうやってモーターで力を溜ためてから、鞘にスリットを作ることでその力を逃がすの。鞘の中にばね仕掛けの動力があるとでも思いなさい。びっくり箱のように、突然に刀を飛び出させているだけよ。柄つかを握る腕は、飛び出した刀の方向を制御しているだけ』

　なにがびっくり箱だ。そんな速度じゃなかったぞ。原理は同じなのだろうが、受ける印象は全く違う。

　鞘から飛び出す居合の刀。触れれば切れる抜刀。中ちゆう世せい騎き士しのようだった前回の《讐しゆう劇げき機き関かん》から一転。居合の技は武士のそれか。

　腕が妙に短いのも、肘ひじを軸として弧を描く斬ざん撃げきには、そちらのほうが都合がいいからだろう。

『なんだい、怖おじ気けづいたのかい。《讐しゆう劇げき機き関かん》が弐に式しきになったくらいで、そんなにビビることないんじゃない？』

　あの居合ブレードは、おそらくこちらのパイルバンカーへの対策なのだろう。間合いに踏み込んだ瞬間に必殺の一撃を放つ。もしフレームまで一気に斬断する威力なら洒落しやれにならねえ。肉どころか皮一枚も斬れないまま、こちらは骨を断たれる。

「紀き沙さ羅ら、頼む」

「了解なのです」

　だったらまあ、戦い方を変えれば良いだけの話で。

　紀沙羅の操そう作さで、《薄うす花はな桜ざくら》はアサルトライフルの銃口を弐に式しきへと向ける。間合いの内ならば恐ろしいほど厄やつ介かいな武器であるが、じゃあ間合いの外ならどうなんだよ。

　その居合、連射する弾丸をも斬れるのか。

《薄うす花はな桜ざくら》がトリガーを引いた。弾丸をばらまきながらも、そのまま円を描くように弐に式しきの側面へと移動する。居合の間合いに入らないまま、しかしこちらは銃弾でもって弐に式しきを狙ねらう。

　弐に式しきも、動いていた。

「ッ！」

　マニピュレータは肩へ。二本のブレードの柄つかに添えたまま、しかし腰は低く落として沈む。重装甲だが鈍どん重じゆうだった以前の《讐しゆう劇げき機き関かん》の動きじゃない。

　こちらの銃じゆう撃げきを読んだ動作。わずかに表面をかすっただけで、弐に式しきの表面装甲にわずかな火花が散った。

『随分とらしくないやり方じゃないか、キサラァ！』

　互いに弧を描きながら、相手の側面に回り込もうと狙う。こっちは銃弾で有効打を与えられないのに、向こうは間合いに入ればその瞬しゆん間かんに致命傷を与える技。不利にもほどがある。

「おい、なんでこんなに効果薄うすいんだよ！」

「曲率の大きい装甲で、弾丸をそらしているのです。ましてや互いに動いているし、弐に式しきの動きもかなり速い。どこまでも《薄うす花はな桜ざくら》への対抗策を講こうじた機き体たいなのでしょう」

『バカだなあ！　動物だって進化するっていうのに、いつまでも同じ機体と戦法使うほうが悪いに決まっているじゃないか！　まずは鬱うつ陶とうしいその左腕、パイルバンカーごと切り落としてやるよ！』

　対《薄うす花はな桜ざくら》専用機ってとこかよ。どこまで執着してるんだ。

『ましてや質だけなら文句のないアポクリファ製だ！　アポクリファを使えれば僕に負けはない！　覚悟しろよぉ！』

　もう面めん倒どうくせえからパイルバンカーぶっ放したかったが、カイが待ち望んでいるのはまさにそれだろう。俺おれは、操そう縦じゆう系けいだけを紀き沙さ羅らから受け取り、弐に式しきと適度な距きよ離りを取りながらタイミングを計っていた。アサルトライフルの弾丸じゃ効果が薄いからといって、踏み込めばカイの思おもう壺つぼ。

　だが、それよりも。

　カイのほうが踏み込んできやがった。

「東とう城じようさん！」

　紀沙羅が悲痛な声で、警けい告こくを挙げた。以前ほど憔しよう悴すいも恐怖もないが、だが間違いなくその奥底にトラウマが見える。

　わかってる。

「わかってるからよ！」

　鞘さやの位置と長さから、その斬ざん撃げきの軌道は読める。抜かれる前にその位置から逃げ出せばそれでいい。俺は《薄うす花はな桜ざくら》のサイドステップで、一機体分移動する。すぐ横を、紙一重で弐に式しきの斬撃が断ち切った。

　かわせた。

　終点。振り下ろしきった瞬間の黒塗りの刃やいばしか見えなかった。だが《薄うす花はな桜ざくら》は無傷。このまま、反はん撃げきを叩たたき込めばいい。

　踏み込む。

「くっ!?」

　はずだった、のだが。

　頭より先に、俺おれの直感は、ほぼ脊せき髄ずい反射で《薄うす花はな桜ざくら》を操そう作さしていた。そこから飛とび退のく動作。前席の紀き沙さ羅らが思わず振り向いた。彼女の感覚では、そのまま踏み込んでの一撃を浴びせる気だったのだろう。俺だってそのつもりだった。

　警けい告こくをあげたのは、武道家としての勘。ロボットからでも放たれる、殺気。

　だがその殺気を感じとり、勘だけで後ろに飛び退いた俺は、結果的に正解だったと知る。

　画面を真横に薙ないだ、わずか一いつ瞬しゆんの斬ざん線せんでもって。

「二本目……ッ！」

『なんのための二刀流だと思ってるんだよぉ！』

　慌てて距きよ離りを取れば、間断のない連撃の秘密が判明する。

　弐に式しきは、最初の一刀を鞘さやに納めた瞬間に、もう一方の鞘から刀を放った。てっきり縦たての振り下ろししかできないと侮あなどっていたが、見れば今、弐に式しきの左肩の鞘はその位置を九十度移動させ、真横の斬線を放つことができるようになっている。角度も自由自在らしい。

　肩の真横にある鞘から剣を抜き、横一文字に斬きり放つ。そういう運用も視野にいれた上での、短い腕か。

『さあ、いくよ！』

　見えない斬線が、今度こそ、本気で繰くり出された。

　居合を放ち、始点から終点まで、鞘内で溜ためた力で一気に放つ。抜き、斬り、そして鞘に戻す一連の動作が終われば、次は逆側の肩から別の刃やいば。二刀流なのは威い嚇かくでもなんでもない、ただ鞘内でその力を溜める間に、もう一方でも攻撃するため。チャージ中の隙すきをなくすため。

「くっ、おい、ふざけんな！」

『逃げるなよぉトーガ！　かかってこい！』

　無む茶ちや言うな。絶え間なく繰り出される刃のキルゾーンに入れば終わりだ。バックステップを繰り返してその範はん囲いから逃げ出そうとするが、向こうも追ってくるから当然、距離の差はなかなか開かない。《薄うす花はな桜ざくら》の機動力はブースターによるところが大きいし、これは前進には効果的だが後退となるとまるで役に立たねえ。

　こちらを分析しつくしてる、と思えた。

「おい紀沙羅！　いつまでもこれじゃ保もたねえぞ！　……紀沙羅？」

　一向にアサルトライフルによる攻撃をしない紀沙羅に声を荒げるが、なんか様よう子すがおかしい。

　展開されたウィンドウの一つをじっと見つめている紀沙羅だった。地図でもない。なんの映像だ？　そこに映っているのは、汗まみれの桐きり也やの表情。なんかヤバい？

「桐きり也や!?　おい博士！　通信開けてくれ！」

『はあ!?　よそ見してる暇があるのかい！』

　そんなもんねえが、仲間見捨てるわけにもいかねえ。

　俺おれの集中力を全すべてを傾けて、弐に式しきからの逃走に全力を注ぐ。間合いにさえ入らなければ一いち撃げきをもらうことはない。その一点だけを意い識しきしつつ、俺は桐也へと声をかけた。

「桐也！　おい、聞こえるか！」

『喋しやべっている余裕はない！』

　返事はあったが、かなり切せつ羽ぱ詰つまっているようだった。映像は《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》のコクピット内のもので、今の状況が把握できるものではない。

「陰かげ日ひはいるのですか」

『ひッ……ご、ごめんな、さいィ……！』

「貴女あなたがいながらなにをやっているのですか！」

『て、手がァ……動かなくてッ……！』

　陰日の声は、桐也のもの以上に緊きん張ちようで揺れ動いていた。おい、もしかしてこれ、やべえのか。それを聞いたカイが高い哄こう笑しようをあげる。カイあるいはタカオカがなにかしたのか、それとも陰日に元からある危うさなのか。

『映像出すわ。でも二人ふたりとも、自分の戦いに集中してよ！』

　レイラ博士の声と共に、桐也の映像から一転、遠くから戦せん艦かんを見た映像に切り替わった。それもまた一いつ瞬しゆんで拡大される。

　釣つり鐘がねアームを必死で押さえつける、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の姿が、そこにあった。

　何な故ぜそこまで劣勢になっているのか。まず脚部の履り帯たいが壊こわれているのがわかる。だがもう一つの理由は、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の左腕がごっそり失われているからだった。ひしゃげた肩口は、釣鐘アームに押おし潰つぶされ腕が消え去ったことを示している。

　隻せき腕わんの機き体たい。

「桐也！　お前大ピンチじゃねえか！」

『他人のこと気にしている場合か！　お前も目の前に集中しろ！』

「左腕が壊されてんのになに言ってんだ！」

『任せろと言ったはずだ！』

　その状況で一体なにを任せられるんだよ。後ろからアームで狙ねらわれたらもう終わりじゃねえか。

　いや、こっちもギリギリなんだけどな。居い合あい斬ぎりの連撃を潜くぐり抜けながらお前と通信してんだからよ。

　前席の紀き沙さ羅らは必死で陰日に声をかけているが、その言葉は届いているのだろうか。身体からだが動かないってのは、重症じゃねえのか。だとしたらこの状況、どうにかできるのは。

「桐きり也や！」

『だから通信の暇などないと……！』

「いつまで陰かげ日ひに頼ってんだ桐也！　まあたお前、くだらねーこと考えてんだろ！　陰日をなんとかしなくちゃとか、自分一人ひとりでなんとかするだとか！」

　もう画面は見れねえ。弐に式しきからの攻こう撃げきを必死で潜くぐりぬけつつ、俺おれは叫ぶ。元相棒だ。その発想は大体わかる。なら、俺が言うべきことも一つだろう。

「本気を出せよ！　自分を信じろ！」

『ふざけるな刀とう雅が！　俺はずっと全力で！』

　噓うそをつくな。

　陰日の助けになりたいと思うあまり、自分の立ち位置を見失っているくせに、なにが全力だ。

「まずお前がどこにいるか決めねえと！　陰日だってどうすりゃいいかわかんねえだろうが！」

『っ』

「東とう城じようさん……」

　つい、声を荒げた。だがその瞬しゆん間かん。

　眼がん前ぜんに大きく迫る弐に式しきの姿が見えた。

「まずっ」

　咄とつ嗟さに後方に下がる。見えない斬ざん撃げきは一瞬で振り下ろされる。

　甲かん高だかい音。衝しよう撃げきから、《薄うす花はな桜ざくら》に命中したことは知れた。かすっただけか？　けれど《薄うす花はな桜ざくら》の傷にはなってるかもしれない。ちくしょう。桐也に気を取られていたらこれだよ。

「陰日！　そこに立つのを決めたのは貴女あなたのはずなのです！　いつまで怯おびえているのですか！」

「桐也聞け！　並び立ちたいならまずお前が立ち上がるべきだろ！」

　それでも、俺たちは声をかけ続けた。窮きゆう地ちの僚りよう機きに届かせるために。

　この状況において、紀き沙さ羅らがまず自分のことでなく、陰日のことを心配したのが俺にとってなによりの驚おどろきだったけどな。すげえな。《薄うす花はな桜ざくら》もやべえのに、それよりも陰日か。

　怯えてた頃ころとは段違いの成長ぶりだ。

　なら。

「男には、突撃しなきゃならねえ時があるだろうが！」

　声を荒げる。それは桐也に言ったと同時に、俺にも、そして《薄うす花はな桜ざくら》にも言った気がした。

　間合いは見切った。

　突貫する準備は、もうできている。

『────そうだな』

　桐きり也やの返事があった。

　なにかを吹っ切れたような声。

　弐に式しきは、こちらに一いち撃げき浴びせたことで満足なのか、様よう子すを見るように距きよ離りを取っている。

　しばらく相手が攻勢に出ないと判断した俺おれは、それでも弐に式しきの動きを注意しながらも、ウィンドウを注視した。釣つり鐘がねアームの底面を片腕で防ぐ《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》。すぐ目の前には《グラン・ギニョル》が迫っている。

　その尖とがった両腕で串くし刺ざしにでもするつもりか？

『お前の言う通りだ、刀とう雅が。俺がまず、俺を決める』

　次から起きた現象は、ほぼ一いつ瞬しゆんのことで、見えた映像に頭が追いつかなかった。

　まず《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が、ふとその力を抜いたように見えた。いや、見えただけだが、目の前のアームは好こう機きとばかりに《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》を押おし潰つぶす。

　激げき突とつ。

　アームの底面が、甲かん板ぱんに叩たたきつけられた。なにか破片のような物が散らばる。アームに押おし潰つぶされた《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の武装のように見えた。押し潰されたのだと、紀沙羅が息をのむ声がした。

　だが、違う。

「───ッ!?」

　散らばったのはパーツばかり。

《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の本体は、そこにはなかったのだ。

　装甲パージ。《セブンスランク》の特殊能力はＡ２でも健在だったらしい。アームに押し潰されたのは脱ぎ捨てた《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の装甲であり、一気に軽装となった本体は、狙そ撃げき銃じゆうだけを背にマウントしながら釣鐘アームから抜け出したのだ。

　破片の飛び散る中、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》は前に出る。《グラン・ギニョル》の前に。

「だから陰かげ日ひ。俺といる時は、お前も鹿か毛げ沼ぬま陰日だ。そういう風に、自分を決めてくれればいい」

　不意をついたのだろう。

《グラン・ギニョル》が満足な迎撃もできぬうち、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》は、残ったその右腕を、空手の型のように突き出した。綺き麗れいなその型。おそらく桐也一人ひとりの操そう縦じゆうなのだろう、綺麗な一連の流れ。

　だが、ダメだ。

　ただの拳こぶしでは、大したダメージは与えられない。事実、拳を受けても《グラン・ギニョル》はびくともしなかった。そう、だから、拳ではない。

　銃だったのだ。

「あ……」

　呆ほうけたような紀き沙さ羅らの声。

　拳こぶしのインパクトから一いつ瞬しゆん遅れて、二条の閃せん光こうが《グラン・ギニョル》の腹から背までを一気に貫いた。濃のう緑りよくのビーム光。拳から撃うち出された光。

《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が、素早すばやい動作で拳を引く。

　隠れて見えなかったが、右腕のスリーブ部分に、二つの銃口が見えた。重装甲形態では使えないだろう、武器。

『二連装ゼロ距きよ離り狙そ撃げき銃じゆう。敵に突き込んだ反動で作動する格かく闘とう銃撃。《アークトゥルス》よ』

　重装甲に隠れた新兵器を得意げに解説するのはレイラ博士だ。

　そんな物の存在を知らなかった俺おれも紀き沙さ羅らも、そしておそらく《グラン・ギニョル》を操あやつるタカオカも、全員が啞あ然ぜんとしたに違いない。

『見たか』

　ただ一人ひとり、隠し玉を放った桐きり也やが、得意げに言い放つ。

『これが、俺の狙撃だ！』

「いやそれ狙撃じゃねーから！」

　思わず突っ込まずにはいられない天然ボケだった。腹に一撃受けた《グラン・ギニョル》は、しかし致命傷ではなかったらしくまた立ち上がる。アポクリファ製はしぶといな。

『刀とう雅が、助かったぞ』

「いえいえどういたしまして。つかこんな時にボケんな。いいからいくぞ」

『ボケたつもりはないが──まあいい。とにかく』




「『反撃開始だ！』」




　声が揃そろう。

　二機きと四人の、これからが本番だっての。見ておけよ。

　狙撃と突撃の二重奏、存分に拝おがませてやるぜ。
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　桐きり也やとの通信は遮しや断だんした。

　アイツらはもう大丈夫だ、という判断のうえである。こっちもこっちで難なん敵てきなのだから、いつまでも声援送ってるわけにはいかない。《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》の連れん撃げきを破るアイデア、こっちにはまだなにもないわけだしな。

『なるほど、少しは頭使っていたようだね。レイラ博士の入れ知恵かなあ』

　カイが言っているのは、あの殴りつけると同時にビーム光を射出する兵器《アークトゥルス》のことだろう。装甲パージ後でしか使えないようだが、あんな隠し玉があるとは思わなかった。

　それでも片腕持ってかれてる《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》で、どこまでやれるのかね。

『君たちも、《薄うす花はな桜ざくら》になにか新兵器でも隠しているのかな？』

　あったとしても言うわけねーだろ。

　まあないわけだが。カイの含み笑いはそれを察しているようなもので、もし事態を打開できる新兵器があるのならここで出し惜しみする理由はない。弐に式しきさえどうにかできれば、あとはもう障害は存在しない。船の電源まで一気にいける。

「東とう城じようさん」

「ああ」

　紀き沙さ羅らがどうするのかと、問うてくる。反撃の糸口は、まあないわけじゃないんだが。

　また、弐に式しきが迫る。カイの操そう作さによって強く踏み込むイレイザーから、距きよ離りを取りつつしかし壁かべには追い詰められないように。抜刀と納刀を繰くり返してキルゾーンを作り出す弐に式しきを警けい戒かいする。

　せめてアサルトライフルでも効けばいいのだが、弐に式しきの装甲はやたら弾はじく。丸みを帯びたフォルムが、弾丸の上滑りさせてしまうのだろう。銃弾対策は十分にされているらしい。

「銃剣でチャンバラするか？」

『それができればいいのだけどね。おそらく向こうの刀は受け止められないわ。銃剣真っ二つくらいならいいけれど、最悪《薄うす花はな桜ざくら》まで貫通して一撃ってとこ？』

「防御思考でもダメかよ……」

　紀沙羅得意のカウンターも、あの速度では通用しないだろう。ビームナイフでもパイルバンカーでも、間合いに入れば敵の先手は確かく定ていだ。カウンターのつもりがなにもできませんでした、じゃ話にならねえ。

　もし弱点があるとすれば、一度斬ざん撃げきを放てば、鞘さや内ないで力を溜ためるために二の太刀たちまで時間がかかるってことだろうが、それを二本の刃やいばで補ってるわけだからタチが悪いよな。

「さっき、反はん撃げき開始などとのたまっておいて」

「うっせ」

　紀き沙さ羅らが呆あきれた目を向ける。ライフルやナイフが封じられているせいで暇らしい。こっちは間合いに入らないよう、必死に立ち回ってるってのに。

「間合いは摑つかめているのですか？」

「見切るだけなら大したことはねえよ」

　腕のリーチが短い分、その攻撃範はん囲いは読みやすい。もし刃に伸しん縮しゆく機き構こうとかついていたらもう手がつけられなかっただろうが、鞘さやで力を溜ためる機構上、それは無理なのだろう。

「問題は、見えても、防げないことだろ」

　あの斬ざん撃げきはどうにもならない。手持ちの武具では全すべて裁断されると思うしかない。ならばどうすればいいのか。

「やることは一つなのです」

「……良いのかよ、紀沙羅」

　どうやら、俺おれと紀沙羅の頭の中にある考えは同じらしい。最近はホント、このコクピットの中で相棒らしくなってきた、なんて思う。まあ確たしかに、弐に式しきをぶち破るにはそれしかないのだ。

　あれだけ特徴的な武器なのだから、自おのずとその対処法も限られてくる。

「陰かげ日ひに怯おびえるなと言っておいて、自分が怯えたままというのは道理に合わないのです。大丈夫なのです、東とう城じようさんの目は、信頼しているのですから」

「でも、お前……」

　そう言ってくれるのは嬉うれしいが、まだ俺には戸惑いが消えない。

「ごちゃごちゃ言っていると、またカイに聞かれますよ」

「後ろに回りこむとかさ」

『できると思うならやってみろよぉ！』

　弐に式しきが斬撃を繰くり返しつつ距きよ離りを詰める。鞘からの抜刀が機体の前面にしかない以上、背後を取るのもまた一つの手だ。しかし弐に式しきも機動力があり、そんな隙すきは容易にさらしてくれない。《薄うす花はな桜ざくら》に刃を食い込ませ隙を作る、という手も考えたが、あの刃はあらゆる物を斬断するだろう。

「東城さんは機体制御を。私がバンカーを叩たたき込むのです」

「……ったく！　博士、いいのかよ！」

『紀沙羅ちゃん。大丈夫？　こちらでは、二人ふたりがなにを狙ねらってるのか把握できないのだけれど』

　オペレーティングルームからの情報精査には限りがあるらしい。レイラ博士ですら万全の対策を思いつかないのに、俺たちがなにをできるのか訝いぶかしむような声。

　もしかしたらこの、不器用だが娘むすめ想おもいの博士には、なかなか発想できない対処法かもだが。

「勿もち論ろん。いけるのです」

『危ないことはしない？　信じていい？　いいの？　いいのね？』

「はい。お母かあさん」

『まったく──仕方ないわね』

　博士が、ワガママな子供に対して息を吐いた。先日の小さな反抗からもう一つ、紀き沙さ羅らが自分の言いたいことを言えた瞬しゆん間かんに思えた。

『好きにやりなさい。無事だったら二人ふたりとも、頭を撫なでてあげるわ』

　いや、別にそれは嬉うれしくねえな。

　とはいえ、如月きさらぎ親子がこの様よう子すならば俺おれに異を唱えられるはずもない。せいぜいベストを尽くすだけだ。

「ギャンブル好きが多くて困るぜ、まったく！」

　始めるとするかね。それではまずは、牽けん制せいだ。

《薄うす花はな桜ざくら》を操あやつり、弐に式しきの間合いギリギリまでその身を近づける。カイも一歩踏み込んで斬ざん撃げきを浴びせようと狙ねらってくるが、ほんのわずかに届かない。

　この距きよ離り感かんだ。この、ギリギリ当たらない位置を、俺はしっかりと覚え込む。

　一ひと太た刀ちでダメならば二太刀。こちらを狙う連撃の刃やいば。慣なれてくれば、その圏内に飛び込まないのは容易である。

『逃げてるばかりでいいのかい！　外のほうがどうなってるか、ちゃんと状況わかってるのかなあ!?』

「るせえ黙だまってろ！　《ユーディット》がそうそうやられるかよ！」

　こっちはそこまで気を回す余裕がねーんだよ。

　どうせカイのそれはハッタリだ。《ユーディット》がヤバいならこっちにちゃんと連絡が来るはずだから。気にする必要なんてない。

　そう急せかさなくても、すぐに決着をつけてやるよ。弐に式しきの加速斬撃と、こちらのパイルバンカー。もうどちらが先に一撃当てるかの勝負でしかないのだ。だったら全すべての勝負は、《薄うす花はな桜ざくら》が弐に式しきのキルゾーンへ飛び込んだ瞬間に決まる。

「てめえもそろそろ終わりだカイ！　覚悟決めたほうがいいんじゃねえのか！」

『はあ!?　なにが終わりだって!?　僕にはまだやらなきゃならないことがあるんだ！　どいつもこいつも思い通りにならなくてイライラするんだよ！　少しは言うこと聞いてもらわなくちゃ困るよお！』

「だから、そのガキみたいな思考が、そろそろ終わりの時間だって言ってんだ！」

　刀が当たるギリギリのラインでは、カイのほうもこちらを狙えると思い、遠えん慮りよなく刃を繰くり出してくる。この居合を模した斬撃に自信があるから、絶え間なくその刃を出してくる。そこが、俺たちの狙いべき場所だ。

「思い通りにならないのなんて当たり前だろうが！　いい加減わかれよ！」

『うるさいぞ猿がァ！　貴様になにがわかる！　どいつもこいつも僕を利用するくせに、大して崇あがめようともしないんだ！　なら僕が！　全すべて思い通りにできる力があると示して見せる！　大人おとなしく斬きられろよ《薄うす花はな桜ざくら》！』

　悪いがカイの背景など知ったことではない。どれだけ喚わめいても、こちらは完全にお前を潰つぶすだけだ。

　疑問がある。

　そもそも本当に、たった二本の刀で、絶え間ない連れん撃げきなど可能なのか。

　納刀から抜刀の間のチャージ。その隙すきを補うようなもう一刀での攻撃。その繰くり返しだが、要はカイの抜刀のタイミングがわずかでもズレてしまえば、そこから全てが破は綻たんする。

『く、くく！　怖くて入ってこれないのかい、トーガ！』

　段々と、連撃がおかしくなってくる。

　攻撃を放てない瞬しゆん間かんが生まれてきている。狙ねらい通りのその瞬間。だが、まだだ。まだその感覚が甘い。ズレを修正されてはダメだ。ならばどうするか。カイが、その右側の刀をしまった、その瞬間に。

　一歩、飛び込む。

『ッ!?』

「おらあッ！」

　キルゾーンへと入った。カイが思わず、一撃を浴びせようとするが、《薄うす花はな桜ざくら》がキルゾーンに侵入したのはほんの一瞬だ。こちらの挙動を追えなかった左の刀があえなく空を斬る。すぐさま刀は鞘さやに戻された。これで左右の刀が鞘に入っている状態。

　ここだ。

　この瞬間を待っていた。

「今だ！　紀き沙さ羅ら！」

　紀沙羅に叫びつつ、俺おれは強引にブースターで飛び込む。半身にして、右肩から飛び込むような踏み込みを、カイはどう思っただろうか。タックルでもかますように見えたか。

　さあ。

　自分の思い通りにしてみろよ、カイ。

『ふざ！　けるな！』

　激げつ昂こうと共に。

　カイの両腕が閃ひらめいた。ほぼ同時に鞘に納められた左右の刀は、こちらが踏み込んだ瞬間、その力を解放する。一撃必殺。《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》の断罪の刀が、同時に《薄うす花はな桜ざくら》へと振り下ろされる。

　それこそが、狙いだ。

『なッ……！』

　神速の刀がその動きを終わらせた瞬しゆん間かん、カイ自身も取り返しのつかない失敗をしたことに気付いただろう。

　刀は弐に式しきの両側にある。カイはそこで、素直に縦たてに二本、刀を走らせた。《薄うす花はな桜ざくら》を三分割する線せんだが、残念だがこちらもそれを読んでいた。鞘さやにあるところから振り下ろされるんだから、こっちはそれを避ければいい。

　だから、半身で、肩から弐に式しきへと飛び込んだ。まずこれで、敵の右肩にある刀は、《薄うす花はな桜ざくら》の眼がん前ぜんギリギリを通過する。肩部装甲をわずかにかすめたかもしれないが、そんなことは問題じゃない。

　では、左肩はどうか。

　ここがカイの失敗した最大要因だろう。

『わざと、斬きらせたのか……!?』

　カイには今、ごっそりと切り落とされた背部ブースターが見えていることだろう。左肩から一刀を振り下ろせば、肩から飛び込んだ《薄うす花はな桜ざくら》の背中側を削り落とせる。《薄うす花はな桜ざくら》の重要な武装であるブースターは、今いま頃ごろざっくり切断されているだろう。

『こちらに踏み込むために……!?』

　ブースターは失った。

　だが、格かく闘とうに必要な本体は、無傷だ。そのまま飛び込んでいける。

「紀き沙さ羅ら、やっちまえ！」

『くっ、な！』

　慌てて刀を引き戻そうとするカイ。だが、全すべてが遅い。

　納刀し、力を溜ため、再び抜刀。そんな三段階の挙動を、既に肉にく薄はくし踏み込んだ《薄うす花はな桜ざくら》が、易やす々やすと許すわけねえだろ。こっちは。

　半身からさらにまた一歩、身体からだを回転させるように、左ひだり拳こぶしを放つだけだ。

「終わらせるのです、カイ！」

『な、める、なああああッ！』

　次の動きは、俺おれにも予測がつかないものだった。振り下ろした刀を切り返し、《薄うす花はな桜ざくら》に向けて跳ね上げる。おそらく弐に式しきで初めて見た、抜刀以外の斬ざん撃げきであった。

　意地、だったのかもしれない。

　ここまでのことをして、ただで終わるわけにはいかない。そういったカイの最後の意地が、弐に式しきに予想外の剣筋を使わせた。

「無む駄だです」

　だが。

　その斬撃は、《薄うす花はな桜ざくら》の装甲にあっさりと跳ねかえされてしまう。

『っ!?』

「貫け！　《アルナスル》！」
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　紀き沙さ羅らが武装の名を叫びながら、《薄うす花はな桜ざくら》の左腕を弐に式しきへと突っ込んだ。

　衝しよう突とつのインパクトの瞬しゆん間かん、撃うち出された杭くいが弐に式しきの胴部へと、致命的な一いち撃げきを与える。その威力で吹き飛ばされると同時、弐に式しきは《月げつ牙が》たちと同じように、内部からの小規模な爆ばく発はつを起こしていた。

　内部回路の、かなりヤバいとこに当たったらしい。

「……あんな状態から刀を切り返しても、満足な斬ざん撃げきになるわけないのです」

　立ち上がろうとする弐に式しきだが、それだけのパワーをもう出せないらしい。苦肉の策だった跳ね上げの一撃は、しかし《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》の加速斬撃と言えるものではなかった。それだけに特化した機き体たいが、別の戦法を採った時点で、負けを認めたも同然ってとこかね。

「東とう城じようさん。お見事なのです」

「……褒ほめられるようなもんじゃねえ。大丈夫かよ、紀き沙さ羅ら」

「問題ないのです」

「またそういう噓うそを……」

　こちらを頑かたくなに振り向かないのは、今の顔色を見られたくないからだろう。半身による突撃は確たしかに成功したが、リスクもあった。ブースターを犠ぎ牲せいに一撃を叩たたき込めたが、カイが縦たて方ほう向こうの振り下ろしをしてくれたから、なんとかなったのだ。

　位置にもよるが、十じゆう字じ斬ぎりをされていたら危なかったかもしれない。まあその場合は少しだけ《薄うす花はな桜ざくら》を沈めて、頭部を斬らせてからこっちの攻こう撃げきを加えるつもりだったが。あの速すぎる斬ざん撃げきの前でそれができたかは疑問である。

　縦たて斬ぎりに狙ねらいを絞って突っ込んだのは、結けつ果か論ろんだが、こちらの勝ちにつながったのだ。

　問題は、このやり方が、胸部コクピットすれすれに敵に突っ込まなきゃならない技だったということで、紀き沙さ羅らの精神負担ははかりしれないだろう。肉を切らせる戦法だが、紀沙羅はそういう自分を痛めつける技をなにより嫌っていたから。

「……頑張ったな」

「上から目め線せんとは。東とう城じようさん、いつの間に偉くなったのですか？」

　憎まれ口も気にならない。紀沙羅はゆっくりと《薄うす花はな桜ざくら》を操そう作さする。

　弐に式しきはまだ立ち上がろうとしていたが、もう必要なパワーを生み出せないらしく、がくがくと立ち上がってはまたくずおれる、という動作を繰くり返していた。壊こわれたロボットという感じた。

「まだやりますか、カイ？」

『決まってるだろ。いくらでもやってやる。お前たちが泣いて許しを請こうまで、どれだけでもやってやる』

　倒れ伏した弐に式しきの右腕が、力なく挙げられた。糸人形の繰くり糸が切れて、右腕だけで支えているようにも見えた。

『……と、言いたいところだけどね』

「無理でしょう」

　カイもそれはわかっているらしい。通信の向こうで、悔しそうに呻うめく声が聞こえた。もしかしたら泣いているのかもしれない。カイとしては、それをこちらに悟られるのは絶対にごめんだったのだろうが。

『この程度でがっかりした……かい？』

「いえ、十分、怖かったのです」

『僕はがっかりだよ！　自分の力の無さにさあ！』

　先ほど、甲かん板ぱんでその身を撃うち抜かれた《グラン・ギニョル》のように、機き体たいを再生させないところを見ると、やはり精神力の限界なのだろう。

『アポクリファのみで形成された機体。それなりの精神負担があるでしょうね。ましてや弐に式しきの設計は、鞘さや内ないの機構のせいでますます精神を消耗する。どうカイ、自分の力を過信して敗北した様は。無様ぶざまね。無様だわ。無様すぎる』

「博士。ほどほどにしとけよ」

　ここぞとばかりの恨うらみ言ごとだった。なんつーか、方向性も在り方も全然違うんだが、カイと博士、子供っぽいという一点で共通しているのかもしれない。

『船の電源はこの奥だ。好きにしなよ』

「カイ。貴方あなたは……」

『さあ？　どうしようかなあ。やることは限られちゃうしね。お望みなら《月げつ牙が》の撤てつ退たいでもさせようか？　もう僕にできること、ないみたいだからさあ』

「電源を破は壊かいすれば撤退してもらう必要はないのです……随分とまた、あっさり引き下がるのですね」

　カイがくつくつと笑う。どうも、カイと紀き沙さ羅ら。敵同士なのは間違いないんだろうが、それだけじゃない気がする。なんだ？　仲間意い識しき、みたいな。ちょっと違うか。

『そう見えるかい？　ラスボスにしては悪あがきが足りない？　でもさ紀沙羅、僕にもプライドがあるし、なにかしたくても今、《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》は動かないんだよ。なにができるっていうのさ』

「自じ爆ばくでもするのかと」

　物ぶつ騒そうなことを平然と言うなあ、この女は。

『そんなことしないさ。そもそも根本的なところで勘違いしているようだけど──』

　カイが息を吐いた。カイに打つ手がないのは確たしかだろう。だが、それでなんでこうも焦りがないんだ。諦あきらめたのは、俺おれたちに勝つこと？　それとも、なにか別のこと？

『ラスボス、本当に、僕だったのかな？』

「は？」

『僕もそれなりに君たちに執着していたつもりだけど、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』は、結局僕の父親の物だったかも、ってことさ。僕の言うことを聞かない奴やつは、エフェメラ以外にもたくさんいたかもね、ってこと。教団の理念とか、誰だれが一番執着してると思う？』

　カイは、面めん倒どう臭くさそうに言い放つ。そうか、あっちか。カイより厄やつ介かいな敵は。

『博士さあ』

『なにかしら』

『エフェメラに裏切らせて奪ったアポクリファ、正せい確かくに把握している？　それを全すべて用いてこの軍勢と戦せん艦かんを生み出したと、本当に思っている？　隠し玉があるのはそっちだけじゃないって気付いていたかなあ──まあ、僕も、薄うす々うす気づいてるくらいだけどさ』

　カイが、笑う。

　いや、それは俺たちを笑ったのではなく、結局なにもできなかった自分自身をあざ笑ったのかもしれなかった。

『見当たらないんだよねえ。昨日きのう奪ったはずの、最高級品レベルのアポクリファが』




《グラン・ギニョル》が、一切対処できない銃じゆう撃げき。

　まあ、刀とう雅がにはそれは狙そ撃げきじゃないなどと言われたが、実際、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の挙動は格かく闘とうのそれだ。

　バカな俺おれは、自分の操あやつる機き体たいにすら、身体からだに染みついた打撃で応こたえることしかできない。

「博士が、良い装備をくれたな……！」

　だからこそ、レイラ博士に感かん謝しやしなければならない。

　殴る蹴けるしか能のない俺に相応ふさわしい武装をくれた。右手のスリーブ部から見える二連装の銃口が、装甲パージした状態の《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》にとっての主力。逆に言えば左腕を失った機体で、ほぼ唯一の武装。

　腹を撃うち抜かれてなお、再生する余力を残しながらも、《グラン・ギニョル》が宙に浮く。あと一撃浴びせれば勝てたかもしれないが、そう簡かん単たんにはいかないようだ。

『良い打ちこみでしたよ、キリヤァ！』

　タカオカが叫ぶと同時、四本のアームが、底面をこちらに向ける。一つ残らず既に再生が完了したらしい。ならばここからが本気ということか。

「き、キリヤ……」

「少し休め。昨日から色々ありすぎた」

　前を見つつ、陰かげ日ひに声をかける。ただでさえ防ぼう衛えい戦せんのために準備段階から奔ほん走そうし、《カノン》のような超兵器を一人ひとりで扱った上に、カイたちのために深夜の活動をさせられた。彼女の重層人格がなくとも、もしかしたらどこかで限界が来ていたのかもしれない。

　ならばここは、俺一人で引き受けるのが、筋だろう。

「霧きり島しま桐きり也や！　相手になる！」

　まずは正面に踏み込む。前方からのアームを、《アークトゥルス》でもって殴りつける。手元から輝かがやいた光は一いつ瞬しゆんで伸長し、眼がん前ぜんのアームを内側から爆ばく砕さいさせた。一撃粉砕。チャージが完了した《アークトゥルス》の最大威力だった。

　一撃放てばしばらく使えないのが難なん点てんだが、それを補って余りある。

　刀雅には悪いが銃撃のリーチを持つぶん、パイルバンカーよりも強力かもしれない。

「まずは一つ……！」

　粉々にしてみせた。再生はできるだろうか。できればアポクリファの砕片のままであってほしい。

　アポクリファのエネルギー発生を利用する武器のため、連続の発動はできない。一度撃てば、次の射撃まで、敵の攻撃をやり過ごさなくてはならない。

　重装甲を脱ぎ捨てた《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》で。

「来い！」

　左右からのアームを、前進によって回かい避ひ。これで二つはその底面同士を抱き合わせ、一瞬動きを止める。そこへ、その二連のアームを飛び越すかのように、もう一つの釣つり鐘がねがこちらへと降ってくる。

　受け止めれば、こちらが砕かれる。軽装甲の今の機き体たいであれを止めるのは無理だ。

　だが。

「こういうのは、どうだ」

　わずかに数歩、引く。重量のある釣つり鐘がねが目の前に落ちた瞬しゆん間かん、俺おれはレバーを操そう作さ。その釣鐘の上を通る跳ちよう躍やく。

　そのまま、接地した瞬間に硬直したアームへと、右腕を放つ。

　爆ばく散さん。

『く……』

「チャージに六秒。まあ上等か」

　六秒に一度放つ銃じゆう撃げきは、アームをまた一つ粉こな微み塵じんにしてくれた。《アークトゥルス》そのものの威力もさることながら、常に零ゼロ距きよ離りが前提となるのが大きい。超至近距離で攻撃を受ければ、多少固い装甲だろうと問題にならないからだ。

　だから、ここで二つ潰つぶせたことは大きい。

　攻撃のバリエーションを一気に失った《グラン・ギニョル》は、どう出る。

『新兵器に頼りきりですか、キリヤ。背中の狙そ撃げき銃じゆうは飾りと？』

「生あい憎にく、元来は武道家なものでな」

　第一、片手では狙撃銃を用いても満足な照準はできないだろう。

『先ほどと言っていることが違うようですが』

「口くち下べ手たなんだ」

　口は回らない。刀とう雅がほどの熱あつさもない。

　ならば、語るのならば拳こぶしでしかない。狙撃と武道を両立させ、殴り撃うつしかない。同じく寡か黙もくな《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の力を借りて。

『ならばこちらも、本気を出さねばならないでしょうか』

　言っていろ。

　背中にマウントした狙撃銃を構え、上空の《グラン・ギニョル》を狙ねらう。再生中だから動きが鈍にぶるかと思ったのだが、甘い考えだった。ふわふわと銃撃をかわしていく人形のようなイレイザーは、はっきり言って気味が悪い。

　陰かげ日ひのサポートがあれば、当たるのだろうか。今、俺の背で震ふるえている彼女は。

「き、キリヤッ！」

「!?」

　だが、声は出せる。

　声ならば俺に届くとばかり、警けい告こくを発する陰日。そのため、銃を構えたままその場を離脱することができた。背後をかすめたのは、腕。

　漆しつ黒こくの、五指だった。

「っ!?　釣つり鐘がねアームか!?」

『本来はこうして使う物なのですよ』

　大きく形を変えたアーム。人の手形を模したマニピュレータがそのまま宙に浮かんでいるのは、なんとも妙な光景だった。例えるならば、人形士がその人形を操あやつる指先が、黒い手袋をはめて宙に浮いているような。勿もち論ろん指先にしては武骨にすぎるが。

　それが一対あるのだから、ますます人形士の指先に見える。糸で《グラン・ギニョル》本体とつながっていないのがむしろ妙にすら思えた。

「相変わらず気味の悪い技を……」

『大人おとなしく捕まってもらいましょうか、キリヤ』

　狙そ撃げき銃じゆうをマウント。二つのアームからバックステップで距きよ離りを取る。巨大な手だけの武装。見かけだけならアメコミのキャラクターを連想させるシュールな光景だが、操っているのがタカオカだと考えるとなかなかに笑えない。

　とにかく捕まらないように。

　それだけを心掛け、甲かん板ぱん上じようを走る。《薄うす花はな桜ざくら》のようなブースターがない以上、ここは素の性能で切り抜ける以外にない。

　が──。

「ッ!?」

　急に、重くなった。

　重くなったとしか言いようがない。それまで軽快だった《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の挙動が目に見えて落ちる。

「っ、これは……！」

『ふむ。《アークトゥルス》を使用するためにはやむを得なかったのでしょうが……忘れていてくれて助かりましたよキリヤ。クロウラで力場の影えい響きようを受けなかったことをね』

　失策を指摘されて、俺おれは思わず呻うめいた。そうか、先ほど刀とう雅がや如月きさらぎ嬢じようが言っていたのは、これか。足回りが泥かなにかで取られたような不快な感覚。

　機き動どう力りよくを優ゆう先せんするために、装甲パーツで足回りを軽装したのが、裏目に出たか。《グラン・ギニョル》が釣鐘アームを変形し、本気の動きを見せてきたことで、その力場の影響から逃れられなくなった。そこまでタカオカが読んでいたのなら、俺は裏をかかれたことになる。

「キリヤ！　う、後ろですゥ！」

『もはや遅い！』

　その反応の差は、広がる黒い手に《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が捕まるのに十分だ。こちらの想定通りに動けなかった隙すきを、タカオカが見逃すはずがない。

「ぐっ……く！」

　五指を組み合わせるようにして挟まれる。押おし潰つぶされることだけは避けねばならないと、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》で抵抗する。両腕でもって必死に支えを作るが、それで状況が改善したわけではなかった。

　いや、むしろ。

　メインカメラからの映像が徐々に変わっていることに、背筋が寒くなる。

「どういうつもりだ……！」

『身動き取れないなら、もう終わりにしますか、キリヤ』

　押し潰すのが狙ねらいではないのか。ここまで高く上昇してどうする？

　独立で機動する《グラン・ギニョル》のアームは、まるでロケットかなにかのように高く高く上昇する。既に船の全体像が見下ろせるような高さ。こちらはむしろアームに《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の腕を食い込ませ、落下しないように注意するしかなかった。

　水没すれば戻ってくるのは不可能だ。

《アークトゥルス》でもってアームを撃うち抜く絶好の機き会かいではあるが、逆にそれはこちらの危険になりかねない。

「水没……？」

　自分で言った言葉に、思わず凍りつく。

　高く昇って、どうする？

　既にウラノメトリア島までモニタで確かく認にんできる。《ユーディット》でもここまでは飛べないだろうという高さ。島と戦せん艦かんイナシャウガの間で交わされる閃せん光こうは、未いまだ戦う両陣営の銃じゆう撃げきなのだろう。

　これだけの高さ。タカオカが、アポクリファを利用する術すべに異様なほど長たけているからこそ、ここまでの力場を形成できるのだ。

　なら？

　ここまで上昇して、一体なにをするというのか。

「まさか──」

　嫌いやな予感が、駆け抜けた。まさにその瞬しゆん間かん。

《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》を包み込んでいた両手が、離はなれる。

「タカオカ…………！」

　甲かん板ぱんから動かずとっくに見えなくなった敵機の本体に向け、叫ぶ。まさに水没を狙ねらったのだと、今さら気付く。

　思わず、陰かげ日ひを振り返る。

　臆おく病びような彼女からは、この高空からの墜つい落らくだというのに、なんの叫びも聞こえなかった。

　鈍にぶい俺おれには、それがなにを意味するか、まだわかっていなかった。




「気付くのが遅かったですね、キリヤ」

　クルーザーの一室。壁かべや床、天てん井じようはおろか、室内の全すべての物品がアポクリファに覆おおわれた空間の中で、タカオカは一人ひとり呟つぶやいた。彼が握るレバーやコンソールも、《デュアル・イレイザー》のそれを模してはいるが、やはりアポクリファ製。

　いうなれば、アポクリファで作られたコクピットだ。

　タカオカほど感応力に優すぐれていれば、その一切をアポクリファだけで済ませることができる。他ほかの教団構成員は専用のデバイスを用いるが、それでもまだ精神を直接アポクリファに伝えるには効率が悪いのだ。

　自らの精神への負担は計り知れないが、カイやタカオカのように適性が高ければそれも問題にはならない。

　やはりアポクリファで成型したバイザーから、タカオカは戦場の様よう子すを観かん察さつする。ほぼ力場の通用する限界まで《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》を持ち上げた後、無造作に落下させた。飛行能力を一切持たないあの機き体たいでは、空中での姿勢制御もままならずに海中へと没するだろう。

　エフェメラはどうなるか。

　如月きさらぎ紀き沙さ羅らほど重症のトラウマは持っていないから、死ぬことはないだろうが、機体が海へと沈めばそれなりに精神へのダメージがあるかもしれない。裏切り者には丁ちよう度どいいとタカオカは考え、頭から落ちていく濃のう緑りよくの機体を見た。

　あの袖そでから伸びる兵器《アークトゥルス》は脅威だ。タカオカの《グラン・ギニョル》も撃うち抜かれた以上、直接やりあいたくはない。だからこういう手段を取るしかなかった。

　そこまで自分を追い詰めた点においては、霧きり島しま桐きり也やは称しよう賛さんされるべきだろう。

　だが、ここで終わりだ。

『いつまで僕を無視するんだ、タカオカ！』

　バイザーを通して、艦かん内ないの音声が入ってくる。カイだ。先ほどから何度も呼びかけられていたが、タカオカは応答を返していない。

「これは失礼を、城主。交戦中だったものですから」

『ふざけるな！　僕は停戦を命じたはずだぞ！　間もなく《薄うす花はな桜ざくら》は艦内の電源を破は壊かいする。この戦争は僕らの敗北だ！』

「ですが城主」

　落ちる《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》を見ながら、タカオカは呆あきれて言った。

「こちらは、勝ってしまいましたが」

『キリヤとエフェメラを落としたから調ちよう子しに乗ったか、タカオカ！　戦略的に負けだと言っているんだよ！　デバイスを使えない状態じゃ侵攻なんて──』

　なにかに気付いたらしいカイが、そこで言葉を切った。

　デバイスを使う？　城主もおかしなことを言うものだ。それがなくてはアポクリファを使えない者もいるが、タカオカは違う。優ゆう劣れつとはそういう点で決定するのだ。アポクリファを自在に操あやつる者が上位。教団はそういう秩序で成り立っていた。

　ならば。

『やっぱりお前か、タカオカ。最高品質のアポクリファを盗んだのは』

「盗んだとは人聞きの悪いことですな。城主。独断専行は認めますが、これは私が使うのが教団にとっての利益と判断したまでのこと。なに、ほんの《グラン・ギニョル》の中核に埋め込んだだけですので」

『同じことだ！　ふざけるな、僕に無断で勝手に……！　あれだけの質の良いアポクリファ、中途半端な感応力で使う気か！　確かく実じつに扱いきれず、蝕むしばまれるぞ！』

「とんでもない。私は城主の理想を体現するのみ。あの研究所を破は壊かいできるのならどんな手も使うまででございます」

「貴様────」

　まだなにか言いたそうなカイを無視し、タカオカは通信を切る。敵てつ機きを確認した。まだ落下中の《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》。イレイザーでのスカイダイビングはどんな心地ここちだろうか。

　負けるとわかってなにもできない、その状況は、さぞ辛つらいだろう。

「聞こえますか、キリヤ」

『……遠くからご苦労なことだ、タカオカ』

　わずかにノイズが混じるが、桐きり也やとの通信が開く。

「いかがですか、気分は」

『高いところは嫌いじゃない』

　まだ軽口を叩たたく余裕はあるらしい。タカオカは薄うすく笑って、桐也に声をかける。

「間もなく我らの勝利が決定いたします。水中でその様よう子すを見られないことは残念でしょうが」

『逆に聞きたい……お前、一体どこを見ているんだ？』

「なに……？」

　桐也の言葉で、タカオカはモニタへと目を凝こらした。

　そこで、気付く。

　まさに落下中の《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》に、タカオカは違和感を覚える。頭部を下にして落ちる機体だが、今、なにか光る物が見えた。それにただの自由落下にしては、不自由さが見られない。

　狙ねらってあの体勢になった？

「……まさか」

　モニタの画像を拡大。落下中の敵機を詳細に確認する。

　そこには。

　頭部を下に、頭から墜つい落らくしながら、それでも片腕だけで狙そ撃げき銃じゆうを構える《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の姿があった。

「な……っ！」

　落ちながらの狙そ撃げき。背にマウントしていた銃を空中で取り出し、構えたというのか。

「まだ諦あきらめていなかったと……！」

『先に言っておく、お前の負けだ、タカオカ』

　いや、狙撃の態勢なら自分の安全など考えず攻撃だけを考えていれば、そのくらいの時間はある。かなりの高度から落としたのだ。

　だが。

「あ、当たるわけがない──」

　距きよ離り。的こちらの小ささ。そして片腕での不安定な照準。さらに《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》も落下し続けている。諸もろ々もろの要素が全すべて、この狙撃を不可能なものへと変えている。

　タカオカは結けつ論ろんする。

　あんな狙撃は無む茶ちやだ。凡人の霧きり島しま桐きり也やにそこまでの能力はない。

『そうだな、俺おれには無理だ』

「なっ……!?」

　その遅れが、タカオカのミス。

　一いつ瞬しゆんの判断のうちに、楽らつ観かん的てきな未来を予測してしまったことに、タカオカ自身が気付いてしまう。そうだ。

　桐也にそれができなくとも。

「エフェメラ、も……！」

『だ、だから言ったはずですゥ……お前の負けだ、ッて！』

　既に名の違う一人ひとりの女。裏切り者。

　その声がタカオカに届いた瞬間、彼は全力の精神操そう作さで二本のアームを《グラン・ギニョル》へと引き戻す。

　が。

　アームによる盾を作る前に、遥はるか遠くからの閃せん光こうが、一切の歪ゆがみない直ちよく線せんでもって、《グラン・ギニョル》の胸部を貫いた。

　つまり、コクピットを。

「ぐ、が──」

『どんな気分だ、タカオカ』

　自分ごとコクピットが高こう熱ねつの光に焼かれる幻視に、タカオカは呻うめく。宙に浮いていた《グラン・ギニョル》はその制御を失い、甲かん板ぱんへと落下する。しかし、タカオカは操そう縦じゆう桿かんを握ったまま。

「まだ……！」

　自滅も構わず攻こう撃げきを放った《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》。

　カイとの通信に時間を取られなければ。あるいは、あちらの狙ねらいに一いつ瞬しゆんで気付くことができれば、アームによって銃撃を防御することも可能だっただろう。だが、全すべて終わったと考えたタカオカの油断を、桐きり也やは的てき確かくに撃うち抜いた。

　まだ終わってないと言わんばかりに。

　いや、事実、まだ終わってはいない。カイに無断で用意した最高級アポクリファは、まだその力をほとんど発揮してはいないのだ。

「こちらもまだ終わりませんよ！　キリヤァ……！」

　アポクリファに包まれた部へ屋やで、タカオカはただ一人ひとり、誰だれにも聞こえぬ怨えん嗟さを吠ほえた。




　落ちている。

「も、目標に、ヒットですゥ……」

　全て逆さまになった世界の中で、落ちている感覚。それは言うまでもなく、最後まで仕事を果たした《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》の視界に他ほかならない。あと数十秒で海面に激げき突とつするはずだ。

「陰かげ日ひさえいれば、当てられるぞ、タカオカ……！」

　浮遊能力を失った《グラン・ギニョル》へ、俺おれは届かない声を漏らす。

　命中した。

　陰日のサポートによる、空中での狙そ撃げき。空中で姿勢制御しつつ、狙撃銃《ＳＮ─テクニカルＶ》を構え、《グラン・ギニョル》を狙撃した。全て陰日のおかげだ。

　震ふるえていた腕は、どうして収まったのか。

「助かった、陰日」

「キリヤの、おかげですゥ……私、今、多た分ぶん、陰日でいられていると、いいな」

「当たり前だ。陰日は、陰日だろう」

「は、はいィ！」

　刀とう雅がに助けられた、と思う。あの男の助言が、俺にも陰日にも響ひびいた。いや、如月きさらぎ嬢じようの声援もあったから、《薄うす花はな桜ざくら》の二人ふたりに助けられたのか。俺の《アークトゥルス》での拳こぶしが、少しでも陰日を取り戻せたのなら、俺はそれでいい。

　だが。

「……すまないな」

「い、いえェ」

　陰日のほうは、それでいいなどと言えまい。

《グラン・ギニョル》を撃破したとはいえ、こちらは落下中。

　海に落ちたのなら復帰は不可能だろう。機き体たいを失っても陰日が死ぬことはないだろうが、如月きさらぎ嬢じようと同じ実じつ験けんを受けたのだ。なにかしら精神的なダメージはあるだろうし、陰かげ日ひ自身も負けることを極端に恐れていた。

　これは、勝ったと言えるのだろうか。

　陰日のことを考えず、捨て身での狙そ撃げきを放っただけじゃないのか。

「キリヤと一いつ緒しよだから、多た分ぶん、怖くないですゥ」

　もう、海に落ちる。

　俺の背中に、陰日が額ひたいを乗せてきた。狭い筐きよう体たいコクピットの中、こんな形でしかコミュニケーションが取れないのが、どこか虚むなしかった。いつもの陰日なら、飛びついてきてくれるだろうに。

「そうか──ありがとう、陰日」

　寡か黙もくで口くち下べ手たで。だからこんな月並みな言葉しか出てこなかった。

　道連れとなった《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》には悪いが、こうして陰日を取り戻す手て伝つだいができたのなら、俺おれも参加した意味があったのだろうか。

　海に面した画面を見て、そんな風に思って──。




『おーいまだエンドじゃねえぞ、キリヤ！』




　コクピットに響ひびいた声に、思わず顔を上げた。

「っ!?」

『ちょっとは粘ねばれよ！　敵を倒してはい終了じゃねーだろ、お前のとこの空手はよ！』

　耳みみ慣なれた声。この軽い感じは。

「……落ちてない、のか？」

「あ、アレンですかァ。ど、どうして」

　水面ギリギリという位置で、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》は宙に静止していた。なんだ、これは。

　最初は浮いているのかとも思った。が、わずかに左右に揺れる光景を見て思い出す。これは、この感触は覚えがある。陰日と最初に出会ったのは、そういえばゲーム内でのバトルだったのだから。

「《マルドゥク》のワイヤークロー……」

『正解だキリヤ！　Ａ２イレイザー《マルドゥク・エアカスタム》。レイラ博士が上司権限で、人のデザインしたイレイザーに色々手を加えやがってなあ。空中戦仕様なんだとよ。良かったなあキリヤ、頼れるアレンお兄にいさんがいてよ！』

　モニタの一部を切り開き、画面が表示される。おそらく研究所からの映像と思われるそれは、ドラゴン型イレイザーの背に乗る《マルドゥク》と、そのドラゴンから伸びるワイヤークローであった。

《マルドゥク》とは翼つばさのシルエットや、装甲の形状が若干異なり、なるほどカスタム機きであることが知れた。以前より流りゆう線せん型けいでシャープな印象を受けるのは、やはり空中戦を意い識しきしたのだろうか。

　手を加えられたせいか、アレンさんは不ふ機き嫌げんそうだったが。

「で、でもアレン。もう一人ひとりの操そう縦じゆう手しゆはァ、一体誰だれが……？」

『ああ、それなら』

『む。あ、アレン！　これはどうすればいい!?　というか手を離はなすな！』

『姐あね御ごよお、自転車に乗れない小学生じゃねーんだからさ』

　聞こえてきたのは、竜りん胆どう女史の声だった。

　確たしか、話によれば機械関係は苦手で、そのためイレイザーの操縦はできなかったとか。心理学を修め、また武道でも俺おれや刀とう雅がなど全く及ばないほどの女性だというのに、機械がダメというのはなんとも不ふ思し議ぎだ。

『はいはい、ちゃんと握ってますから。じゃあおめーら、今からワイヤー巻き取るから暴あばれるなよ』

「了解」

《マルドゥク》のコクピット内の状況がわからない。後席のアレンさんが、前席の竜胆女史に手取り足取り教えているのだろうか。そんなことをして竜胆女史に殴り飛ばされないか心配になってくる。

　アレンさんの場合は、女性に殴られるのは日常茶飯事かもしれないが。

　キリキリというワイヤーが巻き取られる音と共に、《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》が上昇する。海面近かったところから徐々に上空へ。今の軽装《リュストゥング》ならば、《マルドゥク》が持ち上げるのにもさほど苦労はないようだった。

『まったく。コンビ解消しても苦労ばっかりかけやがってよ』

「申し訳ありません。いつもご迷惑を」

　アレンさんがからからと快活に笑う。

　少々、口と女おんな癖ぐせに難なんがあるものの、ここまで面めん倒どう見みの良い人もなかなかいないだろう、とは思う。

『それに……お前たちの力、必要みたいだぜ』

「は？」

　妙な声を上げてしまった、と自分でも思う。

　また画面に映し出されたのは、戦せん艦かんイナシャウガの甲かん板ぱんの映像だった。先ほどまでは、俺おれが撃うち抜いた《グラン・ギニョル》がそのまま倒れ伏していたと思うが、今は、違う。

　黒い影かげが、そこにあった。

「……アポクリファ？」

　一体なにが、起きているのか。

　甲かん板ぱん上じように現出していたのは、巨大なアポクリファの塊だった。一体どこにあれほどの量があったのか、と考え、モニタに目を凝こらす。すると、いくつもの黒い欠片かけらが、海から顔を出し、甲板上のアポクリファと一体になっているのが見えた。

　あれは、一体。

「か、海中のアポクリファ……昨日きのうと今日きようで海に落ちた《月げつ牙が》の残ざん骸がいを、吸収しているんじャ……」

『イエス』

　答えたのはシーファさんだった。この現象を観かん測そくしているのは、彼女なのだろうか。

『《グラン・ギニョル》のアームを中心に。アポクリファが集合しています。おそらくタカオカがやっているものかと』

「まだ終わらないと言っていたが、これか。そんなことができるんですか？」

『最高級アポクリファが。《グラン・ギニョル》の核になっています。扱える力場は今までの比ではない。と博士が仰おつしやっています』

　往生際が悪い。

　もっともそれは、俺おれも同じだったわけだが。

『ありゃあ、マズイな』

《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》を巻き上げながら、アレンさんがぼそりと言った。

『アームの先端が島の方向だ。あの野郎、アポクリファでとにかく塗り固めて、アームで直接研究所を壊こわすつもりかよ』

　研究所を壊す。

　つまりそれは、そこにいる俺たちも、瓦が礫れきの下に埋めるという意味か。もはやパイロットである俺たちまで一いつ緒しよに狙ねらってくるのか。

《マルドゥク》に助けられたと思ったら、また別の危機きが迫るのか。

『次から次へとやってくれるぜ、ヒール共はよ』

　アレンさんの呟つぶやきに全く同感だった。休みない戦せん闘とうの連続は疲れしかもたらさない。

　そろそろ限界だろう陰かげ日ひのためにも、一気に決着をつけたい。

　しかし、海中から材料を得て、ますますその大きさを増していく、まるで歪いびつな砲弾のようなアームをどうすればいいのか、俺でも見当がつかなかった。

　ただ、あんなものに殺されるのは、意地でも御免だとは思ったが。




「おい、どうなってんだよ博士！」

『うるさいわね東とう城じよう刀とう雅が！　こちらも忙しいのわかってる？　わかってるの？　わかってないわよねえ！』

「お母かあさん、状況を教えてほしいのです」

『タカオカが最高級アポクリファを使って巨大なアームを形成。こちらを狙ねらっている様よう子すよ。撤てつ退たいしつつあった《月げつ牙が》たちも構わず取り込んでいるわ。急いで頂ちよう戴だい』

「こんな時まで娘びいきすんな！」

　常じよう識しき人じんかと思えばそうでもないわけで、もう博士のキャラ訳わかんねえよ。

　船の電源は破は壊かいした。まあデバイスを統括している電源はすぐに見つけることができたから、パイルバンカーを叩たたき込んでやった。博士からの通信によれば、それで《月げつ牙が》の部隊は崩壊したとのこと。操そう作さを失い海中に没したらしい。

　それは、いい。

　問題はその後、桐きり也やに撃うち抜かれた《グラン・ギニョル》が、甲かん板ぱん上じようでヤバいことを始めてるらしいということだ。だから俺おれたちは、今全力で甲板へと向かっている。《グラン・ギニョル》に一番近いのは船内にいた俺たちだからな。

　つっても、船内からすぐに甲板に移動できるわけではない。《薄うす花はな桜ざくら》の要かなめの一つ、機き動どう力りよくを司つかさどるブースターは、《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》にぶった斬ぎられているので、《薄うす花はな桜ざくら》は今、人間のように二本の脚で駆け抜けることしかできない。

　ブースターの速度に慣なれてしまったせいもあるんだろうが。

「《カノン》は！　島から直接ぶっ放しちまえばいいんじゃねえのか！」

『さっきからやっているのだけどね、遠くて威力が届きにくい上に、表面だけでも対光学兵器の処理がされてるらしくて、効果が十分にないのよ。研究所に近づいたところを見計らって迎げい撃げきする手もあるけれど、もしダメだった時は私たちまとめてあの世行き。笑えない話ね』

「じゃあ俺らが行っても……」

『聞きなさい。確たしかに《カノン》の対策はされてるけど、それだけよ。アポクリファを低質も上質も構わずにかき集めているから、結合が弱いわ。お得意のパイルバンカーで穿うがてば、それだけで内部まで破砕が届く。貫通力のある《アークトゥルス》ならば尚なお更さらかもね？』

　つまり、桐也たちと協力してぶち倒せ、とレイラ博士は言っているのだろうか。それは勿もち論ろん構わないのだが、懸け念ねんはもう一つあってだな。

「お母さん！　それとは別に！　今、《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》が甲板へと向かっているのです！」

『……どういうこと』

「知らないのです！」

　カイの野郎、もう動けないとかほざいておきながら、これだよ。

　こっちが電源を破壊し、弐に式しきと戦ったあの部へ屋やへ戻った時は、まだいたのだ。しかしこちらがタカオカの暴ぼう走そうを伝えると態度を豹ひよう変へん、弐に式しきに備わる軽快な動きでもって、跳ちよう躍やくを繰くり返すように甲板へと走っていきやがった。こっちは今それを追いかけているようなものだ。とっくに弐に式しきの姿は見えないけどな。

「呼びかけても返事はないのです」

「カイにも予想外だったんだろ！　動けたのなら、不意をついて俺おれたちの背中から攻こう撃げきしても良かったはずだ！　それをしなかったのに、タカオカの動きを聞いたら飛び出していったってのは……」

『こちらでもモニタしてみるわ』

　つい声を荒げてしまう俺とは対照的に、博士は落ち着いたもんだった。いや、この人も沸点低いから、単に沸ふつ騰とうする場所が違うだけかもしれないが。

　やがて、モニタにウィンドウが展開される。レイラ博士のほうで得た映像だろうか。甲かん板ぱん上じようの拡大映像。海から数多あまたの欠片かけらが浮かび上がり、濡ぬれたまま、甲板にある巨大な黒い塊へと飲み込まれていく映像。

「こいつが……！」

「《グラン・ギニョル》は視認できないのです。あの塊の奥にいるのでしょうか？」

　長大な甲板の上では、既に砲弾のように長細いアームが形成されている。いや、歪いびつな表面を見るに、どちらかというと岩石か。イレイザーで間近から見たら、なおさらその大きさに圧倒されそうだ。武骨で単純だが、だからこそ決定的な暴ぼう力りよくとなり得る。

『力場から計測するに、完成した時の全長はおおよそ五メートル。五メートルの大岩がオペレーティングルームに突っ込んできたら……どうかしら、刀とう雅が？』

「やってらんねえ」

　状況にもよるが、全員まとめて瓦が礫れきの下した敷じきだ。もしかしたらレイラ博士たちは逃げ出せるかもしれないが、コクピットの中の俺おれたちはいよいよヤバい。

「お母かあさん、今から全員外に避ひ難なんするというのは」

『安全を取るなら、アリね。けれどそのまま、《グラン・ギニョル》の侵攻を許してしまうかもしれない。守る者がいなくなった研究所ならやりたい放題よ。あの大岩だって一度射出して終わりじゃない。振りまわされたらたまったものではないわ』

　研究所の中の在庫や、島の周囲に埋まっているというアポクリファ。タカオカ一人ひとりでどれだけ持って行けるかわからねえが、この五メートル級のアポクリファも制御できるなら、アポクリファさえあればなんでもできそうだな。

　そういうことを危き惧ぐしたから、博士はアポクリファを使いたくなかったのだろうが。

「簡かん単たんな話だ。止めりゃいいんだろ。甲板行って殴り飛ばしてくるぜ。ついでにカイも捕まえる」

　博士の分析なら殴ればいい、ということだった。カイのことも気になるが、追いかけていればそのうち見つけられるだろ。

『……その必要はないかもね。ちょっと、甲板見て』

　博士に言われ、モニタの画面を見る。すると、甲かん板ぱん上じように黒い影かげが一つ見えた。船の舳へ先さきに立つ姿。いつの間にあんなとこにいやがったのか。弐に式しきとなってからの機き動どう力りよくは、俺おれたちよりも遥はるかに高いらしかった。

「カイ……？　あんな場所で、なにを」

　あの位置では、もし巨大アームが撃うち出されたとしたら、巻き込まれるだろうに。遠くてはっきりとはわからないが、弐に式しきは両肩の鞘さやに手をかけている。そのまま抜き放って斬きるつもりなのだろうか。

　リーチが全然足りねえ。表面に傷をつけるだけで終わりじゃないのか。

「東とう城じようさん。よく見てほしいのです。アポクリファを集めているのは、《グラン・ギニョル》だけではありません」

　紀き沙さ羅らは目が良い。《デュアル・イレイザー》のトップに君くん臨りんする動体視力を持つのだから当然といや当然かもしれないが、とにかく要点を見つける目が鋭するどい。

　そんな彼女が気付いたのは、《グラン・ギニヨル》同様、弐に式しきも海中に落ちたアポクリファの欠片かけらを吸収していること。どうして？　決まっている。

　鞘ごと、刀身を伸ばすため。

「……長さを稼かせいで、一気に斬るつもりかよ!?」

『正解だトーガ！　はは、二人ふたりともちょっと遅いんじゃないの!?』

「カイ……」

　ここにきて、と言うべきか。

　あるいは今までこちらの会話を聞いておきながら、無視を決め込んでいたのか。どちらにしても気に入らねえ。

『部下が悪いね。撤てつ退たいだと言っているのに、タカオカは一向に命令を聞こうとしない。前から反抗的だと思っていたがこうまでとはね』

「カイ！　なにをするつもりですか！」

『こちらも悪の組そ織しきなんでね。反逆する部下にはそれなりの制裁を加えさせてもらうさ』

「答えになっていないのです！」

　地図を頼りに、船内を駆け抜けながら、紀沙羅はカイとの交信を続けた。

　カイのアポクリファ操そう作さは、的てき確かくだった。雑多な質の材料でも、《グラン・ギニョル》のアームとは違う、滑なめらかな成型を行っていた。両肩の鞘を伸ばし、鞘内部にあるだろう刃やいばも同様に伸ばしていく。

　居合の機構ごと巨大化させ、一気に叩たたき斬るのか。

『力場でバランスをとっているのね。まったく、才能だけは怖い相手だわ』

　小さなイレイザー。だが、その両肩の鞘だけはアンバランスなほど長い。五メートルとまではいかなくとも、十分に砲弾アーム斬ざん断だんできそうな長刀。

「カイ！　どうして!?」

『紀き沙さ羅らにやられて、なにもかも計画通りにならなくて、いい加減僕もイライラしているんだよ。そうしたら丁ちよう度どいい標的がいるじゃないか。裏切り者なら僕も、思いっきり叩たたき込めるはずだしね』

　こちらも、ようやく甲かん板ぱんへと辿たどり着く。

　開けた空。南国の洋上で、二つの黒い機き体たいが対たい峙じしていた。甲板の奥に立ち刀を構える《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》。宙に立ち、胸に風穴を開けたまま、甲板に浮かぶ巨大アームを操あやつる《グラン・ギニョル》。

《薄うす花はな桜ざくら》が一歩、前に出るが。

『今までの鬱うつ屈ぷん晴ばらしをさせてもらうよ、タカオカ』

　その前に、《グラン・ギニョル》が動く。その腕を振りかぶり、巨大アームで殴りつけようとする。それだけで、甲板上のバカでかい質量が動き出す。

　砲弾の射出が、始まった。

『ここが僕の諦あきらめる位置だろう！　切り刻めよぉ《讐しゆう劇げき機き関かん》！』

　ラスボスが吠ほえる。

　撃うち出されたアームに対抗するように、斬ざん撃げきが黒い閃せん光こうとなって、弐に式しきから放たれるのが見えた。




　状況を観かん測そくしていたレイラは、一連の現象を確かく認にんする。

　まず、アポクリファ製の刃やいばが、岩のごときアームを縦たてに斬断した。しかしそれだけでは力場による制御を得たアームは止まらない。《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》は、間断なく横なぎの斬撃を繰くり出していく。十字に切り裂かれ四分割されるアーム。

　しかし、止まらなかった。

　正確に言うなら、甲板上に留とどまった下側の二本と、アームの推力を打ち消されなかった上側の二本があった。分割されたアームはそれぞれ二本ずつに分かれ、別の軌道を辿る。

　当然、かわす余地もないほどのギリギリで斬撃を放った《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》は、研究所へと飛来する二つのアームに巻き込まれ、容易たやすく甲板から落下した。

「《讐しゆう劇げき機き関かん》の位置は追えてるわ。あとで回収する！」

　レイラは、それぞれのコクピットに向かって命令しつつ、自身も《カノン》の準備をしながら、声を荒げた。

「アーム、二つ来るわよ！　《ユーディット》！」




「言われなくてもわかってるわよ！」

　アームの飛来に対し、真っ先に動いたのは、機動力に優すぐれる《ユーディット》であった。

《月げつ牙が》が撤てつ退たいし、その役割を終えた《ユーディット》であったが、甲かん板ぱん上じようの異変を察知した岬みさきたちは、既にアームの軌道上へと立ち、危険に備えていた。

　岬は声を荒げながらも、二つに分割され、わずかに左右に分かれつつ飛来するアームの一本に狙ねらいを定める。真しん紅くの機き体たいを割り込ませ、腕に取り付けたブレードを構えた。

「あずな！」

「おっ……けぇ！」

　花が、開く。

《ユーディット》の右腕のブレードが、黒のアームへとねじ込まれた瞬しゆん間かん、その腕に追随するかのように、七枚のブレードが次々と突き刺さっていく。放射状に広がったブレードは、その一枚一枚がドリルのようにアームを貫通し、割っていった。

「なめてんじゃないわよ！」

　そのまま、《ユーディット》が突き抜ける。

　赤い機体がアームを掘削したとき、アポクリファの残ざん骸がいが宙に浮いていた。もはや大きな危険とはならないだろう残骸もやがて《カノン》で撃うち落とされ海へと沈んでいった。

「……次！」

　岬が目を向けた先には、別のアポクリファのアーム。

　そしてそれにワイヤークローを食い込ませる、《マルドゥク》の姿があった。

「あれもこれもとやらせて……人使いが荒いぜ博士！」

　アレンが操そう縦じゆう席せきでぼやく。が、慣なれない操縦に必死の竜りん胆どうは、アレンの言葉に応答する余裕はないらしい。固い表情でレバーを握っていた。

「姐あね御ご！　準備できてるか、練習の通りにな！」

「わ、わかっている！」

　声が震ふるえているが、竜胆は身体からだで覚えるタイプだ。大丈夫だろうとアレンは判断した。

　アレンが、竜胆とイレイザー操縦の練習をしていたのは、ウラノメトリア島行きが決まってからだ。準備に慌ただしい二人ふたりだったが、少ない時間の合間を縫ぬってアレンが竜胆に操縦を教えた。なにかあった時のためだったが、結局、準備が不十分なままで実戦となった。

　だが。

「《マルドゥク・エアカスタム》！　ドッグファイトじゃ負けねえよ！」

　アレンのサポート。まして機体は、彼が作り、知り尽くしている《マルドゥク》である。相棒が操作に慣れない竜胆だろうと、大きな障害にはなり得ない。

《マルドゥク》は、まず回収した《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》を戦せん艦かんの甲板へと着陸させ、そのまま高速でアームを追いかける。レイラ博士が手を加えた空中戦仕様は、《ユーディット》の機動力に勝まさるとも劣らない。

　そのまま、ワイヤークローを放ってアームを捕ほ獲かく。射出されたアームはその程度では止まらないが、ワイヤーを巻き取ることで《マルドゥク》はアームへと接近する。

　そのまま、肩のビームキャノンを展開。

「遠えん距きよ離りなら減衰されるっつー話だが」

　ワイヤーの巻き取り、まるでコウモリのように動くアームへと密着したその瞬しゆん間かんに。

「このクロスレンジなら無理だろーが！　姐あね御ご！」

「くっ……！」

　わずかに焦った竜りん胆どうの声。

　しかし連携は完かん璧ぺきだった。ゼロ距離で放ったビーム銃じゆう撃げきは、アームを半ばまで焼き焦がして巨大な穴を穿うがつ。すぐさまウィングを広げ離脱。距離を取った瞬間に、《カノン》の強力な砲撃が脆もろくなったアームを貫いた。

　内部まで崩ほう壊かいが達していたアームは、その一撃で内側から粉々に破砕される。

「いいタイミングだ、シーファ！」

『イエス！』

　研究所の後こう輩はいに声をかけ、アレンは再び戦せん艦かんへと目を向ける。

　今度は落ちた《讐しゆう劇げき機き関かん・二に式しき》を引き上げねばならない。なんでもできると大変だな、とつくづく思う。

「姐御、もう一仕事だ。大丈夫そうかよ？」

「心配のしすぎだ、アレン、私を誰だれだと思っている」

「へいへい。全部終わったら良い店教えてやるから行こーぜ」

「誰が行くか！」

　ナンパは失敗に終わったらしい。ため息をつきながらも、アレンは次の仕事へと目を向ける。天才的な博士の補佐は本当に忙しい。

　博士の娘も、今は同じくらい忙しいだろうが。




『こちらぁー……《ユーディット》。アーム細こま切ぎれにしてやったよぉ。あと三つぅ！』

『いいや二つだ！　こっちも一つ落とした！　《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》はこっちで回収しといてやるからよ！　残りはきっちりやっとけよ！　アレンお兄にいさんとの約束だ！』

　仲間たちからの通信が入る。甲かん板ぱんにいる俺おれたちに届く声。

　残った二本。カイが十字に切り裂いたアームの、下側二本。外側はゆがんだ岩のようだが、斬きられた面は滑なめらかな黒色の質感。こっちはどういうわけだか推進力を失い、甲板上に落下した。単純に、上二本のアームのほうがでかかったから、あっちがより強い力場を形成できたってだけの話かもしれないが。

　まだ、終わりじゃない。

《グラン・ギニョル》はまだ甲板上にいる。先ほどよりも小さくなった二本のアームを再び撃うち出すつもりだ。それを示すように、《グラン・ギニョル》はアームを浮かばせ、狙ねらいを研究所の方向へ定めている。

　こっちは、甲かん板ぱんの舳へ先さき。

　先ほどカイが立っていた場所。ギリギリでアームを切り裂いた位置。

『戦争だな』

　隣となりに立つ《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》から、桐きり也やの声が響ひびく。

　先ほど《マルドゥク》のクローでそのまま運ばれてきた。なんで研究所じゃなくこっちに輸ゆ送そうしたかって、そんなもの、これからの迎げい撃げきのために決まっている。こうして、桐也と並んで喧けん嘩かするのは随分久しぶりに思えた。

「戦争じゃねえよ。喧嘩だろ」

「なにを乱らん暴ぼうなことを。ゲームに過ぎないのです」

『あ、あのォ……どッちでもいいですゥ』

　陰かげ日ひに言われてしまう。まあ確たしかにどうでもいいことかもしれない。

「カイが心配かよ。紀き沙さ羅ら」

「機き体たいごと海中へ落下。私ほどではないとはいえ、機体の損傷、破は壊かいはカイにも負担になるはずなのです。彼には無事でいてもらわないと、きちんと後始末ができませんから」

　後始末ね。カイや紀沙羅が巻き込まれた実じつ験けんとやらに、どう始末がつけられるのだろうか。

　紀沙羅のトラウマは、これから来る敵のアームを粉砕することで、どうにかなるものではないはずだ。殴るだけで全部解決するほど、世の中の構造は簡かん単たんじゃないのだから。

　それでも。

「これで一つ、終わらせられるといいな、紀沙羅」

「同感です。面めん倒どう臭くさいしがらみは、もうこりごりです」

「面倒なばかりじゃなかっただろ」

　前席の紀沙羅が、少しだけ振り向いてこちらを見た。いつものジト目。

　面倒臭いことばかりで、投げ出したいと思ったことも一度や二度じゃないはずだ。だがここまで来た。俺おれのおかげなんて言うつもりはない。陵みささぎも、安曇あずみ野のも、桐也も陰日も、誰だれかが欠けていたら、紀沙羅はどこかで挫くじけていたかも。

　俺も、お前のおかげで、自分の立ち位置決められた気がするけどな。

「……東とう城じようさんは、面倒ばかりかけてくれましたが」

「じゃあ、お互い様じゃねえか」

「どうしてそう、東城さんは偉そうなのですか。お母かあさんのことを相そう談だんした時も、終始上から目め線せんでたまったものではないのです」

「や。上から目線はお前もだろ」

「口答えは許さないのです」

　とんだお姫様だった。

「東とう城じようさん」

「ああ、わかってる。そんなに面めん倒どうだって言うのならよぉ」

　そろそろだろうか。喋しやべっている余裕はない。

「そうやって面倒なのも全部、ぶん殴ってやろうじゃねえかよ！」

『刀とう雅が。こちらはいける』

「こっちもだ桐きり也や！」

　操そう縦じゆう系けいはこちら。すっかり馴な染じんだ格かく闘とうの型。

《薄うす花はな桜ざくら》と《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》。左手と右手。それぞれ対照的ではあるが、互いの必殺技を叩たたき込むことには変わりない。

「脳筋しかいないのですか……」

『い、今は、それもアリ、だと思いますゥ。キリヤ、かッこいいです……』

「脳筋と色ボケしかいないようですね」

　紀き沙さ羅らがぐちぐちとうるさい。いいから黙だまって俺おれの一いち撃げきを見とけよ。

　こうしてぶん殴るくらいしかできない男なんだからよ。

　そうして、互いに足をわずかに開く。それを見て取ったのか、それともタカオカはこちらなどすでに視界に入っていないのか、《グラン・ギニョル》がその両腕でアームを叩く。形成された見えない力場が、アポクリファを前に射出した。

　甲かん板ぱん上じようを滑るように、一対のアポクリファ塊が突貫してくる。

　迎むかえ撃うつぜ。こちとら二人ふたりで一機き。二機の一撃。

　並び立ち消し去る者デユアル・イレイザーだ。

『せい──ッ！』

「──りゃああああッ！」

　踏み込み。

　一歩前に踏み出し、その動きで胴を捻ひねる。体幹を伝わる回転運動と、そこに発生するモーメントをそのまま腕に伝える。イレイザーで全すべて人間の動きを再現できるわけではないが、基本は同じだ。

　放つ。

　目の前にまで迫りくる黒い塊を突き破る。

「だっ……らああああッ！」

　パイルバンカーの先端が、アームへとぶつかる。インパクトのその瞬しゆん間かん、機構が作動し、杭くいが激はげしく射出。近くで見れば、アームの色はその濃のう淡たんや質感がばらばらで、なるほど粗悪な合成品でしかなかったのだとわかる。

　ならば、砕ける。

「手て伝つだうのです、東とう城じようさん」

　そう思った瞬しゆん間かんだった。

《薄うす花はな桜ざくら》の右腕が動く。そこに持っていたのはビームナイフを取り付けたアサルトライフル。ナイフ部をアポクリファ塊に突き込んだまま、紀き沙さ羅らは銃じゆう撃げきを放って見せる。

　轟ごう音おん。

　たった一撃の突きと、無数の銃撃が、巨大な岩塊ともいうべきアポクリファを、粉々に粉砕してみせた。いや、正せい確かくには、アポクリファがその内部の機き構こうを失い、内側から爆ばく発はつしたのか。《月げつ牙が》と同じだな。

『……ふん』

　アポクリファの欠片かけらが、動力をそのままにこちらに降ってくる。しかしそれらも、紀沙羅が銃剣で全すべて払いのけた。

　見れば、軽装《リュストゥングＭｋ─Ⅲ》のほうも、残心の姿勢をとっていた。イレイザーでそこまでしなくても、なんて思っちまう俺おれはやっぱ武道家としちゃ半人前か。

　その右腕の《アークトゥルス》は、アポクリファを貫通して粉こな微み塵じんにしたのだろう。黒い灰のような物が散るだけで、危険な残ざん骸がいはほとんど残っていなかった。

『終わったか』

「ああ、終わりだ……」

　気付けば、《グラン・ギニョル》も甲かん板ぱん上じように落ちていた。まるで糸の切れたマリオネットだった。タカオカはどうしているだろうか。できれば船の中で大人おとなしくしていてくれるといいが。まあ、仮に反撃する余力があったとしても、竜りん胆どうさんがいる分にはどうとでもなるだろう。

『うッ……あう』

『陰かげ日ひ？』

『うええええッ！　良かッ、良かッたですゥ！』

『お、おい陰日！　こんなところで泣くんじゃない！』

　陰日の泣き声が聞こえてきて、こちらは苦笑するしかなかった。色々と抱えてたものがあったのかもしれない。そりゃそうだ。今回、カイに一番翻ほん弄ろうされたのは陰日だろうしな。

「あーあ、泣かした」

「やはり女の敵なのです」

『うるさいぞお前たち！　お、おい、もう泣くんじゃない。終わったんだから』

　扱いに苦く慮りよしている様よう子すがよくわかる。いいぞ陰日。もっと桐きり也やを困らせてやれ。そういうことしてると、桐也はだんだん陰日から離はなれられなくなる。

　いや、もう手遅れかね？

『漫才しているんじゃないわよ、貴方あなたたち。緊きん張ちよう感かんを持ちなさい』

「博士」

　レイラ博士の声は、どこかだるそうだった。全すべて終わったから弛し緩かんしたのだろうか。彼女の判断でも、この防ぼう衛えい戦せんは終了したのだろう。

『ちゃんとわかってる？　わかってるの？　わかってないわけないでしょう？　──これで、終わりということよ。戦争を戦争にしないままで終わらせてくれた、ゲーム世代の子供たちに頼って良かったわ』

　大きく息を吐く声が、どこかから聞こえた。通信を伝った誰だれかの安あん堵どだろうか。俺おれのものだったかもしれねえ。なんかもう、わかんねーや。

『信じてよかったわ、紀き沙さ羅らちゃん』

「は、はい」

『でも……ちょっと無む茶ちやもしたわね。だから減点よ。あとでお説教してあげるわ』

「わかりましたのです。東とう城じようさんも一いつ緒しよなのですね」

　巻き込まれた。一人ひとりで説教を受けるのが嫌いやだったのだろうか。せっかく二人ふたりで話す機き会かいなんだから活用すればいいものを。

『か、陰日、そろそろ泣き止やんでくれ』『う、あうゥ……』

『ちょっとー。《讐しゆう劇げき機き関かん》引き上げたけどどうすんのこれ？　重い、重ッ！』『《マルドゥク》と一緒じゃないと引き上げられないよねぇー……』

『おい《ユーディット》！　しっかり下から支えとけ落とすなよ！　こっちも姐あね御ごの巨乳支えたいの我慢してんだからよ！』『アレン……コクピットから出たら覚えておけよ』

『ああああアンタら全員うるさいわよ！　綺き麗れいに終わらせなさい！』『博士。怒ど鳴なる。よくない、です』

　本当にうるせえ。

　それでも、まだまだ後始末は続きそうだった。カイから話も聞きたいし、タカオカも拘こう束そくしなきゃだし。それでも博士の言う通り、戦争を戦争にしないまま終わらせられたことは、きっと幸運なのだと信じたい。

「……なんだよ紀沙羅。ジト目で」

「いえ。東城さん、やりきった顔をしてるな、と思っただけなのです」

「これが、満足できずにいられるかよ」

　生あい憎にく、俺たちがやったことは、世界を変えないことだった。しかもそれはレイラ博士の考えで、俺なんかそのわずかな手て伝つだいをしたに過ぎない。

　でも、満足するなっつーほうが無理だろ、これ。

「お前もやりきった顔してみろよ」

「いえ、東城さんのように頭悪そうな顔を人様に見せられませんので」

「誰も見てねーよ」

　ぐいー、と彼女の顔を正面に向かせてやる。紀沙羅がむがむがとなにか言ったがこの際無視。

「おら、笑え」

「あうー！」

　笑わずに、こっちの手に爪つめを立ててくるばかりだった。ちょっと痛いが猫にひっかかれたようなもんだと思い、気にしないことにする。

「なにをひまふはー！」

「なに言ってるかわかんねー！」

　ハイテンションのままで笑い声をあげていると、顔をぶん殴られた。紀き沙さ羅らは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま前を向く。

　トラウマ払ふつ拭しよく、はまだ先の話なんだろうが。

　これから先は、紀沙羅だってもっと気楽にゲームできるだろ。そういうのが平和で、博士の望んだものなんじゃねーのか。

　勿もち論ろん、ちゃんと一いつ緒しよに乗るつもりだ。コクピットから蹴けり出そうたってそうはいかねーぞ。

《薄うす花はな桜ざくら》の半分は、もう俺おれの機き体たいなんだからよ。







エピローグ







　あの後の話。

　竜りん胆どうさんを始めとする制圧部隊がクルーザーに乗り込み、船内の『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』のメンバーたちを制圧していった。まあ制圧部隊だとか言っても俺おれと桐きり也やと竜胆さんの、格かく闘とうトリオだったわけだが。

　しかも制圧とか言っても、全員《月げつ牙が》による戦闘で消耗していたので、戦いらしい戦いはなかった。銃じゆう撃げき戦せんを期待していたフシのある竜胆さんは残念そうだったが。

　カイも勿もち論ろんいた。さすが首領と言うべきか、ほぼ放心状態だったのだが、それでもクルーザーの外がい観かんを構成するアポクリファを維持する力はあったらしい。その精神力、鍛きたえれば相当なものになると思えたのだが、まあ、カイについてはあとで語る。

　ともあれ、あっけなく連中は拘こう束そく。

　あとは、ホロスコープ本社や警けい察さつの仕事らしい。そりゃそうだよな。結局俺がやったことなんて、イレイザーでも生身でも、拳こぶしを振り回して暴あばれただけだ。それで解決できることなんてほんのわずかで、残りはレイラ博士や、彼女を擁ようする会社がやってくれるだろう。

　俺たち学生は、そんな事後処理の邪じや魔まにならないよう、翌日には帰路へとついていた。慌ただしい南国の旅で、旅行らしいことはほとんどできなかった上、帰りは疲労のせいで完全に眠っていた。

　そんなわけで、アポクリファなんてヤバい物を巡る一件は、俺の周りではほぼ終了したと言っていい。

　残りの夏休みは、紀き沙さ羅らを含めたいつもの面々と過ごすことになる。まあ《デュアル・イレイザー》もやらなきゃならねえし、陵みささぎは陵で海だの山だの行きたいと騒さわぐし、当然ながら安曇あずみ野のはそれを止めねえし、桐也がついてくりゃ陰日もついてくるしで、密度の濃こい夏を過ごすことになった。

　それも、今から考えると、思い出作りに似るものがあったのかもしれない。

　紀沙羅のトラウマは、まだ残っている。

　博士は教団の残った資料を分析し、その解決策を探っているそうだが、どこまでできるのかはまだ不明らしい。俺にできることは、日につ課かのように戦い、ランク一位を維持し続ける紀沙羅を、手助けすることだ。紀沙羅を気にしてか、最近は陵も、以前のように紀沙羅に戦いを挑むことは少なくなっていたし。

　まだ戦い続ける紀沙羅。あの時、甲かん板ぱんでパイルバンカーをぶっ放しても、問題はまだまだたくさん残っているのだ。紀き沙さ羅らのことは、紀沙羅が解決するべきで、俺おれは《薄うす花はな桜ざくら》に乗ることくらいしかできないのだが。

　逆に言えば、ぶん殴って解決できるようなことなら、いつでも俺が手て伝つだってやれるということだ。そういう位置を見定めた俺なのだから。

　そして、夏休みの最終日。

　俺たちは、国こく際さい線せんの空港にいた。

　紀沙羅が、米べい国こくに帰ることが、急きゆう遽きよ決まったのだった。




「急すぎるだろ」

「申し訳ありません。こちらも、すぐにお伝えしたかったのですが……お母かあさんが」

　空港でスーツケースを片手に、紀沙羅は申し訳なさそうな顔。

　米国に帰る。レイラ博士が『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の残した研究資料から、紀沙羅のトラウマを軽減できるかもしれない方法を発見したらしい。そのために、紀沙羅と陰かげ日ひは一度米国にあるホロスコープ本社へ行き、その研究に協力するそうだ。

　上う手まくいけば、もう戦わなくてもいいかもしれない、という話。

　しかしそれを聞いたのがつい三日前で、なんとも急な話である。紀沙羅にとっても急な話だったらしく、この三日間はろくな話もできていない。

　なにせ向こうに行くのが、保ほ護ご者しや役の竜りん胆どうさんを除いて、三人もいるんだからな。

「おい、しっかり頼むぜ。男はお前しかいないんだから」

「任せてください、刀とう雅がさん。ちゃんと僕がお姉ねえちゃんたちを送り届けます」

　そう言って微笑ほほえむ子供。もう以前の面おも影かげは皆無と言っていいが、消しきれなかった入れ墨のあとがわずかに頰ほおに残っている。笑うと、その部分が歪ゆがんで、独特の表情となる。

　カイだ。

「入れ墨、綺き麗れいに消さなかったのか」

「消すこともできるみたいなんですけど、なんていうか、贖しよく罪ざいっていうか、僕のやってきたこと忘れちゃいけないのかなって……忘れてるんですけどね」

　敬語のカイ。なんつーか、見ていてすごく違和感がある。この夏休みである程度慣なれたとはいえ、おかしいものはおかしい。頰の入れ墨をなぞるようにぐりぐりと指を押しつけてやると、カイはくすぐったそうに目を細めた。

　この夏休みですっかり皆の弟分である。一番可愛かわいがっているのは、一いつ緒しよに暮らしていた紀沙羅と陰日だろうか。

　三人で本当の姉弟のように見えることもある。

「性格、変わったな」
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　泣きじゃくる陰日に抱きつかれている桐きり也やが真ま面じ目めな顔で言った。陰日なんかもう大泣きである。周りに迷惑だから止やめさせろというのに。

「すみません。覚えてなくて」

「最後に無む茶ちやして海に落ちたからな、お前。むしろ死ななかっただけマシだ」

　機き体たいが大破しなかったのが良かったのだろうか。

　最後に海に墜つい落らくしたカイは、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』に関する記き憶おくをほとんど失っていた。こいつ、他ほかになにもせず教祖なんてやってたもんだから、その辺りの記憶が抜けてみれば、まったく混じり気のない良い子に変へん貌ぼうしてしまった、ということなのだろうか。これで演技だとすれば陰かげ日ひも青ざめる擬ぎ態たいぶりだが、それはないのだろう。

　拘こう束そくしたメンバーでも知らない内情を、カイならば知っていたはずなのだが、本人がこうなっては仕方がない。タカオカはいつの間にかクルーザーから逃亡して行方ゆくえ不ふ明めい。教団は、その最さい奥おうの事情までは、結局最後まで明かさなかったことになる。

　残った資料を見るに、教団を後押ししていた何者かがいたらしいのだが、その辺りも完全に闇やみの中であった。残ったのは、すっかり良い子になり、俺おれたちを兄や姉として慕う少年だけだ。

「キリヤ！　キリヤ！　私のこと忘れちゃ嫌いやだからぁ！」

　人目もはばからずに抱き合うのは、陰日と桐きり也やである。こっちのバカップルぶりには辟へき易えきするばかりで、夏の間中イチャイチャされて鬱うつ陶とうしかった。

「ああ、忘れない」

「絶対？　絶対だよ？」

「忘れるはずがない──帰ってきたら結婚しよう」

「待て待てそこのボケ二人ふたり！　なに早まったこと言ってやがる！」

　とんでもないことを言いだしたので慌てて止める。確たしかにいつ帰ってくるかわからないが、だからといって気が早すぎだ。まだ高校生なので陰かげ日ひはともかく桐きり也やは法的に無理だしな。

　相棒を通り越して恋人になった二人は、こっちには目の毒である。カイも苦笑いでどうすればいいのかわかりません、という表情。

「留学先、椎しい乃のさんに言ってアメリカにしてもらおうかしら」

「あの、向こうも大きな国ですので、そう上う手まくいくかは」

「気にしなくていいわよ。こっちが会いに行くだけだから。今の時代、ネットつなげばアンタともイレイザーで戦えるんだから。そんな狭い世界で会いにいくなんて簡かん単たんでしょ」

「おぉー……また旅行？　楽しみかもぉ」

　一方の陵みささぎは強がってるが、昨晩泣きじゃくったのか目が赤い。それには紀き沙さ羅らも気付いていることだろう。こっちで出来た三人の友情は、ちょっと海を隔てたくらいで消え去るものではないらしかった。

　名残なごりはつきない。

　新学期にこいつらがいないとなれば、俺おれも、さびしい気分はぬぐえない。

「それでは東とう城じようさん。お世話になったのです──お世話した気もするのですが」

「口の減らねえヤツ」

　俺は、ポケットに入れていた物を紀沙羅に手渡してやった。紀沙羅が首を傾かしげている。デジタルカメラであった。

「研究所で撮とった写真な。ごたごたあってカメラごと持ってきちまってた。レイラ博士に渡しといてくれ」

「っ!?　ま、まさか水着の写真もあるのですか!?」

「それだけじゃねーぞ。夏休み色々遊んだだろ？　あの時の写真、丸ごとまとめて入ってるからよ。レイラ博士も喜ぶぞ」

「やたらぱしゃぱしゃ撮っていたと思ったら……」

　結局、この親子、語り合う機き会かいはあったのだろうか。研究所からは慌ただしい撤てつ退たいとなってしまったし、勿もち論ろん電話くらいはしたのだろうが──どうだかね。

　写真くらいで話すきっかけになるのならば、これ以上のことはねーわな。

「お前たち、そろそろ時間だ」

　竜りん胆どうさんが腕を組みながら言った。最近はレイラ博士の補佐としてあちこち飛び回っているそうだが、なんかアレンさんと一いつ緒しよに行動していることが多い気がするのは気のせいだろうか。

　呼ばれてカイがぺこりと頭を下げ、陰日が泣きながら何度も何度も桐也を振り返りつつも、行く。紀き沙さ羅らも一度頭を下げると、あとはもう振り返らず竜りん胆どうさんに付いていく。

　と、思ったのだが。

　突然立ち止まった紀沙羅が、とてててとこちらに戻ってきた。まっすぐ俺おれのとこに。

「忘れていました」

「なにを」

「こちらも、渡す物があったのです」

　いつものジト目で、ぺいっとなにが投げてくる。思わず反射的に受け取ったそれは、イレイザーのパーツだった。

　パイルバンカー《アルナスル》。俺が最後まで頼りっぱなしだった武装。

「向こうでは一人ひとりでやりますから、パイルバンカーなんて武器は必要ないのです。持っていてください。なんでしたら好きに使えばいいのです」

「お前な……」

　最後の最後まで可愛かわいくない。

「最後くらい、もうちょっとこう、あるだろ？」

「なにがですか？」

「なにって……お前、そりゃあれだよ。陰かげ日ひと桐きり也やがやってるようなことだよ。いや、ないならいいけど」

「……やりたいのですか？」

「はあ!?」

　ジト目を深くして、相変わらず表情の読めない顔で、だがとんでもないことを言いだした。

「東とう城じようさんがやりたいなら……やっても」

「ま、待て待て！　ちょっと待て！　いきなりなに言いだしてんだ！　俺らそういうのじゃねえだろ！　なんかもっとこう悪友っていうか、そういう……」

「なにを慌てているのですか。恥ずかしい」

「ああ!?」

「どうせ妙な想像をしたのでしょうが、私が言っているのは再会の約束という意味です。断じてイチャつく意味ではありません……はっ」

「てめ……」

　どうやらからかわれていたらしい。冷笑のあと、くすくすと笑いだす紀沙羅。

　ふざけんなと言いたいのをぐっとこらえ、俺はパイルバンカーを拳こぶしに収める。そのまま、握った拳を紀沙羅に向けて突き出した。

「そんなこと言ってられるのも今のうちだぜ。お前、帰ってきた時に驚おどろくなよ？　お前が頼りにさせてくださいって頭下げるくらい、強くなってやるからよ。ああ、なんなら惚ほれるかもしれねーな？」

「私も」

　こつん、と小さな拳こぶしが俺おれの拳に触れた。
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　軽口なんか聞こえなかったとばかりの、真ま面じ目めな表情だった。

「私も、強くなるのです」

「は？」

「そんなに長く行くわけでは、ないと思いますから──すぐに帰ってきたいと思うのです。東とう城じようさんより、強くなって」

　なに言ってんだ。お前、とっくに俺なんか凌りよう駕がしたパイロットだろ。

「心なのです」

　紀き沙さ羅らがにやりと笑う。滅多めつたに見せないその表情だが、多た分ぶん、俺の真ま似ねなのかもしれなかった。そうだとすれば似ていない。

「心を鍛きたえて戻ってくるのです。もう、なににも侵されないように。誰だれにも奪われないように、強くなって」

　ぱっと、拳が離はなれた。

　言いたいだけ言って、紀沙羅は、さっさと竜りん胆どうさんに付いていきやがった。もう振り返りもしない。薄はく情じようではないだろうが。

　心。

　俺おれは紀き沙さ羅らが言うほど強くない。俺もまだまだ鍛えたりない。

　四人がゲートを潜くぐっていくのを見送って、俺は大きく息をついた。すぐ戻ってくる。今は寂しいが、戻ってくるなら必要以上の感傷は必要ない。

《薄うす花はな桜ざくら》はもういないが、別の場所で戦っていると、信じられる。

　拳を開き、パイルバンカーを見た。

　手の中で、薄花桜色のパーツが、わずかに光った気がした。
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あとがき




（BGM「CYBER DEVILS」by ALI PROJECT）




　どうも、折おり口ぐち良よし乃のです。

　デュアルⅡの予告の通り、今回は水着回となります。まあ、水着より圧倒的に戦せん闘とうのほうが多いわけですが。




　とりあえず、デュアルはこれで一区切りでございます。

　デビューして以降、色々と試し行こう錯さく誤ご、自分のスタイルの模索ということを続けているわけですが、『デュアル・イレイザー』、および並行して書いているラブコメ『シスターサキュバスは懺ざん悔げしない』は、普段ふだんとは違うものに手を伸ばした感が大きいです。

　分不相応でも手を伸ばした結果、どこか成長できているとすれば嬉うれしいことです。




　というわけで三巻は男や漢おとこの話濃こい目です。陰かげ日ひの乙女おとめっぽさも書きつつ。

　特に《リュストゥング》の活かつ躍やくをようやく書けました。とにかく気に入っている機き体たいで、武骨・重武装・銃火力・でも足遅い・でも装甲パージと、パイルバンカーに負けず劣らずのロマンをつぎこんだ機体です。そのおかげでまあ、ピーキーな性能になっているわけですが。

　マークスリーまでバージョンアップしたのは、成長というよりその場に併あわせた結果ですが、そういうのが桐きり也やらしいかと。

　乗り手がコロコロ変わっても寡か黙もくな《リュストゥング》については語りたいことが山ほどあるんですが、スペースがないのが残念です。




　では、この本に関かかわってくださった方に感かん謝しやを。

　編へん集しゆうＫさんとＭさん。いつもお世話になっております。『マークスリー』はロマンだろという点で、編集Ｋさんと意見が一致しております。

　そして絵師の黒くろ銀ぎんさん。いつも大変お世話になっております。デュアルは一区切りですが、これからもよろしくしていただけると幸いです。

　そのほか、何気なくいつも格かつ好こうのネタをくれる家族、細かいところまできっちり指摘をくださった校閲さま、そしてなにより、刀とう雅がと紀き沙さ羅らの物語に最後まで付き合ってくださった読者の皆様へ、最大限の感謝を。







折おり口ぐち良よし乃の

最近太った24歳。先日雪道で二回も転ぶという盛大なドジをやらかす。しかし実はなにもないところでもしょっちゅうバランスを崩す。
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黒くろ銀ぎん

ア○マス愛は未だ衰えませんが、ラブ○イブもいいですね。ほ○かさんマジ天使！









電撃文庫





デュアル・イレイザーⅢ











折おり口ぐち良よし乃の








二〇十三年五月九日　配信
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